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    プロローグ　リワインド


    



    　それは、あっという間の出来事だった。


    　甲高い金属音を響かせながら急ブレーキをかける急行列車が、しかし慣性の法則には抗あらがいきれぬらしく、ゆっくりと目の前を通過していく。その間にも、ここからは見えない車体の下より鳴り続ける異音。固いものが砕けるような、柔らかいものが潰つぶれるような、そんな音。


    　僕、榊さかき潔きよ人とにとっては聞き慣れた、懐かしさすら感じられるその音は、恐らく車体の下で人間の身体が砕け、千切れ、引き摺ずられる際に発せられるものだろう。


    　土曜とはいえ、そこそこに混雑していた朝のプラットホームは、突如響き渡った一つの衝突音を境に静まり返り、皆、まるで神託でも聞くかのように、ただ一つ鳴り響くその生々しい破壊音に耳を傾けていた。


    　その沈黙は、たった今、目の前で男性一人を轢ひき殺したその電車が完全に停止した後にまで継続し、運悪くインパクトの瞬間を見ていたらしい女性が悲鳴を上げると同時に、破られる。


    　パニックを起こした人々の悲鳴が何事かを説明するアナウンスを搔かき消し、ざわめきが場を支配する。卒倒する女性や、走り回る駅員、充満する異臭に吐き気を催す男性など、今までとは違った異様な混乱の中、僕は一人で立ち尽くし、大きく溜ため息いきをついていた。


    「まいったな……」


    　やっぱり今日の運勢はあまり良くないらしかった。朝の占いってやつは、良い結果の時は当たらないくせに悪い時だけは律儀に的中するのだからタチが悪い。ただでさえ約束の時間に遅れそうなのに人身事故とは。それもよりにもよって僕の目の前で、だ。


    　何事もなくこの駅を通過しようとしていた急行電車の前に飛び込んだのは、よれよれのスーツを着た、徹夜明けのサラリーマンのような男性だった。こちらにまで届いてくる強烈なアルコール臭と饐すえた臭いを身に纏まとい、どこか遠い目をしながらプロジェクトがなんだ、上司がなんだとブツブツ呟つぶやいていたので記憶に残っている。


    　今思えば、なるほど、どこからどう見てもこれから自殺しようとする人間にしか見えなかったな。今になって言ってもまったく信しん憑ぴよう性せいはないが、先ほどあの男性を見た時、確かに嫌な予感はしていた。そんな後出しジャンケンのような感想を抱きながら、僕はこれからどうするべきか考える。この様子だと最低でも三十分はこの駅で足止めされることになるだろう。約束の時間にはもう、絶対に間に合わない。仕方のない事情とはいえ、こんな土曜日にわざわざ学校まで来てもらった相手を待たせるのはかなり気が重かった。


    　それに、確かに僕はあの男に嫌な予感を抱いていたし、ちょっと手を伸ばせば簡単にそれを防げる位置に立っていたことも事実だ。実際、時計に気を取られてさえいなければ彼の突発的な行動に反応できていただろう。


    「…………」


    　いや、何を考えているのだ僕は。僕に責任なんてないし、罪悪感を覚える必要もない。それがいくら安い命でも、僕があの男のために犠牲になる義理なんてないはずだ。


    「……あぁ、どうするか」


    　思わずそんなことを呟つぶやいて頭を搔かいていると、ふと自殺者の私物らしきパスケースがホームの上に投げ出されていることに気が付いた。開かれたパスケースには、恐らく彼の妻であろう女性と、その彼女が赤ん坊を抱いた写真が収められている。眩まぶしいばかりの二人の笑顔。


    「あぁ、くそ……」


    　このまま、何食わぬ顔で学校に行くには、あまりにも寝覚めが悪すぎた。


    「………………よし」


    　あの一件からできるだけ使わないようにしていたのだが、仕方ない。


    　僕は心の中でそう決めると、くるりと方向転換し反対側のホームへと視線を向けた。運よく、向こうから電車がやってくるのが見える。こういうものにはタイミングが大切だ。


    　久しぶりの感覚に鼓動が早くなり、肌がぴりぴりするのを感じながら僕は、鎮静化の始まった人ごみの中を横切った。渋面で携帯に向かって遅刻の報告をするサラリーマンの脇わきを通り抜け、混雑する人々を外へ誘導しようと必死に声を張り上げている駅員達の隙すき間まをすり抜ける。


    　そんな彼らに罪悪感を覚えながら、僕は事故の起こった側とは反対のホームにまでたどり着き、そのまま自然な動きでホームの下へと飛び降りた。周囲の人間が「あ」という隙も与えない、自分で言うのもなんだが見事な早はや業わざ。


    　そうして枕木の上に着地した僕は、すぐ近くに迫り来るその鉄箱へと顔を向ける。


    　鋼鉄の咆ほう哮こうは、踏ん張っていないと吹き飛ばされてしまいそうなくらいの大音響で、軋きしみをあげる車体や火花を散らす車輪は、やけにはっきりと目に焼きついた。


    　そうこうしているうちに、普段は目に見えない電車の下半分、のっぺりとしたバンパーが僕の方へと、どんどん迫ってきて、そして、


    「まさか、死ぬとは」


    　──え？


    　頭上から聞こえたその声に、僕は思わず顔を上げる。僕の奇行に気付いた人々が千差万別の驚き方をして目を見張っている中、たった一人だけ冷静に、淡々と、こちらをただ見下ろしているだけの人物がいた。


    　それは黒いロングコートを纏まとった長身[image: ]そう軀くの男性で、その服装と反対に、真っ白になった髪と、同じく真っ白い能面みたいな顔が印象的な奴だった。


    「面白いのか、つまらないのか、どちらなのだろう」


    　そんなことを呟きながらこちらを見下ろす彼と、一瞬だけ視線がかち合う。


    　真っ黒い暗くら闇やみを宿したその双そう眸ぼう。光の差さないその瞳ひとみ。


    　驚いている時間は、コンマ一秒すらも与えられなかった。


    　次の瞬間、僕の身体は車体の下に巻き込まれ……。


    　命を失った僕は今から二時間ほど前の過去、二〇一〇年二月十三日の朝に目を覚ます。

  


  
    １章　リザルト
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    　人生のセーブ機能。


    　僕は自分の身体にいつの間にか備わったその不思議を、そう表現している。


    　セーブ機能というのは、現在の進行状況を保存しておく、テレビゲームをする際に必ずといっていいほど使うことになるあのセーブ機能のことだ。ゲームを中断する時や、ゲームオーバーになった際、やり直す時に活用するあれである。


    　何な故ぜか、と問われても僕自身、答えを知らないので返答できかねるのだが、僕の人生にはどうやらそのセーブ機能が備わっているらしかった。


    　僕は自分の意思で、自らの人生にセーブデータを保存することができる。そして、その後の人生でゲームオーバーになる……つまり死ぬことによって、自分の記憶をそのままに、以前セーブデータに記録した時刻、場所、場面にまで己の人生を巻き戻すことできるのだ。


    　そんな馬鹿な、と人は言うだろう。世よ迷まい言ごとだ戯たわ言ごとだ、くだらない妄想に過ぎない、と。


    　時間は絶えず流れ続けており、人間は常に行動し続けている。一度過ぎた時間はもう二度と戻ってこないし、その瞬間に行った行動はもう二度とやり直すことはできない。だから人間は時間を尊とうとび、積み重なった歴史から未来を学ぶのだと、この前、観た学園ドラマの熱血教師も言っていた。


    　確かにその通りだろう。人生は一度きり、だから今を大切に。それは間違ってはいない。


    　だが、現に先ほど電車の前に飛び出し轢ひかれて死んだ僕は、死んだ時間から約二時間ほど前の午前七時にまで……自室で目を覚まし、いつもの日課で朝のセーブを行っていたあの場面の僕にまで、人生を巻き戻していた。


    　論より証拠。確かに僕はこの世界のルールから逸脱し、今を生きているのだ。


    　だがしかし、このセーブ機能だって、万能ではない。当然、いくつかの欠点を抱えている。


    　まず、一番の問題はその機能を発動させるためには僕の人生をゲームオーバーさせなければならないということ。つまり、僕の死がトリガーとなっているということだ。


    　セーブした場面まで戻りたければ、今の僕とそこから続く未来を諦あきらめ、自分自身の命を絶たなければならないのである。それはもちろん、自殺だろうが他殺だろうが事故だろうが、中毒死だろうが窒息死だろうがショック死だろうが、死因はなんでも構わない。ただ死ねさえすれば、それで人生は巻き戻る。


    　最近ではすっかり慣れて、飛び降りたり轢かれたりする自分を客観視できるほどに感覚が麻ま痺ひしてしまったが、それでも痛いものは痛いし、自らの体が壊れる際の不快感はやはり凄すさまじい。もっとお手頃で気楽に引けるトリガーならば、気軽に使えるものを、最初の頃はそう言って、よくぶうたれていたものだった。


    　そして二つ目の問題は、記録するセーブデータに存在する幾つかの制限である。


    　僕が頭の中で強く「現状を記録しておきたい」と思うと、その瞬間、脳のどこかに針を突き刺したような痛みが走り、その針が刺さったまま残っているような異物感があれば、セーブは成功。次に死んだ時、その痛みが走った瞬間にまで人生を巻き戻すことができる。つまり、この針のような感覚こそがセーブデータの正体なのだ、と僕は認識している。


    　だが、このセーブデータ、今を認識している現在しか記録することはできない。つまり予あらかじめセーブを行っておく必要があり、死ぬ段階になって都合良く「あの時のあの場所に戻りたい」と指定できるわけではないのだ。


    　それに、このセーブデータは最大で一つしか保存することができず、新たにセーブを行おうとすると、過去のデータに上書きしてしまうらしい。更に、一度死んで巻き戻されたら、その時設置していたセーブデータは、針の痛みと共に消滅してしまう。また同じ場面に戻りたいならば、巻き戻された直後に再びセーブをし直す必要があるということだ。これらは僕自身が何度も実験を繰り返し、きちんと確かめたことなので間違いない。


    　以上のような問題点からして、この機能は「セーブ機能」というよりも、「簡易セーブ機能」「クイックセーブ機能」と呼ぶ方がふさわしいかもしれない。でも、それが簡易だろうと、クイックだろうと、人知を超えたこの能力、強いてはそれを持つ自分は文字通り人類を超越している。まさに最強、まさに無敵。以前の僕は、そう考えていた。


    　この機能さえ使ってしまえば人生に失敗はありえないし、勝負事や賭かけ事にも負けることはない。もし悪い出来事が発生しても、その良くない歴史をまるまる消して、もう一度やり直すことができるのだ。未来の体験を元に、より良い結果を出すことだってできる。


    　自らに備わったその超不思議能力に気付いた以前の僕は、その機能を乱用してさまざまなことをやってきた。今の学校に入学できたのも失敗した中学入試を受け直したからだし、定期考査の成績も思いのままで僕は今、頭脳明めい晰せき成績優秀の秀才ということになっている。更に未来を知っている故ゆえに一通りのゲーム、ギャンブルまで連戦連勝ときて、まさにやりたい放題し放題。


    　だが、そんな愉快な思いを楽しめたのは最初だけだった。


    　次第に、やり直しが利く人生には何の面白みもなくなっていき、どうせやり直せるのだからと、今も未来も過去さえも、つまらなく退屈なものに色いろ褪あせてしまった。それに、何度も挑戦できるからこそ、自分の限界というものが明確に認識できるようになっていた。


    　いくら時間を巻き戻して歴史を改変しようとも、たかが中学二年生の子供にできることなんて、テストの点数を上げたり小遣いを増やしたりする程度が関の山。大きな歴史の流れを変えることも、起きる悲劇を回避することも、傷ついたたった一人の人間を救うことすらも、できやしない。いや、しなかった。


    　それに、この機能にはまだ大きな問題が残っている。究極の欠点ともいえるそれは、僕なんかには克服できるようなものでなく、いつか僕の目の前に立ちはだかることだろう。


    　二か月ほど前、とある事件をきっかけにそれらのことを嫌というほど思い知った僕は、自らの傲ごう慢まんを反省し、できるだけこの機能を使わないよう、謙虚に、真面目に生きる道を選択した。


    　……だが、しかし。


    



    「危ないですよ」


    　できるだけさりげなくそう言うと、僕はアルコールや嘔おう吐と物ぶつ独特の嫌な臭いを放つスーツの後ろ襟えりを摑つかみ、全力で引っ張った。ふらりと、前に倒れ込もうとしていたその男性の鼻先数センチを、物もの凄すごい勢いで急行列車が通過していく。


    　危機一髪。意外とギリギリだったようだ。土曜とはいえ、そこそこに混雑していた朝のプラットホーム。凄せい惨さんな人身事故の現場になるはずだったその場所で、僕は変化した現状にほっと一息ついていた。人間を轢ひき潰つぶすことなく無事通過していった電車の最後尾を眺めつつ、風圧で乱れた前髪を整える。


    「う、うあ、あぁ……」


    　僕のすぐ横で尻しり餅もちをついたその男性は、たった今、味わったばかりの生死を分わかつ一瞬に、顔を青くしたり赤くしたりしながら、何事かを呻うめいていた。


    　ふと顔を上げると、一部始終を目撃していた周囲の人間が、僕たちに注目している。


    　一歩間違えたら最悪の事態になっていたと容易に想像できたのだろう。それぞれが妙に強こわ張ばった表情のまま一定の距離を保ちつつ、酔っ払いのサラリーマンと、その脇わきに立つ男子中学生の姿を眺めていた。前回、事故の瞬間を目撃し、くるったように泣き叫んでいた女子高生が、目を皿にして、僕のことを凝視している。


    　なんとなく居心地が悪くなり、時間を空けずに到着した次の普通電車に飛び乗る僕。遠くから異常を察したらしい駅員が慌てて駆けつけてくるのを一いち瞥べつし、本当は死ぬはずだったその男性に視線を向ける。


    　本当に自殺だったのか、それとも酔っ払って倒れただけだったのか、そんなの知ったことではないが、とりあえずは死なずにすんだその男。見開いたその瞳ひとみがゆっくりと焦点を合わせ、僕の顔を見る。その表情は命を救ってくれた者に対する感謝か、自殺を邪魔した者に対する嫌悪か、それを確認したくなくて思わず僕は目を逸そらした。


    　軽快な電子音と共に、ドアが閉まる。


    　駅のホームにその男性を残し、走り出す電車。前回は乗り損ねたその車内で僕はそのドアに背を向け、溜ため息いきをついた。


    　別に、感謝が欲しくて助けたわけじゃない。もちろん人道的な理由でもないし、命は大事、どんな理由にせよ自殺は良くない、なんてことを言いたいわけでもない。というか、それは恐らくこの世界で僕が発言するに最もふさわしくない言葉に違いない。


    　結局は、ただの自己満足なのだ。


    　ただ僕は、自分の気分を害したあの一件を消し去りたかっただけに過ぎない。くだらない人身事故に巻き込まれて、約束の時間に遅れるのが嫌だっただけに過ぎないのだ。あの男の人生になんか、微み塵じんの興味も抱いていない。これはある意味、究極のエゴだった。


    　突如訪れた自己嫌悪に、思わず自分の髪の毛を搔かき乱す。


    「……ん？」


    　その行為が刺激となったのか、ふと、思考回路に何かが引っ掛かった。


    　違和感。あるはずのものが、なかったようなそんな感覚。


    　その疑問はすぐに解けた。


    　前回の最期に見て、強烈に記憶に焼きつけられたその姿。体感時間でつい二時間ほど前、前回の僕が死ぬ直前に見たあの白髪の男性を、先ほどのホームで見かけなかったのだ。あんな髪の毛をしているのだから、見つけられないはずがないと思うのだが。


    　まぁ、さっきは慌ててその場から離れたし、偶然視界に入らなかったというだけのことなのだろうが、何かが心に引っ掛かる。前回の最後の最後、電車にぶつかるインパクトの瞬間に、彼に関する重要な何かを見たような、そんな気がするのだ。


    　何だろうか。二十歳かそこらの外見だったのに、妙に老けているようなその顔立ちや、能面のような無表情、針金のような手足を持っていたことまでは覚えているのだが、それ以降がはっきりしない。最期の瞬間に何か、おかしなことを言われたような気がするのだが……。


    「……って、あ！」


    　そのようなことを悶もん々もんと考えていたら、乗っていた電車が降りる予定だった駅を発車してしまった。慌てて振り返るがもう遅い、閉じられたドアに動き出す電車。窓の向こうで遠ざかっていく降車駅を眺めながら、僕は一気に脱力する。そんな一連の動作を見ていた乗客がくすくす笑うのを極力無視し、僕は最後に一つ大きな溜ため息いきを吐き出した。


    　やっぱり、今日の運勢は最悪だ。


    



    　　　　　２


    



    　時間割という拘束のない土曜の校舎は、いつもとは違った穏やかな雰囲気に包まれていた。遠くから聞こえてくる吹奏楽部の演奏や運動部の練習風景、二月にしては柔らかく暖かい太陽の日差しが、苛いらついていた僕の精神を柔らかく解きほぐす。


    　私立貴たか苗なえ学園。仙せん岳がく町の東に位置する中高一貫の進学校であり、僕の所属校でもあるその学園の無駄に立派な正門を駆け足で潜り抜け、僕は中等部校舎と高等部校舎の間にある渡り廊下を横断する。その先の林の中にあるのが、文科系部室棟。今日の目的地だった。


    　さすがに休みの日に来てまで活動する文化部は少ないのか、建物の中は静まり返っている。まぁ、この辺りは怪しいサークルが集中している影響で普段から人通りが少ないのだが。そんなことを考えながら、慣れ親しんだ廊下を進み、目的の部屋の前に到着する。


    「七分の遅刻か……」


    　自分の人生を一回終わらせておきながら、この体たらく。虚むなしい現実を提示する腕時計から目を上げ、軽く溜ため息いきをついてから僕はドアノブに手をかけた。


    「おはようございます」


    　中にいるであろうその人物に向かってそう挨あい拶さつしながら、僕は「超能力研究会」と看板がかけられた木製のドアを開け放つ。


    　瞬間、周囲の空気が変へん貌ぼうした。


    　分厚いカーテンに閉ざされた、薄暗い室内。


    　戸棚の中はいかにも怪しげな実験器具が立ち並び、本棚には悪魔でも呼べそうな古めかしい革の本や偽物くさい標本の数々が鎮座している。ここがオカルト研に乗っ取られていた際の名残だというそれらのいわくありげな品々と、少々埃ほこりっぽいけれど静せい謐ひつで、心地のよい雰囲気。


    　部室の中は、相変わらずの「超能力研究会」だった。


    　そして、部屋の片隅でパイプ椅い子すに腰掛け、スタンドの明かりを頼りに本を広げる彼女の姿もまた、昨日と全然変わっていない。腰まで伸びた長い黒髪に白い肌、すらりと伸びた肢し体たいに纏まとう儚はかなげで、淑しとやかな雰囲気。そして知的な眼鏡めがねの向こうには、いつものような穏やかな微笑を浮かべ……ていなかった。


    「あ、あれ？　常盤ときわ先輩？」


    「おはようございます榊さかき君。何か弁解の言葉はありますか？」


    　貴たか苗なえ学園高等部の一年で、僕が所属しているこの超能力研究会の部長である彼女、常盤夢ゆめ乃の。


    　彼女の口調はいつものように穏やかで、その表情は確かに微ほほ笑えんではいるのだが、その瞳ひとみがまったく笑ってはいなかった。室内の温度が一度ほど下がったような気分になる。


    　普段はどのようなことにも決して動じず、たとえ目の前で爆破テロがあったとしても穏やかに「あら大変」と笑ってみせるであろうあの先輩が、どういうわけか、僕に怒っているようだった。まさか、七分の遅刻がそれほどまでに深刻なものだとは。まぁ確かに、わざわざ僕のために来てもらったのだから、遅刻されて怒るのは当たり前かもしれないけれど……。


    「遅刻のことは、別にどうでもよいのです。私も今来たところでしたし」


    　僕の表情から何を読み取ったのか、回答を先読みして、ぴしゃりと言い放つ先輩。


    「え？　じゃあ……？」


    　嫌な予感を感じつつもあえて惚とぼけてみせると、先輩はスタンドの明かりをこちらの方へ向け、軽く目を細めて言った。


    「君が、普通なら休みであるはずの今日、この場所に来たのは何のためですか？」


    　眩まばゆい光。まるで容疑者に対する尋問か何か。


    「そ、それは……」僕は、いつの間にかとっていた直立不動の姿勢のままで、質問に答える。「先輩に、試験勉強を教えてもらうためです」


    　僕は成績表の上では中等部で五年に一度の秀才、ということになっている。全教科九割五分以上の点数を常にキープし、通知表は常に最高評価の「オールＳ」。だが、それも全てセーブ機能を悪用して得た紛まがい物の結果、ズルに過ぎない。僕自身の実力は良くて中の下、悪くて下の中といったレベル。実物と評価の間には、眩暈めまいしそうなほどの格差があった。


    　今まではその行為の虚むなしさに気付きつつも、周囲の視線や親、教師らからの期待から、なかなかやめられないでいたイカサマだったが、二か月前の一件を境に僕は己の生き方を反省し、セーブ機能を利己的な理由で使うことを自じ粛しゆくするようになっていた。


    　その結果、前回の二学期期末試験での悲惨な結果は、もう思い出したくもない。


    　僕なりに自ら作り出した偽りの自分に立ち向かおうと試験勉強を頑張ってはみたのだが、元々それほどお頭つむの出来がよろしくない僕が頑張ってみたところで所詮は付け焼き刃。全教科赤点ギリギリというその惨事は教師達に衝撃を与え、親には連絡が行き、僕は校長室にまで呼び出されて私生活の乱れを心配されるという大騒動にまで発展してしまった。


    　このまま次の試験までお粗末な結果に終わると、補修で春休みに影響が出るばかりか、今までの成績にカンニング疑惑がかけられかねない。まぁ、その疑惑もあながち間違ってはいないのだが、できるだけそれは避けたい事態だった。


    　だからこそ、次の三学期期末試験では実力で今まで通りの成績を出したいと頑張っていたところに、部活の先輩であり一年前までは「中等部十年に一度の天才」、と呼ばれていた常盤ときわ先輩が協力を申し出てくれた、というわけである。毎週土曜日の特別補講もその一貫だ。
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    「その通りです」まるで思考のタイミングを見計らったかのように大きく頷うなずく常盤先輩。「追い詰められた状況でも安易な道に逃げようとせず、あくまでも自分の実力で過去の虚像に打ち勝とうとするその姿勢に私は感銘を受けました。榊さかき君が自らの能力を自制して真っ当に生きようとするなんて、その成長に不覚にも感動すら覚えたのです」


    　まるで僕の親か保護者のように、熱の籠こもった口調でそう捲まくし立てる常盤先輩。


    「……なのに」


    　あ、やばい。やっぱり、そういうことか。


    「その勉強会に遅刻しないために、せっかく自じ粛しゆくしていた能力を使うとは何事ですか。こういうのを人は本ほん末まつ転てん倒とう、と言うのです。ちなみにその類義語は主しゆ客かく転てん倒とうで、次の現代文の範囲にもあり、担当の松まつ木き先生の傾向からして出題される可能性が高いので、この機に覚えておいてください」


    「は、はい……いや、でも」


    　咄とつ嗟さに駅での一件……酔っ払ったサラリーマンと、彼の家族が写った写真のことを話そうとして、やはりやめる。それが偽善にすらならない単なる建前にしか過ぎないことは、僕自身気付いていたし、恐らく彼女にも見抜かれているだろう。


    「でも？」


    　微かすかに前髪を揺らし、そう聞いてくる先輩。僕は言い訳を諦あきらめ、無難な話題に話を逸そらす。


    「どうして、僕がここに来る途中で一回死んだことに気付いたんですか？　それもその動機まで」


    「それは、その顔を見ればだいたいわかります」


    　若干吊つり上げていた眉まゆを下ろし、当たり前のような口調でそう答える常盤先輩。


    「それに、榊君、さっき私と目を合わせようとしなかったでしょう？　先ほど、部屋に入ってきた榊君は私に向かって挨あい拶さつをしておきながら、まず室内の様子や調度品を見回し、その次に私の首から下を観察し、最後に顔へと視線を向けました。それは君が意識的であれ無意識であれ、私と目を合わせることによって後ろめたい事情が露呈するのを避けるためだったのではないかと、そう思ったのです。そして君が私に対して後ろめたい感情を抱く要素の数はそう多くありません。更に、先ほど君の最寄り駅において地元の中学生が、線路の上に落ちかけたサラリーマンをすんでのところで救出し、命を助けたという話を聞きました。これは君ですね？」


    　すらすらと歌うようにそう述べる常盤先輩。僕は、まるで探偵小説で追い詰められる真犯人になったような心持ちでうな垂れる。まさか、先ほどの一件がもう噂うわさになっているとは、恐るべし情報社会。いや、本当に恐ろしいのはそれを瞬時に手に入れる先輩の情報網か。


    「一人の命を救って、少しは誇らしい気持ちになっていてもおかしくない君が、部屋に入る前に溜ため息いきをついたり、申し訳なさそうな表情をしたりしている理由は想像に難くありません。大方、人命救助を言い訳に不純な動機で能力を使ってしまった自分の未熟さと、それでもなお遅刻してしまった不ふ甲が斐いなさに嘆たん息そくしてしまった、といったところでしょう？」


    　全くもって、その通り。


    　やはりこれだ、と僕は感動とも畏い怖ふともつかぬ感情で目の前に座るこの上級生へと視線を向ける。この人の本当に凄すごいところは、誰もが振り向く美び貌ぼうでも、恐ろしく幅広い知識や情報網でもない。彼女の一番の武器は、この洞察力と推理力なのだ。


    　些さ細さいな表情、仕草、声の調子から相手の考えていることを正確に見通してしまうその観察眼、常に全身に纏まとうその不思議なオーラから、彼女は周囲から「千里眼」と恐れられているほどなのである。


    　今日も彼女の千里眼は冴さえ渡っているようだった。僕は全身の緊張を解き、両手と共に心の中で白旗を上げる。


    「……想像に難くないですか」


    「えぇ。まぁ、その動機がどうあれ、人命救助自体を否定することはできませんし。私にこれ以上、何かを言える義理はないのですけれど……」そう言って、ふっと思案顔になる常盤ときわ先輩。「自殺をする人間にも、彼らなりの理由、動機、必要性というものがあったということ、そして君がした行為はその彼らの決断を踏みにじったことでもあるということ、この二つだけは絶対に忘れないでください。普通の人間にとって、自殺は文字通り最後の手段なのですから」


    「…………」


    　確かにそうだ。僕にとっては常時選べる行動の一つでしかない自殺も、他の人間にとってはそうじゃない。相当の決意と、覚悟を持って実行される行動なのだろう。僕が気まぐれで助けたあのサラリーマンにも、また。


    　そんな思考に取り付かれ、黙り込む僕に、先輩は言葉を続ける。


    「そもそも、君は自分の命を安く見積もりすぎです。いくら死なないとはいえ、自殺行為は君の身体だけでなく精神にもあまり健全なことではありません。そう簡単に何度も何度も使わないことをお勧めします。使うときは、それ相応の覚悟と決意を持った上で、です」


    　最近になって、よく言われるようになった注意文句。正論だし、自分自身でもよく自覚していることなので、僕は真しん摯しに頷うなずくしかない。


    　「無む闇やみに使うな、機能に頼るな」は、二か月前の僕が自身に定めた人生のスローガンでもあったのだ。まぁ、現状を見るに、いまいち守りきれていないのだけれど。


    「……肝に銘じておきます」


    「はい、ありがとうございます」


    　それを聞いて、常盤先輩は目元を緩ゆるませた。今日、初めて見た本当の微笑。


    　ちなみに、今までのやり取りからもわかる通り、常盤先輩は僕がセーブ機能を持つことを知っている。というのも……これは詳しく聞いてはいないので定かではないのだが、現在行方不明中の彼女の兄が、僕と同じこのセーブ機能を有していたらしいのだ。


    　その関係で二年前、機能を使って好き勝手やっていた「五年に一度の秀才」の正体に気付き、兄と同じ業ごうを背負った人間に対する興味からか、僕をこの超能力研究会へと引っ張り込んだ、というわけである。特にオカルト趣味も超能力に関する興味もない僕が、こんなどマイナーサークルに所属しているのも、そのためだ。


    「さて、と」


    　話はおしまいとばかりに立ち上がり、演出的な意図で閉ざしていたのであろう厚手のカーテンとひび割れた部室の窓を開く常盤ときわ先輩。冷たい空気と刺すような日差しが部室に入り込み、室内の陰気な空気を吹き飛ばす。


    　暗くら闇やみのため今まで気付かなかったが、テーブルの上にはノートや参考書、辞書の類たぐいがまるでタワーのように積み重ねられていた。壁には筆文字で『目標、全教科満点』と書かれたポスター。くるりと振り返った常盤先輩の額ひたいには日本一と書かれた鉢巻きが巻かれている。


    「それじゃあ、試験まであと二週間。気合いを入れて、頑張りましょう」


    　白い光を背に、高らかと号令をかける常盤先輩。


    　柄にもなく「えいえいおー」と片手を掲げるその様子に、僕もつられて微笑ほほえんでいた。
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    「ちなみに、ですけど……」


    　常盤先輩がそう切り出したのは、窓の外が真っ赤に染まる夕暮れ時のことだった。


    　今日一日の締めに、律儀にも先輩が用意してくれた模擬試験の自己採点を行っていた僕は、その作業を中断し、顔を上げる。


    「なんですか？　ここは漢字間違いのケアレスミスだから三角でいいと思ったんですけど」


    「いや、そうじゃなくて、ですね……」


    　自分に甘えてつけた三角を、しぶしぶバツに書き直す僕に、先輩は何か言い淀よどんだ。いつもは僕の目をまっすぐ見つめ、その奥底まで探ってくるようなあの眼光は何な故ぜか、窓の外や室内をうろうろと彷徨さまよっている。


    　まただ、今日の先輩は事あるごとにこのような仕草を見せる。まるで僕に言いづらい何かを言おうとしているような、そんな感じ。最初は顔に何かついているのか、社会の窓でも全開になっているのかと心配した僕だったが、どうやらそういうわけでもないらしい。


    　僕は先輩ではないので、その動きから心の中を見通すことなんて到底できず、何か様子がおかしい、ということだけしかわからない。


    「……どうか、しました？」


    「あの、ですね……」


    　顔を伏せる先輩。夕日が差し込み、真っ赤になった部室内で見るその横顔に僕の心臓が思わず、高鳴る。寄せられる柳りゆう眉び。その表情は、真剣に何かを悩んでいるかのようだった。


    「…………」


    「常盤ときわ先輩？」


    　また黙り込んでしまう先輩。普段はめったに微笑以外の表情を見せない人なだけに、流石さすがに心配になり僕が近寄ろうとすると、その肩が突然、がっと摑つかまれた。


    「榊さかき君！」


    「は、はいっ」


    「……………………」


    「あ、あの……？」


    　至近距離で見つめられ、思わず目を逸そらして逃げの姿勢に入る僕。間近で見る先輩の顔に鼓動が早まるのを感じながら、その小さな口が次の言葉を放つのを待ち続ける。


    「……明日は二月十四日で、日曜日なわけですけれど」


    「はい」


    　十三日である今日が土曜だから、明日の十四日は日曜日。確かにその通り、間違っていない。


    「ときに榊君……」


    「はい……」


    「明日、何かご予定はありますか？」


    「……、はい？」


    　真剣そのものの表情でこちらをじっと窺うかがっている常盤先輩。僕は言われた言葉を数回、頭の中で反はん芻すうして、その意味を二、三度吟ぎん味みしてから、もう一度その言葉を脳内で繰り返した。


    「……はい!?」


    「もし、何も予定がないのでしたら、少し付き合ってもらいたい場所があるのですが……」


    「え、あ、……え？」


    　休日の予定？　付き合ってもらいたい場所？


    　思わず仰のけ反ぞり、立ち上がる僕の身体。後ろ足で椅い子すを蹴けり飛ばすのも構わずに後あと退ずさる。


    　ちょっと待て、それはつまり、そういうことなのだろうか。飛躍しすぎていると認識しつつも混乱を始める思考回路。なんとか乱れた鼓動を抑えようと心臓に手を当てて、呼吸を集中する僕。慌あわてるな、落ち着けと命令しても僕の身体は言うことを聞こうとしない。


    　だって、そうだろう。あの常盤先輩に、こんな悩ましげな顔でそんな質問されたら、誰だってその意図を考えてしまうというものだ。


    　そう、それにだ。僕は以前、ずっと昔に「歴史上なかったことになった世界」で、「その世界の彼女」から遠まわしに好意を伝えられたことがあったのだ。


    　今まで、できるだけ考えないようにしていたのだが、「あの世界」とほぼ同じルートを通ってきたこの世界での彼女だって、僕のことを……いや、それは自うぬ惚ぼれだ。今までにも似たようなことが何度かあったではないか、確か前は部室の備品買い出しの荷物持ち要請、その前は活動の一環としてイカサマ霊能力者の実演を見に行く誘いだった。


    　今回もその類たぐいに違いない、もしくは今日の成績が芳かんばしくない僕への追加講習とか、そんなところだろう。そうだ、そうに違いない。いや、でも、その時も前の時も、先輩はこんな深刻な顔はしていなかったし妙な前フリもなかった。だが、しかし……。


    「榊さかき君？」


    「はいっ！」


    　訓練を受けたわけでもないのに、またもや直立不動の姿勢をとる僕の身体。


    「それで、どうです？　……明日」


    「は、はい。それはもちろん……」


    　空すいています。と即答しようとした僕の口は次の言葉を発する前に硬直した。


    　思い出したのだ。僕には既に明日、約束があったということを。


    　すっかり忘れていたのだが、昨晩、寝る前に突然「あいつ」から電話がかかってきて、明日の正午に家に来るよう呼び出されていたのだった。とはいえ、こっちには拒否する時間すら与えられず通話が切られたうえに、もし忙しくなかったら、という前提付きの呼び出しだったので、約束があるとも、そうでないとも言えるのだが……。


    「あー……っと」


    　正常に脳のう味み噌そを回そうとするのだが、うまくいかない。さまざまな思惑、事情、損得、変なことばかりを考え、勘繰り、期待して空回りする僕の思考回路。


    　目の前でこちらをじっと見つめる常盤ときわ先輩と、受話器の向こうにいた「あいつ」。


    　相反する性質を持ちながら、僕の世界においてかなりの重要度を持つ二人。


    　その二人から同時に誘いをかけられている、この状況。


    　そう、これは、まさに。僕はなんと、こんなところで、二者択一を迫られていた。


    　どうしよう、どっちの用事も捨て難いし、なんとなく両方を取ることも難しそうだ。


    　出現する選択肢。いつか見たその項目は、先輩か「あいつ」か。


    　以前、僕は悩みに悩んだ末、その片方を選択した。だが、あの時は「あいつ」の命がかかっていたし、いや、今でもあの選択は少しも後悔してなんかいないのだが……、なんというか、今となっては物もの凄すごく決め難い。こんな難しい問題も久しぶりだ。あぁ、どうしよう。決められない。そんな選択に悩むあまり、僕は思わず現状をセーブしていた。


    　直後、強烈な自己嫌悪に苛さいなまれる。


    　くそ、なんと言うことだ。僕という奴は、二人を天てん秤びんにかけたばかりでなく、どちらを取っても後悔しないために、こんな場面でセーブを行うなんて！　無む闇やみに使わないと言った舌の根が乾かぬうちに、こいつ、恋愛シミュレーションゲームのつもりか、この野郎。卑ひ劣れつ漢かん、ヘタレ、弱虫、臆おく病びよう者もの。


    　思わず頭を抱え、脳内を自分への悪口で満たす僕。それすらも所しよ詮せんは現実逃避に過ぎないとわかっているのに、やめられない。そもそもこんな浮わついた思考自体が間違いであることを、自分自身わかっているはずなのに。でも……。


    　無限に続くと思われていた苦悩と自己嫌悪の連鎖を断ち切ったのは、僕ではなく先輩だった。


    「……そう、やはりそれは間違っている」


    「え？」


    　緊張と混乱でどうにかなっていた僕の胸中を言い当てるかのように、突然そう呟つぶやく先輩。ぎくりと固まる僕を見て、彼女は顔を伏せ、苦笑する。


    「いえ、……どうやら、先約があったようですね」


    　顔を伏せたまま、言葉を続ける常盤ときわ先輩。


    「それなら仕方ありません。……私の用事はまたの機会ということでお願いします」


    「え？　あの……」


    「いえ、皆まで言わなくていいですよ」そう言ってどこか寂しげに微笑ほほえむ千里眼の少女。「幼おさな馴な染じみちゃんに、よろしく言っておいてください」


    「うあ……」


    　どうやら、今までの葛かつ藤とう。その全てが僕の表情や仕草に出ていたらしい。


    　あまりの恥ずかしさから、熱くなる顔。


    「あ、凄すごい。九十点じゃないですか。あと少しですね」


    　硬直する僕をよそに、先ほどの模擬試験の点数を見て満足げに頷うなずく常盤先輩。


    「……それじゃあ、ちょっと早いですけど、私はもう帰ります。鍵かぎ、かけておいてくださいね」


    　そう言い残して荷物をまとめると、先輩はひらひらと手を振りながら部室から出ていった。


    「………………」


    　一人、取り残された僕は、先輩の出ていった扉を数十秒間眺めた後、


    「はぁあああ……」


    　あまりの情けなさから脱力し、木の床にへたり込む。肺の中の空気を全て搾り出すような特大の溜ため息いきを一つついた後、僕はテーブルに自分の頭を打ち付けた。


    　じんと痛む額、でもその程度ではこの、もやもやした気持ちは解消できない。


    「僕って奴は、どうして、こう……」


    　思わずこぼれた独り言が、窓の外の夕日に吸い込まれ、消えていく。
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    　二〇一〇年、二月十四日、日曜日。


    　天気は晴れで、射手座の運勢は十一位。ワースト一位にはある、不幸回避のアドバイスがない分、十一位の方がずっとタチが悪い。昨日の占いも揮ふるわなかったし、ここのところ僕の運勢バイオリズムが落ち目なのかもしれないな。


    　そんなくだらないことを考えながら腕時計を確認すると、約束の正午を少し過ぎていた。


    「また遅刻か……」


    　時間ぴったりに着くよう歩調を合わせていたつもりが、どうやらのんびり歩きすぎたらしい。軽く溜ため息いきをつきながら、ブザーを鳴らそうと手を伸ばすと、見慣れた表札が目に入った。


    　大きく明朝体で『梓あずさ』と書かれ、その後に家族の名前が連ねられたその表札。父親の欄に付け替えた跡があり、母親の欄は以前と変わりなく残されている。


    　心によぎる正体不明の感情。自分でも摑つかみ切れないその心情を無視し、ブザーを押すと、ほぼノータイムでインターホンが繋つながった。


    『遅い！』


    　仙せん岳がく西にし町にある閑静な住宅街の一角に、スピーカー越しの怒声が響き渡る。インターホンに内蔵されたカメラからこちらの様子を窺うかがっていたのか、本人確認や挨あい拶さつもよそに叱しつ咤たは続く。


    『十分も遅刻するなんて！　私が遅れた時は毎回ぐじぐじ文句言うくせに』


    「わ、悪い」勢いにのまれ、思わず謝る僕。しかし、すぐに理不尽な思いにかられ、反撃を試みる。「……でも遅れたのは数分だし、それにこの前はそっちが一時間も遅刻したからで……」


    『ま、いいや。これで前回の遅刻は帳消しってことで。ちょっと待ってて』


    　僕の台詞せりふを華麗に無視し、勝手な言い分と共に切られる通話。直後、目の前の洋風一軒家からどたどたと騒がしい足音が聞こえ、本当にちょっとの時間で玄関が開かれる。


    「やっ。キョート、一週間ぶりくらい？」


    　数秒前までの不機嫌な様子はどこに行ったのか、驚異的切り替えの早さでこちらに笑いかけてくるその人物。短く切り揃そろえられた髪と凜り々りしい顔つき、性格からくる[image: ]はつ溂らつとした仕草や普段からのパンツルックが、どこかボーイッシュな印象を与える彼女、「あいつ」こと、梓由ゆ衣い。


    　彼女と僕とは、互いの父親が親友同士で古くから行き来があり、幼稚園、小学校とずっと同じクラスにいたという、つまりが幼おさな馴な染じみの同級生という間柄だった。その後、中学で別々の学校に進学して以来、交流をなくしていたのだが、二か月前の一件で再会し、最近ではときどき連絡を取り合うようになっている。


    　ちなみにキョートというのは、幼稚園時代の由衣が僕につけたあだ名で、名前の潔きよ人とをのばしたものであるらしい。この年になってまでその名で呼び続けるのはどうかと思うのだが、キョートという響きが彼女のお気に召しているらしく、呼び方を変えてくる様子はないようだ。


    　まぁ、今更苗みよう字じで呼ばれるのも余よ所そ余よ所そしくて嫌だし、いきなり名前を呼び捨てにされるのもどこか気恥ずかしいものがあるので、今のままがちょうどいいのかもしれないが……って、そうじゃない。自分の思考が変な方向にずれたのを感じ、慌あわてて軌道修正を試みる。


    「……で、今日、僕は何の用で呼び出されたんだ？」


    「んと……、ちょっとね」


    　留守番とか模様替えの手伝いとか、そういうくだらない用事だったら今すぐ帰って先輩の方の用事に切り替えてやる。半ば本気でそんなことを考えていた僕の質問に、由ゆ衣いは答えるのを躊ちゆう躇ちよした。その猫ねこみたいにぱっちりとした瞳ひとみを一瞬、家の中に向けて、もにょもにょと口くち籠ごもる。


    「えっと、ほら……」視線を泳がせながら、言葉を探す由衣。「……最近、四し鷹たかに大きなショッピングモールができたじゃない？」


    「はぁ」


    「……何、その反応」


    「いや、そんなこと言われても」


    　四鷹というのは、ここ仙せん岳がく町から電車で三十分ほど行った場所にある街のことで、仙岳町よりもお洒しや落れな店が多く、若者が集まりやすいという印象があることは知っている。また同時に交通の便やら自然環境やらで土地としての人気も高く、お金持ちが好んで住む街でもあったはず。だが、僕が知っているのはその程度。この僕にそんな場所との縁なんてあるわけもなく、もちろん一度も行ったことのない街だった。


    「それで、そこにショッピングモールができると、どうなるんだ？」
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    「どうなるって、それは…………。いっちょ行ってみるか、って気分にならない？」


    　正直、ちっともならないが。そんな感想を飲み込んで、僕は改めて由ゆ衣いの服装を確認する。


    　相変わらずのカジュアルで動きやすさ重視でありながら、どこかいつもより小こ綺ぎ麗れいな印象。なるほど、近所の商店街くらいまでならジャージ姿で通してしまう彼女にしては、少々気合いが入っているとも見て取れた。つまり、外出する気、満々ってことだ。


    「要するに、僕は荷物持ちに呼ばれたってこと？」


    「うん？　まぁ、そういうことになるかな」何な故ぜか狼狽うろたえながら、曖あい昧まいな返事を返す由衣。「……というわけで、行かない？」


    「…………」


    　行かない？　って、問答無用に家まで呼び出しておいて、今頃それを聞くのか。僕は軽く溜ため息いきをついて、両手を挙げる。そんな僕をじとりと睨にらんで、聞いてくる由衣。


    「そのジェスチャーは行くってこと？　行かないってこと？」


    「……前者の方で」


    「よっしゃ！」途端、明朗な声になって僕の背を叩たたき、すたすたと歩き出す由衣。「じゃあ、とりあえず駅……の前に、私まだ昼ご飯食べてないんだけど、どっか寄っていい？」


    「いいけど……」


    　叩かれた背中を摩さすりながら、由衣の後を追う僕。まったく、こいつはいつもこうだ。小学校時代、その強引さで町中を引き摺ずりまわされたことが思い出される。


    　そんな回想にやれやれと肩を竦すくめながらも、僕はどこか安心している自分に気が付いた。


    　そうだ。今の彼女からはもう、二か月前の一件で見た、無理して明るく振る舞っているようなぎこちなさは感じられない。いつの間にか彼女は以前の明るく元気で、そして若干鬱うつ陶とうしいあの頃の梓あずさ由衣を取り戻しつつあるように見える。


    　どこか軽い足取りで、坂道をどんどん下りていく彼女の後ろ姿を追いながら、晴れ渡った空を見上げる。いつか見たものと似た景色。


    　なんだか、今日は悪くない休日になりそうな予感がした。


    



    　だが往々にして、そのような予感は裏切られる傾向にある。


    　駅前で軽く昼食を済ませ、意気揚々と四し鷹たかに向かう電車に乗り込もうとする僕達を待ちうけていたのは、隣駅で起きた人身事故による路線の運行停止だった。


    　昨日の今日で、また人身事故に遭遇してしまうとは、しかも聞くところによると事故が起きたのは僕がいつも通学時に使っている駅だとか。よっぽど僕は自殺に縁があるらしい。


    「ったく、死ぬなら死ぬで、他の人の迷惑を考えてほしいよね」


    　ようやく動きはじめた電車に乗り込んだ際、乗客の一人がぼそりとこぼしたその文句。現代人らしいドライな意見に、僕はいろいろと複雑な感情を抱きながらも苦笑する。


    　腕時計で確認すると、どうやら駅に足止めされていたのは三十分程度の時間だったらしい。人間一人の死を処理するのにかかる時間と考えると、長いのか短いのか。まぁ、所しよ詮せんは他人の命だし、短いに越したことはないのだが……。そんなことを考えながら運行再開直後で若干混み気味の車内を見渡していると、ふと、視界に見覚えのある後ろ姿が映った。


    「あれ？　あそこにいるの、双ふた葉ばじゃないか？」


    「え？　どれどれ」


    　人ごみの中、僕の視線を追ってドア二つほど離れた向こう側へ顔を向ける由ゆ衣い。そこに見える小さめのツインテールと見覚えのあるジャケットを確認して、目を見開く。


    　やはり間違いない。満員電車の中、窮きゆう屈くつげに広告を眺めるあの少女は梓あずさ双葉。現在小学三年生である梓家の次女だった。


    「本当だ、おかしいな。双葉の奴、今日はずっと家にいるって言ってたのに……」


    　自分の妹の姿を眺めながら、首を捻ひねる由衣。


    　だが、すぐに何かに思い当たったかのように手を打ち、そしてにやりと笑ってみせる。


    「……ははぁん、なるほどね」


    「何がははぁんで、何がなるほどなんだ？」


    　話についていけず首を傾かしげる僕をちらと見て、その笑みを濃くする由衣。そのどこか嫌らしい笑顔に、嫌な予感を禁じえない。


    「キョート。予定変更して、ちょっと寄り道してもいい？」


    　そして往々にして、嫌な予感ほどよく当たるものなのだ。
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    「あ、私、由衣だけど……うん。今、どこ？　家？　ならちょっと頼みたいことがあるんだけど、今いい？　……うん、うん。そう。お願い」


    　四し鷹たか駅に降りるなり携帯を開いていた由衣は、相手との通話を終えると、謎なぞのニヤニヤ笑いを浮かべながらこう言った。


    「双葉、今、家にいるってさ」


    　どうやら、電話の相手は双葉だったらしい。


    　だが、家にいるとはどういうことだ？　首を捻りながら、人ごみの向こうを歩く双葉の後ろ姿へと視線を向ける。携帯電話を片手に大きく溜ため息いきをついているのが、遠目からでも確認できた。あれは、間違いなく双葉なのだが。


    「……わからない？　つまり、外出していることを私に知られたくないってことだよ」


    　そう言って、意味ありげに片目を瞑つぶってみせる由衣。


    「いや、それはわかるけど……」わからないのはその意図だ。「それに、双葉が噓うそをついていることと、今の僕らの悪趣味な行動の理由もわからないんだけど……」


    　あどけない小学生の少女を、こそこそと隠れながら追尾している怪しい中学生二人。それが今の僕らを、客観的視点で見た状態だった。彼女の視界に入らないようちょくちょくと隠れ場所を移動しながら、その後を追って駅構内を進む僕たち。自分が何をしたいのか、自分でもよくわからない。


    「なんで、僕達が双ふた葉ばの後をつけなきゃいけないんだ？」


    「なんでって、わからない？　あの双葉が、姉である私に内緒でこんな遠いところまでわざわざやってきたその理由」


    　微み塵じんもわからない。そんな顔をして眉まゆを顰ひそめる僕に、由ゆ衣いはこれ見よがしにやれやれと肩を竦すくめて見せる。


    「問題です。今日は何月何日でしょう？」


    「今日？」階段を下りる双葉を追いながら、首を捻ひねる僕。「二月十四日だろ？」


    「それで、その二月十四日は何の日か知ってる？」


    　あれ、なんだか似たようなやり取りを別の場所でしたような、そんなデジャヴにくらくらきつつも僕は質問の答えを考える。


    「……少なくとも、僕の知っている誰かの誕生日ではなかったと思うけど」


    「馬鹿」そんな僕の回答を軽く一いつ蹴しゆうする由衣。「二月十四日っていったら、セントバレンタインデーでしょうが」


    「セントバレンタイデー」


    　あの有名な、恋する女性が意中の相手にチョコレートやらなんやらを送って、そのついでに愛の告白なんかもしちゃう、あれのことか。


    　あぁ確かに、二月にはそんなイベントもあったっけ。そういえば、去年の今頃、常盤ときわ先輩と同じようなやり取りをして自分のデリカシーのなさを咎とがめられた記憶があるような。


    「で、それが今の話とどう繋つながってくるんだ？」


    　えらく真っ当であるはずの僕の疑問に、由衣は失望したような表情で首を振る。


    「わからないかな。双葉がわざわざ噓うそをついてまで、外出しているのは、外出していることを知られるのが嫌だから。なんで嫌なのかというと、それは恥ずかしいから。なんで恥ずかしいのかというと、それは今日がバレンタインデーだから……」何な故ぜか得意げに人差し指を動かしながら、自らの推理を披ひ露ろうしはじめる由衣。「つまり、双葉は今、気になる誰かにチョコレートを配達する途中だってことなのだ！」


    「……いや、それは飛躍しすぎじゃないか？」


    　僕は溜ため息いき交じりにそう言って、駅構内から外へと向かう双葉の背中から、また例の嫌らしいニヤニヤ笑いを浮かべる由衣へと視線を戻す。


    「いーや、間違いないね。だって昨晩あいつ、一人でキッチンに籠こもってたし。あれは、今日のための手作りチョコレートを作成していたに違いない」


    「……もしそうだとしても、僕達が双ふた葉ばを追跡する理由にはなってないだろ」


    「だって、気になるじゃない」そんな僕の疑問に、当然と言わんばかりの真顔で由ゆ衣いが答える。「双葉がチョコをあげようとする相手が、誰なのか」


    「…………」


    　悪趣味。そんな僕の感想が顔に出たのか、由衣は慌あわててそれに付け加える。


    「それに、双葉が悪い男に騙だまされていないとも限らないじゃない。もし双葉を誑たぶらかしているのが、いい加減な奴だったりしたら、ここは姉の私が出ていって、ビシーッと言ってやらなきゃ」


    「はぁ……」


    　騙すも誑かすも、双葉はまだ小学三年生だ。そう突っ込もうとも思ったが、結局スルーすることにする。どうせ彼女……好奇心に瞳ひとみを輝かせ、鼻息荒く笑ってみせる今の由衣を止められる者など、誰もいないのだ。


    　なんだかんだと言いながら、人波の中を進んでいく双葉の尾行を継続する僕と由衣。


    　今から二か月前、歴史上なかったことにしたあの世界で僕は、常盤ときわ先輩達とこうして、様子のおかしい由衣を追跡していたというのに……それが今は、由衣と共にこうして双葉を追っているなんて、本当に人生ってやつは何が起きるかわからない。


    「何、ぼけっとしてんの！　双葉が行っちゃう」


    　看板の陰に隠れながら、妙な感慨深さに浸っていた僕の頭を由衣が小突いた。僕は慌てて思考を現実世界に戻し、駅構外へと出ていった双葉の後を追う。


    　休日の四し鷹たかは予想以上に賑にぎわっていた。途端に開けた視界に今まで以上の人ごみを見て、思わず視界がぐらりと揺らぐ。多いだろうとは思っていたが、まさかここまでとは。


    「って、あれ？　どこ行った？」


    「あそこ！」


    　休日の雑踏に双葉を見失っていた僕の肩を叩たたき、バスターミナルの方向を指さす由衣。見ると、ちょうど彼女は止まっていたバスの一つに乗り込んだところだった。更にタイミングよく鳴らされるバスのブザー。どうやら、発車時間ジャストだったらしい。


    「ま、待った！」


    　由衣が慌てて駆け寄るのも虚むなしくドアが閉められ、バスは何事もなかったかのように発進する。道路に出て小さくなっていくバスの後ろ姿を眺めながら、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす由衣。


    「あぁ……」


    「残念だったな」


    　まさか双葉がここから更にバスに乗り継ぐとは予想外だった。まぁ、どうでもいいことなんだけど。そんな内心を隠しながら僕はがっくりと落とされた由衣の肩を叩こうとして、やめる。


    　由衣は諦あきらめてなどいなかったのだ。息を整えるなり、がばっと顔を上げ、道路へと走りだす由ゆ衣い。とんでもなく嫌な予感を抱きつつもその後を追うと、彼女はちょうど通りかかったタクシーを呼び止め、車内に乗り込むなり力強く言い放つ。


    「あのバスの後を追ってください！」


    「…………」


    　そうだ。僕は忘れていた。


    　一度、勢いのついた彼女を止められる術すべなど、何もないのだということを。
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    「なぁ、本当にここまでする必要があるんだろうか」


    「ここで諦あきらめる理由もないでしょう？」


    　四し鷹たかの街を走るタクシーの中、溜ため息いき交じりにこぼした僕の台詞せりふに、鼻をふんふん鳴らしながらそう答える由衣。そんな僕達をミラー越しにちらりと見る運転手の目は、未いまだこちらに対する不信感で満ちている。


    　ただ、そう言ってみたかっただけなのではないかとも思える由衣の注文に、訝いぶかしげな様子を隠さなかった彼だったが、僕に支払い可能なだけの所持金があることを知ると、むすっとした表情ながらも何も聞かずに車を出してくれた。まぁ、その料金も、あと数キロ走っただけで支払い不可なレベルにまで膨ふくれ上がってしまうわけなのだが。


    「それにしても、双ふた葉ばのやつ、いったいどこまで行くつもりなんだろう」


    「僕には見当もつかないけど」


    　はらはらしながら料金メーターを確認していた僕に、もう何度目になるかもわからない質問をしてくる由衣。そっけない僕の返答がお気に召さなかったのか、途端に頰ほおを膨らませる。


    「まったく、ノリが悪いな。キョートだって気になるでしょ？　双葉がチョコをあげる相手」


    「まずその仮定が間違っている気がするんだけど……」あ、また値段が上がった。肝を冷やすとはこのことか。「まぁ……、確かに気にならないと言えば、噓うそになるかな」


    「でしょう？」


    　梓あずさ双葉。小学校時代の由衣にそっくりで、明るく元気でやんちゃな少女。若干わんぱくすぎる気もするが、そんなところも評判がよく、クラスでも人気者だと以前聞いたことがある。彼女は小学校時代、由衣にべったりだった僕にもよく懐なついてくれ、由衣と三人で遊ぶことも多々あった。僕にとっても、妹のような存在だ。


    　その双葉が慕う意中の相手、もしいるのなら一目見てみたい、そいつが双葉にふさわしい男かどうか見定めておきたい。そんな年頃の娘を持った父親のような由衣の気持ちも、わからないわけではないのだが……。


    「あ、降りた！　降りたよ、キョート！」


    　物思いに耽ふけっていた僕の頭をバシバシ叩たたき、思考を妨害する由ゆ衣い。彼女は運転手に停車を指示すると、文句を言う僕を無視し、いち早く車外へと飛び出していった。


    「あ、ちょっと待てったら」


    　慌あわてて運転手に料金を払い、由衣の後を追って外へ出る僕。なんとか支払えたという安心感もそこそこに、見覚えのない周囲の景色を見て若干、戸惑う。


    「ここ、どこ？」


    「たぶん、四し鷹たかのどっか」


    　駅前のいかにもな都会的風景とは打って変わって全体的に高い建物がなく、空が広く感じられる。静かで落ち着いた雰囲気と、広々とした道路、辺りに立ち並ぶ立派な家屋の数々は、ここが四鷹の奥にあるという高級住宅街であることを教えてくれた。


    「……どうして、こんなところに」


    「もしかして相手は、とんでもないお金持ちのお坊ちゃまとか？　まさかの玉の輿こし？」


    　そう興奮する由衣が指さす先。そこに見覚えのあるジャンパー姿の双ふた葉ばを発見し、僕達は慌ててバス停の陰に身を隠す。自分が尾行されているなんて思いもしていないだろう双葉は何の迷いもなく、住宅地の奥へと並木道を進んでいった。そして、その先のとある地点、ひときわ大きい門の前で立ち止まる。


    　きょろきょろと周囲を見回してから、塀へい伝いに道を曲がる双葉。僕達も彼女に見つからないよう注意しながら、その曲がり角へと近づいていく。


    　しかしその角を覗のぞいた先に、双葉はいなかった。


    「噓うそっ、なんで？」


    　慌てて角から飛び出し、辺りを見回す由衣。左側を和風家屋の垣根、右側を洋風屋敷のコンクリ塀で挟まれたその細い道には人っ子一人見られない。二人して見ていたのだから、この道に入っていったのは間違いないはずだ。ならば……。


    「ここ、か？」


    　右側のコンクリ塀に設置された鉄扉てつぴ、門とは別の小さい出入り口が微かすかに開いていた。状況を考えると、双葉はここから敷地の中に入っていったと見るべきだが。


    「この中に入ったの？」


    　躊躇ためらわずその扉を開こうとした由衣を慌てて制止する。


    「何さ！」反射的に摑つかんだ僕の手を振り解ほどき、嚙かみ付いてくる由衣。


    「これは不法侵入だよ」不法侵入に良い思い出のない僕の警告。「尾行はここまでだ」


    「えー、だってまだ相手の顔を見てないし」


    「そんなん、仕方ないだろ。ここの家の子供だってことはわかったじゃないか。っていうかそれも、本当に双葉の目的が由衣の想像通りだったらの話だけど」


    　もがく彼女の手を摑んだまま、溜ため息いきをこぼす僕。そんな僕の様子に由衣は反抗を続ける。


    「あ、まだ信じてない。じゃあ何？　キョートは双ふた葉ばがどうしてこんなところにやってきたと思うわけ？　わざわざ私に噓うそをついてまで」


    「それは……」


    　咄とつ嗟さに思いつく答えがなく、返答に困る僕。


    　まさか、凶悪な殺人犯に人質を取られて脅され、こんな場所にまで呼び出されたというわけでもあるまいし。不ふ謹きん慎しんにも、そんなことを考えた僕の耳に、騒がしい物音が聞こえてくる。


    　半開きになった鉄扉てつぴの向こうから上がる、荒々しい足音と湿った衝突音。それに地面の上を人が転がるような音が加わり、極めつけは少女の悲鳴。小さいながらも聞き間違えようのない、確かにそれは双葉のものだった。


    「……え？」


    　ここのところ百発百中の嫌な予感がまた、恐ろしい事態の予感を僕に告げ、僕の心臓を高鳴らせる。いや、まさか、流石さすがにそれは……。


    「双葉！」


    　そんな僕をよそに、電でん光こう石せつ火かの早はや業わざで僕の手を振り解ほどいて鉄扉に手をかける由ゆ衣い。こうなったらもう止められない。僕もその後に続き、誰のものかもわからぬその敷地に足を踏み入れる。


    　正直、何がどうなっているのか、現状にまったく理解が追いついていなかったが、それでも今現在の双葉に何かあったことだけは確実だった。行動の動機は、それだけで十分だ。


    「どうしたの、双葉！」「双葉！　大丈夫か!?」


    　口々に叫びながら、庭へと飛び込む僕と由衣。


    



    　果たしてそこには、泥だらけになった梓あずさ双葉の姿があった。


    　地面の上に蹲うずくまり、呻うめき声をあげる双葉。


    　その上にケダモノが圧のしかかっている姿を目撃し、僕たちは言葉を失う。


    　数秒間の思考停止。


    「あ、あれ……？　お姉ちゃんにキョート兄にい!?　え？　どうして!?」


    　身体の上でじゃれつくその大型犬を押しのけ、こちらへと驚きよう愕がくの視線を向ける双葉。


    　硬直した表情のまま、僕と由衣は互いの顔を見合わせる。


    「こ、こんなところで、何やってんの？」


    　それはまったくもってこちらの台詞せりふだった。


    



    　　　　　７


    



    　結果として、僕の予感も由衣の妄想も全部、的外れに過ぎないらしかった。


    「で？　理由を聞かせてもらえるんだよね。お姉ちゃん、キョート兄？」


    　呆あきれ顔でそう聞いてくる本日の尾行対象、梓あずさ双ふた葉ば。広々とした芝しば生ふの端っこに正座する僕達を見下ろし、これ見よがしに大きな溜ため息いきをついてみせる。


    「えっと、たまたま近くを通りかかったら、たまたまこの家に入っていく双葉を見かけて……」


    「へぇ、たまたま……」由ゆ衣いの苦しい言い訳を、半眼で聞き入れる双葉。「で、本当のところは？」


    「…………」


    　妹にあっさり噓うそを見抜かれ、無言で俯うつむく由衣。仕方がないので代わりに僕が返答する。こういう時は正直に言ってしまうのが、一番手っ取り早い。電車内で見かけた場面から、今の今まで、包み隠さず全てを話す僕。呆れ顔の反論を甘んじて全て受け入れ、今度は逆に聞き返す。


    「それで？　わざわざ家にいるって噓をついてまで、どうしてこんなところまで？　気になって後をつけてみたら、こんなお屋敷に忍び込んでるし……」


    「それは……」


    　微かすかに口くち籠ごもる双葉。そんな妹の様子に、イニシアチブを掠かすめ取った由衣が顔を上げ、「そうそう、それに……」と続ける。するとその瞬間、先ほどからずっと視界の隅で唸うなり声をあげていた例の犬が、由衣の動きに反応して飛びかかってきた。鋭い牙と鳴き声で、立ち上がろうとした由衣に襲いかかるその大型犬。


    「うわひゃあ!?」犬に威い嚇かくされ、ひっくり返る由衣。


    「だ、駄目だよシルバー！　この人たちは別に怪しい人達じゃないからっ！」


    「シルバー？」


    「この犬の名前！」


    　そう叫びながら、大型犬を必死で押さえ込もうとする双葉。今、由衣に牙を剝むこうとしているこのゴールデン・レトリバーは、どうやらシルバーというらしい。


    「うわ、涎よだれが！　涎がっ！」


    「キョート兄にいっ、ボケッとしてないで手伝って！」


    「あ、うん。わかった」


    　双葉に言われ、慌あわてて犬の身体に手を伸ばそうとしたその時、ふいに背後から現れた人の気配に僕の手が止まった。


    　足音もなく近づいていたその人物に振り返り、息を呑のむ。


    　そこには真っ白い帽子に真っ白いワンピースを纏まとった、真っ白い肌の少女が立っていた。雪のような柔らかさと儚はかなさを併あわせ持つ、その整った顔立ちと細い身体。まるで人形のような、と表現するにふさわしいその容姿や、肩まで伸ばされたその黒髪は、どこか常盤ときわ先輩を思わせる。


    　彼女は口を開いて固まる僕を見、シルバーと揉もみくちゃになっている梓姉妹を見てから、その薄い唇をそっと開いた。


    「シルバー、駄目……」


    　そよ風ひとつで搔かき消されてしまいそうなその声に、しかしその大型犬は敏感に反応する。今まで侵入者の排除に務めていた番犬はその動きをぴたりと止め、のっそりとした動作で由ゆ衣いから身体を離した。


    「た、助かった……」


    　地面の上を転げまわり、泥だらけになった由衣が身を起こす。その隣で同じく泥だらけになった服の泥を叩はたく双ふた葉ば。


    「あ、ありがとう」


    　猫を被かぶったかのように大人しくなった大型犬の頭を撫なでていたその少女に礼を言うと、彼女は微かすかに怯おびえを含んだ瞳ひとみで、こちらを見返した。


    「あなた、だれ？」


    「あ、私の知り合いなの！」慌てて僕と彼女の間に割り込んでくる双葉。「なんで、ここにいるのかはともかく、怖い人じゃないから安心して」


    　その言葉にこくりと頷うなずくその少女。怯えるような視線は変わらないが、まぁ、それは仕方ないだろう。突然、こんな中学生が二人も家に忍び込んできたら、僕だって警戒する。


    「友達なのか？」


    「うん、私の親友のユキちゃん、この家に住んでるの」


    　そう言って、敷地の中央にどんと構える煉れん瓦が造りの洋館を指さす双葉。
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    　改めて見ると、物もの凄すごい空間だった。何百坪あるかわからない敷地の中央に、大邸宅と呼ぶにふさわしい背の高い二階建てのお屋敷。その周囲には木々や草花が絶妙なポイントで配置され、まさに庭園といった風格を放っている。


    　お屋敷に大型犬に美少女、まるで映画の中のワンシーンだ。


    「双ふた葉ばの友達？　私、こいつの姉の梓あずさ由ゆ衣い！　よろしくね、ええっと……ユキちゃん？」


    　ここにきてようやく双葉に対する疑惑が薄れてきたのか、やっと普段の調子に戻った由衣が眩まぶしい笑顔と共に土で汚れた手を差し出す。


    　それに対し、びくりと反応して犬の背後に隠れるその少女。もしかして警戒されているだけじゃなくて、普段からこんな様子なんじゃなかろうか。そんなことを思いながら見ていると、彼女は犬の背に隠れたまま、例の消え入るような声で返事した。


    「……初はつ雪ゆき」


    「初雪ちゃん？　それが名前なんだ。へぇ、綺き麗れいな名前だね！」


    　重度の引き籠こもりも太陽の下へ引っ張りだす由衣の笑顔に、警戒を解いたのか、犬の背から少しだけ顔を見せるその少女。しかし、僕が自己紹介をしようと一歩前に踏み出すと、小動物のようにびくりと反応し、また犬の陰に隠れてしまった。


    「キョートの馬鹿、睨にらんでどうすんの！」


    「……いや、別に睨んでるつもりなんてないんだけど」


    「あんた目つき悪いんだから、もっと優しげに笑って見せなさいよ」


    「そんな無茶な……」意識的に笑うのは僕にとって難業なんだが、「ええっと、僕はこの人たちの知り合いで榊さかき潔きよ人と。ど、どうぞよろしく」


    「さかききよと……？」


    　伏し目がちな瞳ひとみでこちらを見つめる少女。その訝いぶかしげな視線に、ぎこちない笑顔をひくつかせ、僕は一歩下がる。どうやら、あまり良い印象を抱いだいてもらえなかったらしい。まぁ、天性の才能で人に好かれる由衣はともかく、僕はどこからどう見ても陰気な不審者に過ぎないのだから、当然といっては当然か。


    「大丈夫、こっちの人は、怪しいのも怖いのも外見だけだから」


    　フォローにならぬフォローを入れた後、事情を説明しはじめる双葉と、彼女に対しては無警戒で応じる初雪。彼女たちの親しげな様子を眺めてから、僕はようやく軽い溜ため息いきをついた。


    　どうやら双葉は、定期的にこのお屋敷に遊びに来ているらしい。今日も、休日に友達の家に遊びに来たという、ただそれだけのことだったようだ。


    「まったく！　友達の家に遊びに行くだけだったら、なんでそう言ってくれないの」


    　自分の予想が外れたのが不満なのか、服の土を払いながら文句を言う由衣。


    「そうだ。それになんでお前、わざわざあんな所から忍び込んだりなんかしてたんだ？」


    「それは……」


    　僕たちの質問に、返答を戸惑う双ふた葉ば。助けを求めるように、犬に隠れた少女へと目を向ける。


    「……すごい」


    　しかし、初はつ雪ゆきはそんな双葉に対し、目を見開いてそう言った。


    「すごいって？」


    　きょとんとして首を傾かしげる双葉。


    「……だって、この人たち、双葉ちゃんが気になって、心配してここまで来たんでしょう？」


    「あー……」「うん……」


    　まぁ、見方によってはそうと言えるのかもしれないが。


    「それって、とってもすごいこと。双葉ちゃんのことがそれだけ好きってことだもの。双葉ちゃん、この人たちにとっても大事にされてる、すごく愛されてる」


    「ん……」


    　犬の背に隠れながらも、若干、興奮したかのようにそう答える初雪。


    　双葉はその言葉に口くち籠ごもり、おずおずとこっちへ顔を向ける。


    　思わず顔を見合わせる僕と由ゆ衣い。互いにどこか複雑な表情。むず痒がゆいような、気恥ずかしいような、名状し難い空気が僕たちの周囲を包み込む。


    「なんだな、その……」


    　そんな雰囲気に耐え切れず、何か冗談の一つでも飛ばそうとしていた僕の台詞せりふは、その時、遠くの方からかけられた別の声によって遮さえぎられた。


    「初雪ちゃん！　どこなの、初雪ちゃーんっ！」


    　屋敷の方からかけられた女性の声。どうやら、彼女の母親によるものらしい。


    　どんどんと近づいてくるその気配に、僕たちは再度、顔を見合わせる。


    　正直、この状況をきちんと説明しきる自信がない。慌あわてて花壇の陰へと身を隠す一同。


    「ここです、お母様」


    　初雪が声量の小さい声を張り上げ、自らの母親を呼び止める。その微かすかな声に気付いたのか、母親と思われるその女性は駆け足で近寄ってきた。


    「あぁ、初雪ちゃん。突然、いなくなったから心配したじゃない」


    　初雪と同じような白い肌と、[image: ]やせすぎた体格が若干不健康そうな印象を与える初雪の母親。緩ゆるくウエーブのかかった髪を揺らし、その表情を少し崩して初雪の元に駆けつける。


    「今日はお家にいなさいって言ったでしょう？　あんまり心配させないでちょうだい」


    「心配かけてごめんなさい、お母様。シルバーが気になって……」


    「シルバーが？」


    　彼女がそう答えるのと同時に、今まで猫を被かぶっていたシルバーが突然、唸うなり出した。犬歯を剝むき出しに母親らしき女性に対して威い嚇かくを始める大型犬。それに気け圧おされ、[image: ]せぎすな女性は足を止める。


    　なんだ、初はつ雪ゆきにはあんなに従順なのに、母親の方には懐なついていないのか。そんな引っ掛かりを感じながらも、それ以上の違和感に首を捻ひねる僕。どこかおかしいと思ったら、僕や由ゆ衣いと一緒に双ふた葉ばまでもが花壇の中に隠れていた。


    「お前、なんでこっちにいるんだ？」


    「ユキちゃんち、お母さんが厳しくて、友達とめったに遊んじゃいけないの。だから遊ぶにはこっそり家に忍び込むか、放課後寄り道するかしかないんだ」


    　声を潜めてそう答える双葉。その情報で、ようやく双葉の不審な行動の全てに納得がいった。


    「なるほどね……」


    「え、何？　どういうこと？」


    「あ、馬鹿……」


    　僕と双葉の内緒話に参加しようと、顔を寄せてくる由衣。その拍子に身体が動き、大きな音と共に草葉が揺れる。


    「何？　誰かいるの？」


    　全身を硬直させ、口を噤つぐむ僕達。こんなところに隠れている僕たちは、第三者の目から見てどのように見えるのか。想像するまでもない。


    　警戒しながら、ゆっくりと近づいてくるその女性。花壇の脇わきに置かれた煉れん瓦がの一つを持ち上げて、それを胸の高さにまで掲げている。


    「誰かいるの？」って……もし誰かいたら、それでぶん殴るつもりなのか。背筋が寒くなるのを感じながらも、どうやってこの場を乗り切るか必死で思考を走らせる僕。しかし、僕の脳のう味み噌そってやつは、こういうときに限ってまったく働かない。


    　とりあえず、誤解を解かなければならないのだが、僕と由衣は初雪にとってもまったくの他人だし、どう言い訳したものか。あぁ、やばい。あと一歩、前に出られたら僕たちが隠れているのが丸見えに……。


    　覚悟を決め、初しよっ端ぱなから土下座して相手の攻撃を怯ひるませる作戦に出ようとした僕だったが、幸いその作戦を実行する必要はなくなった。


    　ガシャンと、何かが壊れるような音が屋敷の方から聞こえてきて、彼女の注意がそちらに逸それたのだ。その音の発生源に何か心当たりがあるのか、顔を真っ青にして振り返るその女性。


    「まさか……」


    　その一瞬の隙すきをつき、別の木の陰に移動していた僕らには気付かなかったのか、彼女はどこか慌あわてた様子で初雪へと向き直る。


    「……ちょっと見てくるから初雪ちゃんは柳田さんのところへ行きなさい。わかった？」


    　そう言い残し、駆け足で屋敷の方へと去っていくその女性。煉瓦を持ったままなのを忘れるくらいのことが、あの屋敷のどこかで発生したのだろうか。


    　そんなことを頭の隅で感じながらも、とりあえずの危機を乗り切った僕たちは安あん堵どの溜ため息いきをついて、互いに顔を見合わせた。
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    「ったく、双ふた葉ばったら、紛まぎらわしーったらありゃしない！」


    　ここ数時間で何度目になるかわからないほど繰り返したその台詞せりふを、再度口にする由ゆ衣い。よっぽど双葉のチョコレート配達疑惑が期待外れだったのが、残念らしい。


    　そんな彼女の後に続きながら、僕は真っ暗になった空を見上げ、腕時計を確認する。


    　時間はそろそろ午後八時三十分を回ろうとしているところ。あの後、双葉を残して初はつ雪ゆきの屋敷から抜け出した僕たちは、当初の予定通り四し鷹たかにある巨大ショッピングモールに立ち寄り、彼女の買い物に付き合わされていた。


    　といっても、日中に支払ったタクシー代で財布に大打撃を受けた僕が買い物なんぞを楽しめるわけもなく、今や梓あずさ家の家計を管理し、すっかり倹約家になった由衣がお金の無駄遣いをすることもなかったわけなのだが。


    　じゃあなんで買い物なんかに誘ったのかという疑問は残るが、まぁ、ウィンドウショッピング自体はつまらなくなかったので、良しということにしておく。


    　その後、由衣と二人でなんだかんだと四鷹の街をぶらぶらしていたら、いつの間にかこんな遅い時間にまでなってしまった。中学生には少々、晩すぎた時間帯だ。


    　仙せん岳がく駅前から梓邸まで続く坂道を上る僕と由衣。一応の礼儀として彼女を家まで送りながら、僕は今日一日の出来事を振り返る。


    「はぁ、なんか今日はどっと疲れたよ……」


    　双葉の尾行もそうだが、その後のショッピングもかなりの体力を浪費した。幾つもの店を冷やかして回るだけでも、慣れていない僕には大変だったというのに……。


    　そんな僕の言葉を受けて隣を歩く由衣が突然、吹き出す。


    「ぷぷっ、でもアレは傑作だったよね」


    　彼女の言う「アレ」というのは、双葉の尾行のことか、初雪のお屋敷での一件のことだろうか。いや、それともその後にあったアクシデント……、買い物の途中、偶然起きた地震によって展示されていたヌイグルミの山が崩れ、運悪くその近くにいた僕が生き埋めにされたというあの一件のことかもしれない。なんにせよ僕にとっては碌ろくな思い出じゃないが。


    「他ひ人と事ごとだと思って……」恨み口を叩たたきながら、溜ため息いき交じりに苦笑する。「……まぁ、いいか」


    　上機嫌に鼻歌なんぞを歌いながら、調子に乗ってガードレールの上を渡り歩く由衣の姿を見ていたら、なんだかいろいろなものがどうでもよくなってきた。


    　体感時間で言うところの十四年前、由衣を死なせてしまった罪悪感から何度も何度も駆け上り続けたこの坂道を、こうして元気になった由衣と二人で歩いている。


    　その事実だけで、なんだかいろいろなものが救われたような、いろいろなものに許されたような、そんな心境になれる。


    



    　……だが、それは間違いだ。


    



    　何の脈絡もなく突然浮かび上がるその思考。


    　それは、今まで温かかった心を一瞬で凍りつかせた。まるで強制的に夢から醒さめさせられるかのような感覚。ずっと考えないようにして目を逸そらしていたそれが、ふいに脳裏に蘇よみがえる。


    　救われる？　許される？　何、考えているんだ、この馬鹿は。


    　蘇ったのは二か月前から、ずっと押し殺してきた罪悪感。


    　二か月前に直面した『眼球抉えぐり』事件。僕は、あの一件を未然に防ぐ事ができなかった。


    「機能」を持ち、時間を巻き戻すことのできる僕になら本来は救えたはずの犠牲者、十三名。彼女達を、僕は誰一人救い出すことができなかったのだ。本当なら、もっと上う手まくやれたはずだったのに。いや、今からでもここまで生きた十四年間を全て放棄し、人生を一からやり直す、あの「ニューゲーム」さえ行えば、いくらでもやり直すことができるのに……。


    　一度は投げ出せたはずの十四年。天文学的な確率の幸運で、再び辿たどることができた十四年。


    　その価値を知り、弱気になってしまった僕にとって、この十四年は重過ぎる。


    「……今日は付き合ってくれて、ありがと」


    　器用にも細い足場の上で両手を広げ、バランスを取っていた由ゆ衣いが、ふいにそう言った。慌あわてて沈みかけていた思考を元に戻し、顔を上げる僕。


    「結局、僕は何もしてないけどな」


    　本来の役目だった荷物持ちは、結局しなかったわけだし。やったことといえば、例のタクシー代を払ったってことくらいか。そう言って苦笑する僕に、由衣は穏やかな微笑で首を振る。


    「ううん、助かったよ。……それと、二か月前のことも」


    「……！」


    　心中を言い当てられたかのような感覚に、胸が高鳴った。心臓を鷲わし摑づかみにされて、そのまま握り潰つぶされたかのような心の痛み。


    「…………なんで、今更？」


    「ほら、なんていうか、ちゃんとお礼言ってなかったような気がしてさ」


    　自分の足元をじっと見つめながら、そう答える由衣。


    「ありがと。私と双ふた葉ばと、母さんまで助けてくれて……。全部が全部、キョートのお陰だよ」


    「…………」


    　違う。そう言いたかった。


    　本当なら、もっと上手くできたんだ。事件なんて、起こさないこともできた。僕さえ上手く動けていれば、由ゆ衣いは母も、そして父すらも失わなくて済んだのに。


    「私も双ふた葉ばも、たぶん母さんも、みんなキョートに感謝してる」


    　やめてくれ。僕はあの事件で崩壊してしまった梓あずさ家を、由衣が必死に守ろうとして、結局、守りきる事の出来なかった彼女の家族を、全てが壊れる前まで戻す事ができるのに。


    　だけど今の自分が惜しくて再度ニューゲームを行うことができない。そんな愚か者なのに。


    「本当に、本当にキョートがいなかったら私たち……」


    　バランスよく横を歩きながらそうこぼす由衣に、僕は言葉をかけられない。由衣の顔を見れない。彼女が今、どんな顔をしているのか、知りたくない。


    「……だからさ」


    　そう言って、先ほどから手に提げていた紙袋を取り出す由衣。僕はそれ以上、彼女の言葉を聞きたくなくて、思わず足を早めていた。


    「あ、ちょっと……」


    　全力疾走でこの場から逃げ出したい。そんな欲求をなんとか堪こらえ、歯を食い縛る。駄目だ、僕の心は未いまだに脆もろいまま、むしろ二か月前よりもずっと弱くなっている。


    「何、どしたの？」


    　僕の様子に気付き、その後を追ってくる由衣。


    「ちょっと、待ってったら……、っと？」


    「由衣？」


    　塞ふさごうとしていた僕の耳が、ふいに彼女の異常を聞きとめる。思わず振り返って見てみると、ただでさえ不安定なガードレールの上を歩いていた由衣が、そのバランスを崩しているところだった。僕に合わせて歩調を早めたのが原因か。


    「おっと、っと？」


    　ポールの上で、大きく揺れる由衣の身体。そんな中、タイミング悪く坂の下から自動車が上ってくる。結構なスピード、停車する気配なし。ひやりと、背筋が凍りつく。


    「由衣ッ！」


    　闇やみ夜よの中、車のヘッドライトが僕らを照らす。もし向こう側に落ちたら由衣は……！　いつか見た由衣の落下死体を思い出し、反射的に手を伸ばす僕。バランスを取るため、ばたつかせる由衣の腕を摑つかみ取り、思いっきり引き寄せる。


    　衝撃。


    　何事もなく、横を通り過ぎていくその自動車。注意か叱しつ咤たか、連続して鳴らされたクラクションが、住宅地の静せい寂じやくを乱して去っていく。


    「いたたた……」


    　どこかくぐもった由衣の声。とりあえずは無事のようだ。


    「だ、大丈夫か。ゆ……い？」


    　衝撃から数秒後、ようやく現状に意識が追いつき、深く安あん堵どの溜ため息いきをついた僕は直後、自分の上にかけられた体重と柔らかい感触に気付き、目を見開いた。


    　僕の目の前、僅わずか数センチ先に由ゆ衣いの顔が迫っている。手を引き、ガードレール上から引き摺ずり下ろしたせいで、落ちてきた彼女を受け止めた格好になっていたらしい。夜の静せい寂じやくの中、由衣を抱きかかえたような状態で、道路の上に横になる僕がいた。強打した背中が、今更のように痛み出す。


    「あ……と、たぶん、大丈夫……」


    　互いの心音すら聞こえてしまいそうな距離の中、そう言って身を起こす由衣。その最中でちょうど視線が合い、どきりと心臓が跳ね上がる。そのままの姿勢で膠こう着ちやくする二人。


    「あの……由衣？」


    　中途半端な状態で、由衣が僕を押し倒しているように見えなくもないその姿勢。このまま立ち上がって離れるものだとばかり思っていたのに、由衣はこれ以上身体を起き上がらせようとする様子が見られない。


    「ゆ、由衣さん？」


    　奇妙な焦りからそう呼びかけてみたものの、彼女は何も答えない。微かすかに開けられた口をそのままに、潤んだ瞳ひとみは開いたままで。その直後、何な故ぜか彼女の顔がそっとこちらに近づいた。


    「…………！」


    　あれ？　なんだこれ、なんなんだこの状況。


    　今まで頭の中で捏こねくり回していた陰いん鬱うつな思考が、音を立てて弾け飛ぶ。


    　金縛りにでもあったかのように、動かない僕の身体。そんな中、じりじりと近づいてくる由衣の顔。その意図を図りかね、ただただ混乱する僕の思考回路。


    　とうとう鼻と鼻が接触しようというその距離になって由衣は、はっと我に返ったかのように瞬きをした。瞬間、バネ仕掛けのように跳ね上がる由衣の身体。


    「わ、た、た、たっ！」


    　意味のわからない奇声をあげ、倒れた僕から距離を取る由衣。やっと僕が地面から身を起こすと、彼女は顔面を守るボクサーのような構えを取って声を上うわ擦ずらせる。


    「い、今のなし！　今のなーし！」


    「はい？」


    　その意味を測りかね、首を捻ひねる僕に鋭いジャブが炸さく裂れつする。


    「痛ッ!?　り、理不尽だ！」


    「うるさい！　なしって言ったらなしなの！　今、こんな出来事はなかったし、私は何もしなかった！」


    「はぁ？」


    　由衣が何を言っているのか、サッパリわからない。ただ、余裕をなくし、動揺している彼女の仕草や、先ほどの緊張状態とのギャップが面白くて可お笑かしくて、思わず僕は吹き出していた。


    「笑った!?　笑ったよ、こいつ！　信じられない！」


    「いや、だってさ……」


    「もういい！　もうキョートには、あげないから！」


    「あげない？　何を？」


    「教えるか馬鹿！　っていうか、どうせあげないんだから知っても、しょうがないでしょう？」


    「……？　意味がわからん」


    　顔を真っ赤にして怒る由ゆ衣いと、笑いを堪こらえる僕。


    　暗くなった坂道に、やっといつもの雰囲気が戻ってきたその時、ポケットにしまっていた僕の携帯電話が着信を告げる。


    「ん？　この番号は……」


    「こら、まだ私の話は終わってない！」


    　鼻息荒く追いかけてくる由衣から逃げながら、携帯電話を開く僕。


    　知らない番号。間違い電話か何かだろうか。そう思って通話ボタンを押すと、スピーカーの向こうから、どこかで聞いたことのあるような女性の声が、切羽詰まった様子でこう言った。


    



    『榊さかき潔きよ人と君よね。今、貴方あなたの隣に、夢ゆめ乃の……常盤ときわ夢乃はいる？』


    



    　以前、出会った常盤先輩の親友、黐もち木き慧けいからのその電話。


    　それこそが、僕にとって二度目となる苦難の、始まりの合図だった。
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    　バスから飛び降り、教えられた通りの道順を駆け抜ける。


    　走りながら時計を確認すると、時刻は九時をまわったところ。くそ、タクシーでも使えばもっと早く移動できたはずなのに、日中の出費が今になって悔やまれた。


    　いや、そんなことを考えている時間はない。周囲の景色、見覚えのあるその道路を突き進みながら僕はただ、一心不乱に脳内を満たす嫌な予感から目を逸そらす。最低最悪の、その予感。だが、それこそが事実であると、僕の直感が告げている。


    「なに、なに、何なの!?　さっきからずっと黙り込んでさ！　いい加減、何が起きたのか教えてくれてもいいんじゃない？」


    　いつの間にかついてきていた由衣が、そう訊きながら追ってくる。もしかして、同じバスに乗っていたのだろうか。混乱していたせいかまったく気付かなかった。だが、今は由衣に構っている場合ではない。


    「……何が起きてるかって？　そんなの、こっちが知りたいよ！」


    　僕は教えられた目的地……真っ暗な住宅街の中で何な故ぜかそこだけ明るく光る、その一点に向けて足を動かしながら、携帯電話を握ったままの指に力を込める。


    　先ほどの電話の相手。この世界では一回、ニアミスした程度なはずの黐もち木き慧けい。常盤ときわ先輩の親友で、ウエーブのかかった長髪と眼帯が特徴で、その実体はヤクザの一人娘。少々バイオレンスな性格をしているものの、あんなタチの悪い冗談を言うような人物ではない。


    　先ほどの電話の内容を頭の中で反はん芻すうし、僕は一人、歯を食い縛る。


    



    　本日の午後八時、常盤夢ゆめ乃のの実家にて、殺人事件が発生した。


    　被害者はその家の主、常盤俊すぐる。四十六歳。昭和より続く大企業、常盤建設の現社長。


    　死因は青酸カリによる中毒死。どこで服毒したかは不明。


    　しかし、残された家族たちの証言から、犯人らしき人物の名前が挙げられる。


    　その人物こそが、常盤夢乃。僕の知っている「超能力研究会」の会長、その人だった。


    　警察は事情を聞くため彼女を捜したが、何故か彼女の行方が摑つかめない。彼女は、昨日のうちにその姿を消していたのだ。それは、警察の疑いを濃くするには十分な状況だった。


    　事情を知った慧が彼女と連絡を取ろうとしてもまったく応答がない。今、彼女は僕の近くにいないだろうか。もしいたとしたら詳しく事情を聞き、場合によっては保護したい。


    



    　その連絡を受けた僕はとりあえず詳しい事情を知るために、その事件があったという家に急いでいる、というわけである。行ってどうなるかなんて、わからない。行ったところで、僕にできることなんてないかもしれない。だが、走らずにはいられなかった。


    「……いったい、何が起きてるっていうんだ！」


    　思わずそう吐き捨てる僕の視界に、集まった野次馬の姿が映りこむ。


    　教えられた道筋の終着点。闇やみ夜よを照らす謎なぞの明かりの発信源。


    　くそ。やっぱりか。まさか、本当にそうだとは。


    　慧から道筋と住所を聞いたその時から、そんな予感はあったのに、俄にわかには信じられなかったその事実。その符合。呪われているのではないかと疑うほどの、その偶然。


    「あれ、ここ……、何、これ……」


    　同じことに気付いた由ゆ衣いが、その最低の偶然に驚きの声をあげる。


    　集まる野次馬のその前に広がるコンクリ塀。ひときわ大きい鉄製の門。


    　日中は気にも留めなかったその表札には、荘厳そうな楷かい書しよで『常盤』と二文字彫られていた。門の向こうにある大邸宅を見上げ、僕は正体不明の感情に身を震わせる。僕の知らないところで、とんでもない化け物がのたくり、全てを壊してしまったかのような、そんな感覚。


    　湧わき上がる恐怖。僕は、このお屋敷を知っていた。


    　この広大な敷地も、立派な洋館も、映画のようなガーデンも、シルバーと名付けられたゴールデン・レトリバーも、それら全てを僕は知っている。


    　いや、知っているも何もない。ほんの数時間前に、訪れたばかりなのに。


    　なのに、まだ記憶に新しいあの豪邸は、もう既にその姿を変えている。
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    　駆けつけた僕が見たのは、あまりにも異様な光景だった。


    　赤黒い炎に包まれ、窓という窓から黒煙を吐き出すその洋館。真夜中だというのに、その一角だけやけに明るかった理由が、やっと判明する。


    　燃えているのだ。


    　どこから発生したのか。火花を散らして舞い上がり、オレンジ色の触手を伸ばし、周囲にあるものを片っ端から取り込んでいくその炎。容よう赦しやを知らぬその化け物は、上品だった屋敷の屋根を包み、丈夫そうだった壁を崩し、美しく整えられていた庭園にまで広がっていく。


    　僕の知っていたあの美しい豪邸は、もうその姿を消していた。僕の目の前にあるそれはもはや、巨大な炎に包まれた薪しん炭たん以外の何物でもない。


    　月のない真っ暗な空の下、激しく燃える大きな炎。


    　その姿は恐ろしく、しかし、どこか美しくもある。


    「嫌ぁああっ！」


    　そんな光景に言葉を失っていた僕の前で、甲高い悲鳴があがった。僕は我に返り、不必要なまでに集まった野次馬たちを搔かき分けて、最前列へと躍り出る。


    　人ごみを遮しや断だんする閉ざされた鉄門の、その向こう。オレンジ色に照らされた前庭の中央で、一人の女性が泣き叫んでいた。あの[image: ]やせぎすな容姿と甲高い声には見覚えがある。この屋敷の少女、初はつ雪ゆきの母親、間違いなく彼女はこの屋敷の住人。


    「燃えちゃう！　あの人が！　お父様のお屋敷がっ！」


    　炎の中へ戻ろうと暴れ、もがく彼女。その細い身体のどこにそんな力があるのだろうか、使用人らしい男性がなんとか押さえてはいるものの、彼女の抵抗は一向に収まらない。


    　その場には彼女と、彼女の息子らしき少年、使用人らしき男性の三人しかいなかった。他の人物……僕が探しているあの人の姿はどこにも見られない。


    　もともとここには来ていなかったのか。もう脱出してどこかへ行ったのか。それともまさか、まだあの中に取り残されているままなのか。


    　最悪の想像に肝を冷やし、熱を持ちはじめた鉄門を握り締める。そんな僕をよそに、必死の抵抗を続ける彼女。


    「このままじゃ、全部、全部なくなっちゃう！」


    　皮肉にもその一声を合図に、屋根の一部が崩れて落ちた。


    　とうとう維持強度を失ったのか、崩れはじめる屋敷の外壁。それらを飲み込んだ炎は更に勢いを増し、熱風と火花は距離の離れた僕の位置にまでやってくる。


    「あ、あぁ……」


    　その光景に脱力し、膝ひざから崩れ落ちる彼女。


    　どよめく野次馬たち。崩壊を始める豪邸。遠くから聞こえてくる消防車のサイレン音。


    　いったい、何が起きているのだろうか。


    　いったい、何がどうなって、こうなってしまったのか。今の僕には、わからない。


    　僕が何かを間違えていたのだろうか。


    　だとしたら僕は、今日、何をすべきだったのか。


    　今、目の前で起きているこの光景は、誰のせいなのか。


    　そして、間違いなく目の前の光景に少なからず関わっているであろうあの人は無事なのか。今はいったい、どこにいるのか。溢あふれる疑問は尽きることなく、僕の脳内を回り続ける。


    「あいつのせいだ……」


    　そんな中、芝しば生ふの上に蹲うずくまった彼女が、ぽつりと呟つぶやいた。


    「全部、全部あいつがやったんだ……」


    　溢れんばかりの感情を、全て怨えん嗟さに変換したかのようなその声色。目の前で燃え広がる炎のように彼女の中の憎悪が膨ふくれ上がっているのが、離れたここからでも見て取れた。


    「あの人を殺したのも、お屋敷に火をつけたのも、全部、全部、あの女が……」


    　そして、まるで呪じゆ詛そでも吐くように、彼女はその名を口にする。


    「あの、夢ゆめ乃のの奴がっ！」


    



    　ユメノ。トキワユメノ。


    　僕は、その人物の名前を知っていた。


    　その人物は僕の学校の先輩で、二歳年上で、長い黒髪と白い肌がとても綺き麗れいで、穏やかな雰囲気と鋭い知性を併あわせ持つ魅力的な人だった。思い起こされるのはあの微笑。全てを見抜きながらも、全てを許してくれるような、そんな彼女の笑い方。そう、僕は彼女のことを知っている。


    　そもそも僕がここに来たのだって、その居場所の手がかりを得るためだったのに。


    



    　だが、この時の僕はまだ、知らなかった。


    　今、目の前で起きているこの光景が、五年前より続くある計画の最終幕であることを。


    　知る由よしもなかった。


    　その終幕までの全てが、ある一人の男の筋書きにのっとっているということを。


    　知ることができなかった。


    　僕の会いたかったこの世界の先輩とは、もう二度と会えないということを。


    



    　二〇一〇年、二月十四日、午後九時現在。


    　眼前に広がる景色、その地獄の中に彼女がいて。


    　ちょうど今、その命が消え去ろうとしていたことを。


    　この時の僕はまだ、知らないのだ。
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    　それは常盤ときわ邸敷地内、庭の端に設置された、倉のような建物だった。


    　何な故ぜか内側から施せ錠じようされ、大人数人がかりで打ち壊した扉のその先に、彼女はいた。


    　ここまで火が回らなくて幸いだっただの、身元の確認を急げだのと、深刻そうな顔で囁ささやきあう大人たちの脇わきをすり抜け、制止の手を振り解ほどいて、僕はその倉の中へと足を踏み入れる。


    　湿っぽくかび臭いその部屋の中央に、彼女は倒れていた。


    　小窓から差し込むパトカーや消防車からの赤いランプが、真っ暗な倉の中、先輩の姿を真っ赤な色で照らし出す。赤と黒で配色された異様な空間に映る、腰まである長髪と陶器のような肌。すらりと伸びた肢し体たいに知的な印象をかもし出すノンフレームの眼め鏡がね。


    　見間違いようもない。この人は僕の知っている常盤夢ゆめ乃の、本人。


    　どこか様子が違うと思っていたら、そういえばこれが僕の初めて見る彼女の私服姿だった。彼女の纏まとう黒地のワンピースと上品な白いカーディガンは、もし太陽の下で見ることができたなら、清せい楚そ可か憐れんな先輩のイメージにぴったりで素敵だったに違いない。


    　だが、その服は、何かに汚れていた。


    　見覚えのある、どす黒いその何か。


    　嗅かぎ覚えのある、異臭を放つその何か。


    　先輩の頭部より流れ出て、足元にも広がるその何か。


    　その正体が何か認識するのを、僕の本能が拒絶していた。わかっているくせに、嫌だ嫌だと僕の脳が駄々をこねていた。オーバーフローを引き起こし、絡まりに絡まって千切れそうになる僕の思考が、それでもなお、それが何かを探ろうと電気信号を流し続けていた。


    　駄目だ、見ちゃ駄目だと思っているのに、僕の目はその姿に釘付けになって動かせない。


    　気が付くと、先ほどいた大人たちが僕の身体を羽は交がい絞めにして何かを叫んでいた。恐らく警察関係者か何かなのだろうか、力ずくで僕を倉から出そうとするその大人たち。


    　僕は真っ白になった頭のままで、無造作にその男の手に嚙かみ付き、拘束を振り解く。そのまま、よろめくように踏み出し、倉の中央へと向かう僕の足。


    「常盤先輩……」


    　横たわる常盤ときわ先輩。彼女の身体に近づいて、その一歩手前で跪ひざまずく。


    　木の床に広がる何か。その上に投げ出された二本の足、履き慣らされた黒いパンプス。


    　そして力なく放り出された左手の、開かれた指、五本。その上に乗せられ、人差し指に引っ掛かったその金属の煌きらめきは、手のひらサイズの小型拳けん銃じゆう、デリンジャー。実物を見たことはないが恐らく本物。微かすかな熱、使用した直後と推定。


    　たぶん、これが、常盤先輩の……。


    　顔を上げる、常盤先輩の顔がすぐ近くにある。その瞼まぶたは下ろされていて、表情はまるで眠っているかのように安らかだ。だが、そのこめかみの火傷やけど痕あと、そしてそこから正反対の位置の二つに空けられた銃じゆう痕こんから、今もなお、血が滴したたっている。その白くて美しい首筋に手を伸ばす、確認するまでもなかった。脈は止まっていて、先輩は死んでいる。


    　死んでいる。


    　死んでいるのだ。


    「先輩、先輩？」


    　死んでいるとわかっているのに、僕は先輩の細い肩を摑つかみ、揺すっている。


    　がくがくと力なく揺れる先輩の上半身。乱れる黒髪。ずり落ちた眼鏡めがねが床に落ちて、カシャンという軽い音をたてた。


    　外のざわめきから隔離された空間、誰も何も言葉を発せず、静せい寂じやくが重く圧のしかかる。


    　視界と同じく、赤と黒に明滅する思考。


    「拳銃自殺……」


    　ぽつりと、背後から聞こえたその声に、僕は首だけ振り返る。そんな僕を見て、ぎょっと目を見張るその男。警官らしき彼の目に映る僕は今、どんな顔をしているのだろうか。いや、そんなことはどうでもいい。関係ない。


    　僕は壊された倉の戸を眺め、倉の周囲を眺め、光差す小窓を眺めてから、先輩へと視線を戻す。彼女の手に握られた拳銃、彼女のこめかみに空けられた銃じゆう痕こん。


    　なるほど、拳銃自殺か。


    　確かにそうだ。この現場は、先輩が拳銃自殺をした現場のようだ。


    　だがあの常盤先輩が、自殺？


    　しかもわざわざ拳銃で？


    　殺人や放火の疑いをかけられたその直後に？


    　なんだそれ。信じられない。馬鹿馬鹿しい。そんなこと、あるはずがない。


    　だが、僕の知らないところで、何かとんでもないことが起きていたことだけは間違いないようだった。ふいに昨日の夕方、先輩から今日の予定を聞かれたことを思い出す。そうだ、そうだった。あの時の先輩は明らかに様子がおかしかったじゃないか。


    　恐らく彼女は僕に何かを頼もうとしていたのだ。協力を仰ごうとしていたのだ。だけど僕は、そんな彼女の意図を汲くむことすらできなかったのだ。だから先輩はこうなってしまったのだ。


    　今日一日、僕は何をしていた？


    　由ゆ衣いと一緒に買い物に行って。夜遅くまで遊び歩いて。暢のん気きにへらへらと、何も考えず、馬鹿みたいに。楽しい休日を、ただ満喫していたのだ。


    「くそッ……！」


    　ぷつりと、思考の糸が千切れた。冷静な判断も、構築された価値観も、全てが音を立てて崩れ落ち、消えていく。ただ僕にあるのは強烈なる後悔と、そして……。


    「……いや、まだだ」


    　そうだ、焦るな。固く握り締めた拳こぶしを自分の太ふと腿ももに叩き付け、歯を食い縛って、そう言い聞かせる。こんなの、全然たいしたことじゃない。先輩の死体を見たのだって、これが初めてじゃないだろう？　何を取り乱しているんだ僕は。落ち着け、落ち着いて冷静になれ。そうすれば、そうすれば大丈夫。僕なら、今の僕になら、まだやり直せるのだから。


    　いい加減、この子供を追い出そうと考えたのか、大人たちが二人がかりで僕の元へと歩み寄ってくるのが見えた。僕はその光景をぼんやりと数秒間眺め、そして……唐突に、死ぬことを決意する。


    　いつの間にか先輩の左手から凶器の小型拳けん銃じゆうを抜き取り、握り締めている僕の指。


    　驚き、その表情を険しくする大人たちの前で僕は、握り締めた小型拳銃を確認する。装弾数二発、一発は先輩に使われていたので残っているのはあと一発だ。だが、それで十分。


    　見よう見まねで撃鉄を起こし、構える。引き金に指をかけ、銃口は自分のこめかみに。


    　その意図に気付いた大人たちが必死の形相で駆け寄ってくるのを一いち瞥べつし、瞼まぶたを閉じる。


    　気付いたときには、トリガーを引いていた。


    



    　解き放たれた閃せん光こうが瞼を貫き、


    　解き放たれた銃声が鼓こ膜まくを打って、


    　解き放たれた銃弾が脳髄を搔かき回す。


    



    　僕の頭部は衝撃で激しく揺さぶられ、力を失った僕の身体は力なく床に崩れ落ちる。先輩の亡なき骸がらのすぐ横に倒れこむ僕の身体。流れ、広がる僕の血液が、先輩のそれと混ざって、濁る。


    　冬の寒気が僕の体温を急速に奪っていき、僕は薄れゆく意識の中で寒さに震える。


    　開かれたままの瞼、焦点のずれた視界、逆さまになった光景。


    　何人もの人間が僕を揺さぶり、何かを叫んでいるようだったが、もう僕には何も感じられないし、何も聞こえない。


    　だんだんと思考が溶けていく。


    　何も考えなくていい、何も感じなくていい、死を体感するこの時間。


    　業ごうや罪にまみれたこの僕でもこの瞬間だけは、それらから解放される。そんな気がして。


    



    　ふいに、野次馬の中に残してきた由ゆ衣いの姿が脳裏によぎる。


    　今のなし。そう叫んで顔を真っ赤にしていた、数十分前の由衣が思い出された。


    「ごめん……」


    　ただ最期にそうとだけ思った僕の自我は、血液と共に流れ落ち、床に染み込み消えていく。


    　先輩の隣で拳けん銃じゆう自殺した僕の身体は、次の瞬間、完全にその機能を停止させ──命を失った僕は、二〇一〇年二月十三日の夕方に目を醒さました。

  


  
    ２章　リアクト
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    　僕が中学に入学してからの約一年間。


    　その毎日は、灰色の日々と呼ぶにふさわしかった。


    　中学受験の際、突如、手に入れた「セーブ機能」という奇跡のお陰で、僕は何でもすることができ、望むものを全て手に入れることができていた。


    　未来予知という名のカンニングで周囲からは天才だ秀才だと騒がれ、失敗や不幸は悉ことごとく「リセット」して、「自分が成功する歴史」を上書きして過ごす日々。


    　親や教師からの評判もよく、周囲から羨せん望ぼうと尊敬の目で見られ、抜群の運の良さで全ての災いを回避して、欲しいものは必ず手に入る。


    　僕は何もできないただの弱虫から最強の超越者へと、華麗なる変身を遂げていた。


    　楽勝すぎる人生。完全無欠の薔ば薇ら色ライフ。


    　しかし、そんな幻想はたちどころに消えてしまう。所しよ詮せんイカサマで作った偽りの評価。テストの成績も、周りを取り囲む友人も、全てが全て偽物で、その中身は空っぽで。


    　話しかけ頼ってくる友人も、僕が本当は何をやっても駄目なグズであることは知らない。恵え比び須す顔で頭を撫なでてくる両親も、その頭ず蓋がい骨こつの中が空っぽであることは知らないのだ。


    　嫌な出来事をなかったことにして、自分の好きなように改変することができたが、その分、良い出来事で喜ぶことができなくなった。全てのものが無価値になって、全ての物事に対する興味が急激に薄れ、ありとあらゆることがどうでもよくなった。


    　そんな灰色の毎日。


    　そこに突然現れたのが、常盤ときわ先輩だった。


    　彼女はいきなり、廊下ですれ違っただけで見ず知らずのはずの僕の手を摑つかみ、部室棟まで連れてきて、言った。


    『君、もしかして、未来を予知することができるのではないですか？』


    　今考えると、最初に言われたその台詞せりふから、彼女の罠わなは始まっていたのではないかと思う。


    　僕の正体に気付いた彼女は、戸惑う僕を「超能力研究会」に入るよう脅迫し、それを拒否して逃げ出した僕を執しつ拗ように追いかけた。それは僕が自殺し、何度、次の世界に逃げても繰り返されて、とうとう根負けした僕は彼女の軍門に降くだることになる。


    　機能を駆使しても敵かなわない相手。全てを見抜く洞察力と推理力。


    　会員が彼女一人しかいない「超能力研究会」に入部することになった僕は、「専属超能力者」兼「副会長」となって、その日から彼女と放課後を過ごすようになっていた。


    　手品や超能力者の研究など、まともな活動を行う日もあれば、部活動とはなんの関係もないくだらないおしゃべりに興じるだけの日もあった。互いに何の言葉も交わさず、ただ部室で本を読むだけの日もあった。その意義や充実度も、完全にまちまち。


    　だが、それら全ての放課後は確実に僕の心を癒いやしていた。


    　やり直しのきく人生がつまらないことに変わりはなかったが、部室にいる間だけはそれらの憂ゆう鬱うつな感情を忘れることができた。彼女といる時だけは、身を苛さいなむ不快さから解放されていた。


    　彼女は、僕が嬉うれしい時に隣で微笑ほほえんでくれ、苦しい時には慰め励ましてくれ、悩める時は的確な助言や協力を提供してくれた。


    　僕が置かれる特異な状況や僕自身の矮わい小しようさなど、全てを知りつつも受け入れてくれ、普通に接してくれる先輩は僕にとって新鮮で、かつ貴重な存在だった。


    　僕にとって、先輩と過ごす放課後は必要不可欠なものになっていたのだ。


    　そんなある日、僕はひょんなことから先輩が高等部において「千里眼」の異名で恐れられ、周囲から孤立していることを知った。全てを見抜き、理解してしまう先輩は、クラスメイトから気持ち悪がられ、疎うとまれているらしかった。


    　心に疚やましいものを持たない人間はいない。そして、その疚しさを正確に見抜かれ、知られて、気持ちの良い人間もまた、存在しない、ということなのだろうか。


    　美人で優しくて、聡明な常盤ときわ先輩の、部室外での不当な評価。


    　しかし、僕はその話を聞き、あろうことか安心していた。喜んでいた。


    　彼女の優しさや、顔に似合わずお茶目なところ、ときおり見せる物騒な面や、妙に世間ズレしている可愛かわいいところ、他の人間が知らない彼女のさまざまな面を僕だけが知っている。


    　僕だけが、そんな彼女の本当の姿を知っているんだ。


    　そんなくだらない優越感が、今もまだ、僕の心に住み着いている。
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    　目を開けると、そこは夕焼けに染まる超能力研究会の部室内だった。


    　つい先ほどまで、倉の床に横たわっていた僕の身体は、いつの間にかこの場所に立っていて、一発の弾丸によって砕けた頭ず蓋がい骨こつも、搔かき混ぜられた脳のう味み噌そも全て、元通りになっている。


    　小型拳けん銃じゆうで頭を撃ち抜いて死んだ僕の歴史は消滅し、僕の人生は前日の夕方、部室で常盤先輩に勉強を見てもらっていたあの時にまで、巻き戻されていた。


    　思わずこめかみを擦こすりながら、腕時計で時間がちゃんと戻っていることを確認し、消えてしまったセーブデータを保存し直す痛みに顔を顰しかめる。


    　そして、そこで初めて僕は目の前に座るその人物へと視線を向けて……、溢あふれ出す感情を抑えるのに苦労した。


    「榊さかき君、君は……？」


    　常盤先輩が、そこに生きている。


    　今の一瞬で僕の異常に気付いたのか、少し戸惑った顔をしてこちらを見上げる常盤先輩。穢けがれを知らない白い肌、全てを見通す澄んだ瞳ひとみ。


    　いったい何が起きたのか。何がどうなって、ああなったのか。瞬間的に膨ぼう大だいな数の疑問が湧わき上がり、それら全てを目の前の先輩に浴びせそうになる僕。しかし、今の先輩に未来に起きた出来事を聞いたって仕方がない。


    　だから僕はその代わり、前回言うべきだったある言葉を口にした。


    「大丈夫です！」


    「はい？」


    　明日の予定。先輩か由ゆ衣いかの二者択一。


    　コンマ数秒で、この場面がどのような状況で、どのような選択を迫られていたのかを正確に思い出し、僕は彼女が何か言う前に先制して答えを出す。


    「明日、何か用事があるような気がしていましたが、ただの勘違いでした」


    「そう……、なのですか？」


    「そうなのでした」勢い込んでそう言い放ち、すかさず前回の出来事を洗いざらい説明しようとする僕。しかし瞬間、先輩の亡なき骸がらが脳裏に蘇よみがえり、僕は思わず口を閉じる。「…………」


    「榊さかき君？」


    　そんな僕の様子に、不思議そうに首を傾かしげる先輩。


    　言うべきか、言わざるべきか。いや、そんな葛かつ藤とうに意味なんてなく、どうせ僕はきちんと全てを話さなければならないのだが。


    「え、えぇっと……」


    「そんなに表情を強こわ張ばらせていたら、誰が見ても何か隠していると気付きますよ」


    　じとっとした眼でこちらを睨にらむ常盤ときわ先輩。どうやら僕の些さ細さいな迷いや葛藤も、彼女には全てお見通しのようだった。仕方なく僕は悪あがきをやめ、溜ため息いきをつく。別に隠し立てしたかったわけじゃない。内容が内容だけに、自分の中での整理がつくまで、ほんのちょっと先延ばしにしたかっただけなのだ。


    「あの、先輩、実は……」


    「それじゃあ、明日の午前、十一時。集合場所はこの部室でお願いします」


    「え？」


    　前回の明日に起こった出来事、その全てを順序だてて報告しようと頭の中で言葉を組み立てていた僕は、その先輩の言葉に首を捻ひねった。


    「え？　じゃなくて、明日のことです。予定、空けてくれるのでしょう？」


    「あ、はい。それはもう」


    「ならそれで。よろしくお願いしますね」困惑する僕をよそに、荷物をまとめる常盤先輩。「……それじゃあ、ちょっと早いですけど、私はもう帰ります。鍵、かけておいてくださいね」


    　そう言い残して鞄かばんを持ち上げると、先輩はひらひらと手を振りながら部室から出て行った。


    「………………」


    　一人、取り残された僕は、先輩の出て行った扉を数秒間眺めた後、


    「って、ちょっと、先輩！」


    　慌あわてて彼女の後を追って扉を開けるが、廊下にはもう誰もいない。いつもゆったりしているくせに、立ち去るときだけはやけに素早い人だった。


    　一連の出来事で放心状態になった僕はぼんやりと部室の中に戻って、パイプ椅い子すに腰を下ろす。そのままぐったりと上半身を突っ伏せ、僕はテーブルに頭を打ちつけた。


    　じんと痛む額ひたい、でもこの程度では、前回以上にもやもやしたこの気持ちは解消できない。


    「はぁあああ……」


    　思わず深い溜ため息いきをつく。まぁ、明日会った時に言えば、それでいいことなのかもしれないが。


    　まぁ、いい。僕は気持ちを切り替え、立ち上がる。大事なのは今のやりとりで、明日のスタート地点が変わった、ということだ。明日、先輩に付き合うことによって何が変わるのか、前回の明日に先輩の周りで何があったのか。僕はそれを見極めなくてはならない。


    　自己嫌悪に沈んでいた心に灯ともる、決意の火。


    　二か月前のあの事件、僕は何度も何度も時間を巻き戻しておきながら、肝心の事件を未然に防ぐことはできなかった。だから、由ゆ衣い達の心にはまだ事件の影が差している。


    　僕がもっとしっかり頑張れば、僕がちゃんと考えて事件を防いでさえいれば。二か月前から僕は、そんなことばかり考え続けて生きていた。


    「だから、今度は。今度こそは……」


    　全ての事件を未然に防ぎ、完全無敵なるハッピーエンドを迎えてみせる。誰の心にもしこりや蟠わだかまりを残さない。そんな状態で何事もなかった、平和な日常に戻ってみせる。


    　僕は真っ赤に染まる夕日を見つめながら、固く心にそう決めた。


    



    　　　　　３


    



    『ちょっと、今になって来れないって、どーゆーこと!?』


    　予想通りスピーカーから返って来る大音量に、僕は離していた携帯を耳元に戻して言った。


    「だから、どうしても抜けられない用事ができたんだ。由衣の用事は忙しくなかったらでいいって言ってたろ？　だから、急で悪いけど今日は……」


    『ま、待った待った！』


    　電話の相手、梓あずさ由衣が慌てて僕を引き止めにかかる。今日、先輩の用事に付き合うということは、同時に由衣の用事を諦あきらめなければならないということ。


    　僕は今、その断りの電話をしている最中だった。心は痛むが仕方がない。


    『あ、あの……！　この前は言わなかったけど、実は、なんていうか、キョートに大事な話があって、それで……』


    「大事な話？」慌あわてた様子でそう言う由ゆ衣いに、僕は眉まゆを顰ひそめる。「……ただ買い物の荷物持ちをやらせようとしてるだけのくせに」


    『へ？』


    「四し鷹たかのショッピングモールに行くからそれに付き合えって、そういう話だろ？　さっきも言ったけど、急用ができたんだ。荷物持ちなら別の日……、来週にでもまた付き合うから、だから本当に悪いけど……」


    『ちょ、ちょっと！　ちょっと待った！』


    　早口でそう告げる僕に、由衣の声が制止をかける。


    『な、なんでキョートが知ってるの？　私、買い物のことなんて言ってなかったと思うんだけど』


    「え？　あっと、それは……」いけない。口が滑ってつい、いらんことまで。何か誤ご魔ま化かせる言葉を考えるが、咄とつ嗟さには浮かんでこない。「……あのショッピングモール、つい最近できたばかりだし、これまでの由衣の誘いから考えて、タイミング的にそんな用事かなって」


    　苦し紛まぎれに口から出てきたのは、我ながら意味のわからぬ言い訳だった。言った直後に後悔する。案の定、黙り込んでしまう由衣。まずい、これ以上突っ込まれる前に通話を切らないと。


    『……なんか、こういうの。前にもあったような気が』


    　不信感たっぷりで呟つぶやく由衣。心当たりのある僕は、慌てて続く言葉で遮さえぎった。


    「な、なんていうか、学校の先輩がそういうの言い当てるの得意でさ。ちょうど今、それを参考に、推理力とか洞察力とか鍛きたえてるとこなんだ。当たってたんなら、修業の成果が出てきたってことなんだろ。努力の甲か斐いがあったってもんだな。あ、やばい、時間だ。じゃ、悪いけど、そういうことで」


    　そこまで一気に捲まくし立てて、通話を切ろうと指を伸ばす。


    『あ、ちょ、切るつもりだな！　こら待て、キョート！　キョ』


    　ぱたん、と閉じられる携帯電話。すぐに由衣側からかけなおされ、携帯電話が振動と共に着信を告げたが、無視してテーブルの上に放置する。


    　まずいな、後でこっぴどく叱しかられそうだ。かんかんになって怒る由衣の姿と、それに伴う物理攻撃を想像し、今から頭が重くなる。


    　だが、まぁ、由衣の件はとりあえず、これで終わりだ。僕は椅い子すの上にぐったりともたれかかり、深く、深く溜ため息いきを一つつく。


    　心の中のもやもや、静かに揺らぐ焦しよう燥そう感かんが僕の気分をどんどん憂ゆう鬱うつにさせていく。そうだ、今は由衣のことに構っている場合ではない。


    　それよりも深刻、かつ大きな問題が一つ、僕の目の前に立ちはだかっているのだ。止まらない貧乏揺すり。どんどん自分の冷静さが削られていくのを感じながら、僕は腕時計を確認する。


    「現在時刻。午前十二時、ジャスト……」


    　昨日、常盤ときわ先輩と約束した時間から、もう一時間が経過しようとしていた。


    　だが、未いまだに彼女は現れない。


    　おかしい。確かに今日の十一時、この部室にと約束したし、彼女が約束の時間に遅れることなど今の今まで、一度たりともなかったはずなのに。


    　心配になって先輩の携帯に電話をかけてみるものの、先ほどからずっと電子音声による、淡白な留守電メッセージが返ってくるのみ。


    　なんだろう、この状況は。


    　相手と交わした約束を、土壇場でキャンセルする。通称、ドタキャン。


    　今さっき僕が由ゆ衣いにしたことを、そっくりそのままやり返されたような感覚。僕はがっくりと肩を落とし、溜ため息いきをつく。因いん果が応おう報ほう。やったらやり返される。


    「って、違う！」


    　我に返り、顔を上げる僕。


    　僕はまだ、前回の今日起きた出来事を先輩に説明していない。つまり、先輩の身に事件が降りかかることを、彼女はまだ知らないのだ。更に昨日の先輩のおかしな様子からして、彼女の用事とやらが、今日、これから起きる予定の出来事に深く関係している可能性だって十分高い。


    　そして前回、黐もち木き慧けいからの電話で知ったある情報。常盤先輩は二月十三日の時点で、その姿を消していたという、一つの事実。それを思い出し、僕は自分のアホさ加減に脱力した。


    「……いくらなんでも、迂う闊かつすぎやしないか？」


    　そんな大事なことを見落としていたなんて。いろいろあって混乱していたなんて、言い訳にもならない。つまり、こういうことか。僕が今日という日に備え、早めに布団に入っているその時にはもう、既に何か悪いことが始まっていたということか。


    　いや、単に十三日の朝、その使用を注意されたばかりの「セーブ機能」を、同じ日に性しよう懲こりもなく使っていた僕を軽けい蔑べつして、ドタキャンすることにした可能性も十分にありえるが。


    「……どっちにしろ、事態は最悪だ」


    　なんてこった、と頭を抱えて蹲うずくまる僕。まずいことになってきた。とりあえず今日の先輩の用事に付き合いさえすれば何かしら状況が変わってくると、そう思っていたのに、これじゃ前回と何も変わっていないじゃないか。


    　このまま僕が何もしなければ、先輩の実家では前回と同じように事件が発生し、警察に疑いをかけられた彼女は今晩、あの暗い倉庫で死んでしまう。


    　それだけが僕にもわかる確かなことで、そして、それだけは絶対に避けなければならない。


    　そのためにも、今の僕が真っ先にしなければいけないことは、先輩を捕まえて、すぐそこに迫る危険を知らせることだ。


    「問題は、その手段がないってことか」


    　電話をかけても繋つながらないし、要点を簡潔にまとめたメールを送ってみても反応はなし。これでは、あまりにも心こころ許もとない。


    「どこかにいる先輩を捕まえることができればいいんだけど……」


    　だが、今現在、先輩がどこにいるかなんて、僕には見当もつかなかった。


    　休日だから家にいるのか、それともどこかに出かけているのか、そもそも彼女は今日、僕をどこに連れ出すつもりだったのか。考えても考えても答えらしい答えは現れず、ここに来て僕は常盤ときわ先輩について何も知らない自分を思い知る。


    　そうだ、僕は先輩の家があんなお屋敷だったことを知らなかったし、その家族構成だって、兄が一人いることくらいしか知らない。それどころか好きな食べ物や趣味、血液型や誕生日すら知ろうともしなかった。そもそも、この部室以外の場所で普段彼女が何をしているのかも、僕には全く見当もつかないのだ。


    　僕にとって先輩は「謎なぞの人」であり、あろうことか僕は、その認識で満足してしまっていた。


    「……だけど」


    　今更そんな自分を悔やんでいても仕方がない。すぐに思考を切り替え、もし先輩が部室に来た場合に備えて書き置きを残しておく。


    　待っているだけでは何も変わらない。今は可能性にかけ、行動を起こすべきなのだ。


    　幸い今の僕は、彼女の家がある場所を知っている。


    



    　　　　　４


    



    　学園前の道路でタクシーを捕まえ、徐おもむろにその車内へと乗り込んだ時、僕はバックミラーに映る運転手の顔を見て、思わず「うわっ」と口に出していた。


    　むすっとした表情でこちらを怪け訝げんそうに見返してくるその運転手。間違いない、前回の僕と由ゆ衣いが双ふた葉ばを尾行する際に利用したあのタクシーの運転手だ。


    　何でもないと苦笑しながら席につく僕に、目的地を問うその運転手。あの屋敷の詳しい住所を覚えておらず、どうしようかと思っていた僕だったが、なんと「四し鷹たかにある常盤のお屋敷」というだけの情報で、運転手には通じたようだった。そこまで有名な建物だったのかと認識を改める僕を乗せ、そのタクシーは緩ゆるやかに走り出す。


    　どうやら、この財布の中身はタクシー代に消える宿命でも背負っているらしい。元々は半年くらい前に機能を悪用して稼いだお金。悪銭身につかずということか。そんなことを考えながら、窓の外に流れる景色を眺める僕。


    　頭の中では、先ほどした電話での会話が延々とリフレインを続けている。あれからすぐに、あのお屋敷に繋がる電話番号を調べ、緊張しながらもかけてみた際の、相手方の反応。


    『そのような人物は現在、この家には居おりません』


    　僕の電話をとったその女性はそう言うなり、こちらの反応も待たずに受話器を下ろした。まるでその名前に拒否反応を起こしたかのような、その対応。


    　常盤ときわ家に繋つながっていたのは間違いないし、常盤先輩があの家の人間であることも確かなはずなのに。思い起こされるのは前回の今晩、燃え盛る屋敷の前で忌いま々いましげに先輩の名を叫んでいた初はつ雪ゆきの母親。そして、これから起こるであろう殺人事件の犯人が先輩であることを、残りの家族たちが証言したというあの話。


    　ひょっとして常盤先輩は家族と不仲なのだろうか。一瞬、学内で千里眼と恐れられ遠ざけられる先輩の姿を思い出すが、まさか、家庭内でもそうとは限らないだろうと考え直す。


    　そんなことを考えているうちに、窓の外の景色が見覚えのあるそれへと変わっていく。全体的に背の高い建物がなく、空が広く感じられるその風景。広々とした道路と、辺りに立ち並ぶ立派な家屋の数々。その中に記憶にあった建物を確認し、僕は目的地に近いことを認識する。


    　しばらくして、ゆっくりと速度を落とし、タクシーが並木道に停車した。


    「ここが、常盤さんとこのお屋敷だよ」


    　ぶっきらぼうにそう言って、自動ドアを操作する運転手。僕は曖あい昧まいに礼を言ってから、前回より数割増した料金を何とか支払い、タクシーから降車する。前回と乗車地点が変わったことにより発生した金額差で、帰りの交通費が全部なくなったが、今は気にしている場合ではない。


    「さて、と……」


    　目の前に広がるコンクリ塀。ひときわ大きい鉄製の門。金色の表札には、荘厳そうな楷かい書しよで『常盤』と二文字彫られていた。その門の向こうにある白煉れん瓦がでできた大邸宅を見上げ、僕は自然と早まる鼓動をなんとか抑える。


    　まだ、お屋敷に火はついていなかった。


    　つまり、まだ間に合うということだ。


    



    　　　　　５


    



    『……そのような人物は現在、この家には居おりません』


    　散々迷って逡しゆん巡じゆんした挙あげ句く、勇気を振り絞ってインターホンを鳴らした僕に対する返答は、先ほどの電話で受けた応対と寸すん分ぶん違たがわないものだった。違う点といえば、先ほどの電話では若い女性の声だったのに対し、今の声は低い男性のものだったことくらいだろうか。


    　しばし呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた僕はもう一度、表札へと視線を移し、そこに並ぶ『常』と『盤』の二文字を確認してから首を捻ひねる。ここが常盤家であるのは間違いないことであり、ここが先輩の家であることも間違いないはずなのに。その家の当人達は口を揃そろえて、常盤夢ゆめ乃のなんていないと言う。これはいったい、どういうことなんだろうか。


    　それに……、前回この家で出会った一人の少女を思い出す。双ふた葉ばの親友で、初雪と名乗ったあの少女。確かに先輩と容よう貌ぼうが似ていたし、状況的に考えても彼女は先輩の妹ということになるはずなのだが、僕は先輩にお兄さん以外の兄弟がいるという話を聞いたことがない。また、前回見た初はつ雪ゆきの母親、彼女も先輩の母親ということになるのだが……。


    「……しっくりこないな」


    　どうにも、彼女と常盤ときわ先輩の姿が繋がらない。まぁ、それでもあの時、先輩の名前を出していた以上、まったくの無関係ではないということだけは確かなはずだ。それに前回、先輩の死になんらかの関係があると思しき常盤俊すぐるという人物の毒殺事件とやらが、ここで起きるのもまた事実。


    「さて、これからどうするか……」


    　そう呟つぶやき、次の手を模索していた僕の耳が、ふと聞き覚えのある軽快な足音を聞き取った。靴の踵かかとが鳴らすとたとたとたっ、というそのリズム。そして今の時間、このタイミング。


    　まずい。直感的にそう感じた僕は慌あわてて門の前から立ち去り、脇わき道みちへと身を隠した。塀の陰から覗のぞき見ると予想通り、お忍びで遊びに来た梓あずさ双ふた葉ばがバス停のあった方向からやってくる。


    　どこか上機嫌なのは、別にバレンタインチョコの配達に来たからではなく、ただ仲の良い友人の家を訪ねるのが楽しいからなのだろう。どうやら僕には気付かなかったらしく、鼻歌なんぞを歌いながら、常盤の屋敷を眺めている双葉。


    　そう、前回の僕たちも、ちょうどこの時間にこの場所へ到着していたのだ。確かあの時の僕たちは木の陰に隠れながら、見知らぬ土地を歩く双葉をこっそりと尾行していた。ふいに思い出し、どこかに由ゆ衣いがいるかどうかを確認してみたが、どこにも彼女の姿は見られない。


    「……まぁ、当然か」


    　先ほど、問答無用で約束を破棄にしたことを思い出し、心に苦い感情が広がる。今頃、由衣は一人でショッピングモールへと向かったのだろうか。それとも、自宅で僕に対する怒りをサンドバッグにでもぶつけている最中か。


    「ごめん、また来ちゃった。いつもみたいに裏口から……うん」


    　と、双葉が携帯電話を片手に僕の隠れる脇道の方へと歩いてきた。


    　やばい、そういえば双葉はこれからこちら側の扉より敷地の中に侵入するのだった。僕はどこか身を隠せる場所がないかどうか、素早く辺りを見回す。だが、左は垣根、右は塀で挟まれたこの長い細道には、もう身を隠せそうな場所がない。


    「まずいな、ここで双葉に見つかるとかなり面倒なことに……」


    　どうするか。全力で走ればこの細道を抜け切ることが……いや、無理だ。かと言って、この垣根を乗り越えることも、塀をよじ登ることも僕には不可能だし……そんなことを考えている間にも、双葉は一歩一歩着実にこちらへと近づいてくる。


    　もうこうなったら腹をくくって開き直るしかないか。そう思った瞬間、右側のコンクリ塀に設置された鉄扉てつぴがキィと甲高い音で軋きしみをあげた。半開きの扉、前回の僕たちの侵入口。


    　瞬間、僕の脳内でさまざまな意見が飛び交い、僕は二つの選択肢で葛かつ藤とうする。


    「…………仕方、ないか」


    　その結果、僕が選んだ行動は一番短絡的かつ、その場しのぎのものだった。


    　僕は、その鉄扉てつぴに手をかけて、常盤ときわ家の敷地へと足を踏み入れる。
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    「ここで会ったが百年目！　ちぇえすとぉおお──！」


    　常盤家の庭に不法侵入し、木の陰に隠れていた僕は、目の前に広がる光景に我が目を疑った。


    　ジャケットを脱いで腕まくり、本気モードになった双ふた葉ばと、そんな彼女よりも一回り身体が大きなゴールデン・レトリバーが取っ組み合いの喧けん嘩かを行っている。まるで侵入者にそうするように、獰どう猛もうな唸うなり声をあげて襲いかかる大型犬、シルバー。その犬の体当たりに弾き飛ばされ、地面の上を転がりながらも双葉は少しも怯ひるまず、起き上がっては彼の追撃を迎え撃つ。


    「まだまだーっ、くらえぇい！」


    　反撃だと、犬相手にドロップキックを叩たたき込もうとする小学生。俊しゆん敏びんな犬にそれをかわされ、逆に乗しかかられた彼女は、それを引き剝はがそうと必死で地面をもんどりうっている。


    「二人とも、がんばって……」


    　そんな一人と一匹を、離れた場所からそっと応援する色白の美少女、常盤初はつ雪ゆき。


    「何やってんだ、こいつら……」


    　思わず口に出して突っ込んでしまう僕。広い芝しば生ふの一角で繰り広げられる戦いは、微笑ほほえましいと呼ぶには、あまりにも過激すぎた。だが、双葉も初雪も……心なしかシルバーさえも楽しそうにしているので邪魔しないでおくことにする。


    　恐らく、僕と由ゆ衣いの乱入さえなければこうやって夕方まで犬と戯たわむれていたのだろう。その行為の意図はさっぱり不明だけれど、まぁ、それはいい。僕は意識を子供たちから屋敷の方へと傾けた。


    　何度見ても壮観で立派なその屋敷。がっしりとしていながらも、優雅さを感じさせるその作り。これがこのままだと、炎上して跡形もなくなってしまうというのだから、人生というやつは何が起きるかわからない。


    　そんなことを考えながらも、犬の注意が双葉に向いているうちに僕は庭を横切り、更に奥へと足を踏み入れる。ここまできたらもう自や棄けだ、行けるところまで行ってしまおう。


    　何もわかっていないこの状況では、いくら思案を巡らせても意味なんてない。今は行動あるのみ。考えるのは後でいい。


    　そう自分に言い聞かせ、不法侵入することによる罪の意識をやわらげる僕。


    　そんな中、ふと視界に見覚えのある、いや、ありすぎる建物が映りこんだ。


    　お屋敷とは別に、庭の隅に設置された小さな建物。といっても、二つ並べれば僕の家に匹敵するくらいの大きさはありそうなそれは、どうやら物置として使われているらしい。


    　心がざわつくのを感じながらも、その建物に近づいてみる僕。見るからに頑丈そうな作りのその建物は、前回の世界で先輩の死体が見つかり、僕自身も自殺したある意味因縁の場所だった。前回の今晩に痛いほど感じたあの苦い感情が蘇よみがえり、僕の冷静さを搔かき乱す。


    　外側からごつい南なん京きん錠で施せ錠じようされた鉄製の引き戸。確か、前回ではこの鍵が内側からかけられており、この扉は内部から施錠されていた。そのせいで、異音を聞きつけた警官が中に入ることができず、最終的に数人がかりで体当たりして、この扉をぶち壊すはめになったのだ。


    　内側から施錠された密閉空間に一人、未いまだ熱を帯びた拳けん銃じゆうを握って倒れていた常盤ときわ先輩。しかも彼女は、この屋敷の主である常盤俊すぐるの毒殺と屋敷への放火の疑惑がかけられ、警察の捜査線に乗っていた。


    　なるほど、これらの状況から、殺人と放火を犯したものの追い詰められた常盤先輩が、逃げ込んだ倉の中でこれ以上逃げられないことを悲観し、もしくは己の犯した罪の意識に苛さいなまれて拳銃自殺した、と考えられなくもないかもしれない。


    　だが、僕にとってその意見は論外だった。人は、どんな聖人であろうと状況次第で普段考えもつかないような行動を取ったりするし、殺人だって自殺だって平気で行う。僕は経験上、そのことを嫌いやというほど知っていたが、それでもなお先輩が事件を起こし、自殺したとは考えられなかった。そもそも人格的に殺人や自殺という手段に訴えるような人ではないし、もしどうしようもない理由でそのような手段をとらざるを得なくなってしまったとしても、こんなわかりやすすぎる方法はとらないだろう。


    　あれが先輩の自殺じゃないとすると、どうなるか。簡単だ。自殺じゃないなら、他殺。先輩は何者かに殺され、自殺に見せかけて擬装されたのだ。


    　だが、これが殺人だとすると、問題が一つ発生する。それはつまりあの晩、この倉の中が密室空間であったということだ。内側から施錠されていた以上、犯人もまた倉の内側にいなければならないはずなのだが、突入時、室内には先輩しかいなかった。薄暗かったので確かではないが、仕舞われていた荷物にも人の隠れられるようなスペースはなかったはず。


    「消えた犯人、密室殺人、不可能犯罪……」


    　その建物の周囲を回りながら、その強固な外壁をチェックする。その目的は一つ、文字通り、この密閉空間の穴を見つけ出すこと。密室殺人というのは大概、そう見えるだけで実は密室じゃありませんでしたというオチがほとんどで、不可能犯罪はやっぱり不可能なのだ。


    　そしてやはり、この密室にも穴はあった。換気用なのか、入り口とは反対側に開けられた小さな窓。唯一の光源だったその小窓こそが、この密室の穴。


    「だと思うんだけど……」


    　そう呟つぶやきながら、その小窓を覗のぞき込んでみる。薄暗い室内、いかにも辛しん気き臭くさく、かび臭そうなその内部を覗のぞきながら思わず溜ため息いき。駄目だ。この窓では小さすぎて、人が出入りできそうにない。せめて、この窓がもうあと少し大きかったら僕でもなんとか通れそうなものだが。いや、それでも僕くらいの子供や、全身の関節を自由に外せる曲芸師ならともかく、普通の大人に通れるようなスペースではない。腕を入れて伸ばすのが精一杯だろう。


    　先輩のこめかみに火傷やけど痕あとがあったことや、先輩が拳けん銃じゆうを握っていたところから見て、倉の外から発砲して凶器だけ投げ込んだというわけでもなさそうだし……。


    「先輩を窓際に引き寄せれば外からでも……、いやそれだと倒れ方がおかしい。じゃあ、やっぱりあの小窓以外に何か……」


    　あーだこーだと推理を捏こねくり回し、自分が不法侵入者であることを忘れて倉のまわりをぐるぐる徘はい徊かいしていると、ふいにどこかから聞き覚えのある声が聞こえてきた。


    　直後、屋敷の勝手口らしき扉が突然、向こう側から開かれる。


    　瞬間的に我に返り、木の陰に身を隠す僕。気付かれぬよう覗き見ると、開かれた扉から前回でも見かけた初はつ雪ゆきの母親が現れた。


    「初雪ちゃん！　どこなの、初雪ちゃーんっ！」


    　おろおろと周囲を見回しながら、娘の名前を呼ぶその女性。僕は息を殺して彼女をやり過ごし、花壇の方へと歩いていく彼女の背中を見送る。


    　この辺りは、前回と展開が同じだ。この後、何があったんだっけか、などと記憶を探る僕の眼に、ふと、開けっ放しにされた勝手口の扉が映り込む。


    「っ！　………」


    　これはチャンス、と突発的に乗り出そうとした身体を、なけなしのモラルと理性が抑え込んだ。たたらを踏む身体。激しい葛かつ藤とう。


    　これ以上、屋敷の外をぐるぐる回っていてもなんの情報も得られない。価値ある情報が欲しければ、もっと深部に近づく必要がある。


    　毒を食らわば皿まで、尾を踏まば頭まで。


    　さまざまな言葉が僕の脳内を錯さく綜そうし、行くなら今しかないと急せかしている。


    　屋敷の中から、皿の割れるような音が鳴り響いたのは、そんな時だった。
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    　どうやらその音は、家政婦と思われる若い女性が皿を割った際に発せられたものらしかった。一階の勝手口からキッチンに入り込む。その先に見える食堂らしき一室。床には砕けた陶器の破片が散っている。


    「あぁ、やっちゃった……どうしよ……」


    　エプロンを着用したひっつめ髪の女性が、垂れ気味の目め尻じりに涙を溜ためながら、箒ほうきと塵ちり取とりでその後始末を行っていた。と、その時、慌あわただしい足音と共に初雪の母親が部屋に飛び込んでくる。


    「何!?　どうしたの!?」顔を真っ青にして、赤茶色の煉れん瓦がを抱え、まるで般はん若にやのような形ぎよう相そうで室内を見回す彼女。すぐに家政婦と破片を見つけると、今までの興奮気味な様子から一転、急に冷ややかな表情になって溜ため息いきをつく。「また貴方あなたなの、菊きく川かわさん」


    「あ、す、すみません。すぐに片付けますので……」


    「すぐに片付けますって、今月に入ってこれで何度目なの？　毎回毎回、その場その場で謝ればいいと思って！」敵意を露あらわに叱しつ責せきする初はつ雪ゆきの母親。「この程度の仕事もできないの？　ぐずだどじだとは思っていたけれど、ここまでなんて！」


    「すみません……」


    　激しく叱しかられ、再び眼に涙を溜ためる菊川と呼ばれたその家政婦。


    「ホラ、またそうやって泣く！　泣けば許されると思ってるのよ、貴方は！」


    「そ、そんなことは……」


    「ない？　ないって言えるの？　言ってみなさいよ、こっちの眼を見て、ちゃんと！」


    「うぅ……」


    　先ほど、娘と接していた時とは一変、ヒステリックな口調で責め続けるその母親。どうやら、皿を割ったことだけが理由ではなく、個人的にこの家政婦のことを嫌ってもいるような雰囲気。一方、家政婦の方は立場上、何も言い返すことができないのか、ただ目を潤うるませてぺこぺこと頭を下げている。


    「今の音はなんだ！」


    　そんな中、食堂に二人の男性が入ってきた。一人は赤いセーターを着た恰かつ幅ぷくの良い中年の男性。もう一人はスーツを着こなした白髪の老年男性。白髪の方には見覚えがあった、前回、炎を前に取り乱す初雪の母親を必死でなだめていた使用人らしき人物だ。


    　険しい顔をして駆けつけてきた二人は初雪の母親が持ったままにしていた煉瓦を見て、ぎょっと目を見張る。


    「八や重えか。なんだ、どうした？」


    「あ、俊すぐるさん……」


    　今までのヒステリックな表情を潜ひそめ、その中年男性に振り返る彼女。


    　常盤ときわ俊。見たのは初めてだが、どうやらこの太った方の男がこの家の主であり、常盤建設の社長であり、今晩毒殺される予定の人物らしい。そして八重と呼ばれたこの女性が初雪の母親で俊の妻というわけか。


    「あ、あの！　私がお皿を割ってしまって、それで……」


    　箒ほうきを抱きしめるようにして、必死でそう告げる家政婦。それで事情を察したのか、二人の男性は顔を見合わせ、やれやれと肩を竦すくめた。どうやらこのような出来事は日常茶飯事らしい。


    「なんだ、そんなことか。紛らわしい」


    　そう言ってフンと鼻を鳴らし、八や重えを一いち瞥べつする常盤ときわ俊すぐる。


    「そんなことって……！」


    「そんなくだらないことでいちいち騒ぐな、みっともない。……怪け我がは？」


    「いっ、いえ！　大丈夫です！」


    「そうか、それはよかった」妻に対する冷たい態度とは違い、柔らかい口調で家政婦を気遣う俊。「俺は書斎に戻る。先ほどの話はまた後で」


    　彼は脇わきに立っていた白髪の男性にそう告げると振り返り、食堂から出て行った。


    「待って！」と妻が呼びかけても彼は聞く耳を持たず、その歩調を緩ゆるめもしない。


    　冷たくあしらわれ、しばし彼の出て行った扉を見つめる八重。


    「……ご迷惑をおかけして、すいませんでした」


    　家政婦がそう言って白髪の男性に謝りはじめる。そんな彼女をじろりと睨にらむ八重。


    「それで、八重ちゃん」そんな彼女の視線に気付いたのか、落ち着いた渋い声で彼女に問いかける彼。「煉れん瓦がなんて持って、何をどうするつもりだったんだい？」


    「泥棒でも入ったのかと思って、その、今日は十四日だから」


    　ふいっと家政婦から目を逸そらし、そう答える八重。そんな彼女の様子に、彼は肩を竦すくめる。


    「まだあの話を気にしているのかい？　あんな話をまだ信じているのは、子供達くらいだよ」


    「で、でも気になって。……それに柳やなぎ田ださん、さっきも言ってたでしょう？　怪しい子供があの子を訪ねてきたって」


    　その返答に渋い顔を作る柳田と呼ばれた男。


    「何かあったんですか？」八重をよそに割れた皿の片付けをしていた家政婦がふと顔を上げる。


    「……先ほど、中学生くらいの子供があの夢ゆめ乃のちゃんを訪ねてきてね」


    「あ、それ。さっき私も相手しました。突然電話をかけてきて、低い声で夢乃さんはいないのかって」そう言ってから眉まゆ根ねを寄せ、続ける彼女。「夢乃さんって、あの夢乃さんのことですよね」


    「なにそれ、あの子の友達か何か？　キモチワルイ……」嫌悪感を露あらわに顔を顰しかめる常盤八重。「まぁ、いいわ。追い返したんでしょ、その子」


    　そう言うと彼女は家政婦に向かって「ちゃんと片付けておきなさいよね！」と念を入れてから、細い肩を怒らせ、食堂を出て行った。


    　その気持ちの悪い子供こと僕は、そんな彼女が目の前を横切っていくのを、食堂の開かれた扉と壁の隙すき間まで息を殺し、やり過ごす。
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    　やってしまった。つい、家の中にまで入り込んでしまった。


    　庭に入った時点で既にアウトだが、ここまできたら確実に警察を呼ばれるレベルである。もっと他にもやりようはあったものを、どうしてこう、僕って奴は、後悔するのがわかりきっているのに行き当たりばったりで行動してしまうのだろうか。


    　僕は悶もん々もんとそんなことを考え、つい数分前の自分の決断を悔やみながら、常盤ときわ邸一階の廊下を忍び足で歩いていた。


    　以前、忍び込んだ黐もち木き邸もかなりのお屋敷だったが、ここ常盤邸はあれとはまた違う印象を抱く。室外、室内の雰囲気や調度品一つまでが洗練され、全体的に古風かつ上品な空気に満ちていた。家が纏まとうオーラに呑のまれ、ここが日本だということを忘れてしまいそうになる。西洋かどこかにある貴族のお屋敷、といった感じ。


    　その中を一人歩く場違いさと、現在進行形で法を犯している気まずさで僕の心臓は先ほどからバクバク鳴り続けている。だが、危険と罪を犯した甲か斐いあって、いろいろとわかったこともあった。


    　まず、やはり、ここは常盤先輩の自宅であり、殺人事件と放火騒ぎが起きるのもこの屋敷であるということ。何な故ぜか僕が訪ねた時は惚とぼけられたが、常盤先輩がこの家の人であることは間違いないだろう。


    　だが、だとすると何故事件が起きるのか。どうして先輩なんて知らないと僕に惚とぼけたのかが気にかかる。それに先ほど、八や重えが先輩を「あの子」と呼んだ時にしたあの忌いま々いましげな表情もそうだ。そしてあの時、先輩が犯人であると叫んでいたのも八重。いったい先輩は、彼女とどんな確執があるというのか。


    　そんなことを考えながら廊下を進んでいた僕は、ふと壁に掛かった絵画の前で立ち止まった。


    　何故、自分の足が立ち止まったのかわからない。何気なく歩いていて、視界の隅にその絵画が映った瞬間、言葉にできぬ違和感が僕を襲ったのだ。その絵自体はなんのことはないただの静物画。何故だ。僕には絵の出来や、その真しん贋がんを見抜くことなんてできやしないのに。どうして、僕はこの絵に違和感を？　いや、むしろ絵というよりも、この額がく縁ぶちに……。


    　直感的にそう思い、金色に輝く額縁の片隅へと、思わず右手を伸ばす僕。


    「コソ泥にしては、良い勘をしているじゃないか」


    　そんな僕を、背後からの声が制止した。身体に電流が走ったかのような衝撃が走り、僕は反射的に振り返る。


    　そこには背の低い小学校高学年くらいの子供が立っていた。


    　鳥の巣みたいな短めのくせっ毛頭に、初はつ雪ゆきや八重、常盤先輩と同じような白い肌。大きな瞳ひとみには知性の光が宿っており、その目元は挑戦的に吊つり上がっている。一見すると女の子に見えなくもないが、先ほどの声から察するに恐らく少年。先輩の弟、ということだろうか。


    「えっと、ぼ、僕は……！」


    　騒がれる前になんとか自分に害がないことを説明しないと、と慌あわてて説得力のある言い訳を検討する僕に、すっと右手を伸ばすその少年。ニヤリと笑うその口元。


    　その体格には少し大きめな白いシャツ、その袖そで口ぐちから伸びる細長い指が握っていた「ある物」に気付き、僕は言葉を失った。


    　見覚えのあるピストル形のそれ。トリガーを引くことによって電流針を飛ばし、刺した相手を麻ま痺ひさせる護身用の武器。ピストル形スタンガン、テーザー銃。


    「ホールドアップ、ってやつだよ」


    「ちょっ、待っ……!?」


    　言われるがままに、両手を挙げて降伏しようとする僕。がら空あきになったその腹部に痛みが走る。瞬間、僕は自分に刺さった電流針とそこから伸びるコードを確認するよりも前に、文字通り全身に走った電流によって意識を吹き飛ばされていた。


    　全身を引き攣つらせ、崩れ落ちた僕の耳にタタタタタッという軽快なリズムが聞こえてくる。
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    「さて、話を聞かせてもらおうかな」


    　気が付くと僕は、客室らしい簡素な部屋で、後ろ手に縛られた両手をベッドの足に縛り付けられ、座っていた。全身が痺しびれ、意識も朦もう朧ろうとなっていたので定かではないのだが、どうやら僕はあの少年によってこの部屋まで運び込まれたらしい。すぐに親や警察を呼ばれるのかと思ったが、どうやら彼は僕に何か用があるようだった。


    　気分も体調も最悪。長時間正座した後の足の痺しびれ、あれのタチの悪いやつが全身に纏まとわりつくような感覚で、全体的に身体がだるい。まさか、あのテーザー銃の効力をこの身で体感することになろうとは、人生ってやつは本当に何が起こるかわからない。


    「ん？　まだ意識がちゃんと戻っていないのか？　だらしないお兄さんだね」


    　床に座らされた僕の前に椅い子すを置き、その上で足を組んで座るくせっ毛頭の少年。その片手にスタンガンを握り、これ見よがしにゆらゆらと揺らしてみせる。ぱっと見、小学生のくせにえらく生意気で高飛車な印象。おまけにその言動はえらく物騒。


    「気付けにもう一度、食らってみるかい？」そう言って嫌らしくニヤリと笑うその少年。「とりあえず、お兄さんの名前を知りたいな、教えてくれない？」


    　両手に力を入れてみるが、拘束は解けそうにない。仕方なく少年の質問に答えることにする。


    「……さかき、榊さかき潔きよ人と」


    「サカキキヨト？　……君が？」


    　意外そうな声をあげ、面白そうに口元を吊つり上げるその少年。ベッドの上からノートパソコンを取り出して、何か入力を始める。


    「じゃあ、次はお兄さんの生年月日と血液型……あと好きな食べ物も聞いておこうかな」


    「僕の生年月日？　そんなの聞いてどうするんだ」


    「質問してるのは、こっち」


    　そう言って拘束にもがく僕の頭を蹴けっ飛ばすその少年。仕方なく僕が答えると、彼は満足そうに頷うなずいた。何な故ぜだかは知らないが、どうやら向こう側に僕の情報があるらしい。


    「んじゃ、次は、そうだな……。お兄さんが前回の英語のテストで取った点数とか？」


    「ちょっと待った、それが今、何の関係があるんだよ」


    「質問してんのは、こっちだって言ったでしょう？」


    「……」目の前のスタンガンが放つ火花に、屈辱的な回答を強しいられる。「よ、四十一点……」


    「うんうん」僕が捨てたプライドをさらりと流し、次の質問に移行する少年。「じゃあ、学校での授業中、君の隣に座っている生徒の名前は？」


    「名前？」咄とつ嗟さに答えようとして、僕自身が答えを知らないことに気が付いた。他の連中がどうかは知らないが、僕はこれといった会話もしないクラスメイトの名前なんて、いちいち覚えていない。「名前はちょっと忘れたけど……、たぶん、男だったと思う」


    「……ふぅん、まぁ、そんなところだろうね」


    　質問には答えられなかったのに一転、満足げに相あい槌づちを打つ少年。


    　これまでの質問で何がわかったのか。本当に彼が僕の生年月日や好物や試験の点数、挙あげ句くの果てに隣席の生徒のことなどを把握しているとでもいうのか。だが、どうやらこの少年は僕が本当に榊さかき潔きよ人とかどうかを疑い、そして一連の質問で本物であると認めたらしい。
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    「うん、じゃあ榊潔人君」いきなり君づけ、しかも上から目線。「ここからが本題だ」


    「本題……？」


    　あまりに一方的なこの状況に、そもそもの非が自分にありながらも、苛いら立だちを募らせる僕。


    「そう、本題。何な故ぜ、その榊潔人君が、あの糞くそ親父おやじ……常盤ときわ俊すぐるを殺そうとするのか、その動機ってやつを聞きたいな」


    「殺そうとする？」


    　いったい何を言っているのかわからず、聞き返す。するとその少年は整った顔立ちを不機嫌そうに歪ゆがめ、僕の肩口にスタンガンを押し当てた。鞭むちで叩たたいた時のような激しい音と共に、肩に走る一瞬の激痛。仏の顔も三度まで、とその少年は吐き捨てる。


    「惚とぼけたって無駄さ。君が奴を殺しに来たってことはもうわかってるんだ。問題は、誰かに頼まれたのか。それとも君自身の個人的な恨みなのかっていうところだけでね。とはいえ、今のところ君と常盤俊との接点は見られないから、自おのずと答えは前者になるわけなのだけれども」


    「ち、ちょっと待った」チカチカする視界の中、話についていけず聞き返す。「いったい、どういう意味なんだ。僕がその人を殺しに来たって？　どうしてそうなる？」


    「どうしてと聞かれてもね、それ以外に君がこの家に忍び込む理由が見つからない。まさかわざわざ今日、ここに忍び込んでおいて、本当にただのコソ泥でした、とでも言うつもりかい？」


    　わざわざ今日、という言い回しが引っ掛る。そういえば、先ほど常盤八や重えも今日という日に何かあるようなことを匂わせていた。


    「黙ってちゃわからないよ、榊潔人君」そう言って、スタンガンから火花を散らせるその少年。


    「僕は君の父親を殺しにきたわけじゃない」彼の横柄な態度にいい加減、僕の堪忍袋の緒も切れそうだった。そもそも今は時間がない、こんなところで時間を浪費している場合じゃないというのに。「むしろ逆。守りに来たと言ってもいいくらいだ」


    「守りに来た？　君が？　誰から？」鼻で笑うその少年。「まさか君も、姉さんが復ふく讐しゆうするために帰ってきた、なんて馬鹿げた話を繰り広げるつもりじゃあないだろうな」


    「姉さん……先輩が復讐？　……それ、どういうことだ？」


    「質問しているのはこっちだって、言ってるのに」


    　聞き捨てならないワードを聞き取り、身を乗り出す僕と、それを足あし蹴げにして険しい目つきで見下してくるその少年。しかし、この程度で引くことなどできない。彼の足を押し返し、僕は強く言い放つ。


    「勝手に家に入ったことは悪いことだし、警察沙ざ汰たになっても仕方がないと思ってる。でも今はこんなところで油を売ってる場合じゃないんだ。僕は止めなきゃいけない。防がなきゃいけないんだよ。だから……」


    「止める、防ぐ？　まるで、この先ここで何が起きるのか知っているような口ぶりだね」


    　僕の様子に若干怯ひるんだのか、身を引いてそう言ってくるその少年。


    「あぁ、知ってるさ。知ってるとも！　今夜、この家で何が起き、誰が殺されるのか。そして常盤ときわ先輩が最後、どうなってしまうのかまで。僕は全て、知っているんだ！」ここまできたら後には引けない。「それらの事件を防ぐには、まだ何も起きていない今しかないんだ！　今、何とかしないと、また取り返しのつかないことになるんだよ！」


    　どう考えても世よ迷まい言ごとにしか聞こえないその言葉に、真しん摯しな思いを乗せて叫ぶ。


    　そんな勢いに押されたのか、鼻はな白じらんで息を呑のむ少年。「そんな馬鹿げた話を……」


    　今まで浮かべていた嘲ちよう笑しようを引っ込め、真剣な表情で僕の瞳ひとみを見返してくる少年。目を逸そらしたら負けだと思い、僕はきっと目を見開く。


    　沈黙の降りる室内。拮きつ抗こうしあう意地。見つめあう数秒。ふと、どこかにあるらしい柱時計が、午後三時を告げる鐘の音を鳴らし、その音で僕はあることを思い出す。


    「地震だ」


    「なんだって？」


    　突然の言葉に怪け訝げんそうな顔をする少年。構わず僕は言葉を続ける。


    「あと少しで、大きな地震が起きる。わかるんだ、この先に何が起きるのか」


    　僕の記憶に残る前回の出来事。由ゆ衣いとの買い物の途中、突然起きた地震によってヌイグルミの山が崩れ、生き埋めになった経験。確かアレは、午後三時を過ぎたころの出来事だった。


    「何を馬鹿な。この先に何が起きるかわかる？　予言者にでもなったつもり……」


    　言いかけた少年の言葉が途切れる。と、同時に鐘の音も鳴り止む。些さ細さいな感覚、僕にもわかった。険しい表情で顔を上げる少年。瞬間、大きな揺れが屋敷を襲う。記憶通り、地震だ。


    　数秒の間、揺れ続ける大地。椅い子すの上でバランス悪く座っていた少年が、地震の反動でひっくり返る。


    「だ、大丈夫か？」


    　硬い床の上に落下し、呻うめき声を上げて蹲うずくまる少年。


    「…………馬鹿げた話だけど」


    　どうやら尻しりを強打したらしく、痛そうに摩さすりながら起き上がる。そのボサボサ頭を搔かき乱し、僕を見る少年。今までのような嘲ちよう笑しよう交じりではない、真剣で真摯な視線。


    「……詳しく聞く価値があるのかもしれない」
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    「なるほどね」


    　今までのおどけた様子から一転、急に真剣になったその少年は、僕が簡単に話した前回の世界での出来事を聞くと、難しい顔をして俯うつむいた。


    「あの男が毒殺され、この家は炎上。そして残された家族……恐らく常盤ときわ八や重えが、姉さんが犯人であると証言し、その姉さんはあの倉で拳けん銃じゆう自殺、か。他には？」


    「いや、僕はそれだけしか知らない」


    　ついさっきまで拘束されていた手首を摩さすりながら僕がそう答えると、常盤先輩の弟らしいその少年は意外そうな表情で顔を上げた。


    「それだけ？　予言者を名乗って全能を気取るにしては、情報が少なすぎるんじゃないか？」


    「……別に、僕は予言者なんかじゃない」確かに前回、碌ろくに情報も集めずさっさと自殺してしまったのは浅はかだったとは思っているけれど。「それに全能を気取ってるわけでも……」


    「なんだかよくわからん魔法によって、未来からやってきた未来人だって？　そんな戯たわ言ごと、まだ予知能力で未来が見えるって言った方が信しん憑ぴよう性せいがあるってもんさ」


    　馬鹿にしているのか、それとも元々そういう話し方をする性格なのか、蔑さげすむように笑って肩を竦すくめる少年。しかし、僕の話を最後まで聞いてはくれている。僕にはそれが疑問だった。


    「あまり驚いてないな……自分でも結構、突拍子もないこと言ってるって思うんだけど」


    　それに最初、どこからどう見てもコソ泥だった僕を、常盤俊すぐるを殺しに来た人物だと決めつけていた点も気にかかる。あれは、まるで今日これから起きる未来を予あらかじめ知っているかのようだった。僕がその疑問を口にすると、その少年は何を今更といった顔をする。


    「そりゃあね、今日がその日なのはボクを含め、この家の者全員が知っていることだし」


    「その日？」


    「あの男の命日ってこと。奴が今日死ぬっていうのは、もう五年も前に予言されたことだろう？」


    　意味がわからず、首を傾かしげる僕に「本当にわかっていないのか、それともただ惚とぼけているだけなのか」というような複雑な表情をとってから続ける常盤弟。


    「令れい司じさんのことくらいは、知ってるんでしょ？」


    「レイジさん？」


    　知り合いにそのような名前がいたかどうか、検索を始める僕の脳。だが、常盤先輩繋つながりで僕に思いつける情報は限りなく少ない。


    「そこから説明しないといけないのか」面倒くさそうに頭を搔かくその少年。「何も知らないな。君、本当に夢ゆめ乃の姉さんの部下なの？」


    　部下じゃなくて後輩だ、そう言い返そうとするが、やはりやめておく。先輩について僕が何も知らないのは、本当のことなのだ。


    「常盤令司。夢乃姉さんの実兄だよ」


    「常盤先輩のお兄さん……」


    　その言葉で即座に情報が繋がっていく。いつぞや、常盤ときわ先輩が聞かせてくれた話。


    　彼は幼い頃から老成した精神を持ち、ありとあらゆる知識と知恵を初めから有して、ありとあらゆる技に熟達していた。それに加え、これ以上ないほどの天運の持ち主でもあり、賭かけ事での不敗は当然のこと、その身に降りかかる事件や事故、病気や怪我の類たぐいまで、まるで未来を知っているかのように悉ことごとく回避することができていた。


    　天下無敵という言葉が誰よりも似合う、最強の超越者。


    　かくしてその正体は、僕と同じ「セーブ機能」を持つ能力者で、恐らくその筋では僕よりもずっとずっと先輩。僕の行き着くであろう果ての果て。


    「……例の、現在行方をくらましているっていう？」


    　先輩の話によると、その人物は死ぬこともできずに何百、何千回と自分の人生を繰り返し、そのお陰ですっかり自分や世界に対する興味が失うせ、廃人同然となったまま姿を消したらしい。


    「なんだ、知ってるんじゃないか」憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで腕を組む少年。「じゃあ、あの人がとんでもない超人で、君みたいなパチモノじゃない、正しよう真しん正しよう銘めい、本物の予言者であることも知っているだろう？」


    「まぁ、ね……」その練度が違うだけで、彼も僕と同質であるはずなのだが。「じゃあ、その令れい司じさんが、今日この日に訪れるお父さんの死を予言していたっていうのか」


    　そう呟つぶやく僕に、彼は「その通り」と頷うなずいてみせる。


    「令司さんが常盤家に対して予言したのは十年前と五年前の全部で二回。一回目は数分後に迫る自分達の両親……常盤要かなめと常盤青あお葉ば、その二人の事故死について。まぁ、その時、僕はまだ二歳かそこらの子供だったし、当時のことは全然覚えてないんだけどね」今でも十分子供に見える彼の補足。「でも二回目の方はまだ覚えてる。ちょうどあの人がいなくなる直前のことさ。あの人は言ったんだ。五年後……つまり今年のちょうど今日、常盤俊すぐるは殺されて、その後、死体を燃やされるって」


    　とんでもない内容を、事もなげに告げるその少年。


    「死ん……」言葉を失う。「……先輩の両親が？」


    「おいおい、そっち？　今更、何を言ってるのさ。もしかして、君。姉さんのことについて、本当に、何も、これっぽっちたりとも知らないって、そう言うつもりなの？」


    　心底呆あきれた様子でそう聞き咎とがめる少年の言葉が、僕の心に突き刺さる。


    「姉さんと令司さんは十年前、予言通りの事故で両親を亡くして、叔お父じであり、先代から会社を継いで社長をやっているボクの父親、常盤俊に引き取られた。関係は従弟いとこだけど、ボクや初はつ雪ゆきにとっては兄弟みたいなものさ。物心つく前から一緒だったしね……。他に何か聞きたいことは？」


    　ぺらぺらとそう告げ、質問を促うながすその少年。しばしぽかんとしていた僕は、その言葉で本来の目的を思い出す。そうだ、そもそも僕は連絡の取れなくなった先輩に会いに来たんだった。


    「先輩は今、どこに？　……この家の人に聞いても、そんな人いないって追い返されるし、いったい、何がどうなってるんだ？　それにさっき言っていた、先輩が復ふく讐しゆうするって……」


    「姉さんが今、どこにいて、何を考えているのかまではわからない。メールや電話はちょくちょくするけど、直接会ったのは結構前だし……。でも、少なくともこの家には戻ってないと思う」


    「戻っていない？　え？　この家に、って？」


    「それすらも知らないのか……」僕の疑問に、うんざりした顔で答える先輩の従弟いとこ。「五年前からずっと、姉さんは貴たか苗なえの学生寮で暮らしてるんだ。それから盆や正月問わず一度も、この家には帰ってきたことはない」


    「学生寮……」恥ずかしながら、まったく知らなかった。そういえば、前回の黐もち木き慧けいが電話の中で、この屋敷を「先輩の実家」だと表現していたことを思い出す。「なるほど、実家、か……」


    「……？　まぁ、後者についてはノーコメントで。姉さんとこの家の人間とはあまり仲がよろしくない。そう認識してくれればいい。他に質問は？　ないなら、こちらから提案があるんだ」


    「提案？」


    　ころころと表情を変える彼の勢いに呑のまれつつも、聞き返す。


    「そう、提案さ」突然顔を上げ、ニンマリ笑って身を乗り出してくる少年。「正直、ボクは君のことをこれっぽっちも信用しちゃいない。だけど、もし君の話が本当ならば、ボクと君の利害は一致すると思わない？　君は常盤ときわ俊すぐるの殺害とその後起きる事件の全てを阻止したい、そう考えているんだろう？　ボクは、まぁ、あの男がどうなろうと知ったこっちゃないんだけど、それに姉さんやこの家が巻き込まれるとなると話は別だ。是非ともそれは阻止したい」


    　実の父親に対して酷ひどい物言いだ。そう思いながらも一応、僕は頷うなずいた。利害が一致する、という点においては同意できる。そんな僕を見て、満足げに瞳ひとみを輝かせる少年。


    「じゃあ、決まり！」


    　彼はそう言うと、僕に向かって右手を差し出す。


    「手を組もう。ボクと君とは、協力できる」


    「え？」


    　突然の申し出。予想もしなかった展開に僕は戸惑う。


    「……だめ？」


    「あ、いや……だめじゃない」


    　しょぼんとした顔になって首を傾かしげるその少年の、伸ばしっぱなしになった右腕。突然、友好的になった彼の様子に驚きつつも、僕は彼のその手を取っていた。


    　時刻は現在、午後四時を過ぎたあたり。事件が終わり屋敷が燃える九時まであまり時間が残っていない。ここまで来て先輩が捕まらない以上、もう自力で事件阻止に当たるしかないと考えていた矢先だったし、赤の他人で不法侵入者である僕一人では行動に制限がかかりすぎる。その点、彼の提案する共同戦線は魅力的な案だった。


    「ありがとう」満面の笑みを浮かべて繋つながった手を振って見せる少年。「そういえば、自己紹介がまだだったよね。ボクの名前は常盤ときわ霞かすみ。遠慮なくカスミと名前で呼んでくれて構わないよ、何しろ今、この瞬間をもってボク達は目的を同じくする同志となったのだから！」


    　演技がかった口調でそう笑う常盤霞。常盤先輩の従弟いとこで、彼女を姉と慕したう少々生意気ながらも、得体の知れない小学生。


    「よろしく！」


    　その性格にかなりの問題がありそうだが、こうして無邪気に笑う姿を見ていると、なんとなく彼のことは信頼できるような気がした。その手を握り返しながら表情を崩す僕。


    「こちらこそ……、って、何をしているんだ？」


    「ん？　これ？」


    　しっかりと握手に応じた僕の右手、その手首に何やら運動部が筋力を鍛きたえるときに使うリストウエイトのようなものを巻きはじめる常盤霞。しっかりと巻きつけ、マジックテープで固定をしてから手を離し、ニンマリと笑ってみせる。


    「それ、爆弾だから」


    「は？」


    　とんでもないことを言われたような気がして、僕は自分の耳を疑う。しかし、常盤霞は悪戯いたずらが成功したような子供の笑みで、同じ台詞せりふを繰り返した。


    「だから、爆弾なんだって、それ。その腕輪の中には、少量ながらも火薬がギッシリ！　無理矢理外そうとしたり、ボクが遠隔操作で起動した瞬間にドッカーンってわけ」


    「……………へ？　えぇっ!?」


    　慌あわてて自分の右手首に固定されたその腕輪を確認する。


    「大丈夫、大丈夫。別に大した火薬じゃないから。爆発しても手首まわりの肉が抉えぐれるか、最悪手首が落ちちゃう程度だって」けろりとした顔でとんでもないことをのたまう常盤霞。「あ、もちろん本物だから。偽物かどうか、試そうとするのには賛成できかねるかな」


    「な、な、な……」


    　霞の瞳ひとみに邪悪な色が差す。


    「安心してよ、これはただの保険。一緒に協力して事件に挑むことには変わりないんだからさ。君が事件の真犯人だったり、突然ボクを裏切って背後を襲ったりしない限りは大丈夫！」


    　そう言って、恐らく起爆装置と通信できるのであろう携帯電話をちらつかせ、笑う霞。


    「………………」


    　ずしりと重い右手首。それを摩さすりながら僕は深く、深く溜ため息いきをつく。


    「……言ったろ？　ボクは君のことをこれっぽっちも信用しちゃいない、ってさ」


    　どうやら僕は、とんでもない選択ミスを犯してしまったらしかった。
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    　全体的に現代日本とは別世界に隔離されているようなこの常盤ときわ邸だったが、この部屋はその常盤邸からも切り離された異空間だった。


    　広い部屋の大半をしめるごちゃごちゃとした機械類。


    　床の上で絡まる無数の配線。


    　その隙すき間まに乱立するタワー型のコンピュータは全て起動しており、そこから伸びる各種ケーブルは机の上に並んだ四つのディスプレイに接続されている。部屋全体に反響する電子機器の唸うなり声。


    　この一部屋だけで、僕の家全体の電気代に匹敵しそう。僕が常盤霞かすみの部屋に入って感じた第一印象はそれだった。


    「このくらい、今の小学生なら普通だよ」


    　この部屋へと招待された際、その入り口で足踏みする僕に霞が言った台詞せりふを思い出し、今更ながらに「そんな馬鹿な」と突っ込みを入れる。


    　いるだけで電磁波に当てられて体調を崩しそうなこの部屋に、僕は今、一人だった。霞のものなのだろう少し小さい勉強椅い子すに座り込み、四つのディスプレイ全てに注意を注ぐ。


    　驚くほどの高解像度でそこに映し出されているこの光景は、この屋敷の中で現在起きている全ての事象。つまりが、隠しカメラによる盗撮映像だった。


    「なんで僕がこんなことを……」


    　右手に巻かれた小型爆弾を摩さすりながら、僕はついさっき霞と交わしたやり取りを思い出す。


    



    「常盤俊すぐるは青酸カリで毒殺される。君の持つ数少ない情報の中で一番重要なのは、これさ」


    　霞は僕を二階にあるこの部屋に招き入れると、床に敷き詰められたケーブルの隙間をぴょんぴょん移動しながらそう言った。


    「先ほども言った通り、令れい司じさんの予言によって僕たち常盤一家は今日、この日に常盤俊が死ぬであろうということを知っている。もちろんあの男本人も、さ。今日の奴を見た？　朝からずっとビクビクオドオドしてて滑こつ稽けいだったでしょ？」


    「いや、よくわからなかったけど」


    「本当に？　それ、やばいよ。注意力と観察力が致命的に欠落してるって。……まぁ、いいや。常盤俊が毒殺されるとして、それはどのような方法でだと思う？」


    　やれやれと眉み間けんを揉もんでから、年上の僕を見下してそう聞いて来る霞。右手首より先の命運を握られている僕は、生意気な態度に反抗することもできず、しぶしぶと質問に答える。


    「……それは、毒殺っていうくらいだから、食事や食器に毒が仕込まれていたとか、そういうのじゃないか？　それを気付かないうちに口にして……」


    「まぁ、普通はそうだね。でもあの男、常盤ときわ俊すぐるは今日、自分の命が狙ねらわれていると知っている。当然、暗殺の常じよう套とう手しゆ段だんである毒物にも警戒を払っているんじゃないかな。事実、あの男はここ最近、警戒して誰かに勧められた飲食物は口にしなくなっている。自分の部屋に食料を溜ため込んで、一人だけ安全な食事をむさぼり食らっていやがるのさ」


    「へぇ……」


    　霞かすみの父親に対する辛しん辣らつな物言いはともかく、まぁ、確かにそれは命を狙われているという人間としては、当然の対応かもしれないな。そんな反応をする僕に、霞は呆あきれた顔で溜ため息いきをついた。


    「へぇ、じゃないよ。よく考えてみなって。暗殺に過剰なまでに警戒して普通に食事もとらないような人間相手に、どうやって毒を飲ませようっていうのさ」


    「あ……！」


    「そう、現にあいつは朝食も昼食も食べていない。ま、本人は甥おいの妄言なんて怖くないし、全然気にしてないって虚勢張ってるから、一応、仕事が忙しいとかなんとか言って誤ご魔ま化かしているけどね。たぶん、今晩の夕食も一人で食べるつもりなんじゃないかな。でも君の話が本当ならば、あいつはもうじき、毒で死ぬ」


    「…………」


    　確かに、そうだとするとおかしな話だ。前回の世界で常盤俊を殺害した犯人はいったい、どうやって警戒する彼に毒物を飲ませたというのだろう。そう考え込む僕に、常盤霞は平然とこう言い放った。


    「つまり、考えられる殺害方法は二つ」


    　伸ばした人差し指と中指をカニカニと動かしながら説明を開始する霞。


    「一つ目は単たん純じゆん明めい快かい。仕込むなんてまどろっこしい真ま似ねをせず、毒の入った注射器か何かで直接あの男を襲うというパターン。そっから毒が全身に回って、おっ死んだっていう可能性さ。青酸カリなら経口摂取じゃなくても殺せるらしいし、ありえない話じゃないよね」


    「あ、そうか」


    　なにも律儀に口から摂取させる必要なんてないのだ。納得して頷うなずく。


    「そんでもって二つ目はあいつの警戒をすり抜け、あいつが毒だと疑いもしないようなものに毒を仕込んで殺すというパターン。いくら警戒しているとはいえ所詮はあの男、警戒態勢には穴もあるだろうしね。毒殺、服用と表現した点からしても、どっちかっていうと、こっちが本命かな」


    　彼はそう言い終わると、勉強椅い子すの上に飛び乗ってクルクル回転しながらこう続けた。


    「ボク達はその二つのパターンにさえ用心しておけば、それでいいってことになる。ここまではわかった？　大丈夫、ついてきてる？」


    「大丈夫だ」むかっときながらも、ここは我慢。


    「じゃあ、こっからが本題！」


    　そんな僕に、ニコリと笑って机の上のキーボードを操作する常盤ときわ霞かすみ。その拍子に、スクリーンセーバーになっていた四つのモニターが切り替わり、それぞれに何かの映像を映し出す。


    「な……ッ」


    　それら無数の映像が何であるかを理解して、僕はその目を見開いた。


    　視点がそれぞれ独特なのですぐに何かはわからなかったが、この映像は先ほど僕が通りかかった廊下。こっちは階段、その右下は食堂だ。間違いなく、ここに映っているのは常盤邸内部を映し出したもの、つまり……。


    「今日という日のために、前々からボクが用意しておいた隠しカメラと隠しマイク、その数なんと四十八台！　これさえあれば屋敷の中の主要なポイントを、それぞれリアルタイムで監視することができるって代しろ物ものさ。先ほどもノコノコ屋敷内に侵入してきたネズミを一匹、こいつで発見して捕まえた。実績もバッチリってわけだね」


    「……そのネズミっていうのは、僕のことか」


    　そう呟つぶやき顔を顰しかめる僕の前で、ディスプレイを指さし笑う霞。その指の先には、先ほど僕が霞と出会った廊下の様子が映されている。その視界からカメラの隠された位置を推測し、すぐに気付いた。さっき僕が感じた額縁の違和感、それは霞の仕掛けた撮影装置だったのだ。よくもまぁ、こんな数の装置を仕掛けられたものである。


    「これさえ使えば、屋敷内で不審な行動をとる人間を即座に発見できる。犯人が外部犯であろうが内部犯であろうが関係なく、ね」


    　驚き、呆あきれる僕に、得意げにそう言った霞は、意味ありげな視線をこちらに向け、続ける。


    「そこで、君に頼みたいことがあるんだけど……」


    



    　イヤホン越しに聞こえてくる柱時計の鐘の音に、僕の意識は現実へと引き戻された。


    　慌あわてて目の前のモニターへと視線を走らせる。プライバシーの欠片かけらもない各人の部屋の様子から各廊下の様子、ホールや遊ゆう戯ぎ室の様子などを逐一確認して、最後に書斎に佇たたずむ常盤俊すぐるに異常がないことを確かめた後、食堂を映す画面へとカーソルを合わせた。


    　現在、午後六時。常盤家、夕食の時間。


    　天井にでも仕掛けられているのか、部屋全体を上から見下ろせる神の視点。今日が特別なのか、いつもそうなのか、なんの会話もなく静まり返った食堂に、食器を鳴らすカチャカチャという高い音だけが響いている。


    　そんな画面内にいるのは常盤俊を除いたこの家の住人、計五名。もし常盤俊の殺害が内部犯によるものだとすると、犯人はこの中の誰か、ということになるのだが……。


    『この屋敷に住むメンバー、つまりが俊殺害の容疑者について説明しておこうか』


    　監視役を僕に任せ、部屋を出ようとしていた霞の台詞せりふを思い出す。


    『まず、菊きく川かわ向日葵ひまわり。あの男に雇われた住み込みの家政婦で、この広い屋敷の家事全般をかれこれ五年間、一人で担っている苦労人さ。時々大ポカをやらかすところと、人前ですぐに泣くところが玉に瑕きず』


    　一人、席に着かず、次々と料理を運ぶ家政婦の姿を見つけ、顔と名前を一致させる。


    『彼女はああ見えて、男を見る目がなくてね。あの糞くそ親おや父じにゾッコンなんだ。そして、あのスケベ野郎もそれを悪くないと考えている。ボクの知る限り、もう三回くらい陰で関係しているんじゃないのかな。これって俗に言う不倫ってやつだよね。不潔だよね』


    　けろりとそう言い放つ小学生の姿を思い出し、僕は今更ながら頰ほおを引き攣つらせる。


    『でも本気なのは彼女だけで、糞親父の方はほんのお遊びのつもりなんだ。何度かこのカメラで八や重えとの離婚を迫る姿を目撃したけど、奴の方はめんどくさそうに誤ご魔ま化かすだけだった。そこらへんが理由で殺人にまで発展しちゃうって可能性は確かにあるかもね』


    　忌いま々いましげにそう語った霞かすみ。彼が父親であるはずの常盤ときわ俊すぐるをあそこまで毛嫌いする理由がなんとなくわかってくる。


    　そんなことを考えていたら、画面に映る菊川向日葵がまるで予定調和のように何かに躓つまずき、盛大にずっこけた。ちょうど運んでいた水差しが砕け、水と氷が食堂の床に広がる。仕掛けられたマイクからでは聞き取れないような小声で謝り続ける菊川向日葵。そんな彼女の様子に激げき昂こうして、食卓を立ったのは常盤俊の妻、常盤八重だった。
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    　甲高い大声で菊きく川かわの失敗を責め立てる常盤ときわ八や重え。その姿を見て、脳内に霞の言葉が蘇よみがえる。


    『二人目はボクの母親で、常盤俊すぐるの妻である常盤八重。先代社長、常盤幹みき夫お唯一の実子で世間知らずの箱入り娘。そのためかは知らないけど、精神防御力が低くて、ややヒステリック。また彼女も男を見る目がなく、先代の部下だった俊に一ひと目め惚ぼれして一方的な求愛をしたとかしなかったとか』


    　自分の親について語っているとは思えない、突き放した霞かすみの説明。


    『そんなあの人が夫の不貞を見過ごせるとは思えない。常日頃からないがしろにされ、時にはストレス発散の捌はけ口にもしてくるあの男を、それでも慕したえる彼女の盲愛があれば、あの男を殺して自分も死ぬ、くらいのことは十分に考えられる』


    　食事を中断し、ガミガミと怒り続ける常盤八重。霞の情報を踏まえて見ると、彼女が菊川を目の敵かたきにしていた理由もなんとなくわかってくる。


    　そんな彼女を先ほどと同じように諫いさめる白髪の男性。


    『最後の一人は柳やなぎ田だ宗しゆう太た郎ろう。先代社長最大の親友かつ優秀な秘書で、先代と二人で常盤建設の全盛期を築いた立て役者。あの母親が生まれる前からこの屋敷に住み込んでいるらしく、そういう意味では最も古株。先代の亡くなった今では、現社長である常盤俊すぐるの補佐をしている。躾しつけには厳しいけど、暴力に訴えることは決してないし、普段は優しい。ボクや初はつ雪ゆきにとっては三人目の祖父みたいな存在かな』


    　なおも菊川に何か言おうとしていた常盤八重が、その男性の制止によってしぶしぶ席につく。


    　なるほど、霞達にとって祖父のような存在ということは、その母親である八重にとってはもう一人の父親みたいなものなのかもしれない。


    『八重を娘のように可愛かわいがっている彼にとって、彼女を誑たぶらかし、挙あげ句くの果てに現在進行形で不幸にしているあの男の存在が面白いはずがない。また、奴の代になってから会社の運営も芳とぼしくないらしいし、そういった意味でも常盤俊は忌むべき存在と考えているはず。動機はちょっと弱いけど、娘同然である八重の幸せのため、と考えたならその犯行もありえない話じゃない』


    　そんな柳田によって諍いさかいは鎮静化され、静かな食卓が再開される。


    　割れたガラスを片付けなくちゃ、と掃除用具を取りに走る菊川。納得のいかない顔でワインを一気に飲み干す八重。やれやれと首を振ってから席に戻る柳田。


    　そしてそんな騒動なんてまったくなかったかのようになんの反応もせず、ただ静かに食事を続ける陰険小学生、常盤霞とその臆おく病びような妹、初雪。


    『当然、この素敵な人間関係を生まれてからずっと見せつけられてきたボクや初雪にとっても、彼は良い父親じゃない。常に自己中心的で、神経質で、酒に酔っては暴力を振るってくるあの男。生みの親にチェンジが利くなら、今すぐ他の奴と取り替えてほしいと、そう思ってる』


    　まぁ、少なくともボクは犯人じゃないけれど。冗談めかしながらも、平然とそう言って笑う霞の姿を思い出し、薄ら寒い気持ちになる。少し早めの反抗期。初めはその程度だと考えていたのだが、どうやらそんな簡単なものではないらしい。


    『つまり、今現在、常盤ときわ家にいる誰が常盤俊すぐるを殺したって、なんの不思議もないのさ』


    　彼が放ったその一言が、僕の脳内に残響する。


    　息子である彼にそこまで言われ、憎まれる常盤俊という男。これまでの話から、漠然とした嫌な印象は感じるものの、それでもまだ、はっきりとした人物像が見えてこない。


    　いったい、彼はどのような人間なのか、本当にただ嫌なだけの奴なのか、それとも……。


    　そんなことを考えていたちょうどその時、大きな音をたてて食堂の扉が開かれた。


    　食堂入り口、カメラ正面に位置するその場所で、じろりと食堂を見回すその人物。カメラ越しにその姿を確認し、僕の身体に緊張が走る。


    　そこには渦中の人物、常盤俊が立っていた。
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    『なんだお前ら、のんびり夕飯なんか食いやがって』


    　がっしりとした肩幅に太めの胴体、そして厳いかめしい顔つき。霞かすみや初はつ雪ゆきにはまったく遺伝されていない身体的特徴を持ったその男性は、隠しマイクでもはっきりと聞き取れる大声で、開口一番にそう言った。


    　どうやら酔っ払っているらしく、呂ろ律れつが上う手まく回っていない。よたよたと危うい歩調で室内に入ってくる常盤俊。夕食には参加せず、書斎で瓶びんに入った何かをちびちび飲んでいた姿を見かけてはいたのだが、やはりあれはアルコールの類たぐいだったようだ。まぁ、これから自分が殺されるなんて予言をされているのでは無理もないのかもしれないが。


    『あなた……』


    『うるさい、近づくな！』


    　慌あわてて立ち上がる八や重えを押しやって、カメラの下を横切る常盤俊。柳やなぎ田だの前まで歩み寄り、秘書でもある彼に詰め寄って、聞く。


    『おいお前、俺の部屋に入っただろ。入ったよな』


    『は？　いや、入ってなどいないが』


    『噓うそをつけ。お前、あれをどこにやった？　お前が持っているのか？』


    『なんのことだ？』


    　いったい、なんの話なのだろうか。そう首を傾かしげる僕だったが、当の柳田にも心当たりがないらしい。苛いら立だちながらも追及する俊の様子に、戸惑いながら首を捻ひねる彼。期待していた答えが返ってこなかったことが不満なのか、俊はなおも問い詰める。


    『惚とぼけるな！　お前以外にいないだろう。いや待て、どうしてお前があれのことを知って……』


    　そこまで言いかけた俊すぐるは、はっと我に返り、黙り込む。ようやく、周囲の視線を一身に集めているこの状況に思い当たったらしい。こほんと咳せき払ばらいをして、柳やなぎ田だから身を離す。


    『いや、違う。水、水を飲みに来たんだ』


    　そう言いながら食堂をうろつき、床に散らばった水差しの破片を見て舌打ちをする俊。


    　なるほど、毒に対して警戒心を持っている彼にとって水分補給は鬼門。水道水すらも信用できない彼は、他の家族によって毒見されたこの水差しでしか水を飲めないということらしい。だが、生あい憎にく、菊きく川かわのドジのお陰で所望の水は床の染み。


    　どうするのかと思ってみていると、彼は突然テーブルの方に近寄って、緊張のためか固まる初はつ雪ゆきのコップを取り上げ、中の水を飲み干した。そして娘には一いち瞥べつもくれず、空になったコップを放り投げる。


    「うわぁ……」


    　思わず口に出る嫌悪感。


    『ちっ、どいつもこいつも……』


    　そんな僕の感想が届くはずもなく、よろめきながらそう吐き捨てる常盤ときわ俊。そんな彼の一連の言動を、啞あ然ぜんとした……もっと言えば白けた表情で見つめる他の面々。


    『なんだ、その顔は！』それに気付いたのか、俊が凄すごむような声で叫ぶ。『なんだ、その目は！』


    　そう言って、近くにいた初雪に詰め寄る酔っ払い。ふいに低い声になって問いかける。


    『初雪、お前、あのワンピースはどうした？』


    　その言葉に、ふと気が付いて見てみると、確かに彼女の服装は日中の白いワンピースから水色のブラウスへと変わっていた。元が良い女性はどんな服でもよく似合い、それは子供であろうと変わらないという、これ以上ない好例。だがしかし、俊のお気には召さなかったらしい。


    『お前、どうしてあの服を着ていない。俺の選んだ服が気に入らないって、そう言うつもりか』


    　怯おびえて萎い縮しゆくする初雪に、顔を近づけよくわからない因縁をつけている父親。見かねた八や重えが、恐る恐るといった様子で、間に入る。


    『あの服は今、洗濯中なの。その、泥だらけになってしまったものですから……』


    『泥だらけ？　どうして？』


    『それは……』


    　返答に窮きゆうしたのか、口くち籠ごもる八重。だが、なんとなく僕には初雪の服が汚れた原因がわかったような気がしていた。前回、今回と連続であの大型犬と取っ組み合い、泥だらけになっていた双ふた葉ばの姿が思い出される。飼い犬や友人と一緒に泥まみれ、小学生時代に同じようなことをしていた僕や由ゆ衣いが連想され、なんだか懐かしいような、微笑ほほえましいようなそんな気分になる僕。


    『ふざけるな！』


    　だが、そんな穏やかな感情になれたのは、どうやら僕だけらしかった。何を察したのか俊は突然、激げき昂こうし初雪に向き直る。


    『あの服はな。俺が、お前に似合うと思って、わざわざ高いのを買ってやったんだ。それを、不用意に汚すなんて、お前、いったい何様のつもりなんだ？　えぇ？』


    　正直、僕には彼がどうしてこんなに怒っているのか、皆かい目もく見当もつかない。しかし周囲の人間の薄い反応から見るに、このような出来事は今までにも何度かあったらしかった。一方、俊すぐるといえば、そのまま、お前を生んだのは誰だの、世話してやっているのは誰だの、贅ぜい沢たくな暮らしをさせてやっているのはどこの誰なんだなどと、そんなことを問い詰めはじめている。


    　どこからどう見ても、酔いに任せた完全なる八つ当たり。


    『やめなさい、大の大人が情けない』


    『居い候そうろう風ふ情ぜいが上から目線か？　先代の情けで使ってもらっているだけのお前が、この俺に命令するな！』見かねて止めに入った柳やなぎ田だを突っぱねる俊。声も出せずに口をもごもごと動かす初はつ雪ゆきの髪を摑つかみ上げ、更に詰め寄る。『えぇ!?　誰なんだ、言ってみろよ！　喋しやべれないのか？』


    　自分に対する侮辱か、娘に対するあまりの所業にか、憤慨して立ち上がる柳田。


    『いい加減にするんだ！　初雪ちゃんは何も悪くないだろう』


    『なんだ？　殺すのか？　お前ッ、この俺を殺すつもりなのか！　そうなんだな!?』


    　急変し、途端に怯おびえた顔になる常盤ときわ俊。初雪から手を離し、目を見開いて柳田を指さす。


    『こ、こいつだ！　こいつが犯人だったんだ！　おい八や重え、警察だ！　警察を呼べ！』


    　大人の理性を微み塵じんも感じさせず、子供のように喚わめきながら後あと退ずさる俊。


    『くそっ、散々面倒みてやっていたのに裏切られた！　だが残念だったな、その計画はこれでお仕舞いだ！　お前なんかに殺されてたまるかよ！　さぁ、八重！　早く警察を！』


    『あなた、落ち着いて！』


    『これが落ち着いていられるか……お前ッ!?　そうか、お前もなのか？　お前も俺を殺そうとしているのか！』今度は自分の妻から飛び退すさり、叫ぶ。『畜生！　どうしてお前までッ!?』


    『あなたっ！』『冷静になれ、俊君！』


    『ち、近づくな！　これ以上、近づくなよッ！』


    　完全に正気を失っている俊。そんな主人の様子に慌あわてふためく八重と柳田。予想以上にややこしくなったこの事態を鎮静化させたのは、意外にも今まで傍観に徹していた常盤霞かすみだった。


    　いきなり水の入ったコップを摑み、その中身を父親の顔に引っ掛ける霞。


    『な……』


    　予期せぬ方向からやってきた冷水に、興奮していた俊の動きが止まる。


    『目が覚めましたか、お父様？』僕に対してのそれより、遥かに冷ややかな霞の口調。『まだでしたら、さっさとお部屋に戻ってお休みになられることをお勧めします』


    『こんの……子供のくせに！』先ほどまでの恐怖を忘れ、新たな怒りの矛先を息子に向ける常盤俊。『親に向かってなんていう口の利き方をッ……！』


    　目の離せないやり取りが続く常盤家の食堂。


    　そんな中、今にも摑つかみかかられそうになっている常盤ときわ霞かすみと一瞬、目が合った。カメラの隠されている方向をじっと見つめ、僕に向かって何かを訴えかけるその視線。


    「……！」


    　僕ははっと我に返って、傍観者の椅い子すから飛び降りる。食堂を映す映像から目を離し、残る四十七の画面へと視界を走らせる僕。


    　思い出したのだ。僕に与えられていたとある指令を。


    　気付いたのだ。常盤家一同が集うこの食堂に、一人だけいないその人物……先ほど、掃除用具を取りに行くと食堂を出てから、まったく姿を現さなくなったその人物に。


    『……君に頼みたいことは一つ』


    　常盤霞の台詞せりふが脳裏に蘇よみがえる。


    『ボクの考えが正しければ、常盤俊すぐるに毒を仕掛けるその犯人は、常盤家の一同が集い、相互監視の目がなくなる夕食の時間に行動を起こす可能性が一番高い』


    　廊下、ホール、遊ゆう戯ぎ室。カメラの仕掛けられた各部屋の様子を素早く確認する僕の両目。


    『君にはこの隠しカメラを通して、ボクの代わりにその決定的瞬間を目撃してもらいたいんだ』


    　それぞれの私室の様子を確認していた僕の目が、一つの画面に固定される。


    　常盤俊の書斎を隠し撮るその映像。


    「……大正解」


    　そこには、部屋に忍び込み、机の上に並べられた酒瓶の一つを手にとって何かを確認している菊きく川かわ向日葵ひまわりの姿が、はっきりと映し出されていた。
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    　食堂での騒動は、常盤俊が息子である霞を殴り飛ばし、その瞬間に我に返ったことでひとまずその幕を下ろした。酔いが醒さめ、自らが犯した失態に気付いた彼は、そそくさと食堂を退場し、今は自室に繋つながる書斎へと戻って閉じ籠こもっている。


    　その騒動から約一時間。時刻は七時半を回り、常盤俊が殺され、この屋敷が炎上するまで残り三十分を切ったというギリギリの時間帯。


    　静まり返った常盤邸一階の廊下に、激しいノックの音が鳴り響いていた。


    　ノックの主はこの家の家政婦、菊川向日葵。叩たたく扉は、俊の書斎。


    「俊さん！　俊さん!?」


    　白々しくも名前で呼んで、扉を叩く菊川向日葵。


    「俊さん！　開けてください、俊さん!?」


    　恐らく彼女は知っている。この部屋の主がノックに答えられる状態にないことを。


    　そして、恐らく彼女はこう思っている。騒動の後、部屋に戻った常盤俊はなんの疑いもなく、毒の入ったウイスキーに口をつけ、そこに仕掛けられた青酸カリを摂取して中毒死しているのだと。自らの命に危険を感じながらも、酒を飲み続けることだけは止やめられない常盤ときわ俊すぐるには、まさかつい数分前まで問題なく飲めていたウイスキーに毒を盛られているなんて思いもしないだろうと、彼女はそう考えているに違いないのだ。


    　だが、現実は彼女の思惑を外れていた。


    「なんだ、うるさいぞ……」


    　今の今まで眠っていたのか、寝ね惚ぼけ眼で扉を開ける常盤俊。


    　てっきり彼は死んだものと考え、その死亡を確認するだけのつもりだったであろう菊きく川かわは、予想もしていなかったその反応に目を見開いて硬直する。


    「なんだ、向日葵ひまわりか。いったい、どうした？」


    　寝惚けているせいか、それとも彼女に殺されるなんて夢にも考えていないのか、不機嫌そうに頭を搔かきながらその来訪者を迎える常盤俊。


    「……………………」


    「向日葵？」


    「い、いえ、なんでもありません。失礼しました」


    　その表情を引き攣つらせながら、踵きびすを返す菊川。まるで逃げるように、殺したはずのその男性の元から走り出す。


    「なんだってんだ、いったい……」


    　その行動の意図が読めず、不可解そうに首を傾かしげる俊を残して、全速力で廊下を駆け抜ける彼女。混乱のためか足はもつれ、呼吸は乱れに乱れている。二階への階段を駆け上り、そのまま二階の廊下も走りぬけ、逃げ込むように自分にあてがわれた部屋の扉を開く。


    　そして、目の前にあるその光景に、彼女は再び硬直した。


    「やっぱり、貴方あなたが犯人だったんだね」


    　彼女の自室、その椅い子すの上に腰掛ける少年、常盤霞かすみ。その頰ほおに張られた湿布をポリポリと搔きながら、彼は部屋の入り口で立ち竦すくむ彼女に話しかける。


    「息が荒いね、何か飲む？　といっても、今はこんなものしかないんだけど……」


    　そう言って彼が指し示したのは、テーブルの上に置かれたウイスキーのボトル。それが何かを確認した瞬間、彼女は全てを理解したようだった。


    　その背後に立っていた僕が彼女の動きを封殺する。


    「な、なんなの、貴方！　どこから……！」


    　突然現れた僕の姿に取り乱す彼女。


    「彼はボクの忠実なる助手……いや、手下さ。名前は榊さかき潔きよ人と」


    「人を勝手な肩書きで紹介するなよ……」


    　俊の書斎前でのやり取りから、ずっと気付かれないよう菊川の背後をつけていた僕は、そう言いながら全力疾走後の乱れた呼吸を整える。そんな僕を見て、霞かすみは満足げに笑いかけてきた。


    「なるほどね。確かに、君の言うとおりの毒殺だった。なんだ、凄すごいな君、もしかして本当に本物？」


    「何!?　……どうして！」


    「あ、こっちの話、こっちの話……っと！」


    　今後の計画を言い当てられ、菊きく川かわが動揺したその瞬間。霞は立ち上がり、隠し持っていたテーザー銃を突きつける。


    「動かない方が利口だよ、これ結構キツイらしいから」


    「なんで……」


    　信じられないというような顔で霞と僕を交互に見つめる殺人未遂犯、菊川向日葵ひまわり。あっと言う間に拘束されて、僕らの前に跪ひざまずく。


    　やけにあっけない、しかし、確実なるチェックメイト。


    「なんでっていうのはこっちの台詞せりふだよ。どうして、あの男に毒を？　やっぱ痴情の縺もつれ？」


    　縄なわ跳とびの紐ひもで手際よく菊川を縛りながら、平然とそう聞いてくる霞。そんな彼の態度にしばし絶句していた菊川だったが、ここに来て観念したのか、自じ嘲ちよう気味に笑って頷うなずいた。


    「そ、そう。……私だって本当はこんなことしたくなかったわ。私はただ、俊すぐるさんが幸せになってくれるならそれでよかった。その隣にいるのが私じゃなくてもいいって、そう思ってた」


    　突然、そんなことを語り出す菊川。拘束を終えた霞が、きょとんとした顔で僕の方へと視線を向ける。僕にも彼女の言葉の意図が摑つかめず、首を振ることで霞に返答。


    「……でも、わかったの。あの女じゃ、どうやっても俊さんを幸せにすることはできない。あの人が今現在不幸なのも、夫婦の仲が冷め切ってるのも、一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃない。やっぱり彼にはあの女より、私の方がふさわしかったのよ。……霞君には悪いけど」


    「それがどうして殺すっていう話になるんだ？」


    　思わず口を挟む。


    　痴情の縺れ。話としては理解できる。だが、感情の方はそう簡単に納得できない。


    「死んじゃったら、好きも嫌いもないじゃないか。それなのに、なんで……」


    「さっきも言ったじゃない、あの男の方は本気じゃなかったって」


    　そんな僕に軽い調子でそう答える霞。それを菊川は首を横に振って否定する。


    「いいえ、愛はあったわ。でも、会社を背負う立場や、貴方あなた達二人の子供という重荷、世間体などのさまざまな問題が枷かせとなり、あの人を縛り付けていた。だから仕方なかったの。それらの枷を取っ払い、私と一緒になるには何物にも縛られない天国に行くしか……天国こそが、私とあの人の愛を結び付けてくれる禁断の聖域なん……」


    「ほい、終了」


    　興奮し、早口で捲まくし立てる彼女の言葉を完全に無視し、その首筋にテーザー銃を押し当てる霞かすみ。不意打ちの電撃を食らった菊きく川かわが、弾けるように背筋を反そらせ、白目を剝むいて昏こん倒とうする。


    　ごとり、と床の上に転がる菊川向日葵ひまわり。


    「……って、おい」


    「だって、流れ的に無理心中くさかったじゃん。自や棄けになって自殺されても後味悪いだけだろ」


    　文句を言おうとする僕に、憮ぶ然ぜんとして答える霞。まぁ、確かに彼の言うことにも一理あるのかもしれないが……。それにしても、


    「また天国か……」


    　思わずそう呟つぶやいた僕の横で、霞が不思議そうに首を傾かしげた。そんな彼に、なんでもないと首を振ってから、僕は頭を切り替える。


    「さて、なんだか簡単にケリがついたけど、これからどうするつもりなんだ？」


    「そうだなぁ、まず警察を呼んで、それから他の連中に事情を説明して……その後の面倒くさいゴタゴタを片付けて、全てが終わってから姉さんに報告、かな？」


    「常盤ときわ先輩か……」


    　結局、彼女は黐もち木き慧けいの言う通り、この家には戻ってきていないらしい。彼女の言っていた今日の用事がなんなのか、彼女が今どこで何をしているのかは最後までわからないままだった。


    　だが、彼女が巻き込まれる予定だったこの事件を未然に防ぐことができた以上、これより先の未来で彼女にかかる常盤俊すぐる殺害の容疑も、その後の死も、全てがなかったことになるはずだ。なんだかんだで散々な目にはあったが、これで最低限の目的は達成されたはず……。


    　そんなことを考えていた僕の視界に、白くて小さい手のひらが入り込んだ。


    　つい先ほどと同じようにニンマリと笑い、右手を差し出す常盤霞。


    「……今度は何を巻きつけるつもりなんだ？」


    「あっ、心外だなー。感謝と謝罪を告げる握手のつもりだったのに！　そんなこと言うと、その爆弾外してやらないからな」


    　そう言ってむくれる霞。慌あわてて僕が冗談だと弁解すると、彼はぷっと吹き出して、こっちも冗談だと笑った。徐おもむろに手を伸ばし、僕の右手に巻きつけられた爆弾を摑つかむ。


    「うわっ!?」


    　勢いよく、そのマジックテープを引き剝はがす霞。べりっという嫌な音を立て、巻かれた爆弾が僕の手から剝ぎ取られる。


    「……って、あれ？」


    　無理やり外したら爆発するという前置きだったのに。僕の右手首は無事だった、つまり、


    「だから言ったじゃん、冗談だって。いくらボクでも、爆弾を常時装備しているワケないでしょう？　あれ？　やだな、本気にしてた？」


    「……」本気で殴りかかりたい衝動を必死で抑える僕。


    「まぁまぁ、いいじゃないか。ボクはね、今、素直に感動してるんだ。誰も敵かなわなかったあの常盤ときわ令れい司じの未来予知を、こうも簡単に覆すことができるなんて！」


    「……未来予知、か」


    　常盤令司。


    　先輩の実兄で、僕と同じセーブ機能を持つ男。今回の件で、彼に対しても謎なぞが深まった。


    　彼の言う予言とやらが、未来予知による賜たま物ものなんかでないことは、僕が一番よく知っている。


    　恐らく、彼は僕と同じようにこの先の未来を経験し、知っていたのだ。叔お父じである常盤俊すぐるが今日、この日に殺されるということを。そしてたぶん、十年前の両親に関する予言も、また。


    　いったい彼は何を考え、どうしてそのような予言をしてみせたのか。


    　僕と同じように今日、こうなることを経験していたのなら、それを回避する方法だって簡単に見み出いだせたはずなのに……。


    「それもこれも全部、君の協力あってのことだし。感謝してやらないでもない」


    　そんな僕の疑問に気付かず、そう笑いかけてくる霞かすみ。


    「僕は何もしてないよ」


    　僕は思考を中断し、そう言い返す。


    　今日という日に備えそのカメラを設置したのも、曖あい昧まいな僕の情報を頼りに犯人が誰かを推理したのも、そして犯人を罠わなにかけ撃退したのも全てが全て、この常盤霞のお手柄だ。


    　僕がやったことといえば、隠しカメラの映像を眺めていたことくらいか。


    「ま、確かにそうか。流石さすがボクって感じだね。じゃ、感謝してるっていうのはナシで」


    「こいつ……」


    　口ではそう言いながら、再び右の手のひらを差し出してくる霞。それに対して僕も手を伸ばし、今度こそ友好的な握手が交わされようとした、その瞬間だった。


    



    　八時を知らせる鐘の音が鳴り響き──


    　常盤邸が炎上する。
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    　最初、何が起きたのかわからなかった。


    　突然、微かすかな振動と共に、何かが破裂したような音がしたかと思ったその途端。


    　扉の向こうが真っ赤な炎に覆い隠され、燃えていた。　


    「な……」


    　ゆっくりと八回鳴らされる柱時計の鐘の音が、熱風が巻き起こす轟ごう音おんに紛まぎれて、どこからか聞こえてくる。


    「か、火事だ！」


    「そんな馬鹿な！　犯人はちゃんと捕まえたのに！」


    　立ち込める黒煙に動揺し、声を荒らげる霞かすみ。その脇わきを通り抜け、開きっぱなしだった扉から廊下を確認すると、その炎は壁や絨じゆう毯たんへと一斉に引火し、耐え難い熱波を放っていた。どうやら既に屋敷全体に火の手が回っているらしい。


    　八時ちょうどの常盤ときわ邸炎上。常盤先輩の死。よくない未来を思い出し、立ち竦すくむ僕。


    「どうなってんだ!?　どうなってんだよ！」


    「わからないけど、もしかしたら時限式の発火装置でも仕掛けていたのかも」


    　縄なわ跳とびに縛られた菊きく川かわ向日葵ひまわりの身体を一いち瞥べつして、そう答える。彼女が気絶しているため確認のしようがないが、どちらにせよ早くここから逃げ出さないと、三人まとめて黒焦げだ。


    



    「あぁ、ボクのパソコン、貴重な機材、大事なデータ……」


    　極度の肉体酷こく使しが原因か、芝しば生ふに大の字になったまま動かない霞が、黒煙を吐き出す自室の窓を見て、泣きそうな声でそうぼやいた。


    「いや、それよりも自分の家族を心配しろよ……」


    　同じくその隣でへたり込みながら、そう突っ込みを入れる僕。すぐそこに地面に暢のん気きに伸びている菊川向日葵の無事を確認し、完全に炎に包まれた常盤邸へと視線を向ける。


    　よくもまぁ、あの炎の中から脱出できたものだと、他ひ人と事ごとのように感じる自分がいた。しかも中学生と小学生の二人で、大の大人である菊川を担いでの強行軍だ。数分前までの自分達がいた状況を思い出し、ぞっとする。文字通り、火事場の馬鹿力が発現した結果なのだろうが、もう一度やれと言われてもできる気は微み塵じんも起きなかった。今こうして、熱に炙あぶられた皮膚の痛みや、寒夜の冷えた空気を感じられているのは、奇跡といってもいいのだろう。


    　熱に溶けたか、感触の変わった服を叩はたきながらそんなことを考えていると、視界の端から二つの影が近づいてきた。炎に照らされて見えたその姿は、一匹の犬と一人の少女。


    　それはこの家の番犬シルバーと、この家の長女、初はつ雪ゆきだった。この事態に興奮しているらしいシルバーが、僕の姿を睨にらみつけ低い唸うなり声をあげている。


    「誰……？」


    　無事、火事から逃げ出していたらしい初雪が、この世界では初対面の僕をじっと見つめる。しかし、暢気に自己紹介をしている場合でもなかった。僕は早口で不審者でないことを説明し、彼女の追及の前に聞き返す。


    「他の家族は？」


    「……知らない、けど」


    　若干、警戒しつつもそう答える初雪。どうやら彼女はいち早く火事に気付き、一人で外に脱出していたらしい。慌あわてて周囲を見回しても、初雪以外の面々は誰もいない。


    　常盤俊すぐると常盤八や重えと柳やなぎ田だ宗しゆう太た郎ろう。まだ三人も、あの中にいる。


    「……やっぱり、令れい司じ兄にい様の言った通り」


    　火事のショックで朦もう朧ろうとしているのか、ぼんやりとした声でそう呟つぶやく常盤ときわ初はつ雪ゆき。


    「くそっ……」


    　常盤令司の予言。そして前回のこの時間にあった出来事と、今から数時間後にある出来事を思い出し、僕は奥歯を嚙かみ締める。駄目だ、このままじゃ、また……。


    　騒ぎに気付いた近所の者らしい人々が次々と駆け寄ってきた。何事かと問いかけてくるその人たちを押しのけ、その中の一人が持っていたバケツの水を奪って頭から被かぶる。


    「まさか、やめろ！」


    　そんな僕の行動に驚きの声を上げる霞かすみ。僕はそれを無視して燃える屋敷へと突進した。正面に回り、開きっぱなしの玄関からホールへと侵入して室内を見渡す。ここも炎に包まれてはいたが、広い空間が幸いしてか二階ほど酷ひどくはないようだ。


    　この程度なら、まだいける。直感的にそう判断し、僕はその炎の中に飛び込んで……崩れ落ちてきた天井の瓦が礫れきに驚き、立ち止まる。


    　このまま炎の中に飛び込み、常盤家の面々を救出しよう。ついさっきまで、無意識のうちにそう考えていた自分に気が付いた。まるで英雄みたいに、物語の主人公みたいに。


    　だが、ここはただの現実世界であり、同じく僕はただの中学生でしかない。物語の主人公はこんなことでは死なないが、僕はこの程度の救出劇でも簡単に命を落とせるのだ。脱出時の興奮が一気に醒さめ、我に返る僕の意識。


    　濡ぬれた皮膚に感じるピリピリとした痛み、これは死に慣れた僕の身体がそれでもなお、発し続けている警戒信号。僕の本心が叫んでいる。無理だ、やめておけ、と。


    「……ッ！」


    　何を怯ひるんでいるのか。僕ほど安い命を持った人間はそうそういないというのに。こんな時、由ゆ衣いや先輩だったらどうする？　彼女達なら何も躊躇ためらわずに飛び込めるんじゃないか？　そして全員の命を助けて、見事脱出してみせたりするんじゃないだろうか。だが、僕はあの二人じゃないし、英雄でもない。僕程度の人間では助ける前に炎に巻かれて焼け死ぬのがオチだろう。


    　恐怖。義務感。逡しゆん巡じゆん。道理。


    　眼前の炎のように揺れる僕の決意。数秒間の葛かつ藤とう。


    　それら全てを飲み込んで、僕は炎の中へと足を踏み入れる。
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    　常盤俊すぐるの書斎にも、既に炎は回っていた。


    　並べられた本棚やカーテン、テーブルや壁などにその炎えん蛇じやは纏まとわりつき、黒い煙をもうもうと上げている。ここに来るまでの廊下にも火は移り、最も早はやこの屋敷が前回同様、焼け落ちるのも時間の問題といったところ。そんな中、僕は書斎の入り口で立ち竦すくみ、室内の様子を啞あ然ぜんとして眺めている。


    　既に常盤ときわ俊すぐるは死んでいた。


    　しかし炎によるものでも、それによる熱やガスによるものでもない。ましてや毒殺の類たぐいでもないことが、素人である僕の目でも簡単に理解できる。


    　何な故ぜなら、書斎の椅い子すに座ってうな垂れる彼の左胸には一本の矢が刺さっており、彼の目の前には、まるで赤子でも抱えるように、ボーガンを胸に抱いた殺人犯が立っていたからだ。


    「な……なんで……」


    　炎に彩られた室内に一人、佇たたずむその女性。そこで死んでいる俊の正妻、常盤八や重え。


    　胸と口から血を流し、驚きよう愕がくに目を見開いて固まる夫の姿を彼女は、魂の抜けたような目でぼうっと眺めている。巻き上がる炎に照らされ、幻想的に揺らめく彼女の姿。


    「なんで、貴方あなたがっ！」


    　常盤俊を殺したのは菊きく川かわ向日葵ひまわりじゃなかったのか、彼は毒殺されたんじゃなかったのか、これは菊川の無理心中じゃなかったのか、先ほどの推理は全て、僕と霞かすみの勘違いだったということなのだろうか。炸さく裂れつする無数の疑問がただ一つの言葉となって、僕の口より迸ほとばしる。


    「なんで、貴方が犯人なんだ!?」


    　どうしてだ。どうして前回、燃える屋敷の前で我を忘れて泣き叫んでいたはずの彼女が、どうして今、自分の夫を殺しているのだ。広がりを見せる炎にも構わず、そう問いかける僕。

  


  [image: ]


  
    「……？　誰？　貴方……」しかし、そう呟つぶやく常盤ときわ八や重えはこちらに見向きもしなかった。そして、すぐに口元を吊つり上げ、首を振って言葉を連ねる。「いや、いい。貴方あなたが誰でも、関係ない。邪魔しないで。お願いだから」


    「な……」


    　ぼんやりと立ち尽くしていた八重が、その手に持っていたボーガンを逆さに掲げ、その照準を自らの喉のど元もとに突きつける。


    　後追いのための自殺。無理心中。瞬時に彼女の意図を察し、僕は炎の中に足を踏み入れる。


    「やめ……」


    　彼女の自殺を制止しようと、そう思った。


    　だから、彼女の元に駆け寄って、そのボーガンを取り上げようと、そう考えていた。そして彼女をなんとか説得し、ここから一緒に脱出して、無事それができた後には、彼女に自首を勧めたりしようと、僕はそこまで思考をのばしていた。


    　つまり、僕は次の瞬間、自分に起きた出来事をまったく予想していなかったのだ。


    「邪魔しないでって、言ったでしょお!?」


    　そんな彼女の叫び声と共に、衝撃を感じる僕の身体。


    　ズンッと、何か重いダメージが僕の胸を打ち、貫いていた。


    　それが常盤俊すぐるの命を奪ったものと同じ凶器から放たれた、同種類の矢であることを理解して、僕はその反動から、後ろ向きに崩れ落ちる。


    　最も早はや、お馴な染じみになったスローモーションの世界。お約束の走馬灯。


    　常盤八重に撃たれた。


    　この程度のこと、少し考えれば簡単に想像できただろうに。僕の脳のう味み噌そってやつは、肝心なところで役に立たない。燃える床の上に落ちて、熱せられていく僕の身体。肋ろつ骨こつを砕き、肺を貫いて停止する矢の頭。胸から生えるように、まっすぐ聳そびえ立った金属製の棒部分が、炎に照らされ鈍く光る。


    「あ、あぁ……ぅ」


    　倒れた僕を見て我に返ったのか、わなわなと震えながら後あと退ずさる常盤八重。そのまま踵きびすを返し、炎に巻かれた書斎から一目散に飛び出していく。


    　あの長い灼しやく熱ねつの廊下を無事抜けられるのか、筋違いにもそんな心配をする僕をよそに、廊下の方よりあげられる甲高い叫び声。悲鳴にも嬌きよう声せいにも似たその叫びは熱風に巻かれ、やがて消えていく。


    　そして訪れる沈黙、室内には炎の爆はぜる音だけが残された。


    　常盤俊の死。屋敷の炎上。そしてその犯人である八重も、また。


    　菊きく川かわを抑え、完全勝利と気を緩めてから僅わずか数分で、完全に勝敗がひっくり返されていた。


    「くっそ……、なん、で……」


    　一呼吸、一鼓動が僕の命と呼べるものを急激に削り取っているのが感じ取れた。感覚を失う皮膚、舌先が覚える苦い味、急速に霞かすんでいく視界。あまりにも慣れた死の気配。


    　あぁ、やっぱり僕は死ぬ。改めてそう自覚し、一人、自分の無能さを哂わらう僕。


    　もう僕には、この炎の中で自分の命が終わるのを待つことしかできないのか。


    　先輩を助けたかった。事件の全てをなかったことにして、元の日常に戻りたかった。


    　だが、結果はこれだ。


    　何もできず、こんな簡単に、ちょっとの無茶で、命を落とす。


    　悔しさと情けなさで、涙が出そうだった。だがこの熱では、それもままならない。


    　僕は何をすべきだったのだろうか。何をしてはいけなかったのか。


    　そんな疑問に答えてくれる先輩は今、いない。結局、僕は今日、一度も先輩の顔を見ることができなかったのだ。そのことに気付くと、無性に先輩に会いたくなってくる。


    　今、先輩はどこで、何をしているのだろう。やはり前回の今と同様、あの薄暗い倉の中にいるのだろうか。いや、そんな馬鹿な。彼女はまだ、この舞台に上がってすらいないはずなのに。


    　もういい、今回は駄目だった。とっとと死んで、次の世界に行かなくちゃ。そう思いながらも、考えることだけはやめられない。


    「ごめんなさい……」


    　死に際に残された最後の力を振り絞って手を伸ばし、どこかにいる先輩に、そう告げる。


    「何もできなくて、ごめんなさい……」


    　最期にそう呟つぶやいたこの世界の僕の手が、彼女に届くことはもう二度とない。


    



    　次の瞬間、僕はその手で、常盤ときわ先輩の細腕を摑つかんでいた。


    　だがすぐに、今、自分がいるこの場所が炎に包まれた常盤邸の書斎なんかではなく、夕焼けに包まれた部室棟の一室であることを把握する。


    　命を失った僕の人生は炎の中で幕を閉じ──


    　その意識は、二〇一〇年二月十三日の夕方にまで巻き戻されていた。

  


  
    ３章　リピート
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    　私立貴たか苗なえ学園、文科系部室棟二階。超能力研究会部室。


    　つい先ほどまで部室を照らしていた太陽はいつの間にか西に沈み、室内は薄暗い闇やみに包まれていた。先輩がつけたスタンドの明かりだけが唯一の光源で、暗闇の中に照らされる先輩の姿は、前々回の出来事を彷ほう彿ふつとさせる。


    　学園指定のブレザーを纏まとい、その長い黒髪を物憂げに揺らして、眼鏡めがね越しにこちらをじっと見つめる彼女。透き通るような千里眼を持つ、この部の会長、常盤ときわ夢ゆめ乃の。


    「殺人と放火……。なるほど、前回の明日に、そんなことが……」


    　前回、経験した全ての出来事を語り終えた僕に向かって、彼女は呟つぶやくようにそう答える。


    　あまりにも突拍子がなく、真実味もないその話。しかし、全ての噓うそを見透かす常盤先輩は、真実もきちんと見抜いてくれる。


    「それにしても、なかなかにやんちゃをするようになりましたね。あのお屋敷に不法侵入し、その上、殺人犯を突き止めて格闘までこなして見せるとは……」


    　自分のプライバシーを平然と侵害してみせた僕の暴挙にはなんの言及もせず、穏やかな口調でそう呟く常盤先輩。説明の途中、申し訳ない気持ちで一杯になっていた心が少しだけ楽になる。しかし先輩はすぐに眉まゆを吊つり上げ、それに続けた。


    「でも、その行動自体は感心できません。私としてはつい先ほど言ったばかりのことなので、あまり繰り返したくはないのですが……、榊さかき君は自分の命を蔑ないがしろにしすぎですよ、本当に」


    「……勝手なことしたのは謝ります」度々口を酸すっぱくして言われているのに、どうしても守れないその忠告。「……でも、いったい全体、何がどうなっているんですか？　先輩の実家はなんなんです!?　あそこの人たちと先輩には、どんな事情があるんですか!?」


    「あら、榊君がここまで私に関心を持ってくれたのは、これが初めてですね」


    「先輩……！」


    　いつものような微笑を作って誤ご魔ま化かそうとする先輩に、僕はぐいっと詰め寄る。


    「そもそも、先輩はどこで何をしていたんです!?　事件が起きた場所にも、最後の最後まで現れず、僕からの連絡も全て無視して。先輩は、あの屋敷の件にどう関わっているんです？」


    「未来の自分がなんのつもりで、何をしていたのかなんて、今の私にはわかりません」僕から視線を逸そらし、窓ガラスに映った自分の顔を見つめながら先輩は続ける。「しかし、確かに榊君の言う前回の私は、あまりに私らしくない言動をとりすぎている。他の誰でもない自分のことですので、余計にその違和感が気になります。……もしかすると」


    「もしかすると？」


    　そう問いかけながら、移りゆく常盤先輩の視線を目で追って、気が付いた。視線の先、彼女の左上腕部を摑つかんだままの自分の右手。夕方、人生を巻き戻してきた瞬間からずっとなので、かれこれ二、三時間は摑つかみっぱなしということになる。


    「す、すいません」


    　慌あわてて手を離す僕。無意識のうちに強い力を込めていたらしい。血の巡りが悪くなり、指先が若干痺しびれ、黒ずんでいた。ということは、摑まれていた先輩の方も……そう思って、恐る恐る先輩の様子を窺うかがう。


    「あぁ、いえいえ」


    　少しも気にしていない様子で、そう笑う常盤ときわ先輩。


    「それにしても、まさか本当にあの人が殺されるなんて」


    　彼女は笑顔を引っ込め、目を細めてそう呟つぶやく。その口ぶりからして、やはり先輩も五年前のお兄さんがした予言のことを知っているようだった。これで予言の件が霞かすみの噓うそという可能性が消失するということか。そう推察する僕に先輩はふと顔を向け、その表情を曇らせる。


    「本当にごめんなさい。私の叔お母ばが、君を……」


    　先輩の長い指が僕の右胸、ちょうど矢を射られた部分を悼いたむようにそっと撫なでた。彼女の叔母によって、つい数時間前に打ち抜かれた僕の右肺。だが、その傷は既になかったことになっているし、その痛みすらもう覚えていない。喉のど元もと過ぎればなんとやら、というやつだ。


    「いや、そんなことはどうでもいいんです」一瞬、浮わついた心を引き締め、僕は思考を再開させる。「それよりも、問題はどうして、叔母さんが叔お父じさんを殺したのかっていうことですよ」


    　そう、問題はそこなのだ。


    　前々回で聞いた話では、常盤俊すぐるは毒殺されていたし、確かに前回でも菊きく川かわ向日葵ひまわりによってその殺害計画は練られていた。事件の犯人は家政婦の菊川向日葵であったはずなのだ。


    　なのに、僕と霞で彼女を拘束した後に屋敷は炎上し、助けたはずだった常盤俊は犯人でもなんでもないはずの常盤八や重えによって殺害された。


    「菊川さんは犯人じゃなかった、ってことなんですかね」


    「いえ、そうとも限りません。彼女が毒物を仕込んだということも、彼女が犯行を自供したということも確かなのでしょう？」


    「それは、そうなんですが……」


    　霞少年に拘束されながらも、嬉うれしそうに心中計画を捲まくし立てていた菊川の姿が蘇よみがえる。


    「あの家にいた人間には全員、あの人を殺す動機があった。そして、ちょうどその日は、五年前、あの人によって予言された当日だった」


    　物憂げにそう続ける常盤先輩。あの人、そう口にした彼女の微妙な表情が、引っ掛かる。


    「常盤令れい司じさん。先輩のお兄さんで、僕と同じ『セーブ機能』を持つ超越者……」


    　彼について話す霞や初はつ雪ゆきの真剣な表情。そして、予言された命日を恐れ、酒に溺おぼれる常盤俊の姿が、脳裏に浮かぶ。


    「あら、兄のことも聞いていたのでしたっけ」


    　僕の呟つぶやきに、意外そうに顔を上げる常盤ときわ先輩。


    　あぁ、そうか。お兄さんについて教えてくれた常盤先輩は今ここにいる彼女ではなく、僕が歴史上なかったことにしてしまった、別の世界の常盤先輩なのだった。一瞬、心によぎった複雑な感情を咄とつ嗟さに隠し、頷うなずきだけで返答する。


    「お兄さんの予言というのは、間違いなく経験からくる確信。彼はその時点で既に人生を一回、最初からやり直していたってことなのでしょうか。だとしたら、何な故ぜ、阻止に繋つながる行動を起こさずに、予言なんてまどろっこしいことを……」


    　その結果、十年前の最初の予言で先輩たちの両親が死んでいることを思い出す。どのような状況かは詳しく知らないが、その令れい司じさんならば容易に死の運命を変えられたはずなのに。そんな僕の疑問に、先輩はどこか醒さめた表情で瞼まぶたを閉じる。


    「当時、同じ質問をした私に兄は言いました。これは二千八回目の人生だからだと」ゆっくりと開かれる瞳ひとみ。「君には、その返答の意味がわかりますか？」


    「いえ……」二千八回。僕も機能に気付いた二年前から今まで相当数、人生を繰り返してきたつもりではいたが……。「僕とは、桁けたが一つ違うなってことくらいしか」


    「あぁ、いえ。そうではありません」


    　そんな感想を抱く僕に、何故か先輩は首を振る。


    「この二千八というのは、『セーブ機能』により時間を巻き戻した数ではなく、言葉の通り、二千八回目の人生だ、という意味です」


    「は……？」


    　何か、恐ろしいことを言われた気がして凍りつく僕。彼女はそんな僕には構わず、話を続ける。


    「榊さかき君も気付いているはずです。この『セーブ機能』を持っている限り、君は死ぬことができない。不幸な事故死だろうが、老衰での大往生だろうが関係なく、貴方あなたの人生は過去に巻き戻されてしまう。それはセーブポイントがあろうがなかろうが変わりません。榊君は例の『ニューゲーム』とやらを体験したことがあるのでしょう？」


    「…………」


    　考えまい、考えまいとずっと目を逸そらし続けていたその事実を、事もなげに告げる先輩。


    　そうだ、僕は本当の意味で死ぬことができない。死ぬことが人生巻き戻しのトリガーである故のその問題。これこそが、この「セーブ機能」に備わる、究極の欠点。


    僕はついこの間まで、そのことについてたいした恐怖を抱いてはいなかった。


    　人生の巻き戻しができるのにわざわざ死にたいなんて考えたこともなかったし、セーブポイントさえ設置しなければ巻き戻しも発生しないと、安易にそう考えていたからだ。


    　だが、その認識は二か月前の一件で覆される。二か月前の一件で、とある理由によりセーブポイントなしのまま自殺した僕が体感したあの経験。ノーセーブで死ぬことにより発生する、もう一つの人生巻き戻し、「ニューゲーム」。


    　それは文字通りの「はじめから」、つまり人生の出発点、胎児の状態まで人生が巻き戻されてしまうという、本当にとんでもないものだった。


    　二か月前の一件では、その「ニューゲーム」に救われた僕だったが、同時にそれは僕の死が永遠に不可能になった瞬間でもあったのだ。


    　それを踏まえて今の先輩の言葉を思い出すと、恐ろしい考えにいきあたる。


    　今、彼女が言った二千八回の人生という意味、それは……。


    「つまり、こういうことですよ。兄は二千七回目より前の人生でもう、何度も両親や叔お父じの命を救ってきた。何十回も、何百回もそれこそ、そう……飽きるほどに」


    「あ……！」


    「あの人が予言をするだけして、実際に行動を起こさないのはつまり、そういうことなのだと思います。あの人は、終わらせることができずに延々と繰り返してきた千を超える人生で、いろいろなことを知りすぎた。経験しすぎてしまったのです。それは、もう両親や叔父の命なんてものに対して、完全に興味を失くしてしまうほどに」


    「…………」


    「そしてたぶん、それは私に対しても……」


    　強い風が窓ガラスを揺らし、軋きしんだ窓枠が大きな音を立てる。


    　暗い室内に訪れる静寂。どこか寂しげな先輩のその言葉は、もしかしたら僕が聞いてはいけないものなのかもしれなかった。


    　恐らく世界で唯一、僕と同じ境遇にいる常盤ときわ令れい司じ。それは恐らく、僕に待つ未来の姿。


    　二か月前、僕は自分の魂をすり減らし、ありとあらゆる苦痛や憎悪を背負い込んで、幼おさな馴な染じみの梓あずさ由ゆ衣いを死の運命から救い出した。だが、その結果すら後々なかったことになるとわかっているのに、同じことをもう一度できるかと問われたら、僕は……。


    　そして、長い長い、これから先の人生。


    　その先に、死という終着点が待っていないのだとしたら……。


    　いずれ来るのだ。この世が生き地獄に変わる日が、きっと……。


    「あら、もうこんな時間。すっかり、話し込んでしまいましたね」


    　そんな僕の思考を遮さえぎるように、そう言って立ち上がる常盤先輩。


    　その瞬間、僕の脳裏に前回、部室で先輩と別れたときのやり取りが蘇よみがえった。


    　いけない、このままでは。


    　良くない思考を中断し、僕は当面の問題に意識をシフトする。音もなく、しかし素早い動きで荷物を片付けはじめる常盤先輩。前回と同じように一瞬の隙すきをついて、いなくなろうとしていた彼女の腕を、再び摑つかむ。


    「……これから、どうするつもりですか？」


    　もう、この前みたいに逃がさない。彼女が何を考えていて、これから何をしようとしているのか、その質問に、僕はまだ答えてもらっていないのだ。


    　オレンジ色の明かりが照らす薄暗い部室の中で、僕は真剣に彼女を見つめる。


    　先輩はそれを受け、一瞬だけ表情を消した後に、いつものような微笑を作って聞いてきた。


    「榊さかき君は、どうして欲しいですか？」


    



    　　　　　２


    



    　犯行を未然に阻止し、事件自体をなかったことにする。それが今回、僕の望んだ結果だった。


    　そして、そのために僕たちがするべき最初の行動は、敵に対し、あらゆる面で先を取ることだ。


    「……ここが、私の実家です。といっても、榊君にはもうおなじみの場所ですか」


    　そう言って立ち止まった先輩の目の前に広がるコンクリ塀と、ひときわ大きい鉄製の門。金色の表札に彫られた『常盤ときわ』の二文字。その向こうにある大豪邸。


    　四し鷹たか市にある高級住宅街の一角。あの後、部室を出た僕たちは、先輩の希望で一旦、彼女の住む女子寮へと立ち寄り、そこで若干の着替えと装備の補充をしてからその足で直接この場所へと赴いていた。日付は十三日、時間は午後八時を回ろうとしているところ。つまり、前回、前々回でこの屋敷が炎上したちょうど二十四時間前、ということか。


    　常盤先輩は、翌日早朝からの活動開始を提案したが、僕はそれを却下した。ここで先輩と離れたら、前回みたいにまた会えなくなる。なんとなく、そんな気がしたからだ。


    　それに、この事件にはまだまだ裏がありそうだし、早い段階から動いておくに越したことはない、そう言って僕はなんとか先輩を説得した。


    　最も早はや、見慣れた大邸宅を見上げ、それがあと一日もしないうちに燃え落ちる未来を思い出す。


    「さて、ここまで来たのはいいですけど、これからは……」


    　僕はそう言いながら視線をスライドさせ、僕のすぐ横で表札とインターホンをじっと見つめる常盤先輩へと注目する。


    「……先輩？」


    　親しみや懐かしみとはまた違う、言いようのない感情を湛たたえるその瞳ひとみ。


    「すみません。もうちょっと、あと少しだけ待ってください」


    　そう答える先輩の手が震えているのは、恐らく夜の寒さのせいだけじゃない。


    　前回での出来事や、霞かすみ少年からの情報で、先輩とこの家の人間とがあまりよい仲でないことはなんとなく察していた。彼女達の間に、いったいどのような出来事があったのか。どうして、彼女はここまで緊張しているのだろうか。ただの後輩である僕には、何もわからない。


    　なんとなく、震えるその手を握ってあげた方がいいのじゃないか。そんな気分にかられたが、なんだかそれは図々しい気がして、結局僕は何もしなかった。


    　仕方なく、手持ち無ぶ沙さ汰たで先輩を待つ僕。二月になって、一層冷たくなった夜の風が僕らの間を吹きすさぶ。寒さのせいか、沈黙がどこか重い。


    「……お待たせしました」


    　しばらくそうした後、意を決したように常盤ときわ先輩が言った。


    「それで、これからどうするん……」


    　僕が聞き返す前に、インターホンを押す先輩。正解か不正解かと問われれば、不正解を連想させるブザー音が、夜の静寂を搔かき乱す。


    　そのまま繋つながった通話相手と二言三言言葉を交わし、門を開けるよう指示する先輩。遠隔操作で自動開閉ができるのか、すぐに軋きしんだ音をたてて大きな鉄門が開かれる。


    「さて、行きますよ。榊さかき君」


    　先輩はそう言うと、当然のように屋敷の敷地内へと足を踏み入れた。その背中を慌あわてて追う。


    「行きますよ……って、先輩!?」


    　先輩一人ならともかく、僕はどうすればいいのだろうか。しかもこんな夜遅くに突然、訪ねたりして大丈夫なのか。今日中に動きはじめることを提案しておきながら、何も考えていなかった僕は、突然の行動に面食らってしまう。


    　しかし先輩は僕に言い訳を考える時間もくれなかった。どこからか取り出した鍵で玄関の施せ錠じようを解除し、常盤邸正面にある両開きの扉を勢いよく開け放つ。


    「こんばんは」


    　それが、五年ぶりに実家に帰ってきた彼女の発した第一声だった。
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    　玄関を抜けた先にある、吹き抜けのホール。そこに、常盤八や重えが立っていた。


    　前回の世界で夫である常盤俊すぐると、その場にいた僕を殺害し、その後炎に巻かれて死んでいった常盤八重。霞かすみや初はつ雪ゆきの母親であり、どこか神経質な様子を見せるその女性は、笑っているような、泣いているような、そんな微妙な表情のまま顔を引き攣つらせ、硬直している。


    「お久しぶりです。八重叔お母ば様」


    　そんな彼女に向かって、あくまで丁てい寧ねいにそう挨あい拶さつする先輩。その一言で、金縛りが解けたのか、常盤八重は顔面を元に戻し、近づいてくる。


    　いったい何をしに来た。こんな時間に非常識だ。今まで何年も連絡すらよこさなかったくせに。何が目的だ。何が望みだ。どういうつもりだ。そう叫び散らしたいのを必死で我慢しているような、そんなぎこちない笑顔を作る常盤八重。


    「あ……、あら、いらっしゃい。と、突然、どうしたの？」


    「夜分に失礼します」


    「い、いえ。それは全然構わないのだけれど……、あの、ええと……」


    　若干震える声で受け答える八や重えの目は、常盤ときわ先輩の方を向いていなかった。目が泳ぐというのはこういう状態を表わすのか、という極端な見本を見せられている気分。あっちこっちへと視線を彷徨さまよわせていた彼女は、ふと先輩の背後に立つ僕の存在に気が付く。


    「そ、そちらの方は？」


    　来た。その言葉で僕は身を強こわ張ばらせる。


    　果てさて、どう説明したものか。僕が正直に説明しても、噓うそをついても、この現状を納得させるだけの説得力があるとは思えない。


    　先輩はどういうつもりで僕を引き連れ、正面突破を行ったのか。何かうまい口実があるのでは、そう考えて視線だけで助けを求めると、彼女は微笑ほほえみを浮かべたまま、平然と僕を紹介した。


    「彼は学校の友人で、榊さかき潔きよ人と君。中学二年生です。実は今日、ここに来たのは、この家の皆さんに彼を紹介しようと思ったからなんですよ」


    「？」


    　僕と常盤八重の頭上に、大きなクエスチョンマークが出現する。


    　いったい、何を言い出すつもりだ。先輩がこれからつくであろう噓に口裏を合わせるため、僕は今後の展開を想定し、さまざまなパターンに思考を巡らせる。


    　しかしそれは徒労だった。僕ごときにこの人の言動を先読みすることなど不可能なのだ。


    「えっと……？」


    　戸惑うように、首を傾かしげる常盤八重。そんな彼女に、先輩は言い放つ。


    「実はこのたび、ここにいる榊君と結婚を前提にお付き合いすることになりまして」


    　その時、ホールに置かれた柱時計の短針がカチリと動き、八時ちょうどを示す鐘の音が、広い室内に鳴り響いた。


    「…………」


    　一回、二回、三回……、間延びしたその音が八回全て鳴り終えても、まだ続く沈黙。


    　美しくも虚むなしくもあるその音の残響が完全に消えるその時になって、やっと僕は我に返った。真っ白になっていた思考回路を無理やり再起動させ、顔色一つ変えない先輩に囁ささやきかける。


    「いや、先輩。流石さすがにそれは……」


    「ほら、榊君。挨あい拶さつ、挨拶」


    　素に戻った僕の反応を無視し、何事もなかったかのように僕の手を取り、引き寄せる先輩。


    「え？　えーっと、初めまして……、あの、なんと言うか……」


    　仕方なく配役通りの挨拶をしようとして、しどろもどろになる僕だったが、目の前に立つ常盤八重は未いまだに放心状態のままだった。


    　まぁ、自分が夫を殺そうと計画している前日に、五年も顔を見せなかった姪めいっ子が突然帰ってきて、こんな突拍子もないことを言い出したのだから、この反応は無理もないが。


    「まぁ、そんな冗談はいいとして……」


    　そんな彼女に向かって、軽い口調で付け加える常盤ときわ先輩。一気に拍子抜けする僕と八や重え。


    「あ、あなたねぇ!?」


    　からかわれていたことに気付いた常盤八重が、素すっ頓とん狂きような声をあげる。


    　前回の世界で度々見かけた、ヒステリックなその口調。今までなんとか取り繕つくろっていた友好的な仮面を剝はぎ取り、目玉を引ん剝むいて一歩踏み出す。


    　その時だった。八重に対し、平静を貫いていた常盤先輩の表情が一瞬、強こわ張ばる。


    「なんのつもりだ！」


    　突如、階段の上より放たれるその怒声。瞬間的に顔を上げると、そこには見覚えのある人物が立っていた。この家の主で、今回の事件の中心人物。先輩の叔お父じで霞かすみたちの父親、常盤俊すぐる。


    「……あら、叔父様。お久しぶりです」


    「久しぶり？　久しぶりだと!?」


    　先輩の登場がそこまで衝撃的だったのか、完全に正気をなくしてそう叫ぶ俊。荒々しい足音をたて一階へと下りてきた彼は、妻である八重を押しのけて先輩の前に立つ。


    「貴様っ！　いったいどの面をさげて、この家の敷居を……、いや違う。どういうつもりだ！　何を企たくらんでいる!?　貴様、貴様はっ……」


    「企むと言われましても、私にはなんのことだか」
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    「惚とぼけるつもりか、このっ……」そう言って手を振り上げる常盤ときわ俊すぐる。


    　殴るつもりか。僕は瞬間的にそう思い、咄とつ嗟さに前に出て二人の間に立つ。


    　直後、頰ほおに走る激痛。力強いその一撃に、僕は思わず後ろによろめいた。


    「……なんだ、お前は！　邪魔するな！」


    　今、初めて僕の存在に気付いたように、そう叫ぶ常盤俊。自分で殴っておいて、なんだお前は、とは。傑作だ。瞬間、心の奥底から湧わき上がる憎悪。それは自分が殴られたことよりも、彼がこの威力の拳こぶしを先輩に躊躇ためらいなく振り下ろしたことに対する怒りだった。


    「榊さかき君……」


    　そんな僕の背を支える常盤先輩。肩を摑つかむ彼女の指に、弱くない力が込められる。


    「……勘違いされているようですが、別に私は変なことをしようと思ってここに来たわけではありません。実は、ここにいる私の友人が先ほど、火事でお家を失くされまして。今晩だけでも泊まれる場所はないかと相談されましたので、私がここを紹介したのです」


    「なんだと？」


    「大変、恐縮なのですが、私の使っていた客室をまた、お借りすることはできないでしょうか。本当は今、私の使っている部屋にと思っていたのですが、何分女子寮なものでして、殿方を上げるわけにもいかないのです」


    　震える指。にこやかな微笑を作り、一見平然と噓うそをつく常盤先輩。


    「ふ、ふざけるな！　そんな噓までついて！　貴様、本当はなんのつもりで……」


    「噓と言われましても、困ります。何分、本当のことですので」


    　先輩は少し困ったような顔をして、「ねぇ？」と、僕に苦笑してみせる。


    「それとも……」そのままの笑顔を俊に向けて、続ける先輩。「叔お父じ様は、私が何かを企たくらんでいるとお疑いなのですか？　何を企んでいるというのです？」


    「ぐむ……」


    　その質問に一瞬、口くち籠ごもる常盤俊。


    「もしかして、五年前のあの日に兄が言った戯たわ言ごとを真に受け、私がわざわざそれをなしにこの家に帰ってきたなんて、そんな馬鹿げたことを疑っているわけじゃないですよね？」


    「馬鹿な！　誰がそんな戯言を……」


    　常盤俊は自分が予言を恐れていることを悟られぬよう、周囲に対して虚勢を張っている。前回の霞かすみから聞いたその情報を思い出す僕。


    「ですよね。聡明な叔父様が、そんな勘違いをなさるはずがありません。そもそも、私がそんなことをする理由なんて、もうないですしね」


    　常盤先輩はそう言うと意味ありげな微笑を浮かべ、これ見よがしに服の上から自分の下腹部を撫なでてみせた。その行動に、ぎょっと目を見張る俊と八や重え。


    「……そうですよね、叔父様？」


    　まるで、脅迫するかのような低い声音。その言葉に俊すぐるは小さい悲鳴をあげ、後あと退ずさる。


    　今のはいったいどういう意味だ？　そう首を傾かしげる僕をよそに、緊迫する場の空気。


    「一晩だけでいいのです。……彼のために一部屋、許しては頂けませんか？」


    　最後の一押し。そう言わんばかりに続ける常盤ときわ先輩。


    「勝手にしろ」それが、常盤俊が去り際に残した捨て台詞ぜりふだった。
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    　僕が通されたのは、前回の僕が霞かすみに拘束された時と、同じ作りの客室だった。


    「急に無理を言って、申し訳ありません」部屋へと案内してくれた菊きく川かわ向日葵ひまわりに向かって、常盤先輩が頭を下げる。「菊川さんですよね。お話は聞いています」


    「い、いえ、そんな……」


    　先ほどの八や重えとはまた違った、戸惑うような笑顔で受け答えする菊川。先輩を隣の客室に案内してから、僕の方へと視線を向ける。


    「あの……事情は聞かせていただきました。このたびは大変なご災難で……」


    「は？　あぁ、はい、そうなんですよ」


    　咄とつ嗟さに反応できず、下手な苦笑いを浮かべる僕に、彼女は涙ぐみながら続ける。


    「実は私も同じなんです。五年前に火事で家族と家を失くして……それで、独りぼっちになっちゃったんです。私はその時、運良く俊さん……、このお家に拾って頂いたので、今ではこうして元気でいられますけど……」


    「そ、そうなんですか……」


    　全てを失くし、絶望の中にいた彼女を救った常盤俊に対する恩。それが、彼女があそこまで俊の幸せを願う動機なのだろうか。そんなことを漠然と考える一方、どうやら本気でこちらの身を案じてくれているらしい彼女に、かなり心苦しい気持ちになる僕。罪悪感からその顔をまっすぐ見返すことができず困っていると、部屋に戻ってきた先輩が助け舟を出してくれた。


    「えぇ、本当。火事って怖いですよね。いつ起こるかわからないから、常に気を付けておかないと。ねぇ、菊川さん？」


    　どこか、意味ありげな先輩のその台詞。彼女に問いかけられ、菊川は露骨に動揺する。


    「そ、そうですね、本当。では私はこれで」


    　逃げるように立ち去り、扉を閉める菊川向日葵。


    　室内に僕ら以外の人間がいなくなり、静せい寂じやくが戻るのを確認すると、先輩は大きく息をついた。そしてそのまま、力尽きるように膝ひざを折る。


    「せ、先輩!?」


    　慌あわてて近寄る僕を手で制し、どこか疲れた笑顔で首を振る先輩。


    「いえ、大丈夫。久しぶりだったからか、少し緊張したというだけのことです」


    「…………」


    「それよりもすいません。咄とつ嗟さの噓うそとはいえ、君の家を燃やしてしまって」


    「え？　あ、あぁ。そんなことは別に、どうでもいいんですけど」


    「それに、その頰ほお……」先輩の指が、僕の左頰にそっと伸ばされる。


    「いえっ、それも全然平気です」


    　高層ビルからの落下や、電車の直撃に比べたらこの程度。心の中でそう付け加え、身を離す僕に、先輩は力なく微笑ほほえんでみせる。


    「……そうですか。ありがとうございます」


    　いつもの、凜りんとした雰囲気を感じさせない常盤ときわ先輩。その様子にどうも調子が狂ってしまう。


    「それよりも、さっきのやり取りはどういうことなんです？　それに家の人たちの様子も……」


    「プレッシャーですよ」そんな僕の質問に、ベッドの上へ移動した先輩が説明する。「このタイミングでの私という存在の登場は、この家の人間に対して適度な精神的圧迫を与えます」


    「精神的圧迫……」


    　そう繰り返す僕に頷うなずきを返す先輩。


    「まず、明日の死を予言されている叔お父じにとって、突然やってきて、怪しげな理由で宿泊する私と君は、これ以上ないほどの恐怖の対象となりえます。榊さかき君の話では、前回の叔父もそれなりに警戒していたようですが、私という目に見える脅威がいることで一層その不安は高まることでしょう。恐らく明日は、前回以上に周囲の危険に対して敏感になってくれるはずです」


    「ははぁ、なるほど……」


    「それは明日、彼の殺害を計画している人物にとっても同じです。そもそもの根源である予言をした常盤令れい司じ、その妹であり千里眼とやらを持っているらしい私の登場は、その人物の行動をある程度、制限することに繋つながるはず」


    　先輩は、自じ嘲ちよう気味にそう続ける。彼女の様子も気になるが、今の言葉の中に聞き捨てならない単語を聞き取り、僕は問いかけた。


    「そもそもの根源？　どういうことですか？」


    「そういえば、部室での話がまだ途中でしたね」ふと気付いたように、手を叩たたく先輩。「……榊君は、これから起きるであろう今回の事件を、どう考えているのですか？」


    　暗くなった窓の外を眺めながら、問い返してくる。


    「どうって……」


    　今回の事件。


    　常盤俊すぐるの殺害と、屋敷の炎上。


    　前回の世界で先輩の従弟いとこ、常盤霞かすみと協力することになった僕は、霞の仕掛けた監視カメラと前々回の世界で聞いた「俊は毒殺された」という情報から、家政婦の菊きく川かわ向日葵ひまわりが犯人であると突き止め、彼女が俊すぐるのウイスキーに仕掛けた毒薬を回収することによって殺人計画を阻止することに成功した。


    　しかし、彼女を拘束したにもかかわらず屋敷の火災は発生し、毒殺を免まぬがれた常盤ときわ俊はその妻、八や重えの手によってボーガンで射殺されることになる。


    「普通に考えるなら、菊きく川かわ向日葵ひまわりと常盤八重、両名が同時に常盤俊の殺害を計画していたっていうことなんでしょうか……」


    　それだと前々回で夫の死を嘆き、全て先輩のせいと嘆き悲んでいた八重の姿と重ならないのだが、しかし、それ以外に前回の出来事の理由は思いつかない。


    「まぁ、そうですね」首肯して続ける先輩。「では、彼女達が叔お父じを殺したのはどうして？」


    「動機って、ことですか。それは……」


    　前回の霞かすみから聞いた、この家の人間の愛憎関係を思い出す。俊の不貞、正妻である八重と、不倫相手である菊川。構図としては、これ以上ないほどにわかりやすい。


    「そうでしょうか？」僕の感想に目を細める先輩。「確かにありがちな無理心中の例に見えますが、その殺意の矛ほこ先さきが本来向けられるべき恋敵ではなく、迷いなく叔父の方に向かっている点に違和感を覚えませんか？　また、二人の殺害計画が明日に重なっているという点にも」


    「？」


    　意図がわからず、首を傾かしげる僕。先輩は視線をどこかに漂わせながら、それに続ける。


    「つまりですね。私はこう考えているのです。意識的か無意識的かはともかく、あの二人は五年前の予言によって、行動を誘発されているのではないか、と」


    「行動を誘発？」


    　そう聞き返した僕に一瞬だけ視線を向け、神妙に頷うなずく先輩。


    　脳内にフラッシュバックする、前回見た光景。予言の実現を警戒する常盤俊。それに備える常盤霞。燃え盛る屋敷を眺め、予言通りだと呟つぶやく常盤初はつ雪ゆき。


    　確かに、誰も彼も、五年前の予言を強く意識はしていたが……。


    「いや、そんな馬鹿な！」慌てて首を振り否定する。「先輩のお兄さんがどんなに凄すごい人だったとはいえ、人が人を殺すのには相当の精神力と決意が必要とされるはず。いくらなんでも五年前の一言にそれだけの効力があるとは、とても思えません」


    　そう断言する僕に、天上へと視線を向けていた先輩が聞いてくる。


    「既に殺意の火種がくすぶっている状態でなら、どうですか？　その我慢の限界と、五年前に指定された日時が重なっていたのなら？　境界線を踏み越えそうになっているところに、お膳立てが整えられ、後はトリガーを引くだけの舞台が整えられたら、どうでしょう？」


    「…………」


    　黙り込む僕に、先輩は「それに」と続ける。


    「兄は、この家の人間にとってあらゆる面で特別なのです。何でもこなし、全ての物事において他人を上回る兄。その上、彼の発言した内容はどんなに突拍子のないことでも現実のこととなりました。つまりが彼は、優秀な予言者でもあった。人間の枠を超越していた当時の兄は、親族や周囲の人間から、まるで宗教の教祖か、もっと言えば神のような扱いを受けていたのです」


    　まぁ、それも全て君と同じ力を駆使してのことなのでしょうけれど。そう付け加え、笑う先輩。


    「そんな兄が叔お父じの死を予言したならば、それは他の占い師や予言者が言うそれよりも、ずっと説得力と強制力を持っているのです。既に十年前、両親の死という予言を的中させているという実績もそれに拍車をかけていることでしょう」


    　自分の両親の死を、淡々と語る常盤ときわ先輩。


    「殺意の火種がくすぶっている中に、その相手が殺されるという兄の予言。犯人候補者である彼女たちにとってそれは、自分の中にある殺意を肯定してくれる免罪符、殺人のゴーサインに見えているのではないでしょうか」


    「……殺人のゴーサイン」


    　突拍子もない話だが、ありえなくもないと、そう思った。


    　これで、たかが甥おいっ子一人の発言を常盤俊すぐるが本気で真に受けているのも、前回盗み見た常盤家の面々の様子も、あの霞かすみが言っていた彼についての説明にも、一応の納得がいく。


    　常盤令れい司じの予言が、今回の事件のそもそもの根源。


    　それが本当なら皮肉な話だ。彼が「経験した未来」から発言した予言によって、常盤俊は明日という日に殺される。まさに鶏が先か、卵が先か。


    「……いや違う、か？」


    　五年前の予言と、用意されたお膳立て、そして令司の言葉が持つ強制力。


    　鶏とか卵とか言うより、むしろ、これは……。


    「まぁ、情報が少ない今では、これ以上考えても仕方がありませんね」話題を断ち切るかのように先輩が、そう告げる。「根源がどうであれ、今から私たちがする行動に変わりはありません」


    　そう言うと先輩は、先ほどからあっちこっちへと飛ばしていた視線を部屋のある一点に固定し、こう続けた。


    「話は今、聞いた通りです。ひとつ私たちに協力してはくれませんか？」


    　僕に宛あてたものではないその台詞せりふ。疑問に思って先輩の視線を追い、気付く。


    　客室のインテリア、その隙すき間まにある隠しカメラの存在に。今、現在この室内を別室で監視しているその人物の存在に。
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    　そして僕はまた、この部屋に立っていた。


    　他の部屋と同じ内装のはずなのに、あきらかに異質なその空気。無数の機器類と絡まるコードに侵略された異空間。足の踏み場もないその室内の中央に配置された椅い子すに、見覚えのある子供が座っている。鳥の巣みたいなくせっ毛に挑戦的に吊つり上がった瞳ひとみ。生意気そうな小学生。


    「彼は私の従弟いとこで、小学六年生の常盤ときわ霞かすみ君。既にご存じでしょうが、ただの小学生ではありません。霞君、こちらが以前、話した学校の後輩の榊さかき潔きよ人と君」


    　先輩の簡潔な紹介に、僕は軽く頭を下げる。彼には前回散々からかわれたが、この世界ではまだ初対面なのだ。


    「小学生と言っても侮あなどれません。彼の情報収集能力や電子機器に対する知識は大人顔負けで、何を隠そう、私の秘密アイテムや㊙情報の類たぐいも全て、彼に調達してもらったものなのですよ」


    　自分の弟を自慢するような口調で、得意げにそう続ける常盤先輩。


    「なるほど……」


    　盗聴器やスタンガンを平気でバッグに入れて持ち歩く常盤先輩と、多種多様なスタンガンで僕を苦しめ、屋敷内に隠しカメラを仕掛けて自分の家族を監視していた霞少年の姿が重なる。そういえば彼はあの時、僕の個人情報まで細かく把握していた。もしやと思っていたが、やはり、そういうことだったのか。


    「何はともあれ、初めまして。よろしく」


    「……ふん」


    　そんな僕に対し、椅子の上に胡坐あぐらをかき、その膝ひざに頰ほお杖づえをついてこちらを見下す霞。僕を一いち瞥べつし、不機嫌そうな表情で鼻を鳴らす。その能力がどうであれ、性格はやはり生意気だ。


    「……霞君？」


    　そんな彼の名を優しく呼びかける常盤先輩。その表情も口調も柔らかいのに、霞少年はびくりと肩を震わせる。今の動作から非難の色を見抜けるとは、さすが先輩の従弟だ。


    「む……」いかにも嫌々という風にその顔を歪ゆがめ、再びこちらへと視線を向ける霞。「事情は聞いてた。姉さんが望むのなら、お前に協力してやらないでもない」


    「……霞君。椅子から降りて、ちゃんと挨あい拶さつなさい」


    　そんな彼に向かって、再度呼びかける常盤先輩。その言葉に彼は「むぅ」とだけ唸うなって、バツが悪そうに椅子から降りる。どうやら、あの陰険小学生も天下の先輩には逆らえないらしい。


    「よ、よろしく」低い声でそう言い、頭を下げる常磐霞。俯うつむいたその顔には、露骨な敵意の表情が浮かんでいる。前回以上に感じる心の距離。どうやら彼は、僕が気にくわないらしかった。


    「さて、仲良くなったところで本題です」そんな二人の雰囲気に気付いているのか、いないのか、手を叩たたいて会話を転換させる常盤先輩。「霞君、事情は先ほど話した通りです。細かい疑問はあるでしょうが、それは後々説明します」


    「う、うん……」霞少年が素直に頷うなずく。「で、でも、さすが姉さんだ。よくボクのカメラに気付いたよね。誰にも見つからない自信あったんだけど」


    「まだまだ修業が足りないぞってことです」僕の方をちらりと見てから、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ先輩。「さて、それではさっそく作戦を開始しましょう！」


    　そう言って、いつかのように「えいえいおー」と掛け声をあげる常盤ときわ先輩。


    　長い夜が始まろうとしていた。
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    「ふぅ……」


    　冷水で顔を洗った僕は鏡に映る自分の顔、その目元に色濃く残る隈くまを見て、大きな溜ため息いきをついた。さらにこの場所、学校やデパートのそれ並みに個室と洗面台が揃そろう常盤邸洗面所内の風景を見て、もう一度溜息をつく。


    　家族は数人しかいないのに、こんなにトイレがあってどうするのだろうか。家族内でトイレのタイミングが重なってでもいるのか、寝ね惚ぼけた頭でそんなことを考えながら洗面所を出て、冷えた廊下を一人で歩く。


    　窓の外は薄明かりに照らされ、そろそろ日の出の時間であることが察せられた。あれから、かれこれ八時間はたっただろうか。冷水の効果も空むなしく、またも重くなってきた瞼まぶたを指で揉もみながら、先輩の言っていた作戦の話を思い出す。


    『今の私たちが持っているアドバンテージは二つ。一つ目は、今回の殺人計画を事前に察知しているということ。二つ目は、霞かすみ君の隠しカメラで屋敷の様子を監視できるということ』


    　そう言って先輩が僕たちに指示してきたのは、前回の僕と霞が取った行動とあまり変わらない、屋敷の監視というものだった。


    　仕掛けられたカメラを使って屋敷の中を常に監視し、屋敷内にいる人たち……特に前科のある菊きく川かわと八や重えを徹底マーク。その過程で彼女たちが、おかしな行動を取ったらすぐに出て行ってその行動を無効化、俊すぐるの殺害ができないよう工作する。


    　まぁ、確かにそれが一番堅実な方法であるのは確かなのだけれど……。


    「だけどなぁ……」


    　思わず溜息をつきながらも、部屋へと急ぐ僕。自然と、足が重くなる。


    　十三日と十四日の境目には全員、それぞれの部屋で就寝した常盤一家。何の動きもないその光景を延々と見続けるという作業は思っていた以上に退屈で、苦しいものだった。しかもそれをあの霞少年と二人で、である。


    　二人並んで監視している間、何度小言を言われたかわからない。


    　年上のくせに頭が悪いだの、理解力が足りないだの、注意力が決定的に欠如しているだの。よくそれで先輩の隣にいられると、ねちねち責めてくる先輩の従弟いとこ、常盤霞。


    　どうやら今回の彼は何な故ぜか、僕のことを相当毛嫌いしているらしかった。前回と比べて何か特別彼の気に障さわることをした覚えはないし、今回は先輩というクッションがいてくれるお陰で前よりも友好な関係を築けると思っていたのだが、肝心の先輩は僕たちに指示を出すなり、「じゃあ私は探し物があるので」と言って、どこかへ行ってしまっている。


    　その後の監視で、屋敷の中をうろついている姿を何度か見かけたが、彼女が結局何をやっているのかまではわからなかった。その目的が何にせよ、明らかにぎくしゃくしている僕たち二人を残して行ってしまうなんて、先輩も酷ひどい人である。


    　まぁ、そんなわがまま言っている場合じゃないことは重々わかっているのだけれど。


    「はぁ……」


    　部屋に戻るのが憂ゆう鬱うつで仕方がない。なんて、そんなことを考えながら廊下の角を曲がった僕は、そこで白い肌の少女と鉢合わせた。


    「うあ」トイレに行くつもりだったのか、寝ね惚ぼけ眼まなこで歩いていた彼女は、僕を確認し首を傾かしげる。いつものようにビクビクオドオドしていないのは、眠気のせいか。「……だぁれ？」


    　常盤ときわ先輩の従妹いとこで、霞かすみ少年の妹で、梓あずさ双ふた葉ばのクラスメイト、常盤初はつ雪ゆき。


    「え？　あ、そうか。えっと……」この世界では初めての邂かい逅こうだということをすっかり失念していた。「僕は、夢ゆめ乃のさんのお友達で、昨晩ここに泊めてもらった榊さかき潔きよ人と。初めまして」


    「夢乃姉ねえ様……、榊潔人……」


    　全然わかっていない様子でそう反はん芻すうする初雪。こっくりこっくり首を動かしながらニ、三度、その言葉を繰り返し、そしてこう続けた。


    「あぁ、あの……」


    「え？」


    　今までのまどろみながらの、ぼんやりとした様子とは違う、どこか冷ややかな響きをその言葉から感じ取り、僕は思わず聞き返す。


    「あの、って？」


    「無駄なのに」そんな僕の疑問を無視し、続ける初雪。「どんなに足あ搔がいたって、令れい司じ兄にい様の予言は、誰にも覆くつがえせないのに」


    「！」


    　伏し目がちに下げられていた彼女の視線が、しっかりと僕を見ていた。その瞳ひとみに宿る妖あやしい光。突然、こちらの思惑を言い当てられたというだけでも十分驚きだが、それ以上に今、一瞬彼女から感じたプレッシャーに、僕の身体は戦せん慄りつしている。


    　言葉を返せない僕の横を通り抜け、廊下へと消えていく初雪。僕はその背中を、見送ることしかできなかった。


    



    　霞の部屋に戻ると、そこには相変わらずの光景が広がっていた。僕は別に潔癖症でも綺き麗れい好きでもないが、足の踏み場もないというこの状況にはさすがに閉口してしまう。


    　ケーブルやコードの隙すき間まを縫ぬうように進みながら、ディスプレイが置かれた机へと移動する。やけに静かだと思ったら、そこに座る常盤ときわ霞かすみは肘ひじ枕まくらに頭を乗せ、うつらうつらと船をこいでいた。やはり小学生が夜通し監視を継続させるのは無理があるのか。一応、はじめに当番を決め、一方が監視している間にもう一方が仮眠を取るというローテーションを組んではいたのだが。


    　だが、このまま寝かせておくわけにもいかない。あと数十分の間は、彼が監視当番なのだ。


    「おい、起きろって」


    　しかたなくその肩を揺すろうとする僕。


    　すると、その手に突然、霞の腕が伸び、素早い動きで何か重いものが巻きつけられた。瞬まばたきをする暇ひまもない、見事な早はや業わざ。


    「うわっ!?」


    　予期せぬ強襲に思わず仰のけ反ぞる僕。その右手に巻かれた、見覚えのある何か。がばっと起き上がった霞少年がそれを見て、邪悪な笑みを浮かべる。ぴんと伸ばした人差し指をこちらに突きつけ、嘲ちよう笑しようする霞。


    「ははっ、ボクが寝てると思って油断したか、馬鹿め！　ボクはただ寝ているフリしていただけさ。致命的なまでの観察力不足だね。君にはそれが何かわかるかな？　それはな……」


    「腕輪型の爆弾……の形をした腕輪だろ」


    　僕は溜ため息いきをこぼしながら、マジックテープで巻かれた腕輪を取り外す。あっさりと取り除かれるその腕輪。今こうして見てみると、どこからどうみても爆弾には見えない。


    「な……」ほぼノータイムで噓うそを見破られ、啞あ然ぜんとする霞。「なんで……」


    「さぁ？　修業が足りないぞってことなんじゃないか？」


    「……っ！」


    　ぞんざいにそう答える僕に、顔を真っ赤にして悔しがる霞。


    　疲労のせいか、眠気のせいか、子供相手に容よう赦しやができなくなっている自分を反省する。まぁ、こいつ相手に子ども扱いや容赦が必要でないことは前回の世界で痛いほど実感しているのだが。


    「これで勝ったと思うなよ。それはお前の勘違いなんだからな」


    「いや、思わないけどさ」


    　肩を竦すくめながら定位置の椅い子すに戻り、ふと考える。今回の彼がここまで僕を敵対視する原因、前回とは違う様子のその理由が気になった。


    「……なぁ、霞」


    「馴なれ馴れしく名前で呼ぶな」


    　遠慮なく名前で呼べと言ったのは、前回の霞本人なのだが。


    「……霞君。どうして君はそう、僕を毛嫌いしてるんだ？　僕の何が気に入らない？」


    　名前を呼び直し、そう質問を続ける。すると、霞は面白いジョークを聞いたかのような反応をして、頭を搔かいた。


    「どうして？　どうしてと来たもんだ」


    　笑いながらボサボサ頭を搔かき乱し、一転、忌いまわしげな表情になってこちらを睨にらみつける霞かすみ。


    「それはこっちが聞きたいね。どうして、姉さんはこの家に戻ってきてしまったんだ？　どうして、突然、あの糞くそ親父おやじを守ろうだなんて言いはじめた？　どうして、どうしてなんだ？」


    「どうしてって……」


    　霞が僕に向ける、噓うそ偽りのない憎悪に気け圧おされる。


    「どうして、あの男を助けるために、ボク達がこんなに頑張らなくっちゃいけないんだ？」


    「そ、それは……」


    　確かに常盤ときわ俊すぐるは、この件で初めて知った僕にとっても、あまり気持ちのいい人間ではない。全力で、命を懸けて救いたくなるような、そんな人間ではない。だが……。


    「言わなくてもわかる」口くち籠ごもる僕の言葉を遮さえぎって、続ける霞。「お前だ。お前が姉さんに言ったんだろう？　命は大事だとか、人殺しは良くないだとか、そんななんの意味もない糞みたいな言葉を吐いたんだろう？　お前が。事情をちょっと聞きかじっただけの、部外者がさ」


    「な……」殺意の怨おん念ねんすら感じるその言葉が、僕の眠気を吹き飛ばす。「何を……」


    「ボクはいい。大嫌いだけど、あの男は一応父親だ。今後の面倒ごとを防ぐために、カメラとか盗聴器とか、いろいろと用意したのは事実だよ。でも、姉さんは？　姉さんになんの関係がある。お前、姉さんがあの男に何されてたか知ってるのかよ！」


    「何って……」その言葉から不穏なニュアンスを感じ取る。「されたって、いったい……」


    「ボクがムカついてるのはそこさ。何も知らないくせに、知ろうともしていないくせに。なんでお前みたいなふざけた奴が首を突っ込んでくるんだよ！　どうして姉さんはこんな奴にっ！」


    　相当に感情が昂たかぶっているのか、僕の胸倉を摑つかんで叫ぶ常盤霞。僕は反射的に言葉を返そうとして、返す言葉がないことに思い当たる。確かに、彼の言うことは事実なのだ。


    　僕には先輩の気持ちなんかわからない。彼女のことだって、本当のところは何も知らない。この事件にだって、ただ首を突っ込んでいるだけ。


    　そんな僕の様子を見て、霞は忌まわしげに視線を逸そらす。


    「どうせお前も、姉さんのこと、ただ優しくて美人で頭がいいだけの女って思ってるんだろ」


    「だけって……」その時点で、かなりの高得点だと思うのだが、「まぁ、確かに先輩の凄すごいところは、それだけじゃないけどな。他にも……例えばホラ、千里眼のこととかさ」


    　卓越した洞察力と推理力。それにより、目の前にいる人物が考えていることを正確に見抜いてしまう常盤先輩の特技、通称「千里眼」。


    　ふと思いつき、そう付け加える僕に、霞は今度こそ明確な敵意の視線を浴びせてくる。まるで口にするのも汚らわしいように、彼女の通り名を繰り返す彼。


    「千里眼！　千里眼だって？　ほらな、やっぱりお前は何もわかっちゃいない。お前も他の連中と同じだよ。最低の屑くず野郎だ。もうお前、帰れよ。そんでもって、金輪際姉さんと関わるな」


    「……っ、なんで！」


    　なんで、そこまで言われなくちゃいけないんだ。なんで、ここまで怒るんだ。何か理由があるのだろうが、やはり僕にはわからない。でも、だからこそ、余計に腹が立った。


    「さっきから、意味がわからないんだよ！」


    「うるさい、黙れ。お前みたいな奴がいるから、姉さんは、姉さんは……！」


    　互いに胸倉を摑つかみ合い、激しい視線を応おう酬しゆうする二人。眠気や疲れ、そして今まで積もってきた鬱うつ憤ぷんなどが全て悪い方向へと流れ込み、一いつ触しよく即そく発はつの状態にまで持ち込まれる。


    　だが、僕たちは殴りあったりはしなかった。そうする直前に、両者の間にすっと制止の手が差し込まれる。


    「喧けん嘩かはそこまでです」


    　そこには、いつのまに帰ってきたのか、探し物とやらで席をあけていた先輩が立っていた。


    「姉さん……」


    　呼吸を荒くした霞かすみが、呆ぼう然ぜんと先輩を見上げる。そんな彼に向かって首を振る先輩。彼女は霞から手を離し、目を瞑つぶって静かに続けた。


    「私がここにいるのは、私の意思。榊さかき君は関係ありません」


    「でも……」


    「デモもストもありません。だいたい二人して言い争って、そもそもの監視はどうしました？」


    「あ」「う……」


    　会話に夢中で忘れていた。監視映像を前にして間抜けさを曝さらす僕たち二人。


    「まったく、幸い何事もなかったから良かったものの。立派な機材も有利なアドバンテージも、ちゃんと活かせなければ意味はないんですよ？」


    「すみません」それは以前、僕が得たはずの教訓なのに。「返す言葉もありません……」


    　そんな僕を苦い顔して睨にらんでいた霞が、ふと気付いたように先輩に話しかける。


    「……それで、探し物は終わったの？」


    　その質問に、先輩は「よくぞ聞いてくれました」といった表情で微笑ほほえんだ。


    「はい。と言っても、まぁ、まだ半分なのですけれど」


    　そう言いながら、小こ脇わきに抱えていた紙袋を取り出して見せる常盤先輩。


    「これは？」


    　その中には小さな小こ瓶びんが一つだけ入れられていた。二人してその紙袋の中身を覗のぞきこむ僕と霞。しかしその正体がわからず、互いに首を捻ひねりあう。


    「凶器です」


    　そんな僕たちに、平然とそう言い放つ常盤先輩。


    「はい？」「何が？」


    「だから、凶器ですって」


    　一瞬、その意味がわからず啞あ然ぜんとなる僕たちに、再度彼女は説明する。


    「これが、この瓶に入っている粉末こそが、菊きく川かわ向日葵ひまわりが叔お父じの殺害に使うであろう凶器、青酸カリなんです」
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    「シアン化カリウム、つまりが青酸カリ。……本来は鍍と金きんや冶や金きんなどに使われる化合物なのですが、推理小説などに登場する毒物としての方が知名度は高いですね」


    　机の上に置かれた小こ瓶びん、その中に入っていた白い粉をスプーンで搔かき混ぜながら、先輩は説明を開始する。


    「二百ミリグラムもあれば、人一人くらいなら簡単に死に追いやれる代しろ物ものです。目安としては、このくらい……ですかね」


    　そう言って、スプーンの中にほんのちょっと乗せた粉末を見せてくれる先輩。


    「せ、先輩、これ……」


    「えぇ、十中八九、前回以前の世界で使われたものと同じものだと思います」


    「い、いや、そうじゃなくて！」泡を食いながら首を振る僕。「先輩、これ、こんなもの、どっから見つけてきたんですか!?」


    「あぁ、そっちですか」僕とは対極的に、落ち着き払っていた先輩が納得顔で頷うなずいた。「これは、兄の私室にあったものです」


    「令れい司じさんの私室？」


    　何な故ぜ、そんなものが常盤ときわ令司の部屋に？　そんな疑問が顔に出ていたのか、聞く前に答えをくれる常盤先輩。


    「兄は、いつもこの小瓶を持ち歩いていたんです。いつでも、どこでも、手っ取り早く自分の命を絶てるようにと。まぁ、ここにあるのは、その予備ですけれど」


    「あ……！」


    　そうか。僕と同じく「セーブ機能」を持つ常盤令司。死にたくなった時にいちいちその手段を探す手間を省はぶくため、常に毒物を常備していたということか。確かに、毎回毎回、階段を上ったり線路に飛び出したりしなくていいのは合理的だ。今度から僕もそうするか。


    「本人はただのお守り的な意味しかない、なんて言っていましたが……。これが本物であることは、周知の事実でした」


    「え？　どうして……？」


    　僕にはこの粉と塩の区別もつかないのだが。


    「兄が自分で明言していましたからね。兄の毒物携帯は、彼を恐れていた家族たちによる暗黙の了解の一つでした。……当時、ふざけて飲もうとした私を叱しかってくれたのも、今は懐かしい思い出です」どこか遠い目をしてそんなことを言う先輩。「とまぁ、そんな理由で、凶器が青酸カリと聞いたときからこれが怪しいと睨にらんでいたのです。これが元あった場所には、代わりに砂糖の入った小瓶を戻しておきました」


    　なるほど、これで菊きく川かわ向日葵ひまわりによる俊すぐる毒殺は阻止できるということか。納得がいった僕に、頷うなずきで肯定し、話を続ける常盤ときわ先輩。


    「問題はもう片方です。常盤八や重えが持っていたというボーガン……、祖父が趣味の狩猟用に持っていたものが使われたのだと思っていたのですけれど……」


    「あぁ、あの」いまいち話についてこれていなかった霞かすみが、ぽんと手を叩たたいて僕らの間に割って入る。「確かに、あれなら人を射殺すのだってわけないだろうね。……あれって、確かお爺じい様の部屋にしまってあるんだっけ」


    「えぇ、そのはずだったんですが……」


    　口を濁す先輩。その口調からすると、どうやらそのボーガンは本来あるべき場所からなくなっていたらしい。ということは、つまり、


    「まさか、もう常盤八重が……」


    「そう思って、叔お母ばの私室も探ってみたのですが、やはり見つけられませんでした」


    「え？」


    「念のために柳やなぎ田ださんや、叔お父じ、菊川さん、初はつ雪ゆきちゃんも含め、全ての私室に忍び込んで念入りに探したのですけれど、まだ見つかっていません」


    「…………」


    「屋敷の中の、個人が特定されないどこかに隠しているのだとは思うのですが……」


    「…………」


    　なんだか、先輩がとんでもないことを言っているような気がするのだが。そう思って霞の横顔を盗み見ると、彼もまた、頰ほおを引き攣つらせてこちらを覗のぞいているところだった。


    　それもそのはず。今の今まで数時間、僕たちはずっと、その私室を含め屋敷全体を監視していたはずなのだ。なのに……、


    「確かに、やけにちょろちょろと屋敷内を移動しているなぁとは思っていたけど……」


    　彼女がそんなどこぞのスパイみたいことをしていたなんて、全然、まったく気付きもしていなかった。いくら相手が先輩だからといって、さすがにちょっと凹へこんでしまう。


    　自分の中でぐぐーっと下がっていく、監視カメラの信頼度。


    「……？　とりあえず、私はこのままもう一度屋敷を回って、例のボーガンを探してみようと思います。ですが、凶器を封じたからといってその殺意まで抑えられるとは思えません。榊さかき君たちは引き続き、屋敷の監視、警戒にあたってください」


    　先輩はそう言うと、徹夜で疲れている様子も見せずに立ち上がった。そして、未いまだ言葉を出せないでいる僕と霞の肩を叩き、笑顔で一言、付け加える。


    「今度こそ二人で仲良く、ね」


    　その微笑ほほえみに、僕たちはぎこちない笑顔を返すことしかできなかった。
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    　二月十四日、午後二時。


    　常盤ときわ邸での監視作戦も、ようやく中盤戦に突入しようとしていた。この時間になるまで屋敷の中では特に変わったことも起きておらず、恐らく前回と同じ日曜日が展開されている。


    　変化した点と言えば、常盤俊すぐるの行動パターンくらいのものだろう。前回の世界で盗み見た彼は、最低でも夕食前までは素面しらふの状態を保っていたのに、今回は午前中の時点でかなりの量の酒を飲み、完全に酔っ払ってしまっていた。恐らく、先輩と僕の登場が良くない方向に影響してしまったのだろう。警戒心を強めさせる目的のプレッシャーだったのに、彼をお酒に逃がしてしまったというわけか。この結果には僕も先輩も溜ため息いきを禁じえなかった。


    「ふぅ……」


    　ふいに、こぼれた溜息。なんとなく見つめていたスプーンに、自分の歪ゆがんだ顔が映りこむ。


    　僕は今、食堂で遅めの昼食を頂き、食後のコーヒーをご馳ち走そうになっているところだった。霞かすみは監視シフトで昼食抜き、先輩も未いまだ食卓には現れていない。どうやら、まだ例のボーガンは見つかっていないらしかった。


    「はぁ……」


    　再び漏れる溜息。完全に部外者一人で他よ所その食卓に参加するというのはかなり気まずい心境だった。まぁ、僕のせいか、これが普通なのか、食事の間に家族の会話なんてものが行われることは終ついぞ一度もなかったのだが。


    　そんな常盤家の面々も、各自の食事が終わるなりそれぞれのタイミングで自室に戻り、今は僕と片付けをする菊きく川かわ向日葵ひまわりしか残っていない。寝不足と心地よい日差しに薄れゆく自我をコーヒーでなんとか繋つなぎながら、横目で菊川の様子を監視する僕。彼女は先ほどからずっと、食器類を片付けるため食堂と厨房を往復している。


    　僕の記憶が正しければこのタイミングで……。


    「あっ！」


    　やはり。数枚積み重ねた皿を運ぼうとして、椅い子すに足を引っ掛ける菊川。前回の経験で既にこうなることを予測していた僕は、これ以上ないほどのタイミングで宙に投げ出された皿をキャッチし、同時に倒れそうになっていた菊川の身体を受け止めた。


    「あ、ありがとうございます」体勢を立て直し、目をぱちくりさせながら礼を言う菊川。「……あの、なんていうか、凄すごいですね」


    　確かに。彼女が躓つまずいて倒れそうになる僅わずかコンマ数秒の間でコーヒーカップを置き、立ち上がって対処した僕の動きは、第三者の視点から見れば神かみ業わざに見えなくもないだろう。まぁ、前回での記憶から彼女が転ぶことを予期していただけに過ぎないわけなのだが。


    　そんな本当のことを言えるはずもなく、「いえ、偶然ですよ」と言っておくに留とどめる。


    「こちらこそ、すぐに帰るつもりがお昼ご飯までご馳ち走そうになってしまって」


    　最初から今日が終わるまで居座るつもりのくせに。自分の白々しさに辟へき易えきする。


    「いえいえ、……ご家族の方は大丈夫なんですか？」


    「え？　あ、はい。今、ちょっと連絡を待っているところでして……。まぁ、誰も怪け我がはしていないから、心配とかそういうのは全然いらないんですけどね」


    　そういえば、そういう設定だった。慌あわてて苦しい言い訳をしながら、本当なら破片の山になっているはずだった皿を菊きく川かわに手渡すと、彼女は実年齢よりも幼く見える笑顔ではにかんだ。


    　前回、常盤ときわ俊すぐるを無理心中に巻き込もうとしたあの菊川向日葵ひまわりと同じ人間には見えないな。そんなことを考える僕の脳裏にふと、今朝の記憶がフラッシュバックする。


    『何も知らないくせに、知ろうともしていないくせに』


    　僕を敵視する霞かすみが放ったあの言葉。今ので本来の目的を思い出す。そう、僕が気まずい思いをしながら一人食堂に残ってこのタイミングを待っていたのは、会話のきっかけを摑つかむため。


    「あの、ちょっと聞きたいことがあるんですが」


    「はい？」


    　僕から受け取った皿をテーブルに置き、振り返る菊川。僕は隠しマイクに拾われないよう、位置と声量を注意しながら、彼女の目をしっかり見据える。


    「常盤先輩……、夢ゆめ乃のさんのことなんですけど」


    　僕がそう言った途端、今までなんの警戒もしていなかった菊川の顔に、緊張が走った。しかしここまできたら、そんな微細な変化に構ってもいられない。


    「ここって先輩の家なんですよね。なのに、他の家族の方の様子がおかしいというか、なんというか……」何も知らないフリをして、僕は首を捻ひねってみせる。「どこか余よ所そ余よ所そしいっていうか、普通じゃない感じがするんですけど……」


    「え、えっとぉ……」


    　躊躇ためらうように、表情を曇らす菊川。絶対的な拒絶じゃない、押せば通じる。そんな反応に僕は身を乗り出した。


    「ここだけの話、どうなんですか？　過去に何か、あったんですかね？」


    「うーん……、実は私、夢乃さんとはほぼ入れ違いで屋敷に来たものですから、詳しいことは知らないのですけど……」


    「けど？」


    　更に詰め寄る僕。彼女が五年前、先輩と入れ違いにここへ来たことは既に知っていた。だがそれは同時に、彼女が過去の先輩と常盤家にあった何かの当事者でないことを意味している。だからこそ、的を絞っての追及だった。


    「やっぱり、過去に何かあったんですね？　いったい何が……先輩は、夢ゆめ乃のさんはこの家の人たちに何をされたんです!?」


    　ねじ込むように、勢い込んで聞く僕。しかし、その返答は予想外の角度から返される。


    「ち、違います違います」心外だと言わんばかりに首を振る菊きく川かわ向日葵ひまわり。「逆ですよ、逆！」


    「逆？」


    　言われたことの意味がわからず、首を捻ひねる僕。彼女はそんな僕を、若干の怒りを混ぜた表情で睨にらみつけてからこう続けた。


    「夢乃さんが何かされたんじゃありません。彼女の方がしたんです」


    「先輩が……した？」


    　いったい、何を？　目だけでそう聞き返す僕に、菊川は更に爆弾を放り投げてくる。


    「五年前、彼女は俊すぐるさんを刺したんですよ」


    　短い一言。だが、その爆風は、僕の思考回路を一発でぶっ飛ばした。


    「果物ナイフでお腹の下辺りを、こう、ブスッと。俊さんは大事になるのを嫌って、警察に届けなかったらしいですけど。彼女はそのまま勘当状態で家を追い出され、学校の女子寮に移って……、それっきりなんだそうです」


    　爆発の余波で真っ白になった僕の脳のう味み噌そに、彼女の補足が流れ込んでくる。


    「身寄りがないところを引き取ってもらった恩も忘れて、本当に信じられない」


    　先輩が刺した？　あの常盤ときわ俊を？


    「な、なんで……」なんとか言葉を紡つむぐ僕。「なんで先輩が？」


    「さぁ？　何分、私はその場にいませんでしたので。でも聞くところによると、彼女は当時、情緒不安定で何をしてもおかしくない状態だったとか」


    「榊さかき潔きよ人と！」


    　思わず追及しようとした僕の背後から、突然制止の声が上がった。


    　振り返ると食堂の入り口に、険しい顔をした常盤霞かすみが立っている。


    「あ、霞君……」まずいところを見つかった、そんな表情で菊川が僕から離れる。


    　そんな彼女の様子には気にも留めず、僕の腕を摑つかむ霞。力ずくで僕を廊下へと引っ張り出し、こちらを睨んだ。珍しく焦っているかのような、そんな表情。


    　どうして現在、監視当番中の霞がここにいるのか、もしかして今までの会話を全て聞いていたのか、僕の脳内に様々な疑念が渦巻くが、今聞かなければいけないのは、そんなことではない。


    「霞君、今の話は……」


    　そう問いかける僕に、霞の動きが一瞬止まる。


    「あんな話、噓うそっぱちさ。……半分は」


    「半分？」じゃあ、もう半分は本当ってことじゃないか。どこからどこまでが本当で、どこからどこまでが噓うそなのか。「誤ご魔ま化かすなよ、いったいどういう意味なんだ？」


    「今はそれどころじゃない」


    　詳しく聞こうとした僕の言葉を遮さえぎる霞かすみの一言。僕はその切迫した様子に一瞬だけ鼻白み、しかし納得がいかずに聞きなおす。


    「……それどころじゃないって、何があったんだ？」


    「……いないんだ」


    　そんな僕に、ぽつりと返答する霞。


    「え？」


    「いなくなっちゃったんだよ！」


    　いなくなった？　誰が？　どこか不吉な予感を感じつつ、そう問いかける僕に、霞は我慢の限界と言った様子で顔を上げる。爆発する彼の感情。


    「姉さんだよ！　姉さんがいないんだ！　いくら捜しても、屋敷のどこにもいないんだよ！」


    　そんな彼の叫びとタイミングを合わせるかのように、屋敷の廊下に炸さく裂れつ音が轟とどろいた。


    　それは僕にも聞き覚えがある、小型拳けん銃じゆうの発する銃声によく似ていて。


    　間もなく、僕はその通りだったことを知る。
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    　常盤ときわ先輩がその姿を消したのは、ほんの数分前のことだったという。霞がふと画面から目を離した数秒のうちに、彼女はその姿を消し、どのカメラでも確認ができなくなったらしい。心配になって先輩の携帯に連絡しても応答はなし。今朝の件もあるので、先輩がカメラから視認できないこと自体は別に不思議じゃないが、応答が無いというのは確かにおかしい。何が起こるかわからないので、連絡だけは絶やさないようにと忠告していたのは先輩自身なのだ。


    　霞から経緯を聞きながら、僕たちは長い廊下を疾走する。


    　突如消えた先輩。先ほど聞こえた銃声らしき炸裂音。嫌な連想を禁じえない。


    「くそっ！」


    　頭の中は新たに湧わいた大量の疑問で一杯になっていた。五年前にあった何か、先輩の身に起きた何か、そしてまだ三時にもなっていないというこのタイミングで起きた、何か。


    　前回の今日にはなかったはずのその動き。今回の僕たちがとった行動が、犯人の計画を前倒しにしてしまったということなのか。それとも何か別の要因が存在するのか。


    　そんなことを考えながら僕たちは音の発信源、常盤俊すぐるの書斎へと飛び込むように入室する。


    　そして、瞬時に室内の様子を確認し、


    「っ！」一瞬の困惑。しかし、すぐに目の前の状況が、別に不思議でもないことに思い当たる。


    　そうだ。菊きく川かわだって八や重えだって、俊を殺そうとしていたんだ。同じ動機を持ちながら、この人だけが今日というこの日に行動を起こさない道理なんてないではないか。


    「やめてください！」


    　そう叫ぶ僕の前には、どこかで見た銃を構え、常盤ときわ俊すぐるに突きつける柳やなぎ田だ宗しゆう太た郎ろうの姿があった。
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    　書斎は既に膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。


    　部屋の片隅に倒れて喚わめく常盤俊。押さえた肩から血が滲にじみ、彼の赤いセーターをどす黒く染めている。完全に平静を失い、日本語になっていない言葉を叫び散らす被害常習者。まだ、生きている。どうやら、挽回のできるタイミングには間に合ったようだった。


    　その生存を確認した僕は、今、目の前にある問題を直視する。


    「お前かッ！」


    　床の上をもんどり打ちながら、すぐ近くに立つその人物を見上げ、叫ぶ俊。


    「今、撃ったのはお前かと聞いている、柳田ァああっ！」


    　どういうことだ？　この部屋で起きた現状の把握が及ばず少しだけ混乱する僕。うつ伏せに倒れているところから見て、俊に気付かれぬよう背後から近づいて撃ったということだろうか。あの銃は標的から離れすぎると命中させることが難しい。理解のできる状況だが、


    「や、柳田さん……」


    　自分にとって祖父のような存在が、自分の父親を今にも殺そうとしている。そんな光景にあてられたのか、呆ぼう然ぜんと柳田の名を呼ぶ常盤霞かすみ。しかしすぐに、表情を引き締め、言葉を続ける。


    「あんたが、犯人だったのか……」


    　そんな霞の一言に、今まで俊の叫びにもずっと無反応だった柳田がぴくりと動いた。まるで夢から醒さめたばかりのような虚うつろな顔で、ゆっくりとこちらを向く柳田宗太郎。俊の秘書でありこの屋敷一番の古株でもある彼の彫りの深いその顔立ちには、これといった感情の色は浮かんでおらず、その冷ややかな瞳ひとみには何も映し出されていない。


    「邪魔を……、しないでくれないか」


    　掠かすれるような声でそう呟つぶやく柳田の、その右手に構えられているのは彼の手にあまりにミスマッチな小型の拳けん銃じゆう。怪け我がをした俊を見るに、間違いなく本物。しかも、どこかで見たことがあると思ったら、あれは前々回の世界で先輩が所持していたあのデリンジャーだった。


    僕が自分自身の命を奪うのにも使ったその代物が、今度こそ俊の命を奪うため、まっすぐ彼へと向けられている。


    　いくらあの小さい銃でも、この距離で頭に当てれば確実に殺せるだろう。自らの経験も加味したその予測に、思わず奥歯を嚙かみ締める。


    　早まる鼓動、滲にじむ汗、震える手足。生あい憎にくと、こちらには彼を止める案も装備も持ち合わせがない。今から霞かすみの部屋に戻れれば、スタンガンでもなんでもあるのに。


    　状況もコンディションも最悪。そんな僕の様子に気付いているのか、柳やなぎ田だはその冷静さを崩さない。ゆっくりと、引き金にかけられるその指先。


    「ひぃっ!?」肩の痛みで上う手まく起き上がれないのか、床の上をのた打ち回りながら俊すぐるが悲鳴をあげる。「どうして、どうして俺がこんな目に！」


    「……どうして？　それは……、それが必要なことだからだよ」


    　今から、殺人を犯す人間とは思えない平静さで、柳田が答える。菊きく川かわの時も八や重えの時もそうだったが、やはりこの柳田と先ほどまでの彼の姿が一致しなかった。


    「くそっ、くそっ！　今まで散々、世話をしてやって、この家にも置いてやっていたのに……！　なんで、なんでこんな酷ひどい裏切りを……！」


    「裏切り？　そうか。裏切り、か……」少しだけ目を見張り、そう繰り返す柳田。「確かに、私もここまでするつもりはなかった。しかし、近頃の君は目に余る」


    「なんだ！　何がいけなかったというんだ！」


    「何が、だと？」


    　俊のそんな疑問に、横にいた霞が反応した。


    「もしかして、お前わかってないのか？　気付いてないのかよ！　どうして、こんなことになっているのか、どうして自分がそんな目にあっているのか！」


    「霞、お前……っ！　父親に向かって」


    「ふざけるな、何が父親だ。みんな知ってるんだよ、お前が姉さんに何をしてたのか、初はつ雪ゆきに何をしようとしてるのか……、姉さんがあんなになっちゃったのも、ずっと帰ってきてくれないのも、全部全部、お前のせいじゃないかよ！」


    　声を裏返して叫ぶ俊の様子に、少しだけ苛いら立だたしげにそう答え、足を踏み出す霞。溜たまりに溜まっていた憎悪が暴発せぬよう、必死に抑えているかのような、その震え。


    　拳けん銃じゆうを持つ柳田にも構わず俊の前に立った彼は、口を噤つぐんで足元の父親を睨にらみつける。


    「か、霞……」


    「ずっと前からそうだった。初雪ちゃんや夢ゆめ乃のちゃんへの態度だって、そう。君はいくら注意しても、やめようとしなかったな」そんな彼の言葉を引き継ぐ柳田。「酒に酔ってすぐ我をなくす癖くせも、不機嫌になるとすぐ暴力を振るう癖も、常に自分本位で物事を考える癖も……、私が何度、忠告したって、君は直そうとしなかったじゃないか」


    「く……」


    「挙あげ句くの果てが、菊川君との姦かん淫いんだ。しかも、先代から受け継いだこの屋敷の中で、八重ちゃんがいる同じ屋根の下で、君は、君は……」


    「ひっ……」


    「裏切り？　裏切ったのは君の方じゃないか。君は八重ちゃんを、先代を、そして私を……！」


    「た、助け……」


    　目に涙を溜ため、そう呟つぶやく俊すぐる。しかし近くに立つ霞かすみの目は既に醒さめ切っていて、柳やなぎ田だにも意思が揺らぐ気配が見られない。


    　いつの間にか、柳田と霞が、二人して俊を追い詰めているような状況ができあがる。


    　まずい。これは、かなりよくない状態だった。今朝、どうしてあんな男を助けなければいけないのかと叫んでいた霞の姿を思い出す。


    　本気なのか。本気で俊なんて死んだ方がいいと、そう考えているのか。どんなに嫌な奴でも、自分の父親じゃないか。


    　いくら他人の家の事情だとしても、これを見過ごすことはできそうにない。


    　そう考え、駆け寄ろうとした僕を、霞がちらと一いち瞥べつする。どこかで見たことのあるその瞳ひとみ。それは前回、霞が監視カメラ越しにこちらを見た時のそれとそっくりで。僕がその意図を把握した瞬間、霞は行動を開始している。


    　くるりと踵きびすを返し、その長い袖そでに隠していた催さい涙るいスプレーを柳田に向かって発射する霞。


    「な……」


    　そして、柳田が怯ひるんだ瞬間、もう片方の手に握っていたスタンガンが猛威を揮ふるう。あらかじめ縮められていた二人の距離。一足飛びで柳田へと走り寄り、その先端を突きつける霞。


    「くっ……！」


    　しかし、柳田の対応も早かった。飛び掛かってくる霞を受け止め、その腕を捻ねじり上げてスタンガンを落とさせる。床に落ち、重い音をたてるスタンガン。ねじ伏せられ、動きを止める霞。


    　一瞬でこちらに傾いた勝機が、あっという間にひっくり返る。だが、まだこちらにはそれを、もう一度だけ、ひっくり返す猶予があった。


    「榊さかき潔きよ人と！」


    　柳田に組み伏せられた霞が、僕の名を叫ぶ。既に前へと走り出している僕の身体。転がるように、床に落ちていたスタンガンを拾い上げ、霞に気を取られていた柳田へと突進する。


    　すぐにこちらに気付き、持っていた拳けん銃じゆうを突き出してくる柳田。だが、そんなものに、今の僕は怯ひるまない。一気にその懐ふところへと入り込み、がら空きになった胴体に突きつける。


    　こうなったら後は簡単、スタンガンのスイッチを入れるだけだった。
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    　突然の格闘劇が終わってから数分後、僕は放心状態のまま床の上に座り込んでいる自分に気が付いた。目の前の、大の字になってのびた柳田の身体をぼんやりと眺め、そしてようやく、自分が勝利したことに思い当たる。


    「大丈夫？」


    　そんな声と共に僕の目の前に差し出される白い手のひら。顔を上げると、そこには霞かすみ少年が立っていた。その手を取って立ち上がり、僕はようやく思考回路の復旧を開始する。


    　いったいこれは、どういうことなんだろう。


    　例のデリンジャー銃を用いての強行突破。しかも、決行時刻はこれまでの午後八時を四時間以上も早まっていて、その犯人は、菊きく川かわでも八や重えでもない第三の人物、柳やなぎ田だ宗しゆう太た郎ろう。


    　明らかに前回とは異なった展開に、思わず僕は頭を抱える。本来はまったく同じルートを辿たどるはずだった前回と今回に、違いが発生するとしたら、それは間違いなく僕のせい。僕が今回の人生で取った行動がこの家に何かしらの影響を与え、柳田を犯行に駆り立てたに違いない。


    　問題はそれが何かということなのだが。


    「一番、可能性が高いのは僕と先輩の登場だけど……」


    　そう言いかけて、思い出す。そうだ、先輩！　先輩はどこにいるのだ。突然、いなくなったすぐ後にこんな事件が起きたから、十中八九、この場所にいると思っていたのだが、結局姿が見えない。それじゃあ先輩はいったいどこに、再び思考の波に囚とらわれ、黙りこんでしまう僕。


    「……ん？」


    　そんな時、ふと視界の端に床に落ちたデリンジャー銃の姿がよぎった。柳田が取り落としたそれを手に取って検あらためる。そうだ、疑問といえばこれも疑問。


    　どうして、前々回の先輩の命を奪い、僕が自殺にも使ったあの銃がこんなところで、柳田の手に？　そもそもなんで、銃規制国家日本でこんなものが出てくるのだろう。それに、なんでわざわざ殺傷能力の低い、手のひらサイズのこれを？


    　荷が勝ちすぎるほどに深くなったその疑問の数々に頭を抱える僕。そんなことをしていると、先ほどまで柳田を縄なわ跳とびで拘束していた霞が近寄ってきた。


    「何？」


    　ふと顔を上げた僕と目が合うなり、どこか複雑そうな表情になり、顔を伏せてしまう霞。


    「いや、なんていうか、あれだな……」


    「？」


    　床を睨にらみつけるようにしながら、何事かをブツブツと呟つぶやきはじめる霞少年。


    「……お前が駆けつけなかったら、ボクもあいつもたぶん、やられてた。ボク一人でどうとでもできると思ったけど、ボクだけじゃどうにもならなかった。だ、だから」


    　そう言って、おずおずと顔を上げる霞。僕はそんな彼に向かって、黙って右手を差し出していた。前回の世界、その最後で交わされなかった彼との握手。そのことが思い出され、その時の彼の表情が脳裏に蘇よみがえる。あの時とは、立場も状況も互いの心境もまるで違うが、今、この場面で握手を求めることは間違っていない。そんな気がした。


    　しばし、ぽかんとした表情で僕の右手を眺めていた霞だったが、すぐにその意図に気付き、その相そう好ごうを崩す。伸ばされる彼の右手、交わされようとする二人の握手。


    　しかし、計ったかのように、その寸前で邪魔が入る。


    「ふ、ふざけるなっ！」


    　ふいに背後からあがったその怒声。慌あわてて振り返ると、先ほどの一件からずっと放心状態だった常盤ときわ俊すぐるがようやく我に返り、立ち上がろうとするところだった。


    「だ、大丈夫ですか？」


    「さ、触るなっ！」慌てて支えようとする僕の手を拒絶し、後あと退ずさる。「くそっ、なんでだ！　なんでこんなことに……！」


    　奥歯をガチガチと鳴らしながら、真っ青になった顔面を引き攣つらせる俊。怪け我がをした右肩を押さえながら、魘うなされるようにそう繰り返す。


    「お前らだ。お前らのせいだ。お前らが悪いんだ。お前らがやって来るから……」


    　言うに事欠いて、そんなことを言いはじめる俊。昨日の晩からずっと、その命を守るために働いてきた僕たちに対するあまりの暴言に、安っぽい僕の理性は一瞬で弾け跳びそうになる。


    「あんたっ……！」


    　二、三発全力で殴り飛ばしても罰ばちは当たらない。そんな思いが脳裏をよぎるが、ここは我慢。


    「くそっ、俺は悪くない。俺は悪くないのに……」そんな僕たちから離れ、自分自身に言い聞かせるようにそう呻うめく俊。「どうしてみんな俺を責める。どうして、みんな俺を憎むんだ……」


    　覚おぼ束つかない足取りでふらふらと歩きはじめた彼は、寄り掛かるようにして書斎奥の扉を開け、そのまま自分の寝室へと去っていく。扉が閉まると同時に、連続する施せ錠じよう音。現実からの逃避、自室への籠ろう城じよう。


    　五年も前に死を予告され、三人もの人間に殺意を向けられる被害常習者。その性格に同情の余地はないと思われたが、その後ろ姿はあまりにも哀れだった。


    「…………さて、これからどうするかを考えないと」


    　彼の去って行った扉を眺めながら、呟つぶやくようにそう告げる霞かすみ。


    「そうだな。先輩のこととか、あと二人の容疑者のこととかも気になるけど、とりあえずは」


    　そう答えながら僕は携帯電話を取り出し、開く。


    「当初の予定通り、まずは警察と救急かな。柳やなぎ田ださんや怪我をした叔お父じさんを放っておくわけにもいかないし、それに警察さえ来てしまえば後の二人も、そう簡単には行動を起こせない」


    　甥おいっ子の予言なんて曖あい昧まいなものではなく、実際に傷害事件が起こったのだ。警察も動かざるをえないだろうし、動いたからには今日一日くらいは俊の身を守ってくれるだろう。


    　そうして予言された今日さえ乗り切ってしまえば、犯人候補者たちは予言という名の後押しを失い、そう簡単に突発的な事をしでかしたりはしなくなるだろう。まぁ、そう簡単に俊に対する殺意がなくなることはないだろうが、今回のようにすぐに事件を起こしたりはしないはず。


    　それこそが監視態勢を敷いた先輩の目もく論ろ見みだった。まぁ、それは常盤令れい司じの影響が事件発生の必要条件であることを前提としてしまっているわけなのだが。


    　そんなことを考えながら、一一○番をプッシュする。とりあえず、これで今日を乗り切るのが先決だ。そんなことを考え、通話ボタンへと指を伸ばす僕。さて、警察にこの状況をどう説明したらよいのやら。


    　だが、そんな心配は杞き憂ゆうに終わった。僕が最後のボタンを押すよりも早く、事態は急変する。


    　先ほど、俊すぐるが去っていった扉の向こうよりあがる悲鳴。その声は間違いなく俊本人のものであり、そして恐らく、彼の断末魔の叫びでもあった。


    「そんな……」携帯を掲げたままの間抜けな姿勢で固まる僕。「そんな、まさか！」


    　携帯を投げ捨て、彼の寝室へと走り寄った僕はその戸を開こうとし、掛けられた錠に舌打ちする。この日のために増設されたのであろう、その鍵かぎの数々が僕の行動を妨害していた。


    「俊さん！　俊さん!?」


    　力強く扉を叩たたくが、向こう側からの反応はない。


    「どいて！」


    　すぐ背後よりかけられる鋭い一声。振り返ると、そこには重そうな椅い子すを両手で掲げる常盤ときわ霞かすみの姿があった。慌あわてて僕が身を引くと同時に振り下ろされる、デスクチェア。


    　金属製のフレームが、めしゃり、という嫌いやな音をたて、扉の板に突き刺さる。啞あ然ぜんとして固まる僕をよそに再度、その椅子を持ち上げ、なんの躊躇ためらいもなく振り下ろす霞。


    　俊によって作られた鍵の要塞は、その息子の細腕によって僅わずか数分で突き崩されていた。破れた板の狭間にフレームの先を突っ込み、梃て子この要領で引き剝はがす僕と霞。


    「これで、なんとか……」


    　そして僕たちは、広げられたその狭間から、その先の風景を直視する。


    「…………！」


    　そこには、やはり、見覚えのある光景が広がっていた。


    　炎と死体。


    　僕は知っている。既に一度、見ているのだ。既に一度、経験したことがあるのだ。


    　全てを包み込む灼しやく熱ねつも、物言わぬ姿になった被害者も、一瞬で勝敗をひっくり返されたこの敗北感も。僕は全てを知っている。


    「どうして……」


    　思わず開かれた口からこぼれるその言葉。


    「どうして！」


    　空けられたその穴から部屋の中へと転がり込み、何か燃料でも撒まかれていたのか、急速に燃え広がる炎の脇わきを走り抜けて、床の上に転がる常盤俊の死体を抱きかかえる。その心臓に突き刺さっている一本の鉄矢は、やはり前回の世界で彼の命を奪い、僕の命を奪ったそれと同一のものだった。


    　どうして、この矢が。


    「くそっ！」


    　俊すぐるの脈を確認していた霞かすみが、その拳こぶしを床に叩たたきつけていた。その目元に溜たまる涙を隠そうとせず、歯を食い縛って激情を抑えている霞。どうやら、もう救急車も必要ないらしい。


    　なんだかんだ言っておきながら、やはり父親のことは大切だったのだ。だから、あんな監視カメラまで仕掛けて孤独の中、父親を守ろうとしていたのに。


    　だが、今の僕にはそんな彼に心を動かしている余裕もなかった。どうして、こんなことに。その疑問が頭の中を激しく渦巻き、僕の思考を搔かき乱す。


    　どうして、どうして命を助けられたはずの常盤ときわ俊が死んでいる。


    　しかも自ら閉じ籠こもった個室に一人で、いや、問題はそれだけじゃない。僕はだらしなく投げ出された俊の右手、そこに握られたある物を確認して頭を抱える。


    「何な故ぜ、これがこんなところに……」


    　先輩が昨晩からずっと探し続け、とうとう見つけることのできなかった凶器候補の一つ、狩猟用のボーガン。それが、今、俊の手の中にある。


    　これがこの場所に収まっていることの意味を考えたくなくて、僕は頭を横に振る。


    「どうして、どうして、どうしてっ……」


    　周囲には誰もいない。簡易な作りの寝室には燃え盛る炎がただ、揺らめいているだけ。唯一の出入り口である部屋には鍵かぎがかかっていて、なによりその扉前には僕たちがずっといた。


    　それがつまり、何を意味しているのか。


    「自……殺？」


    　菊きく川かわの毒殺計画は阻止した。八や重えの射殺計画も起きなかった。柳やなぎ田だの殺害計画も、なんとか阻止することができたはずだった。なのに、何故。


    「どう、して……」


    　僕の口から言葉がこぼれる。


    　もう何が起きているのかわからなかった。この状況が何を意味しているのか、僕には全然わからなかった。ただ、自分の中で渦巻くこの言いようのない感情が、完全なる挫ざ折せつからくる敗北感であるということ、それだけは今の僕でもはっきりと理解することができた。


    　壁や天井を巻き込み、どんどんと大きくなる炎の中で僕は膝ひざをつき、叫ぶ。


    「どうしてなんだよぉおおおおっ!!」


    　だが、そんな僕の叫びも炎の熱風に巻き込まれ、搔かき消されてしまうのだ。
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    　書斎奥から燃え広がった炎は、あっという間に屋敷全体を取り囲んでいた。まだ日が高く、明るい空の下で赤黒く燃え盛る巨大な炎。その薪しん炭たんとなって、崩れ落ちていく常盤の屋敷。


    　僕はそんな光景を背後に、その場所の前に立っている。


    　庭の端に位置する見るからに頑丈な建物、固く閉ざされた鉄製の扉。


    　行方不明になった先輩の居場所は、捜すまでもなかった。


    「同じだ……」


    　絶対的な確信を持って僕は言い切れる。先輩は、ここにいるのだと。そして、また僕はこうも確信している。先輩はもう、恐らくは……。


    　花壇から持ってきた煉れん瓦がをその扉に叩たたきつけ、無理やりこじ開ける僕。内側から施せ錠じようされている以上、こうする以外にこの倉へ入る方法はない。今更この程度の器物破損を躊躇ためらう余裕は、もう僕にはないのだ。


    　数十回目の挑戦の末、歪ゆがみ開かれる扉。僕はその隙すき間まから倉内へと侵入し、そして見る。そこに広がる光景はまったく予想を裏切らない内容で、だから僕の心は微動だにもしなかった。


    「先輩……」


    　凶器候補であるボーガンを探す途中で、突然その姿を消してしまった常盤ときわ先輩。


    　彼女が一人、冷たい倉の床に横たわっている。まるで整えられたかのような安らかな表情で、甘い香りに包まれて眠るその姿。彼女がただ眠っているわけでないことは、わかっていた。


    　この甘い香りが、噂うわさのアーモンド臭というやつであることも、わかっていた。


    　床に転がるこの小瓶が、今朝彼女が回収してきた青酸カリであることも、わかっていた。
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    　彼女がもう生きていないということは、もうわかっていたのだ。


    「どうして……」


    　どうしてなのだろう。卓越した知性と超然とした雰囲気で、完かん璧ぺきかつ無敵に見えるのに。どうしてこの人はいつも、僕の知らないところで勝手に行動して、僕の知らないところで勝手に死んでしまうのだろう。どうして彼女は、そして僕は……。前々回と同じ展開。全てが終わった後に、一人、この場所で息を引き取る常盤ときわ先輩。そうだ、五年前の予言も、屋敷で起きる殺人も、関係ない。僕はただ、この展開だけを防ぎたかったはずなのに。どうして、どうしてこうなってしまうのか。どうしてこうなることを許してしまうのか。どうして、僕はまた。


    　薄暗い室内に横たわり、動かない彼女の口元。そこに残された白い粉を指でなぞり……


    　そして僕はその指を、


    



    　屋敷は燃えたし、俊すぐるは自殺。最後の最後には先輩までも死んでしまった。もうこの世界に用はない。他の誰かがこの現場を見つける前に、片をつけてしまおう。


    　この現場を目撃した常盤八や重えに、「全ての罪を認めた夢ゆめ乃のの自殺」なんて言われた日には、今度は僕が殺人犯になってしまいそうだった。


    　もう、いい。もう、行こう。


    　僕の意識はもう既にこの世界ではなく、二〇一〇年二月十三日の夕方へと向けられている。
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    　もう、何をどうしたらいいのかわからなかった。


    　菊きく川かわ向日葵ひまわり、常盤ときわ八や重え、柳やなぎ田だ宗しゆう太た郎ろう、三人の犯人候補者達から守ったはずだった常盤俊すぐるによる突然の自殺。再び燃やされる屋敷。何な故ぜか俊の手にあったボーガン。


    　そして突然その姿を消し、死体となって発見された常盤先輩。


    　考えなければならないことはたくさんあるはずなのに、肝心の脳のう味み噌そが全然動かない。僕の意思に反して、思考が完全に機能を放棄している。


    　何をしようにも、何か考えようにも、身体も頭も動かない。僕はこの感覚を知っていた。以前にも一度だけ味わったことのあるこの状態。枯渇した気力。絶望的な無力感。


    　そう、心が折れてしまったのだ、完膚なきまで、完全に。


    　僕が何をやっても、どんなに頑張って殺人を阻止しても、俊の死という運命は変わらない。


    　どんなに足あ搔がいても、常盤令れい司じの予言には逆らえない。超越者が放ったたった一つのその言葉は、どうやら犯人だけでなく、被害者の心にも深く埋め込まれてしまっているらしかった。予言なんてかわいいものじゃない。これは最も早はや、れっきとした呪いだ。


    　だが、それでもなお常盤先輩が死ななければならない理由だけはわからない。彼女はどうして、それも今度は自分で回収した毒物なんかで。


    　自分の目の前に、見えない大きな壁が立ちはだかっているような感覚だった。挑むことすら無意味だと、もう無視してしまえばいいじゃないかと、そう考えてしまう。


    　常盤俊は、あんな努力をしてまで助ける価値のある人間なのか。僕はただ、常盤先輩だけ助けることができれば、それでいいんじゃなかったのか。


    　だったらもう、常盤先輩を屋敷から引き離して事件に関われないようにすれば、それで……。


    「……気分は落ち着きましたか？」


    　ふと耳に入ったその声に顔を上げると、そこは「超能力研究会」の部室だった。


    　僕は自分が死亡し、十三日の夕方にまで人生を巻き戻されていたことを思い出す。窓の外を見るとすっかり暗くなっており、今が巻き戻されてから数時間たった時刻であることが察せられた。


    「榊さかき君ったら、会話の途中で突然黙り込んで、そのままぴくりとも動かないんですもの」


    「……それからずっと、今の今まで待っていてくれたんですか」


    「えぇ、あたりまえです」


    　目の前に座り、そう優しく微笑ほほえみかけてくれる常盤先輩。


    　僕は現状をセーブしながら、彼女の差し出してくれた紅茶に口をつけた。温かく、甘いその紅茶。今まで乱れに乱れていた僕の神経が少しだけ、やわらいでいくのがわかる。


    「さて……」


    　そんな僕に向かって、改まって聞いてくる常盤ときわ先輩。


    「教えてくれませんか？　貴方あなたが前回までの人生で、その身に体験した全てを」
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    「……もう、どうしたらいいのか。わかりません」


    　スタンドの明かりが照らす薄暗い部室の中、一通りの説明を終えた僕は最後にそう付け加えて、口を閉じた。言葉にしてみれば、なんとも荒こう唐とう無む稽けいなその話。


    　だが、先輩はそんな僕の話も真面目に最後まで聞いてくれる。時刻は部室棟の閉鎖時間をとうに過ぎ、前回の僕たちが霞かすみと再会したあたりにまでなっていた。


    「……なるほど、いろいろと大変だったみたいですね」


    「……大変なんてもんじゃないですよ」


    　どこか抜けた先輩の反応に肩を落としながら、溜ため息いきをつく。そんな僕に紅茶のお代わりを注いでくれながら、先輩は更に続けた。


    「しかし、あの予言がここまでの大事になるなんて」どこか遠くを見るような目で罅ひびの入った窓ガラスを見つめ、呟つぶやく先輩。「やはり、あの兄が……」


    　僕と同じ「機能」の持ち主で、五年前に怪しげな予言を残し、行方をくらました常盤令れい司じ。


    　先輩にとって彼は、どのような存在だったのか。ふと、そんなことが気にかかる。


    　令司について語る先輩の様子は、毎回毎回、どこか寂しげで虚むなしげで、そのうえ傷が痛むのを無理して我慢しているかのような、そんないじらしさが感じられた。


    　そもそも、彼女が僕をこの研究会に引き入れたのも、僕の目が令司のそれと似ていたから、ただその一点からだった。先輩が僕に対して抱いだく感情には、何かしら兄に対するそれと交錯してしまっているフシがある。


    「…………」


    「榊さかき君？」


    　黙りこんでしまった僕の顔を覗のぞき込んでくる常盤先輩。


    「あぁ、いえ。なんでもありません」


    　僕は慌あわてて顔を引き、今考えていたことを頭の中から消去する。そんな僕の内心に気付いているのかいないのか、彼女は気にしていない風でお代わりの紅茶を淹いれはじめた。


    「それで、前回の貴方が体験した叔お父じ自殺の件なのですが……」


    「あ、あぁ、はい。そこの詳細はまだでしたね」


    　やっと戻りかけてきた思考回路を切り替えて、僕は前回の光景を思い出す。


    「元々、殺人の動機があり、兄の言葉に唆そそのかされた例の三人が各々の理由で一線を越えるというのは、まだわかる話なのですが、最後の叔父の自殺という話だけはどうにも納得がいきません。私自身、五年以上会っていないので確かなことは言えないけれど、あまり自殺などを考えるような性格の人間じゃなかったはずですから」


    「僕だって、あの人が自殺するようなタマだとは思いませんよ。でも……」


    　でも、それ以外に考えられない。だって、俊すぐるは自らの意思であの部屋に籠ろう城じようし、自らの意思で内側から鍵をかけたのだ。それに、その後部屋に突入した際、部屋の中には俊以外の誰もいなかった。炎のせいで詳しく調べられなかったが、大人の人間が隠れられるようなスペースはどこにもなかったように思える。


    「うーん……」


    　常盤ときわ俊の死体を発見したときの様子を思い出す。あの書斎の奥にあった狭い自室内の風景、他にドアがあるわけでも室内に窓があるわけでもなく、本当に本棚とベッドだけの狭い空間。


    「……私のいた頃は書斎の奥は書庫兼、仮眠室のような部屋になっていました。恐らく、夫婦別室にでもなった際に、個人の寝室としても利用するようになったのでしょう」


    　なるほど、あの部屋にはそんな経緯があったのか。そういえば、俊と八や重えは夫婦なのに寝室が別だったな、そんなことを考えながら僕は先輩からもらったお代わりの紅茶に口をつける。


    「でも、他の人たちに犯行が不可能であるというのは間違いないんです。何しろ、部屋は被害者の手によって施せ錠じようされた密室空間だったんですから。もしあれが殺人なのだとしたら、それは本の中だけに存在する密室殺人というやつだ」


    　ギチギチに強こわ張ばった脳に循じゆん環かんする砂糖の糖分、僕はようやく正常に動きはじめた思考回路でそう返事し、そしてふと、気付く。同じような感想を、どこか別の場所で抱いだいたことがあるような。


    「あ！」


    　連想はすぐに繋つながった。答えは文字通り、僕の目の前にあったのだ。


    「……そうだ、あの現場。どこかで見たことあると思ったら、前々回見た八重の殺害現場だけじゃない。あの倉での事件とも状況がそっくりなんだ！」


    　倉の中で死んでいた常盤先輩。一回目は銃で、二回目は毒で死んでいた先輩の、あの現場。まぁ、そっくりといっても、密室であることと、自殺しているとしか考えられない被害者が、死ぬはずのない人間ってこと以外にこれといった共通点なんてないのだが。


    　だがそれでも、僕はあの俊の現場と、全ての発端になった常盤先輩の現場とに、何かしら強い関連性を感じていた。喉のどに刺さった小骨がようやく取れたかのような、そんなレベルの低い爽そう快かい感かんに嬉き々きとする僕。だが、そんな僕の呟つぶやきに先輩がぴくりと反応する。


    「……あの倉の事件？」


    　まるで違う国の言葉を聞くかのような、そんな顔でそう繰り返す常盤先輩。


    　ここで僕は、初めて今の思考が口に出ていたことに思い当たった。冷や汗が頰ほおを垂れる。


    　なんという失言、あまりにも迂う闊かつ。僕は前回でも前々回でも、彼女に告げてはいなかったのに。知られてはいけないと、そう思っていたのに。


    　そうだ。僕は不吉な予感を、確かに感じ取っていたはずなのに。


    「あ……」


    　そんな僕の表情を読み取ったのか、言葉をなくして立ち上がる先輩。その拍子に彼女のカップがテーブルから落ち、床に当たって砕けて散った。中の紅茶が床に広がり、その液体はいつか見た現場の血ち溜だまりを、いやおうもなく想起させる。


    　立ち上がったまま、硬直する常盤ときわ先輩。薄暗い部室内に降り積もる重い沈黙。


    「……その倉で、誰かが死んでいたのですね？　叔お父じのそれと似た状況で、自殺していたのですね？　誰かが……、いえ、その様子からすると恐らく……」


    　ぽつりとこぼした先輩の一言が、夜の闇やみに溶けて、消える。


    「私が……」
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    「榊さかき君が前回、あの家の事件に関わったと聞いた時から、ずっと気になっていたんです。何な故ぜ、前回の私は貴方あなたがこの件に関わることをよしとしたのか。何故、そう思いなおしてしまったのか」


    　今回の一件に関わって、先輩の滅めつ多たに見られないさまざまな表情を幾つも見てきたが、これはその中でも一番に特殊なものだった。


    　顔がん面めん蒼そう白はくで口元を強こわ張ばらせ、目を見開いて固まる常盤先輩。その表情は紛まぎれもない、恐怖の感情をこれ以上ないほどに表わしている。彼女は、何かに怯おびえていた。


    「答えてください榊君。私が、自殺したのですか？　明日、この時刻、その倉で」


    　千里眼なんて持っていない僕にも、彼女が何を考えているのか痛いほどに感じることができた。


    「だから、榊君は今回の一件に関わることを決めたんですか？　私が、自殺をしたから。貴方はその後を追って、人生を巻き戻してしまったんですか？」


    　彼女のその悲痛な目は、表情は、こう語りかけてくる。


    　噓うそだ、噓だと言ってくれ、と。


    「え……、その……」


    　威圧され、言葉をなくす僕。だが千里眼を持つ彼女には、それだけで十分すぎる回答だった。


    「そう……、ですか……」


    　そうとだけ呟つぶやいて、がくりと膝ひざを落とす常盤先輩。


    「せ、先輩っ？」


    「嫌いや……」


    　慌あわてて駆け寄った僕の手に怯おびえ、先輩は身を反そらす。


    　生まれて初めて聞いた敬語以外の彼女の言葉は、拒絶だった。そして、僕が先輩から拒絶されたのもまた、生まれて初めてのことである。


    「な……」


    　驚き固まる僕の目の前で、彼女は頭を抱え震えだす。


    「なんてこと、なんてことなの……。偉そうに説教面づらで、無む闇やみな巻き戻しを諫いさめていたのは外ほかでもない、私だったのに……」


    　正直、僕には先輩が何な故ぜここまで怯えているのか分からない。だがしかし、こうなることは知っていた。唐突に理解。そうだ、僕が先輩に「あの未来」を教える事を躊ちゆう躇ちよしたその理由。僕が感じていた不吉な予感の、その正体。これだ。僕は、こうなることを恐れていたのだ。


    「貴方あなたを巻き込まない。巻き込みたくない。そう思っていたはずなのに……」


    　顔を上げた先輩の白い頰ほおを、一筋の涙が伝う。


    「なのに、貴方を巻き込んだのが、外でもない、私だったなんて……」


    



    　それから先輩は、ぽつぽつと語り出した。


    　もともと五年前の予言の内容を覚えていた彼女は明日の十四日、常盤ときわ邸で何かが起きるのを見越し、それに介入しようとしていた。しかしそれは叔お父じである俊すぐるの命を救うためなんかではない。その真の目的は、兄の手がかりを摑つかむこと。


    　五年前に行方をくらまし、表舞台から姿を消した常盤令れい司じ。もし彼が今回の件になんらかの関わりを持っているのなら、当日、屋敷の周囲に姿を現すのではないだろうか。現さずとも、過去に自分のした予言を覆くつがえされれば、何かしらのリアクションをとってくるのではないだろうか。先輩はそう考えていたのだ。


    　最初、先輩は屋敷に僕を連れて行くつもりだった。令司と同じ、「機能」を持つ人間であり、ある程度の危険に耐性を持つ僕は、今回の一件への介入に適切であると考えたからだ。


    　でも、すぐに思いなおし、先輩は僕を連れて行くことをとりやめた。


    　いつかの十三日、夕暮れの部室で僕を何かに誘おうとしていた先輩の様子を思い出す。あの時、僕は勝手にデートのお誘いと勘違いして舞い上がっていたが、今思い返してみると、あそこまで真剣に悩む先輩は珍しかった。珍しいことには珍しいなりの理由があったということか。


    「何故です？　先輩の言うとおり、その任に、僕はうってつけじゃないですか。言ってくれれば、僕は……」


    　そう言いかける僕を、首を振ることで否定する常盤先輩。


    「そう、確かにきちんと理由を説明して私が頼めば、貴方はきっと来て手伝ってくれる。必要があれば、自分の命だって投げ出してくれる。でも、私はそれが嫌だったんです」


    「なんで……」


    　理解のできないその言葉に、僕は身を乗り出す。


    　そんな僕に、聞こえないような小さい声で、何かを呟つぶやく常盤ときわ先輩。


    「だって貴方あなたはもう、別の誰かを選んでいる」


    「え？」


    　聞き取れなかった僕に、大きな声で言い直してくれる彼女。


    「私の勝手な事情に貴方の命を巻き添いにするのは、やっぱり間違いなんです。それに、あの家の事情に貴方を巻き込むことで、貴方に知られてしまうのも怖かった……」


    　知られてしまう？　いったい、何を？


    「……だから最初の私は最終的に、貴方を屋敷には誘わなかった。貴方に頼らず、一人で兄の予言に逆らおうと考えたんです。その選択は、間違っていない。正しいことなんだと、私はそう思っています」


    　納得がいかない僕を置いて、先輩は話を継続させる。


    「でもその結果、私は予言を覆くつがえすことに失敗し、叔お父じは殺され、屋敷には火がつけられた」


    　自らの肩を抱き、震えながら続ける常盤先輩。


    「だから、だから私は自殺したんです。その失敗をなかったことにするために。そしてもう一度、予言に挑戦するチャンスを得るために。そのために私は一度、巻き込まないと決めたはずの貴方を、利用した……」


    「……！」


    「たぶん、私はわかっていたんです。私が命を絶つことで、貴方がその後を追ってくれるということを。そうすることによって、時間を巻き戻してくれるのだということを！　なんて、傲ごう慢まんで卑ひ劣れつで……、最低です」


    「そんな……」


    　そんなことないですよ。そう言おうとした僕だったが、言葉が出てこなかった。


    　先輩が僕を利用しようとしていた？　あの先輩の自殺は、僕を今回の一件に引き摺ずり込むための餌えさだった？　突然、そんなこと言われても、僕の鈍い思考回路では簡単な感想すらすぐには抱けない。それほどまでにこれは、恐ろしい話だった。もしその話が本当だとしたら、一回目の挑戦時で先輩は、自分じゃない次の自分のために、自らの命を捧げたことになる。いくら「セーブ機能」の効果に慣れた僕でも、簡単には至れないその思考。


    　確かにこの先輩なら、思いつきはするかもしれない。そこまでするほど、彼女の兄に対する執着は強いものなのかもしれない。だが……。


    「で、でも。違いますよ」我に返り、慌あわてて言い繕つくろう僕。「そんなの、考えすぎですって」


    「私だって、そう思いたい……。ですが、状況を考えると、そうとしか考えられないんです。私はもう、自分を信じることができない……」


    　弱々しい声で、常盤先輩はそう返す。だが僕は引き下がれなかった。ここで引き下がり、彼女の話を認めてはいけない。僕は直感的に、そう感じ、反論する。


    「絶対、違いますって。僕の知っている先輩は……」


    「……貴方あなたの知っている、私？」


    　苦し紛まぎれに出した僕の言葉に反応し、身を竦すくませる常盤ときわ先輩。


    「貴方が、私の何を知ってるんですか？」


    「え？」


    　突き放すかのようなその一言に、今度はこっちがぎくりとなる。


    　そんな僕を見上げ、先輩は笑った。


    「……あぁ、そうか」


    　いつもの全てを許し、解きほぐし、やわらげてくれるようなあの微笑じゃない。虚うつろで、自じ虐ぎやく的で、ただ絶望だけを湛たたえた薄暗い自じ嘲ちよう。


    「貴方は、もう、知っているんでしたっけ」


    「え……」


    「惚とぼけないでくださいよ。私のこと、知っているんでしょう？　前回までの人生であの屋敷に行き、あの家の人たちと関わり、貴方は私の何を知ってしまったんです？」


    「え、いや、あの……」


    　責めるような先輩の口調に圧おされながら、言葉を濁にごす僕。だが、彼女がなんのことを言っているのか、なんとなく見当がついていた。


    　繰り返してきた人生の中で、幾度となく見てきた先輩と叔お父じ一家の確執。迫害されていた常盤先輩。五年前、情緒不安定だった先輩が常盤俊すぐるを刺し、家を追い出されたという話。


    　そして僕の足を縛りつけるあの言葉。


    



    『なんでお前みたいなふざけた奴が首を突っ込んでくるんだよ』


    



    「……ただ、先輩とあの家の家族とは、あまり仲が良くないみたいだなってことくらいしか」


    　その視線から目を逸そらし、逃げの言葉を探す僕を、先輩が静かに遮さえぎる。


    「それはね、私が五年前、叔父を殺そうとしたからですよ」


    「……っ」


    「その反応。やっぱり前の世界で聞いていたんですね。話したのは、誰ですか？　私？」


    　先輩が、冗談めかしてそう問いかけてくる。


    「ほ、本当なんですか？」前回の昼頃、家政婦の菊きく川かわから聞いて、噓うそと切り捨てようにもそうすることのできなかったその話。「な、なんで……？」


    　思わずそう聞いた僕を、力ない微笑で見つめ返す先輩。


    「それは……ね」


    　そうして語り出した彼女の話は、恐らく誰も踏み込んではいけなかった危険領域。常盤夢ゆめ乃のがその知性や笑顔でずっと守ってきた、強固な鎧よろいの向こう側。それは、彼女の心の発露だった。


    



    　　　　　３


    



    　その態度が気に入らないと殴られたので、静かな挙動を心がけ、敬語を使うようになった。


    　その声が気に入らないと殴られたので、最低限必要な時以外は口を開かないよう心がけた。


    　その容姿が気に入らないと殴られたので、彼の好みに合わせた服装をするようになった。


    　その瞳ひとみが気に入らないと殴られたので、常に下を向いて目を合わせないよう注意した。


    　あの男に屈するのは屈辱だったが、殴られるのはもっと嫌いやだった。


    　だから、少女はそうされないための努力を惜しまなかった。


    　彼女にできることならば、なんでもやった。毎回毎回、殴られた後に自分の何がいけなかったのかを深く考え、次からは同じ過ちを犯さないよう気をつけた。自然と、その男の行動や思考を予測する癖が身につき、彼女はそれを惜しみなく発揮した。


    　だが、その努力も結局、無意味だった。どんなに頑張っても、すぐに難癖をつけられた。


    　その男はお酒を飲み、酔っ払っては、少女のことを殴りにやってくる。そして、その理由は彼女がどれほど考えても、まったく思いつかない。


    　自分が彼のお気に召そうが召せまいが、彼が上機嫌だろうが不機嫌だろうが、最終的に殴られることに変わりはないのだ。そのことに彼女はようやく気付きはじめていた。


    　唯一の救いだった兄も、少し前に自分を残してどこかへと消えてしまっていた。行かないでほしいと彼女は懇こん願がんしたが、最も早はや彼女に対する関心を失った兄の決意は微動だにしなかった。


    　兄に見捨てられた少女は一人、地獄の中で耐え続けることしかできなかった。


    　痛いのにも寂しいのにも、辛つらいのにもひもじいのにも、必死で耐えて歯を食い縛る。


    　そんな毎日を過ごし、繰り返される暴力で感情が磨ま耗もうしていく彼女。


    　日課となったその男の来訪にも、何も感じなくなっていく。もうどうでもいい。どんな暴力にももう慣れた。どうなったってかまわない。どうなったって、もう平気。


    　だが、その日の彼は、いつもとは様子が違っていて……。


    



    「………………」


    「それまでも、定期的に暴力の類たぐいは受けていました。他に身寄りのなかった私の立場上、叔お父じの暴力に逆らうことができませんでしたし、他の家族や使用人も叔父の権威と気性を知っていましたから、誰も止めようとはしなかった。むしろ、叔父の不機嫌と暴力を一身に引き受けてくれる、都合のいい身代わりのように感じていたのかもしれません」


    　まるで自らの手で傷口を広げるように、彼女は自分を傷つける言葉を放ち続ける。


    「最初は単純な暴力だけだったんですけどね。五年前、兄が予言を残してその消息を絶ってからというもの、叔お父じはだんだんと精神に不調をきたしはじめ、ついにはその一線を越えようとしてきたんです」


    「………………」


    「流石さすがの私もそれは嫌いやだったので、その寸前で叔父を刺しました。他の家族も事情を察したのか、警察沙ざ汰たになることもなく、私はあの家を追い出されてこの学校の寮に入れられることになった。あの家とはそれっきりです。まぁ、従弟いとこの霞かすみとだけはちょくちょく連絡を取りあっていたから、まったく音信がなかったってわけじゃないのですけど」あっけらかんと、そう言って哂わらう常盤ときわ先輩。「なんだ、その様子だとそこまでは聞かされていなかったみたいですね。でも、今、言っちゃったから、どっちみち同じなのですけれど」


    「…………」


    　僕の知らなかった、いや、薄々気付いていたのに、直視しようとしなかった先輩の過去。


    　あの笑顔の裏で先輩がずっと抱えていた深い暗くら闇やみ。それが今、先輩の心を取り込み、僕の前に立ちはだかっている。


    「ほらね？　やっぱり、貴方あなたは私のことなんて、何も知らない」


    「先輩……」


    「貴方や皆が超能力だ千里眼だって言うあれだって。種を明かせば、何のことはない。ただ幼い頃の私が、叔父の不ふ興きようを買わないよう必死で身につけた処世術の一つに過ぎないんです。あれは、ただ、他人の顔色を窺うかがうのが上う手まいってだけなんですよ」


    「先輩っ」


    「幻滅しましたか？　しましたよね。でもこれが私の正体なんです。貴方の敬愛する常盤先輩はただの紛まがい物で、本当の私はこんな、つまらない人間なんですよ」


    「先輩！」


    　思わず強く呼びかけて、その肩を摑つかむ僕。正直、まだ、今彼女が告白した情報の全てを理解しきれていない。だが、これ以上、こんな彼女を見ていられなかった。


    「…………」


    　いつもの鋭い理性を、微み塵じんも感じさせない。暗く淀よどんだ、先輩の瞳ひとみ。


    　何か言葉をかけようと口を開き、かける言葉が思いつかない自分に気付く。そんな僕の手を摑み、軽く引き寄せる常盤先輩。


    「ちょっと変だけど、優しくて頼れる部活の先輩。私はそれだけでよかったはずなのに……」


    「え……？」


    　言われたことの意味がわからず、そう聞き返した僕は、僕の腕に縋すがるようにした先輩が、その片方の手に握っていた「ある物」に気付き、目を見開いた。


    「お願いですから……、もう、私なんかのためにその命、使わないでくださいね」


    　寂しげな微笑ほほえみを残し、そう囁ささやく先輩。その左手に握られ、僕の腕に押し付けられたその代しろ物もの……いつか、どこかで見たことのある彼女のスタンガンが、薄暗い室内で火花を照らす。


    「さようなら、榊さかき君……」


    　それが、最後だった。


    



    　　　　　４


    



    　気が付くと、日は既に昇っていた。


    　瞼まぶた越しに感じる日差しの鬱うつ陶とうしさに、僕はやむなく気だるい意識のままで、なんとか身体を起き上がらせる。そして、ようやく自分が部室の床に寝転がっていたという事実に気が付いた。


    「え……」


    　身体の上にかけられていた大き目のタオルケット。何な故ぜこんな物が、そう考えてすぐに思い出す。僕が気を失う前、何があったのか。どんなやり取りがあって、僕はどうされたのか。


    「……っ！」


    　瞬間的に意識を完全覚かく醒せいさせ、起き上がろうとする僕。


    　瞬間、ガチンという金属音とともに、僕の右手が後ろ側へと引き寄せられる。


    　何かと思って見てみると、僕の右手首には銀色の手錠が嵌はまっていて、その先がパイプでできた本棚の一つにしっかりと固定されていた。試しに二、三回引っ張ってみるが、頑丈な鎖はびくともしない。


    　これが誰の仕し業わざなのか。その人物はどういうつもりで、これを施ほどこしたのか。考えるまでもなかった。あまりに先輩らしくないように見えるこの行動は、ある意味、これ以上ないほどにあの人らしくもある。


    　もう、今回の一件に関わるな。そう言いたいのだろうか、彼女は。


    「なんだ、これ……」


    　思わずそう呟つぶやいた僕は、自分が哂わらっていることに気付く。


    「はは、なんなんだ、これは……」


    　そして、同時に泣いている自分にも気が付いた。


    「なんだよ、なんなんだよ、僕は、いったい……」


    　あまりにも自分が滑こつ稽けいだった。どうして、自分がこんな状態に陥おちいっているのか。どうして、こんなことになってしまったのか。


    　僕はただ、先輩の死をなかったことにしたくて、彼女が実家の事件に巻き込まれたことを知って、それを未然に防ごうと、ただ、そう思っていただけなのに。


    　事件は一度も防ぐことができず、先輩に拒絶されて、挙あげ句くの果てに、こうしてこんなところに繋つながれてしまっている。


    　そのまま脱力し、再び横になる僕の身体。ただでさえ、気力が枯こ渇かつして心が折れていたところに、トドメを刺されたような気分だった。


    　窓の外では既に太陽が高く昇り、今はもう十四日の昼頃になっていることが察せられる。


    　あれから、先輩はどうしたのだろうか。この部室に僕を残し、一人であの屋敷に向かったのだろうか。憎き叔お父じを助け、愛する兄への手がかりを摑つかむために。


    　今からでも遅くはない、そんな気がした。今すぐにでもこの手錠を引き千切るか何かして、この部室を飛び出し、あの屋敷まで向かえば、悲劇が起きる前に間に合うのではないかと、僕はそう考えた。そうするべきではないかと、そう思った。


    「……諦あきらめることだけは、しない」


    　いつかしたその誓いの残ざん滓しに動かされ、徐おもむろに身体を起こし、鎖を引く僕の腕。


    　このまま先輩を行かせるわけにはいかない、彼女を死なせるわけにはいかない。そんなこと、わかってる。わかっているのに、でも、力が出てこない。


    「諦めちゃ、駄目だ」


    　いくら心で思っても、思いだけでこの鎖は砕けない。力なく引き寄せられ、がちゃがちゃと耳障りな音をたてるその鎖。


    「諦めるのは嫌いやだ……」


    　そう願っていても、浮かんでしまう一つの疑問。もしこの鎖を砕けて、それで今から駆けつけたとして、それで？　僕は、どうする？


    「諦めたくない……」


    　どうせ僕にはあの事件を防ぐことなんかできなかったじゃないか。被害者本人が自ら死のうとするなんて、反則だ。もう、どうしようもないじゃないか。それにそもそも、僕にはもうあの事件を防ぐ理由がないじゃないか。先輩自身が、僕の介入を望んでいないんじゃないか。


    「諦めたく、ないのに……」


    　腕の力が抜けていく。そうだ、僕は何を頑張っているのだろうか。僕が諦められない、その先輩自身にここまで拒絶されてしまった時点で、もう全部終わっているというのに。


    「…………」


    　一瞬、昨日の晩まで人生を巻き戻し、先輩を説得しなおすという選択に思い当たった。だがその案はすぐに却下される。駄目なのだ、僕はもう先輩の領域に踏み込み、彼女が知られたくなかったことを知ってしまった。これからずっと、知らないフリをして彼女を騙だまし続けることなんてできるわけがない。いくら世界を書き換えられても、僕の中に積み重なってしまった記憶は、取り返しがつかないのだ。


    　もう既に、気付いてしまった。


    　どうせ、僕は先輩のことなんて、何もわかっていない。


    　彼女が抱えていた苦しみも痛みも、僕は共有することができない。


    　先輩は僕を救ってくれたが、僕は先輩を救うことができないのだ。


    　僕は考えることを放棄して、瞼まぶたを閉じる。


    　目を覚ましたら、全てが終わっているのだろうか。終わっていたとしても、もうどうでもいい。もうどうなったって、構わない。


    　そう思い、僕は全ての思考を停止して、深いまどろみに意識を委ゆだねる。


    



    　そんな時だった。


    　扉の向こうから、どたどたという騒がしい足音が近づいてきたかと思った途端、その扉が勢いよく開かれる。木の扉をぶち壊さんという力強さで、部屋に飛び込んでくるその人影。


    　突然のことに驚き、思わず閉じていた瞼を見開いた僕の目の前に、颯さつ爽そうと飛び込んできたその人物は僕のよく知っている人間であり、そしてこの場所には縁もゆかりもない人物だった。


    　ここまで走ってきたのだろうか、その口元から蒸気のように荒く息を吐き、肩で呼吸するその人物。彼女はすぐにこちらの方へと視線を移し、そしてそのまま硬直する。


    「キョート……。あんた、何やってんの？」


    　そこに立つ僕の幼おさな馴な染じみは僕の姿を見て、目を丸くしながらそう言った。
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    　突然現れた少女、梓あずさ由ゆ衣いは、どこからか持ってきた大型ニッパーで手錠の鎖を切りながら、自分がここに来るまでの過程を説明してくれた。


    　約束の時間になっても一向に現れず、いくら連絡しても応答ひとつよこさない僕を、彼女は不審に思ったらしい。気になったので僕の家に連絡したら、僕の親から僕が昨日家に帰ってこなかったことを知らされ、それからずっと捜してくれていたのだそうだ。その捜索には由衣の妹、双ふた葉ばや彼女たちの養父、誠せい一いちおじさんまで参加してくれているらしく、どうやら僕の知らないところで結構な大事になってしまっているようだった。


    「……本当に、やばいことに巻き込まれたとかじゃないんだね？」


    　想像以上に鎖が頑がん丈じようなのか、ニッパー片手に難儀していた由衣が念を押すように聞いてくる。


    「……だから、さっきからずっとそう言ってるだろ。……別に、警察沙ざ汰たにするような話じゃないんだ、これは……」


    　詳しく説明する気にもなれず、彼女から目を逸そらして曖あい昧まいに返事する僕。


    　そんな僕の様子に、彼女はこれ見よがしに深く溜ため息いきをついてみせた。


    「はぁ、まぁ、いいけどさ。……ったく、人騒がせにもほどがあるって。せっかく考えてた優雅な休日の予定が……」


    　そういえば、十四日の昼に彼女と会う約束をしていたことを思い出す。いろいろあってすっかり失念していたが、確かにそうだった。


    　最初の人生で僕たちは、双ふた葉ばに関する勘違いが原因で尾行劇を繰り広げ、それが終わった後は買い物をしたり、遊び歩いたりして、楽しい週末を満喫していたのだ。その裏で、常盤ときわ先輩が一人であの屋敷の事件に挑み、失敗し、自殺するまで追い詰められていたことなんて、知る由よしもなく。黐もち木き慧けいからの連絡があるまで、僕は馬鹿みたいにへらへらと笑っていた。


    「…………」


    「お？　やった！　千切れた！」


    　己の間抜けさ加減を思い出し、黙りこむ僕をよそに、手錠の鎖くさりを断ち切って嬉き々きとして笑う梓あずさ由ゆ衣い。


    「それで？　なんでまた、キョートはこんな場所に繋つながれていたわけ？　何か悪いことやって、あのおっかない部活の先輩に折せつ檻かんでもされてたの？」


    　切断された鎖をぶらぶらと揺らしながら、由衣が聞いてくる。彼女の言葉はおおむね、正解。だが、僕はその質問に答えず、ただ、目の前を左右に揺れる鎖の先を、ぼんやりと眺めているだけだった。鎖が断ち切られたとして、それで、どうする？


    　どうもしないし、どうにもできない。僕にはもう、やるべきことなんて、何もない。


    　でも、だけど、諦あきらめられない。手を伸ばすことだけは、やめられない。


    　由衣に感謝の言葉も告げず、呪いのように湧わいてくるその言葉を、頭の中で繰り返す。


    「行くか……」


    「え？」


    　僕は重い身体を持ち上げて、なんとか起き上がる。そしてそのまま由衣の脇わきを通り過ぎ、部室棟の廊下へと歩き出した。


    



    　二月の空気は昼間だというのに、ひどく冷たかった。前回では感じなかったその寒さに、僕は身を震わせる。覚おぼ束つかない足取りで、なんとか前へと進み、進路を急ぐ僕の身体。


    「ちょっと、いきなりどうしちゃったっていうの？」


    「いったい、何があったの？　ねぇ！　聞いてる？」


    「無視すんな、おいこら！」


    　先ほどまで喧やかましく僕の背中をどついていた由衣も、効果がないとわかったのか、もう何も言ってこない。ただ気遣うような心配するような、そんな目で僕の後をずっとついてきていた。


    　無駄に立派な貴たか苗なえ学園の校門を潜くぐり抜け、僕は通学路をとぼとぼと歩き続ける。ぼんやりと呆ほうけた頭の中で、葛かつ藤とうする二つの意識。行くべきなのか、諦めるべきなのか。


    　いくら失敗してもやり直すつもりだった。先輩のためなら、何度だってやり直してみせると思っていた。今の状態だって、なんだかんだ言いつつも先輩と一緒に考えれば、何か打開策が見つかるんじゃないかと、そんな甘い認識を持っていた。


    　なのに、今のこの有様はなんだ。僕は何をやっているんだ。安易に首を突っ込んだせいで、僕は先輩の踏み込んではならない領域にまで入り込み、彼女を傷つけてしまった。そのうえ更に、あんな悲しい顔をさせ、拒絶までされてしまった。


    　僕は、関わるべきではなかった？　いや、違う。僕が関わらなければ、先輩は人殺しの汚名を着せられたまま、自殺してしまっていたではないか。僕が関わったことに間違いはない。


    　そう考える僕の脳裏に、昨日したはずの先輩との会話が蘇よみがえる。自殺したサラリーマンの命を助けるため「機能」を使った僕に、先輩が言ったあの言葉。


    



    『自殺をする人間にも、彼らなりの理由、動機、必要性というものがあったということ、そして君がした行為はその彼らの決断を踏みにじったことでもあるということ、この二つだけは絶対に忘れないでください』


    



    　……違う！　先輩の言うそれと、彼女自身の自殺とは何の関係もない。僕に備そなわった冷静な理性がそう言い聞かせてくるが、心の中の天てん秤びんは今の回想ひとつで大きく傾きはじめている。


    　延々と脳内で繰り返される自己嫌悪。そんな中でも僕の足は、自然と覚えた通学路の上を辿たどり、最短ルートで駅までの道のりを進もうとしている。


    　駅まで行って、それからどうするか。何も考えない呆ほうけた思考のまま僕は駅へと入り、改札を抜け、ホームへと出る。


    　そこそこに混雑した日曜の昼下がり。僕とその後をついてきた由ゆ衣いはお互い無言で、乗るべき電車がやってくるのをただ待っていた。


    　僕がいつも帰宅に使っているのは背後の一番線。そして、目の前の二番線に来る電車に乗れば、四し鷹たかへと向かうことができる。


    　ここが分岐点だった。一番線に乗って諦あきらめるか。二番線に乗って、事件に関わるか。今から電車が来るまでの数分間の間に、僕はそのどちらかを選ばなければいけない。


    　そんなことを頭の隅で考えながら、目の前を横切る人の流れを、ただぼんやりと見つめている僕。そんな僕の目に、どこかで見たことのある人影がふっと映りこんできた。


    「キョート……？」


    　突然、前に進み出した僕に不思議そうな顔をしてついてくる由衣。


    　ホームのちょうど真ん中に立っていた僕は、横に流れる人ごみを搔かき分け、目の前の一番線ホーム、その縁へと足を進める。


    　そこに立つその人物。ぐちゃぐちゃによれたスーツを着て、強烈なアルコール臭と饐すえた臭いをその身に纏まとうその男性。その据わった目も、こけた頰ほおも、見間違えようがない。


    　僕は彼のことを知っていた。


    　もうずっと前のことのように思えるけれど、実際のところはまだ一日しか経っていない昨日の朝。先輩との勉強会に向かおうとしていた僕の目の前で、飛び降り自殺をしてみせたあの男。僕が「セーブ機能」を使って人生を巻き戻し、飛び降り寸前に介入して命を助けたあの男性だ。


    　その彼がまた、あの日の翌日である今日、この場所に同じような状態、格好で立っている。


    　駅こそ違えど、電車のホーム。しかも、白線を大きく越えた崖がけっぷち。そんな場所に立って、ブツブツと呟つぶやきながらホームの下を眺めているその男性。


    　直後、右側から特急電車がやってくる。そのすぐ背後に立っている僕の存在にも気付かず、その身を強こわ張ばらせるサラリーマン風のその男。


    　彼が何をしようとしているのか、考えるまでもなかった。


    　すぐに連想される、前々々回でのある一コマ。


    　由ゆ衣いと共に四し鷹たかへ向かおうとしていた僕を待っていた人身事故による運行停止。確か、あれはこの駅で、しかも今頃の時間に発生したものだった。


    　ぐらりと傾く男の背中。僕は反射的に手を伸ばそうとしている自分に気付き、首を傾かしげる。どうして、こんな男のことなんてどうでもいいはずなのに。見ず知らずの他人で、助ける理由なんて微み塵じんもないのに。せっかく命を助けてやったのに性しよう懲こりもなくまた死のうとする、そんな奴なのに。なのに、僕はなんで……。


    　考えている時間なんてなかった。すぐそこまで迫ってくる電車と、身を乗り出そうとするその男性。僕は、ただ無意識でそのスーツの裾すそを摑つかみ、引き寄せる。
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    「邪魔するなっ！」


    　それが僕の助けた男性の、第一声だった。そして彼もすぐ、僕が昨日の中学生であることに気付いたのか、怒れる表情を更に歪ゆがめ、涙まじりの声でそれに続ける。


    「またか！　またお前なのか！　なんだ、なんなんだよ、お前！」


    　周囲の視線も気にせず、僕の胸倉を摑んで迫るその男性。口元から放たれる饐すえた吐息を僕の顔面に吐きつけながら、彼は叫ぶ。


    「なんで、死なせてくれないんだよ！　なんで邪魔なんてするんだよぉっ！」


    　首元を締められ、息苦しい中で僕はぼんやりとその男性の顔を見た。本気で怒り、僕のことを憎んでいるその表情。その目元から流れている涙は、恐らく生きながらえたことに対する安あん堵どではなく、死ぬことのできなかった自分に対する悲しみによるものだった。


    　人間は一度自殺に失敗し、死に損ぞこなうとそれっきり死が怖くなり、簡単には自殺できなくなるという話をどこかで聞いた。なのに、昨日死にかけたばかりのこの男性は、今日もまた、こうして同じように死のうとしている。


    　恐らく、そこにはどうしても生きていられない事情が、なんとしてでも死んでしまいたい動機があったんだろうと、僕は考える。だが、そんな彼の事情なんて僕にはわからない。


    「おい、聞いているのかよ！　お前！　お、お前のせいで、お前が邪魔するからぁっ！」


    　彼の一生分の憎しみが込められた拳こぶしが、僕の頰ほおを打った。殴り飛ばされ、ホームの上を転がる僕の身体。何事かと集まっていた野次馬たちが悲鳴をあげて、男や僕から距離を置く。それに押され、人ごみに巻き込まれる由ゆ衣いが横たわった僕の視界に一瞬、映った。


    「このっ、このっ、このぉおっ！」


    　僕の身体に馬乗りになり、再度、拳の連打を放つその男性。その目はこれ以上ないほどに血走り、その口元からは泡まで吹いている。真っ赤に怒張した顔。これ以上ないほどの興奮状態。


    「お前にっ、お前に何がわかるんだよ！　何も知らないくせに！　何も知らないで！」


    　一方、そんな彼にたこ殴りにされている僕には、なんの感情も浮かんでこなかった。


    　そうだ。彼が生きようが自殺しようが、僕にはどうでもいいことだった。なのにその自殺を阻止してしまったのは、ただの気まぐれとしか言いようがない。


    　その結果、彼は苦しみ、怒り、僕を憎んだ。考えなしだった僕の行動が、彼をここまで不幸にしたのだ。ただ一つだけ、わかっているその事実を嚙かみ締めながら、僕は男の暴力を甘んじて受け入れる。


    　やっぱり僕なんかが、誰かのために何かできるなんて、驕おごりでしかなかったのだろうか。


    　僕が誰かの運命に干渉しようなんて、間違いだったのだろうか。


    　やはり僕は、何もしない方がよかったのだろうか。


    「ふざけるな！　ふざけるな、ふざけるなよぉおおっ！」


    　大きく拳を振り上げ、僕の顔面目がけて振り下ろそうとするその男。僕は目を閉じ、恐らくトドメのつもりなのであろうその一撃が降り注ぐのを、待ち構える。


    　だが、その一撃が振り下ろされることはなかった。


    「お前がふざけるなぁ───！」


    　突然、そう叫んだ由衣が人ごみの中から飛び出し、男の頰を平手でぶっ叩たたいたのだ。


    　僕もその男も、まわりの野次馬にも、完全に予想のできなかったその一撃に、一同啞あ然ぜん。


    「な……」頰を叩かれた男が、目を見開き硬直する。「なんだ、お前……」


    　そんな男の酒臭いスーツを摑つかみ、今度は由衣がその胸倉を締め上げる。


    「なんだもクソもないでしょうが！　事情は知らないけど、キョートはただあんたが死のうとするのを止めただけなんでしょ？　なんでそこでキョートに逆ギレしてんの!?　違うでしょ！　それじゃ、道理に合わないでしょ！」


    「こ、こっちの事情も知らないくせにっ……」


    　そう叫び、由衣を摑み返そうとした男の動きがぴたりと止まる。彼の視線の先、騒ぎを聞きつけたのか人ごみを搔かき分けてやってくる駅員達の姿を確認し、その男は舌を打つ。


    「畜生っ！　死ねよ偽善者！」


    　それが彼の捨て台詞ぜりふだった。
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    「ほら、これ使いなよ」


    　ホームのベンチに座り、うな垂れていた僕に、由ゆ衣いが水で濡ぬれたハンカチを差し出してくる。遠慮なく受け取って、未いまだ熱を持つ頰ほおの腫はれに当てる僕。冷たくて心地よい感触だったが、これ以上ないほどに曇った僕の心ではなんの感想も抱いだけなかった。


    　礼も言わずに黙り込む僕の隣に座り、気難しい顔をしてこちらを睨にらむ由衣。


    「……どうして何も言い返さなかったの？」


    　その質問に答える元気も残っていなかった。あれからあのサラリーマンはどうしたのだろうか、駅員に捕まったのか、そのまま逃げおおせたのか。その後、また自殺に望むのか、望まないのか。そんな疑問が少しだけ湧わくが、すぐに無意味であることに思い当たる。


    　なんにせよ、彼が僕のことを心底恨んでいることだけは変わらないのだ。


    「キョート……」


    　心配げに繰り返される由衣の呼びかけにも、反応する気力が湧いてこない。


    　今の一件で、僕は完全に気付いてしまっていた。


    　調子に乗って他人の人生に干渉することの愚かさに。自分が持っていた驕おごりに。そして自分自身のエゴが他人を不幸にしていたというその結論に。


    　サラリーマンの一件でも、先輩の一件でも、僕は考えなしに行動を続け、結果として助けようとした相手を傷つけてしまった。改めて実感する、その愚かさ。


    　どうせ僕には何もできないし、僕がやるべきことなんて、何もない。


    　失意の海に沈み、目を伏せる僕。そんな僕の様子を、やけに真剣な表情で見つめてくる由衣。


    　爛らん々らんと輝く二つの瞳ひとみが、僕のことをじっと見つめ、そして、


    「どうせ僕には何もできないし。僕がやるべきことなんて、何もない……」


    　ふいにぽつりと、そう呟つぶやいた。


    「……今のキョート、そんな顔してる」


    「え？」胸中をあまりに正確に言い当てられ、僕は狼ろう狽ばいする。「何を……」思わず顔に手を当てる僕。常盤ときわ先輩じゃあるまいし、僕がそこまでわかりやすい表情をしているというのか。手探りで顔の形を撫なで、確認してみる僕の指。ただ腫れているだけで、異変を感じられない僕の顔。


    「顔って……」


    　慌あわてて、何か誤ご魔ま化かす言葉を探そうと、顔を上げる。


    　直後、僕の視界いっぱいに彼女の拳こぶしが映りこんだ。


    　彼女の全体重を込められた右ストレートが、まっすぐ僕の眉み間けんに突き刺さり、僕は声をあげる間もなくひっくり返る。ベンチから転げ落ち、強したたかに背中と後頭部を床に打ちつける僕。焼けるような痛みが全身を駆け巡る。


    「ふぅ……」


    　そんな僕を見下ろして、深く息をつく由ゆ衣い。突然食らった鉄てつ拳けん制裁の理由を聞くため、僕が身を起き上がらせると、一転、彼女は笑顔になってこう言った。


    「どう？　スッキリした？」


    「は？」


    　突然、何を言い出したんだこの女は。どちらかというと、スッキリしたのは全力で他人をぶん殴ってみせたそっちの方だろうに。ただでさえ、サラリーマンに殴られてボコボコになっていた僕の顔にトドメと言わんばかりに叩たたき込まれたその一撃。未いまだに熱を帯び、ずきずきと痛みを発する眉み間けんを押さえながら僕は唸うなりをあげる。


    「なんか、寝ね惚ぼけたこと考えてるみたいだったから。今ので目、醒さめたでしょ？」


    「寝惚けたって……」確かに、今までの鈍った意識は覚醒したが、今度は別の意味で昏こん倒とうしそうになっている。「由衣……、突然、何を……」


    　そう言いかけた僕は言葉を失う。笑顔を消して、じっとこちらを見下ろしてくる由衣、その瞳ひとみに湛たたえられているのは、純粋な怒り。「詳しい事情なんて知らないし、話したくないだろうから、聞かないけどさ」彼女はそう前置きしてから、その眼光を強くする。


    「キョート。さっきの自分の行動が間違ってたって、そう思って後悔してるでしょ」
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    「…………」正解だ。


    「それだけじゃないな？　今のキョートはもっと別の、大切な問題でも、同じようなことを考えている。……あの部活の先輩と、何かあったんじゃないの？」


    「…………」それも正解。なんだ、それほどまでに僕の表情はわかりやすいのか。


    　そんな僕の表情に静かに頷うなずき、由ゆ衣いは更に言葉を連ねる。


    「本当なら考えなくてもいいことに悶もん々もんと惑わされて、煙けむに巻かれて、それでもう、どうでもいいや。どうなったっていいやって、そんなこと考えてたんでしょ。キョートにとって、凄すごく大事な何かがかかっているのに、それすらも諦あきらめようとして、エゴだ驕おごりだとか格好つけて、不ふ貞て腐くされているんでしょ。どう、図星？」


    「な……」


    　あまりの的中率に言葉を失う。そんな僕の胸倉を摑つかみ上げ、迫る由衣の顔。


    「目を醒さまして、しゃきっとしなよ。私の知ってるキョートはさ、いつもうじうじしてて、根暗で卑ひ屈くつで、普段は結構どうしようもない奴だけどさ」


    　首元を締め上げられ呻うめく僕を、必死の形ぎよう相そうで見つめてくる由衣の瞳ひとみ。


    「でも、それでも、ここぞっていう時は死に物狂いで頑張って、それで最終的にはなんとかしちゃう。そういうカッコよさを持った奴だったよ」


    　じわりと、胸の奥が熱くなったような気がした。心に灯ともる小さな火種。だがそんな意識の火も、既に折れた心には簡単には燃え移らない。


    「で、でも、これは僕なんかが首を突っ込んでいい問題じゃないし、突っ込んだところで、どうせ僕には何も……」


    「二か月前、キョートが首を突っ込んでくれたお陰で私、救われたよ？　私も双ふた葉ばも……、それから母さんも、たぶん、キョートがいなかったらみんな死んじゃってた。キョートが助けてくれたから……私、これでもあの時のこと、すっごい感謝してるんだけど」


    「いや、違う！　それは違うんだ……」


    「違くない！」


    　忘れていた罪悪感を思い出し弱音を吐く僕に、間かん髪ぱつを容いれずにそう返してくる由衣。感情が昂たかぶりすぎたのか、その瞳が若干の涙で揺れている。


    「キョートが二か月前の一件で、なんだかよくわからない罪悪感を抱えてることは知ってたよ。あの一件を自分の失敗による悲劇だと思い込んで、勝手に後悔してるってことも、気付いてた」


    「な……」


    「でもさ、双葉や私がキョートに感謝してるってのも本当なんだよ。キョートが必死で私たちのこと助けようとしてくれて、嬉うれしかったよ。本当に困っていた時に駆けつけてくれて、嬉しかったよ。落ち込んでいた時慰なぐさめてくれて、嬉しかったよ。キョートがしてくれた、それら全部は、失敗でも間違いでもない！　あの嬉しい気持ちを間違いだなんて、言わせない！」


    「…………」


    　彼女の言葉が僕の心に風を吹き込んでいく。とたんに大きくなる意思の火種。身体が戦慄わななくのを感じながらも、しかし、僕は逃げの言葉を口にする。


    「だ、だけど、どちらにせよ、今からじゃ、もう……」


    「そんなのわからないじゃない！　今からじゃ、もう。じゃなくてそこは、今からなら、まだ。でしょ！」


    　ここに来て未いまだ及び腰の僕を、その力強い眼光で見つめ返してくる由ゆ衣い。


    「い、いや……、でも……」


    「あぁ、もう！　まどろっこしい！」


    　更に逃げの言葉を重ねようとする僕の顔を、彼女は両手でがっしりと押さえ込んだ。そのまま頭突きをするかのようにその額ひたいを僕の額に打ちつけ、彼女は至近距離から僕の瞳ひとみを覗のぞき込む。


    　まるで、いつか見た空のように、澄み切った彼女の瞳。


    「うじうじ悩んで、考え込むのなんてやめなよ。もういっそのこと、自分の一番正直な感情に身体を任せちゃえばいいじゃない」


    「自分の、一番正直な感情……？」


    　そう呟つぶやいてみて、気付く。諦てい念ねんや失意に埋もれ、見えなくなっていた僕の一番素直な感情。


    　それはとても、シンプルなものだった。僕はただ、後々その行動を後悔するのを怖がって、その感情を抑えつけていただけなのだ。そのことに思い当たった途端、これまで僕の思考に纏まとわりついていた大量の枷かせが、なんの重量もない無意味なものへと変へん貌ぼうしていく。


    　僕は気付いていた。今の一瞬で、全ての雑念が吹き飛ばされ、頭の中がこれまでにないほどクリアになっている自分自身に。つい先ほどまで、燻くすぶって消えようとしていた感情の火が、胸の中で熱く燃え滾たぎりはじめたこの感覚に。


    　驚きだった。まさか、自分がここまで単純な生き物だとは思ってもみなかった。


    　まさか、こんな、簡単に。


    「げ、元気でた？」


    　自分達の行動が周囲の注目を集めていることに気付いたのか、顔を真っ赤にさせて僕から離れる由衣が、心なしか先ほどまでよりもずっと険しい視線で、こちらを睨にらんでくる。それに気け圧おされ、たじろぐ僕。


    「あ……、えっと……」


    「まだなら、もう一発いっとく？」


    　そう言って右の拳こぶしを掲げてみせる由衣。僕は慌あわてて首を振り、その追撃を遠慮する。


    「いや、大丈夫……」


    　そして僕は、自らの足で立ち上がり、言った。


    「もう、大丈夫」


    　そんな僕の顔を見て、その強こわ張ばった表情を崩し、満足げに頷うなずく由ゆ衣い。


    「よし！」


    　そう言って、由衣はいつもするように僕の背中を引っ叩ぱたく。その衝撃に押され、一歩前に出る僕の足。その勢いで、僕は前へと歩き出す。


    　ちょうど目の前は、四し鷹たかへと向かう二番線ホーム。


    　絶対についてくると思った由衣だったが、彼女はその場から動こうとはしなかった。思わず首だけ振り返った僕に、由衣は眩まぶしい笑顔で笑いかけてくる。


    「あの先輩のところに行くんでしょ？　ほれ、早く！　あ、でも、何があったのかは後でちゃんと聞かせてもらうから、そこんとこはよろしく！」


    「あ、うん……」


    　僕がたじろぎながらもそう答えると同時に、偶然停車していた四鷹行きの急行列車が、タイミング良く発車を知らせるベルを鳴らした。


    「行け！　榊さかき潔きよ人と！」


    　恥ずかしい由衣の声援を背に、熱く滾たぎった決意を胸に、僕はその車内へと足を踏み入れる。


    　僕のこれからに大きく関わる、この分岐点。


    　僕は、その選択を終えていた。
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    　四鷹駅へと辿たどり着き、その駅構内から飛び出した僕は、偶然にも通りかかったタクシーに飛び乗り、どこかで見たことのあるような運転手に目的地を告げ、走りだした車内でその拳こぶしを強く握り締めていた。


    　目的地へ飛ばす車。余計な悩みや考えを排除し、停滞していた脳のう味み噌そを回転させていると、今まで考えていなかった思考がどんどんと湧わき上がってくる。今までいろいろと悩んでいたつもりだったが、やはりそれは無意識のうちに鈍っていたのだと、今ならわかる。


    　どうして今まで思いつかなかったのだろう。いや、思いついてもそのことについて深く考える余裕がなかったのか。とにもかくにも、今回の事件にはおかしい点がありすぎる。


    　思い返せば返すほど、いたるところに違和感が生じているのだ。


    　家政婦の菊きく川かわ向日葵ひまわりによる毒殺事件。


    　そしてそれを防いだ途端、発生した常盤ときわ八や重えによる射殺事件。


    　前述した二つを封殺しようとした途端、発生した秘書の柳やなぎ田だ宗しゆう太た郎ろうによる発砲事件。


    　それら全てを防いだと思った瞬間起きた、常盤俊すぐる自身の自殺。


    　そして最後に、全てが終わった後、屋敷外の倉で自殺体として発見される常盤先輩。


    　常盤先輩はこう推理した。


    　五年前に彼女の兄がした予言、それが犯人と被害者を含む四名の深層心理に植えつけられ、彼らを凶行へと駆り立てたのだと。今回の事件は予言に操られた人々の殺人劇であり、舞台にいる全員が予言の成立を願っているのだと。僕も、今の今まで彼女の言葉を信じ、そう考えていた。


    　だが、本当にそうだろうか。


    　俊すぐる自身は、あんなにも予言を警戒し、殺されないように食事もとらず、部屋に閉じ籠こもっていたではないか。柳やなぎ田だに殺されかけた時も、死にたくないという意思をこれ以上ないほどに見せつけてくれたではないか。あそこまで予言実現を恐れていた彼が、ちょっと精神的に追い詰められたくらいでほいほいと自殺したりするものだろうか。


    　それに、そうだ。犯人候補者たちと、彼女らが使った凶器との関係も、どこかおかしい。


    　菊きく川かわ向日葵ひまわりが殺害に使用したのは、常盤ときわ令れい司じが自決用に保管していた青酸カリの粉末。彼のことをよく知っている人間なら、彼がその自室に毒物を隠し持っていたことを知っているという話だったが、そもそも菊川があの屋敷に来たのは五年前、令司や先輩とはちょうど入れ代わりの関係で直接の面識はなかったはず。その彼女がある意味、家庭内で暗黙の了解となっていた常盤令司の秘密を知っていたというのは、少しおかしくはないだろうか。


    　それだけじゃない。常盤八や重えが使用し、別の次元では常盤俊までもが利用していたあのボーガンだって、どこか変だ。もともとあれは、常盤先輩が一晩かけても見つけられなかった代物なのに、どうしてそれをあの俊が？　最初から俊が隠し持っていたということか？　だとすると何な故ぜ、その凶器で八重が俊を殺すことができたのかが、余計に引っ掛かる。


    　柳田宗しゆう太た郎ろうの事件にも引っ掛かる点は、たくさんあった。もともとどうして、今までの予定になかった行動を彼がとったのか、という点も気にかかるが、それ以上に疑問なのは何故、殺傷能力や制圧力の低いあのデリンジャー銃を持ち出してきたのだろうかということ。


    　彼くらいがたいのいい人間なら、台所で包丁でも調達して来た方がよっぽど効率的に犯行を実行できたのではないだろうか。事実、彼は俊にトドメを刺すことすらできず、駆けつけた僕と霞かすみにあっさりと制圧されていた。


    　更に、その拳けん銃じゆうが常盤先輩が自殺するときに使ったものと同じだったということも明らかに変だ。いったいあの拳銃はどこから出てきたというのだろうか。


    「……そして、一番おかしいのは常盤先輩の行動だ」


    　確かに僕は彼女の好きな食べ物や、音楽の趣味なんて知らない。彼女の家族のことも、過去のことも何ひとつ知らなかった。だが、そんな僕にも、一つだけわかることがある。


    　それは常盤先輩が、昨晩言ったような理由で自殺をしてしまうような人間では、決してないということ。先輩は昨夜、自分のことを何ひとつ知らないくせにと僕を笑ったが、それは違う。


    　二年前、灰色の学園生活をつまらなく生きてきた僕を、「超能力研究会」へと誘ってくれた常盤先輩。それから毎日、平和だけど退屈しない放課後を共に過ごしてくれた常盤先輩。二か月前、絶望の淵ふちで立ち直れなくなっていた僕を救ってくれた常盤ときわ先輩。僕が危ない時、絶妙のタイミングで助けに来てくれた常盤先輩。


    　呆あきれるほどに暢のん気きで穏やかで、でもたまに物騒で、時々お茶目な常盤先輩。凄すごく聡明で、知識もあって、そしていつも微笑ほほえみを絶やさなかった常盤先輩。


    　人としても男としても、最低の部類に入るであろう僕の、その醜みにくい内面を知りながらも、それを許し、二年間も一緒にいてくれた常盤先輩。


    　それらの常盤先輩だって、正しよう真しん正しよう銘めい、本物の彼女なのだ。


    　僕はちゃんと、あの人のことを知っているのだ。


    　だからこそ、今なら断言できる。僕の知っている今の常盤先輩は、自らの死なんていう最低の方法で僕を罠わなにはめるような、そんな人間ではないのだと。彼女の言うようなその行いは、あまりにも、常盤先輩らしくない。


    　らしくない。客観的に見たら最弱の理由だが、僕の中での信しん憑ぴよう性せいは最強だった。


    　そうだ。常盤先輩は自殺なんかしていなかった。


    　そう考えてみたら、どうだ？　あれがもし、本当は他殺だったとしたら。


    「……！」


    　ぐちゃぐちゃだった情報のピースがおぼろげながら、組み合わさっていくのが実感できる。


    　そうだ。先輩は自殺じゃなかった。


    　彼女が、本当は殺されていたのだとしたら。今までにも散々考えて、否定してきたその意見。だが、もしそれを覆くつがえすことができたなら。一見、不可能に見えるその殺人を、行える人間がいたのだとしたら。


    　しかも、そう、俊すぐるが殺され、屋敷が燃えて、犯人候補者すら舞台から排除されたその後に。


    　そうだとすると、常盤俊による自殺の信憑性も変わってくる。また、菊きく川かわら三人による犯行の意味も、そして、僕たちがどんなに頑張って防ごうとしても、その手をすり抜けるかのように殺人が発生した、その理由も。


    「……もしかして」


    　そうだ。真実は、別にある。


    　見覚えのある風景を走るタクシーの中、自らの頰ほおを張って気合いを入れる僕。


    　時間は現在、午後二時。常盤先輩の行動次第でどうなるかはわからないが、僕の知る限りでは、まだ事件らしい事件は何も起きていない時間だ。


    　まだ、間に合う。何な故ぜだかわからないが、そんな確信があった。
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    　少なくとも常盤邸が、既に炎上しているということはないようだった。タクシーを降りた僕は、迷うことなく塀を辿たどって脇わき道みちに入り、そこにある鉄扉てつぴから屋敷の敷地内へと侵入する。


    　今の状況は、形から見ると二周目のそれとよく似ていた。あの時の先輩も今考えれば、露骨に僕を避け、一人でこの事件に挑もうとしていたことがわかる。


    　だが彼女はその後、事件に介入し、霞かすみと共に屋敷の監視を行っていた僕の目の前には最後まで現れなかった。いや、それどころかあの世界での彼女は、この屋敷で起こる事件に全く関与していない。彼女がこの事件に参加しないなんて、ありえないはずなのに。


    　おかしい点はまだある。昨夜、先輩が語った彼女の意思が確かならば、彼女は僕をこの事件に巻き込みたくはなかったはず。露骨に僕を避け、とりつけた約束すら無視して、連絡まで絶っているところから、それは確かなはずなのだが、そうだとすると少しおかしい。


    　本当に僕の介入を防ぎたかったのならば、もっと上う手まいやりようがあったはずだ。あの時、彼女は何も言わずに約束を破り、連絡手段すら遮断した。あれでは余計に僕の関心を引き、首を突っ込ませやすくなるだけだというのは彼女自身よくわかっていたはずなのに。事実、僕はそれが原因でなんとしてでも先輩に会おうとし、この屋敷を訪れることになっていた。昨晩、先輩の語ったことが全て事実なら、それも、僕をこの屋敷に引き寄せる罠わなと取ることもできないでもないが……、僕は既に、それ以外のある可能性に思い当たっている。


    　もしそれが、先輩の意思による行動じゃなかったとしたら？


    　その時、物思いに耽ふけっていた僕の視界に、ふと動くものが入り込んだ。不法侵入である身上から反射的に木の陰へと姿を隠す僕。気付かれぬよう木陰から身を乗り出し、先ほど眼に映った何かへと視線を向ける。


    「なんだ、犬か……」


    　そこには、鎖に繋つながれ犬小屋の周囲を動き回るこの家の番犬、シルバーの姿があった。この時間帯は屋敷に遊びに来た双ふた葉ばや初はつ雪ゆきと一緒に庭の隅で遊んでいるものとばかり思っていたが、どうやら今回はその展開が少しズレているらしい。


    　どうしてかと悩むまでもなく、その答えはすぐに出た。


    「……そうか。原因は僕だ」


    　昨日から家に帰っていない僕を心配して、双葉も由ゆ衣いと一緒に捜索に参加してくれているという話を思い出す。休日の予定をキャンセルしてまで僕を心配してくれていた双葉や由衣、誠せい一いちさんに、今更ながら少し罪悪感。


    　しかしシルバーがここにいるのは厄やつ介かいだった。初雪以外には誰にも懐かず、八や重えにすら唸うなり声をあげていた彼の姿を思い出し、僕は思わず舌打ちする。奴に気付かれたら最後、吠ほえられ齧かじられ、家の人間に侵入者の存在を気付かせるきっかけにもなってしまう。


    　ここは迂う回かいして、別ルートを辿たどるしかないか。そう思い、移動を開始しようとした僕の視線が、シルバーの行動に引っ掛かる。先ほどからすぐ近くにまで来ている侵入者の存在にも気付かず、一心不乱に何かをしている番犬シルバー。


    　第六感の発動か、その行動がどうしても気にかかり、思わず覗のぞき見てしまう僕。どうやら彼は犬小屋の下の地面を掘り起こそうとしているらしかった。聞いたことがある、犬は玩具おもちややら拾ったものやらを自分の縄なわ張ばりの中に埋めて、隠す習性があるのだと。


    「…………え？」


    　何を隠しているのか、何気なく身を屈かがめ、その小屋の中を遠目から覗き込んだ僕の眼に、あるものが映りこむ。地面に半分埋まったそれは、僕にも見覚えがあるものだった。あれは確かに、僕の知っている「あれ」そのものだ。


    「えぇ!?」


    　黒くてゴツくて、それでいて特徴的なあのフォルム、間違いない。


    　それは、凶器候補の中の一つ。常盤ときわ八や重えが俊すぐるを殺した際に使われ、その後僕を殺すのにも使用されたその凶器。そして、何な故ぜか常盤俊が突然の自殺に使用したその凶器。つまりが、現在行方不明になっているはずの狩猟用ボーガンだった。前回の常盤先輩が一晩かけて屋敷中を探しても見つからなかったそれが、何故か、こんな場所、こんなところに埋められている。てっきり俊がどこかに保管しているのだと思っていたのだが……。


    「って、あれ？」


    　泥だらけになりながらそのボーガンを掘り起こそうとするシルバーの姿を確認し、僕はあることを思い出す。前々回に聞いたあるやり取り。その洋服を泥だらけにしてしまい、叱しかられていた一人の少女。そしてシルバーの犬小屋に、ボーガンが埋められているというこの事実。


    　それらは、僕の想像以上に、重要かつ甚大なパズルのピースとなって、混こん沌とんと渦巻く推理の中央にカチリと嵌はまった。


    「ま、まさか……」


    　繋つながった、ような気がした。


    　全ての回路が連結し、瞬間的に電流が走り出したかのようなその感覚に、鳥肌が立つのを禁じえない僕。内心、興奮しながらも頭の中では妙に冷静になって、これまでに起きた全ての出来事を思い返し、その事例に当てはめていた。


    「コソ泥にしては、大だい胆たん不ふ敵てきだな」


    　そんな僕の背中に、突然声がかけられる。興奮に水を差す、その一声。


    　振り返るとそこには、鳥の巣みたいな短めのくせっ毛頭の少年が立っていた。常盤先輩の従弟いとこ、危険で陰険な小学生、常盤霞かすみ。


    　いち早く不審な侵入者の存在を嗅かぎつけたのだろう。その体格には大きすぎるシャツの袖そでには、恐らくあのテーザー銃が握られ、今も僕のことを狙っているに違いない。


    「僕はコソ泥なんかじゃない」


    「へぇ？　じゃあ、何者なのさ？　誰かに雇やとわれた殺し屋か何か？」


    　ここで時間を食うわけにはいかない。僕は一歩踏み出し、霞へと近づく。


    「僕は榊さかき潔きよ人と。君の従姉いとこである常盤ときわ夢ゆめ乃のの部活の後輩。十二月十日生まれで、血液型はＯ型。前回の英語の点数は四十一点で、隣に座っているクラスメイトの名前はわからない、だ」


    「は？　あんた、何言って……」


    　突然、変なことを言い出した僕に戸惑いの目を向ける霞かすみ。構わず近づいてきた僕に警戒の色を見せ、即座に右手のテーザー銃をこちらに翳かざす。


    　だが、最初からその行動を読んでいた僕には通用しない。彼がテーザー銃を出した瞬間、その手を摑つかみ、彼から武器を取り上げていた。小学生相手に力で対抗するのは大人気ない行動だったが、彼に遠慮はいらないということも、僕は既に知っている。


    「僕は敵じゃない。今は時間がないんだ。四の五の言わず、僕に協力してくれ！」


    「な、なに言ってんだよ、お前！」


    　攻撃手段を奪われ、狼狽うろたえて後あと退ずさる霞。僕は彼よりも大きな歩幅で一歩詰め、彼との距離を一歩一歩縮めていく。


    「夢乃姉さんのことが好きなんだろう？」


    「んな……！」


    「でも五年前、虐しいたげられていた彼女を助けることができなかった自分自身に、引け目を感じているんだろう？　だから、他の家族が彼女を腫はれ物のように扱う中で一人、今でも彼女と連絡を取り合ったり、機材や情報の面で彼女の活動をサポートしたりしているんだろう？」


    「なん……、お前……！」


    「屋敷中にカメラやマイクを仕込んだのは何な故ぜだ？　彼女のために、何かしたかったからだろう？　そして、これから起きるであろう父親への殺人も、防ぎたいんだろう？」


    「あ……」


    「僕だって、そうだ。そのためにここに来た。僕と君、利害は一致しているはずだ」


    「あ、う……？」


    　完全に狼ろう狽ばいし、追い詰められる霞少年。そんな彼に向かって僕は、いつか彼に言われた言葉をそのまま放つ。


    「手を組もう。僕と君とは、協力できる」


    　壁際にまで追い詰め、彼の瞳ひとみをじっと見つめる僕の両目。動揺した霞は、首を縦にも横にも振らなかったが、僕はその沈黙を勝手に肯定と見なし、無理やり話を進める。


    「今、常盤先輩……夢乃さんがどこにいるのかわかるか？」


    「い、いや……知らない……帰ってきてない……」


    　どこか怯おびえるような声だが、噓うそは言っていないだろう。やはりそうだ。現状、この世界は僕が二回目の挑戦をしたあの世界と、条件が似通っている。


    　なら、この世界の常盤先輩も二回目の世界の彼女と同じ状況にいるはずだ。


    　それはつまり、どういうことか。


    「霞かすみ君……」


    「な、なんだよ……」


    　戸惑う霞に、僕は自分の推理を口にする。先ほどの考察の、その続き。常盤ときわ先輩が僕との約束を無断で反ほ故ごにし、その後、連絡すら取れなくなったその理由。


    　もしそれが、先輩の意思による行動じゃなかったとしたら。


    　あの時の先輩が僕や外部と連絡の取れない状況に置かれていたのだとしたら。


    　そう、つまり……。
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    　毎回毎回、何もできなかった僕を絶望の淵ふちに叩たたき落としてくれたその場所、先輩の死体が発見される常盤家の倉。庭の端に位置する見るからに頑がん丈じようなその建物の、固く閉ざされた鉄製の扉。僕の予想通り、その先に彼女はいた。


    　薄暗い室内、どこかかび臭い空気の充満したそこで、僕たちは発見する。


    　猿さる轡ぐつわを嚙かまされ、縄なわで縛られた渦中の人物、常盤夢ゆめ乃の。小窓からは死角になるよう、積み重なったダンボールの陰に転がされていた彼女は、突然、入り込んできた僕と霞の姿を発見し、その目を大きく見開いた。


    「先輩！」「ね、姉さん!?」


    　思わず駆け寄り、抱き上げる僕。昨夜、彼女自身の手によって突き放されたその腕で、今、ここにいる彼女の重みを確かめる。


    　やはりそうだった、僕の考えは間違っていなかったのだ。先ほど思いついた拙つたない推理を補強するこの状況に、内心ガッツポーズを取りながら、僕は先輩の拘束を解きにかかる。


    「榊さかき君!?　ど、どうして……」猿轡を外され、ようやく喋しやべれるようになった先輩の第一声はそれだった。「どうしてここに……。なんで？」


    　僕の考え通りなら、昨夜のうちからこうして閉じ込められていたであろう彼女が、喘あえぎながらも問いかけてくる。その目は真剣で、本気で僕の登場が信じられないと、そう語っていた。


    　昨夜、あんな別れ方をしたのに。もう関わるなと牽けん制せいしたのに。それなのに、性しよう懲こりもなく現れた馬鹿な後輩。それが、僕だった。


    「関係なかったんです」僕は微み塵じんも頭を使わず、感情だけで言葉を吐き出す。「道理とか、理屈とか、先輩の気持ちとか、そんなの全部関係なかったんですよ。僕はただ、貴方あなたを尊敬していて、貴方のしてくれたことに感謝していて、貴方を大切な存在だと思っているんです。だから貴方に関わりたいし、貴方の事情に首を突っ込みたいし、貴方が困っていたら助けたい！」


    　口に出してみて、なんてエゴなのだろうと呆あきれてしまう。だが、仕方がなかった。これが僕の本心で、余計な思考を取っ払った、一番正直な感情なのだから。


    「そのためなら、命だって惜しくない。どんな努力や苦痛もつらくない。だって僕の中で先輩は、そうするに値する人物だから、そうしたいと思える人だから……だから来たんです。僕は」


    「榊さかきく……」


    　一気に捲まくし立てた僕を、呆ぼう然ぜんと見上げる常盤ときわ先輩。こんなに呆ほうけた先輩の顔も珍しい。今回の一件では、彼女の珍しい表情ばかり拝んでいる気がするな。そんなことを考えながら、僕は彼女の縄なわを解ほどきにかかる。


    「じっとしててください、すぐに解きますから……」


    「……君を手錠で繋つないだその後すぐに、今度は自分がこんな目にあうなんて」


    　そう言って、微かすかに笑う常盤先輩。自じ嘲ちようするような台詞せりふのわりに、その表情は昨日見た自じ虐ぎやく的なそれでなく、放課後によく見る、あの冗談めかすような微笑ほほえみだった。そんな彼女の笑顔にようやく緊張が解けた僕は、いつものように苦笑を返す。


    「それは僕も同じですよ。拘束から解放されて一時間もしないうちに、今度は先輩の拘束を解きにかかってるんですから」


    　薄暗い物置で、そう笑いあう僕と先輩。そんな二人の間で、ほったらかしにされていた霞かすみが、未いまだ状況が摑つかめずに、一人で混乱している。


    「ちょ、ちょっと待ってよ！　な、何がどうなって、そうなってんの？」


    「何がどう、とは？」「そうなってる、って？」


    「あぁ、もう二人して！　っていうか、何？　何が起きてるんだ!?　なんで、夢ゆめ乃の姉さんが、こんなところに閉じ込められて、しかも縄で縛られたりしてるんだよっ!?　意味わかんない！　全然、意味がわからない！」


    　悲鳴をあげるように疑問の言葉を口にする霞。確かに、彼の視点から見ればこの状況はあまりに突飛すぎて、ついてこられないことだろう。


    　つまりが、こういうことなのだ。


    　今回の事件には、どの周にも決まって発生する、あるパターンが存在した。それは五年前の予言とも一致する常盤俊すぐるの死と、その直後に起きる屋敷の火災。僕はその二つこそが、この事件の基本形で、それで今回の事件は完成しているのだと、そう考えていた。


    　だが、実際はそうじゃない。その後にも共通する点があったのだ。


    　それこそが、まったく事件にノータッチだった一周目の僕が遭遇した、常盤先輩の自殺事件。屋敷で起きた犯罪の容疑を全て引っ被かぶり、自殺してしまった常盤先輩。犯人自殺という結末、それこそがこの事件の完成形であり、真犯人の目標だった。


    　そうだ、もう間違いない。あの世界の常盤先輩は自殺したんじゃない。殺されたのだ。そして同時に、前回の世界で死んでいった常盤俊もまた自殺ではなく、他殺に違いない。


    　浅はかにも僕は、両者の死体発見現場が密室だと認識し、殺人は不可能だと考えていた。だが、そうじゃない。二人を殺すことができる人間が、一人だけいるのだ。


    　一周目と三周目の僕が遭遇した、この倉の密室。内側から施せ錠じようされ、他にも人が隠れたり出入りしたりするスペースはないのだと、以前の僕はそう考えていた。


    　だが、それは違うのだ。なんて愚か。僕は既に気付いていたではないか。この倉が密室なんかではなく、ただの密室もどきに過ぎないのだということを。そうだ。この倉には換気用の小窓が設置されている。


    　以前、この倉を調査していた僕は、どちらかといえば小柄な中学生である自分でも通れそうにないのだから、他の人間にも通過は無理だろうなんて、そんなことを考えていた。もし、僕よりも小柄な人間が犯人だったとしたら、そんな最も単純な答えをうっかり見逃していたのだ。


    　それに、そうだ。俊すぐるの自殺の時だって、俊が逃げ込むことを先読みし、予あらかじめ現場内へと隠れてさえいれば密室なんて何の障害にもなりはしない。突入時、室内には誰も潜んでいないと前回の僕は判断したが、それは単に大人が隠れられそうなスペースはどこにもなかったというだけのことじゃないか。あの炎の中でも、棚の僅わずかなスペースに身を潜ませることのできる人物が一人だけいたことを、僕は思いつきもしなかった。


    　そう、一人だけ。一人だけ、全ての犯行が可能だった人間がこの屋敷内に存在するのだ。


    　僕がそこまで考えた瞬間、背後から小さい足音がたてられる。それと同時に物置の出入り口から感じられた人の気配。僕はその気配の主が誰かを直感し、無言で振り返る。


    　そこには、真っ白い帽子に真っ白いワンピースを纏まとった、真っ白い肌の少女が立っていた。
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    「は、初はつ雪ゆきか。なんだ、脅かすなよ……」


    　突然の第三者登場に警戒した霞かすみが、その姿を確認して安あん堵どの息をつく。


    　薄暗い倉の出入り口、逆光を背景に佇たたずむその少女は、先輩の従妹いとこであり、霞の妹でもある常盤ときわ家の次女、常盤初雪だった。


    　彼女は虚うつろな瞳ひとみで僕と、常盤先輩と、霞の三人を順々に見つめ、そしてぽつりと呟つぶやく。


    「なんだ、もうばれちゃったんだ……」


    「どうして、こんなところに……」そんな彼女に、まったくの無警戒で歩み寄ろうとする霞。直後、その鼻っ面に突きつけられた物体を見て、その目を見開き、硬直する。「え……？」


    　それは、僕が何度か見たことのある、手のひらサイズの小型拳けん銃じゆう。


    「……霞兄にい様も、しょうがない人。余計なことしなければ、幸せになれたのに」


    　実の兄に対してのそれとは思えない、冷ややかな表情でそう哂わらう初雪。


    「……下がって」


    　彼女は、いつものようなオドオドとした様子は微み塵じんも感じさせず、氷のような冷たさを持った言葉でそう言い放った。自分に突きつけられたそれがなんなのか、瞬時に理解した霞は呆ぼう然ぜんとした表情で、言われるままに物置の奥へと後退する。やっと縄なわの結び目を解ほどくことにに成功した僕と常盤ときわ先輩は未だにその最奥に座ったまま。


    　そんな僕たちの配置を見て、満足そうに微笑ほほえむ初はつ雪ゆき。その様子を豹ひよう変へんさせた彼女はその身に、小学三年生の女の子とは到底思えない強固な自信と、妖あやしい風格を纏まとっていた。


    「それで、いいわ」


    　あどけない幼さの中に不釣り合いな狂気を孕はらんだ瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせ、そう呟つぶやく少女。あらかじめ運んでおいたのか、自分の脇わきに置かれていた赤い燃料タンクを蹴けり倒し、その中のものを物置内にぶちまける。


    　床の上に広がり、僕らの方へ流れこんでくるオレンジの液体。その正体は、どこかで嗅かいだことのあるその強烈な臭いが教えてくれた。燃料としてよく使われる揮き発はつ油ゆ、つまりが、


    「ガソリン……」


    　その表情を強こわ張ばらせる常盤先輩。まずい、そう思った瞬間には遅かった。


    　僕らの足元にまで届き、靴に染み込むその液体。それを室内にぶちまけ、拳けん銃じゆうで威い嚇かくする。なるほど、今彼女が引き金を引いたら、僕たちはこの物置ごとドカンというわけか。たった二段階の単純な行程で、彼女は僕たちの抵抗を完全に封じ込めている。


    「な、なんだよ……、なんのつもりだ？」自分の妹が突然引き起こしたこの状況に、霞かすみが困惑の声をあげる。「そ、それに、その手に持っている物。そんなもん、いったいどこから……」


    「これ……？」


    　その口端を吊つり上げ、冷笑する初雪。


    「これはね、誰にも殺されたくなかったお父様が、今日という日のために悪い人たちから手に入れた護身用のピストルなの。でもお父様の管理は間抜けで杜ず撰さんだから、私でも勝手に持ち出せちゃった」


    　一周目の世界で常盤先輩を殺し、僕が自殺にも使ったその拳銃。柳やなぎ田だの事件でも使用されたあの凶器は、元々俊すぐるの持ち物だったのか。あんなもの急にどこから出てくるのかと疑問に思っていたのだが、これでようやく納得がいった。そういえば、二周目の世界で俊が書斎から何かが持ち出されたと焦っていたことがあったっけ。あれは、もしやこの拳銃のことだったのか。


    　僕はそんなことを頭の隅で考えながら立ち上がる。


    「動かないで。わからない？　この状況の意味」


    「いや、わかるよ。十分すぎるくらいにわかってる」僕はしっかりと前を見据え、初雪の瞳を真っ向から睨にらみ返す。「やっぱり、君だったんだ。炎の中で常盤俊を殺し、この場所で常盤先輩を殺した張本人。君はその時、この小窓から外へと逃げた。ただそれだけのことだったんだ」


    「言ってることの意味が、わかんない」


    　まぁ、そうだろう。この世界の彼女は一応、まだ何もしていない。だが僕は言葉を連ねざるを得なかった。恐らくこの場で理解できるのは自分だけ、それがわかっていながらも止まらない。止めることができない、その推理。


    「それだけじゃない。この屋敷で繰り返された殺人劇。僕はそれらを三人の犯人候補者たちがそれぞれ勝手に予言に踊らされ、独自の意思で行った殺人なのだとずっと考えていた。でも、それだとおかしいんだ。各々に納得のいかない不都合がありすぎるんだ」


    　そこまで言って息を呑のみ、僕は自分の中に組み立てつつあるそのシナリオを口にする。


    「……だが、もし彼らが本当は犯人じゃなかったとしたら？　あの三人はただの第一発見者やそれに準ずる者に過ぎなかったとしたら。事件の発生に気付き、そして誰よりも早く真犯人の正体に思い当たった彼らが、揃そろいも揃ってその犯人を庇かばっていたのだとしたら、どうだ？」


    　そうだ。菊きく川かわ向日葵ひまわり、常盤ときわ八や重え、柳やなぎ田だ宗しゆう太た郎ろう。誰も彼も、憎き相手を前にした殺人犯にしてはどこか様子が変だった。発見時の妙なぎこちなさ、その後の僕たちに対する対応、そして奇妙な凶器のセレクト。だが、それも彼らが本当は殺人犯じゃなかったとしたら納得がいく。


    「だから、いったい何を言っているのか」


    「君が！」初はつ雪ゆきの言葉を遮さえぎって僕は続ける。「全て君がやったことだったんだ。青酸カリによる毒殺も、ボーガンによる射殺も、その拳けん銃じゆうによる銃撃も、全てが全て君の手によるものだった！」


    　毒の在あり処かを知らないはずの菊川向日葵による毒殺事件。番犬に守られ、誰も近寄れない犬小屋の下に埋められていた八重のボーガン。不釣り合いで、不合理的な柳田の銃撃事件。


    　一つ一つは確実性に欠けるさまざまな情報の欠片かけら。それら全てが集まって、今、目の前で蠱こ惑わく的てきに哂わらう彼女が犯人である可能性を示し唆さしていた。


    　確かに確証となるものは一つもない。たまたま菊川が令れい司じの逸話を耳にしたのかもしれないし、ああ見えてシルバーが実は八重に懐なついていたという可能性もある。柳田だって、何かあの銃で俊すぐるを殺したい特別な事情があったのかもしれない。


    　だが、僕は、菊川が実際に毒を盛っている瞬間を目撃したわけではないし、八重が俊を撃ち抜く瞬間を見たわけでもない。柳田の件もまた然しかり……。ずっと疑問でもあったのだ。


    　今回の事件に用いられた三つの凶器。毒に、ボーガンに、小型拳銃。どうしてわざわざそんな、もったいぶった凶器で殺人を犯すのか。包丁でも灰皿でも、殺傷力のある武器となりえるものは身近にたくさんあったはずなのに。だが、初雪が全ての犯人だとしたら？　毒やボーガンや拳銃ならば、非力な子供の手でも簡単に人を殺すことができるのではないか？


    　更に、前回の初雪が見せた様子からして、彼女は僕や常盤先輩、そして霞かすみが令司の予言実現阻止のため行動を起こしていたことを知っていた。もしかしたら彼女は僕らの意図や監視カメラの存在にも気付いていたのでは？　僕たちの手をすり抜けて事件が起きていたように見えたのは、そのためだったのではないだろうか。


    「今回の事件はただ、君が三種類の殺害方法で常盤俊を殺そうとした。ただそれだけのものだったんだよ！　臨りん機き応おう変へんに変更されたその殺し方と、その第一発見者の庇い方が変わったから、複雑に見えていただけなんだ」


    「ふーん……」


    　少しだけ驚いたようにそう言って、すぐにクスクス哂わらいはじめる初はつ雪ゆき。


    「なるほどね、なるほど……、そう、貴方あなたが、そうだったんだ……」


    　その微笑の意味がわからず、一瞬戸惑う僕。それにより一呼吸あいた沈黙、その隙すきに、現状と話の流れにまったくついてこれていない霞かすみが悲鳴をあげる。


    「さっきから、いったい全体なんの話をしてるんだ！　姉さんや、あの男の殺害とか、三人の殺人劇とか、言ってることの意味が全然、サッパリわからない！　それに、その犯人が実は初雪？　こいつはボクと同じ、ただの小学生だよ。人殺しなんてできるわけない」


    「できるよ」


    　現在進行形で自分の命運が握られている状態でもなお、必死で庇かばおうとする兄の言葉を、あっさりと否定するその妹、初雪。


    「そんなの、簡単。私はただ、殺してしまえばいいだけだもん。後のことは全部、夢ゆめ乃の姉ねえ様が責任をとってくれるんだから」


    「姉さんが……？」


    　その言葉に呆ぼう然ぜんと常盤ときわ先輩を見る霞。つい先ほどまでこの場所に拘束、監禁されていた彼女の姿を思い出したのか、その目を見開いて初雪へと向き直る。


    「まさか……お前」


    　霞が何を考えているか、僕にも容易に想像できた。そして、恐らくその予想は的中している。未いまだに脳裏に焼きついている一周目、殺人や放火の容疑を着せられていた常盤先輩が、自らの罪を悔いて自殺したという形がなりたっていたあの状況を思い出す。


    　昨夜、一人で事件の介入にやってきた先輩を拘束し、この倉に監禁したのは間違いなく初雪だ。そして全ての事件が終わった後に、彼女を自殺に見せかけて殺そうとしたのもまた……。


    「殺害計画の最も大きな障害となりうるであろう私を予あらかじめその場から隔離し、全てが終わった後処理に利用する……、それが貴方の本来の計画だったというわけですか。なるほど、わかりやすくて幼稚な戦略、実に貴方らしいと言うこともできる。最後に屋敷ごと全て燃やすことで、細かい証拠からの発覚を防ごうとでもいうつもりだったのですか？」


    　ここに来て全てを把握したのか、静かに呟つぶやく常盤先輩。


    　そうだ。この事件はもっと単純でわかりやすいものだったのだ。それが常盤令れい司じや五年前の予言というワードの混入でわかりづらくなり、事件の犯人に気付いた屋敷の人間が初雪を庇ったせいで、こんな複ふく雑ざつ怪かい奇きなものへと姿を変えてしまったにすぎない。


    　だが結局のところ、それらの確固たる証拠は、この世界には何ひとつ存在しない。強しいて言うなら現在の僕たちが置かれているこの状況、そして未だに平静を崩さない初雪の様子と、彼女による自供くらいだろうか。今回はまだ犯行すら行われていないのだから、それも当然。


    　だが、現状の僕たちにはこれだけで十分だった。


    「なん、で……」悲しげにその顔を歪ゆがませる霞かすみの悲痛な疑問。


    　全ての疑惑を肯定し、その上で哂わらい続けるその少女に、僕は霞の質問を繰り返す。


    「なんでだ。どうして君は、こんなことを……？」


    　その質問に、初はつ雪ゆきはその整った表情を不機嫌そうに歪めることで、返事した。


    「なんで？　今更、そんなこと聞くの？　貴方あなただって知ってるんでしょう？　お父様がどんな人間かってことくらい。夢ゆめ乃の姉ねえ様がいなくなって以来、あの人は今まで以上に乱暴になって、大変だったんだから。ねぇ、霞兄にい様？」


    「それは……」先輩の視線を気にしながら、霞が微かすかに口くち籠ごもる。


    「それにお母様だって、そう。いつもはお人形にするみたいに猫ねこ撫なで声で触ってくるくせに、いざ、私たちがお父様に苛いじめられているときは助けてもくれないじゃない。あの人は、本当は私のことなんて、好きじゃないんだ。私より、お父様に好かれるかどうかの方が大事なんだ」


    　そう続ける初雪の言葉の数々から、ほの暗い感情の色がにじみ出る。それは、怒りとか、悲しみとか、そういったものとは隔絶された場所にある、恐怖という名の陰だった。


    「お父様も、お母様も、お兄様も柳やなぎ田ださんも菊きく川かわさんも、みんな私のことが好きじゃないんだ。私のことなんて、必要じゃないんだ。このまま、みんなみんな、私のことを必要としなくなったら……」初雪はそこまで一気に捲まくし立て、一呼吸置いてからこう続ける。「そしたら、私は、あの時の夢乃姉様みたいになっちゃう……」


    　僕の隣で、常盤ときわ先輩が息を呑む。


    「私……みたい？」


    「そう。誰にも必要とされなくて、誰からも愛してもらえなくて、苛められたり、無視されたり、私、そんなの耐えられない。嫌なの、ああなっちゃうのは、絶対嫌なの！」


    　その本人を前にして、そう叫び散らす初雪。当時、幼稚園児だった彼女の目に映った常盤先輩への虐ぎやく待たい。僕には想像することしかできないその凄せい惨さんな光景は、彼女の心に深く恐怖を根付かせていたらしかった。何かを言い返そうとして、それができず、顔を伏せる常盤先輩。


    　どうやら初雪は、予言を前に怯おびえ、精神に不調をきたす常盤俊すぐるや、その周囲の家族の人間関係、そしてそのしわ寄せを食う自分の現状などから、このままでは自分が以前の常盤先輩のような扱いをされると考え、怯えているようだった。


    「だから、そうなっちゃう前に、全部壊して取り替えなきゃいけないの。もっと優しいお父様とか、お母様がいる家族で、やり直さなきゃいけないの。誰からも愛されてて、大事にされる……そう、双ふた葉ばちゃんみたいになりたいの！」


    「……双葉？　梓あずさ双葉の双葉か？」


    　ここで出てきた意外な名前に、僕は思わず聞き返す。そうだ、そういえば彼女は梓双葉とクラスメイトで、親友だと言っていた。


    「そうだよ。明るくて人気者で、みんなから好かれてて、愛されてる。私はああいう風になりたいの！　双ふた葉ばちゃん家みたいなお家に住みたいの！　双葉ちゃんみたいに、幸せになりたいの！　だから、だから私のこと大事にしてくれない家族なんか、もういらないの！」


    「な……」


    　彼女の狂気の動力源、幼稚とも純粋とも言えるそれに、僕たちは言葉を失う。


    　初はつ雪ゆきの目に、双葉はどう映っていたのだろうか。きっと彼女のことを明るくて元気で、人気者で、幸せ一杯の女の子だと思っているに違いない。


    　恐らく彼女は知らないのだ。父親を事故で亡くし、母親に殺されかけ、それでもなお、太陽のような笑顔で笑ってみせる、そんな双葉の本当の凄すごさを。


    「……間違ってる。それは違うんだ」


    「間違ってない！」暴走する感情に身を任せた彼女は、僕の言葉を遮さえぎって続ける。「間違ってるわけないじゃない！　だって言ったもの。あの令れい司じ兄にい様が言ったんだもの！　今から私が双葉ちゃんみたいになるには、もうこうするしかないんだって、こうしさえすれば、望みは叶かなうんだって！　そう、教えてくれたんだもの！」


    「え？」


    　聞き捨てならないその台詞せりふに、聞き返そうとした僕へと定められる彼女の殺意。小刻みに揺れ、しっかりと定まらないその銃口が、僕の方に向けられる。


    「もういい、どうせ燃やしちゃえばどっちが先かなんてわからないでしょ？」


    　トリガーに掛けられた彼女の白い指先。容よう赦しやなく撃つ気だと、すぐにわかる。ガソリンが充満したこの室内でそんなもの発砲すれば、自分もどうなるかわからないのに。


    　だが、今の彼女にそんなことを言っても鼻で笑われるのが関の山。もう、今の彼女を止めることは誰にもできないのだ。


    　突進して、阻止しようにも距離が離れすぎている。どんなに好スタートが切れたとしても、僕たちが彼女に行きつく前に、彼女が引き金を引くことは容易だった。


    「くそ……」


    　万事休す、か。結局、また僕は何もできないのだろうか。無駄に悩み、無駄に決意して乗り込んできたこの場所で、また僕は先輩や霞かすみを見殺しにしなければならないのか。


    　それだけは嫌だった。もう二度と、自分の未熟さで誰かが犠牲になるのはごめんだった。何度も何度も改心しては挫ざ折せつする僕だけど、これだけは、どうしても妥協のできない一線だった。


    　諦あきらめない。諦めたくない。心の中で強く燃え上がるその意思を全身に滾たぎらせ、僕の頭は未いまだ見つからぬ突破口を必死で検討し続ける。


    　そんな時だった。


    　初雪の背後、屋敷の方向から柱時計の放つ鐘の音が木霊こだまする。


    　ただ、恐怖に突き動かされ、忌いまわしき事件を引き起こそうとしている一人の少女。


    　その少女に命運を握られ、なす術すべなく殺されようとしている僕たち。


    　一回、二回、緊張と静せい寂じやくが場を支配する中、その鐘の音は、やけに間延びして耳に届く。


    　その音を認識した瞬間、僕はあることを思い出していた。


    「……最後に言い残すこととか、ある？」


    　他人の命運を握り、完全な優位に立っていると思いこむ、初はつ雪ゆきのそんな一言。確かに、状況は考えるまでもなく彼女に有利だった。


    　初雪のさじ加減一つで、全てが吹き飛び、全てが終わる。そんな現状。


    　だが、おめおめと諦あきらめるつもりなど、毛頭なかった。こんな状況に陥おちいってもなお、僕には一つ、絶対的なアドバンテージが残されている。


    　チャンスは一度。そして、一瞬。


    　何も言わぬ僕に遺言を諦めたのか、軽く目を細める初雪。彼女が引き金を引こうとするその直前。三回目の鐘が倉庫の中に鳴り響いた。


    　瞬間、足元に伝わる些さ細さいな感触。それを確認し、次の瞬間に備えて重心を下げる僕。


    　直後、大きな揺れがこの街を襲う。


    　二月十四日の午後三時過ぎに発生する大きな地震。前々々回の世界では僕を生き埋めにさせ、前々回の世界では霞かすみを盛大に転ばせたその天災は、まだ僕の記憶に新しい。


    　そうだ。僕は一度、今日の二十一時までを一通り経験したことがある。絶対に認められないあの結末を、僕は既に知っているのだ。そして、その変えたい未来の、変えようのない出来事こそが、僕に残された最後の切り札だった。


    「うあっ!?」


    　数秒間続く激しい揺れに足元をすくわれ、体勢を崩す初雪。


    　そのタイミングを見計らい、飛び出す僕と先輩。彼女が誤って引き金を引いてしまったら最後。僕たちはまとめて炎に飲まれ、焼け死ぬことになるだろう。


    　そんなギリギリの刹那。引き延ばされる一瞬。既に慣れきった死の気配。


    「間に合えぇっ！」


    　ギリギリまで伸ばした僕の手が、初雪の一歩手前の空間を……、空からぶっていた。


    　届かなかった！　瞬間、そう感じ歯を食い縛る僕。だがすぐに、僕の隣を並走していた常盤ときわ先輩が初雪の懐ふところへと入り込み、その片腕を捻ねじり上げる。


    　そのまま床に叩たたき伏せられる初雪。その手から離れた拳けん銃じゆうが宙を舞い、弧を描きながら落ちてくる。下手な刺激を与えて暴発させたら、それでもアウト。背筋が凍る、その一瞬。


    「榊さかき君！」「はいっ！」


    　先輩の一声に反応し、床に落ちようとしていたその凶器をヘッドスライディングで受け止めた。


    　その間、僅わずか数秒。地震が収まるその頃には、もう完全に決着がついていた。


    　ガソリンまみれになった床に押さえ込まれる常盤ときわ初はつ雪ゆき。その白いワンピースが土と油で汚く滲にじむ。先輩の手によって動きを封じられ、もがくことしかできないその少女。


    「……危険な遊びは、もう終わりです」


    　静かにそう告げられた先輩の一言に、しかし少女は納得しなかった。


    「いやだ！」初雪がそう叫び、首だけを動かしてこちらへと顔を向ける。「絶対に、いや！」


    「初雪……」


    「やだ！　やだよ！　こんなの、こんなの駄目なの！　私は双ふた葉ばちゃんみたいになりたいの！　こんな家も、こんな家族も、全部嫌いやなの！」


    　先ほどまで纏まとっていた危険なオーラを、全て取っ払ったその先にある初雪の素顔。目から大粒の涙をぼろぼろと流し、泣きじゃくる彼女のその表情。


    　一見、年相応に泣き喚わめいているように見えて、その実体は違っていた。瞳ひとみに宿るその恐怖の深さは、今の僕には計り知れない。


    　形勢が覆くつがえって、ようやく彼女の真意に思考が届く。初めてわかる、彼女の本気。


    　そう、彼女は本気で恐れているのだ。これから先、自分に待っているであろう末路を、常盤先輩になることを。彼女に、自分の父親を殺させ、自分の家に火を放たせるほどの、その恐怖。


    「嫌われるのはいや！　無視されるのもいや！　殴られるのもいや！　寂しいのも、痛いのも全部いや！　いやだ、いやだぁ！　あんなの、あんなのは絶対にいやぁあああっ！」


    　彼女にここまでのトラウマを与えた先輩に対する虐ぎやく待たいとは、いったいどれだけのものだったのか。想像も及ばないその恐怖に、僕は口を挟むことができなかった。


    　そんな初雪に唯一何かを言える人物、常盤先輩が無言で彼女を見下ろしている。その表情は、自分を殺そうとしていた人物に対する憎しみや怒りではなく、ただ哀れみに翳かげっていた。彼女の拘束を解き、その身体を起き上がらせる常盤先輩。その肩をそっと摑つかみ、抱き寄せる。


    「……大丈夫」ぽつりと、優しく諭さとすかのような口調で呟つぶやく先輩。「貴方あなたは私のようには、なりません。だって、私は貴方のようになれなかったのだから」


    　先輩は今、何を感じ、何を思っているのか。どんな心境で、今の言葉を紡つむいだのか。


    「叔お父じ様は、貴方のことを大事に思っているはずですよ。いや、叔父様だけじゃない。叔お母ば様も、柳やなぎ田ださんも、菊きく川かわさんも、霞かすみ君も、みんな貴方のことが好きなはずです」


    「……噓うそ、そんなの噓に決まってる」


    　そんな彼女の言葉を、ぐずりながら否定する初雪。その断定に込められた彼女の悲観。初雪は、皆に愛されたいと願っているようだった。好かれたい、大切にされたいと泣き叫ぶ彼女は、恐らく自分がまったく愛されていないと、そう感じているのだ。そう信じきっているのだ。


    　既に自分が周囲の人間に愛されていることに、彼女はまったく気付けていない。前回までの事件の結末を見れば、そんなこと容易にわかる。菊川も八や重えも柳田も、みんながみんな、初雪を庇かばって自ら罪を背負い込もうとしていたではないか。それは、初雪のことを大切に思い、その立場や思いに同情したからではないのだろうか。だが、それをこの世界の彼女に説明するのは非常に困難で、実質不可能。


    　とりあえずここで彼女を抑えておけば、少なくとも今日の事件は防げるだろう。常盤ときわ令れい司じの予言を覆くつがえすことはできるのかもしれない。だが、それは根本的な解決になっていなかった。


    　彼女に殺意がある限り、この事件は未来に続く。


    　そして、その殺意は彼女の思い込みから来る、誤解にしか過ぎないのだ。つまり、この一件を解決するには、その源となっている誤解を一つ、解くだけでいい。


    　だが、今の僕には、初はつ雪ゆきの悲しい誤解を解きほぐす術すべが、一つもなかった。いくら僕が「セーブ機能」なんて代しろ物ものを持っていようと、彼女の中に降り積もった悲しみや寂しさ、そしてその誤解からくる殺意をどうにかすることなんて、できやしない。


    　そう、できやしないのだ。


    「信じられませんか？　なら……」


    　いつか感じたその無力感に再び膝ひざをつく僕の横で、そう言って表情を緩ゆるめる常盤先輩。


    　その顔に浮かぶのは、全てを見抜きながらも全てを許す、先輩独特のあの微笑ほほえみ。


    　そして、彼女は宣言する。


    　柄にもなく、声高らかに、


    「常盤初雪、今から貴方あなたを誘ゆう拐かいします」

  


  
    ５章　リジェクト


    



    　放課後の部室棟は、やけに静まり返っていた。


    　薄暗い廊下に差し込む、真っ赤な夕焼け。赤と黒で構築された、気分によっては幻想的にも見えるその中を僕は一人、目的地へと足を進める。


    　二月十四日。あの悪夢のようなバレンタインから、一週間が経とうとしていた。


    　慣れ親しんだそのルートを辿たどりながら、つい気になって携帯電話に伸びている僕の右手。霞かすみからの連絡はまだない。連絡がないということは、問題が起きていないということだが。


    　そんなことを考えながら携帯を開き、ブックマークに加えておいたニュースサイトをチェックする。この一週間で、何百回と確認したそのサイトだが、例の件は未いまだに事件にすらなっていなかった。これはむしろ喜ぶべきことなのだろうが、やはりなんの音おと沙さ汰たもないというのは、気になって仕方がない。まぁ、音沙汰があったらあったでまずいことになるのだが……。


    　ふと、目的地の前につき、僕は思考を一旦止める。


    　「超能力研究会」と書かれた看板。古ぼけた木製のドア。僕はいつものように、そのドアノブに手をかけて、軽く挨あい拶さつをしながらその室内へと入室する。


    　瞬間、周囲の空気が変へん貌ぼうした。


    　分厚いカーテンに閉ざされた、薄暗い室内。


    　戸棚の中はいかにも怪しげな実験器具が並び、本棚には悪魔でも呼べそうな古めかしい革の本や偽物くさい標本の数々が鎮ちん座ざしている。ここがオカルト研に乗っ取られていた際の名残だというそれらのいわくありげな品々と、少々埃ほこりっぽいけれど静せい謐ひつで、心地のよい雰囲気。


    　部室の中は、いつになっても相変わらずの「超能力研究会」だった。


    　そして、部屋の片隅でパイプ椅い子すに腰掛け、スタンドの明かりを頼りに本を広げる彼女の姿もまた……、そんなことを考えながら視線を上げた僕は、ふと気付く。


    



    　いつも、常盤ときわ先輩が座っているはずのその位置に腰掛けていたのは、彼女ではなかった。


    



    　常盤先輩の定位置に先輩と同じようなポーズで佇たたずむその人物は、白髪で[image: ]そう身しんで、白い能面のような表情が特徴的な、黒いコート姿の男性。


    「貴方あなたは……」


    　明らかにこの学校の関係者ではないその男。白髪の印象が強いためか、二十代ほどの外見なのに、異様なほど老成して見えるその風格。そして見覚えのある暗くら闇やみを宿したその双そう眸ぼう。


    　突如現れたその侵入者に、しかし、意外と僕は動揺していなかった。特別取り乱すこともなく、そこにいる人物の姿をじっと見つめ、自分の記憶に検索をかける。


    　どこかで見たことがあると思ったが、やはりそうだった。まだ記憶に新しい。それは今から一週間と一日前、土曜の朝に学校へと向かう僕が、気まぐれでサラリーマンを助けてしまった時にいた、あの男。


    　なるほど、あの時から既に目をつけられていたということか。僕は冷静を心がけながら、彼にかける言葉を検討する。聞きたいこと、言いたいことは多々あった。だが、まずは……、


    「……そろそろ、来るだろうと思っていました」


    　そんな僕の言葉に、彼、常盤ときわ令れい司じはその口元を吊つり上げる。


    



    　廊下と同じく真っ赤に染められた部室内。西へ沈む太陽からの日差しが、薄暗い室内を眩まぶしいくらいに照らし出している。


    　その明かりに二人分の影が伸びるのを一いち瞥べつし、僕は再度、彼の方へと顔を向け、言った。


    「なんの用、ですか？」


    　単刀直入なその質問に、令司は椅い子すに座ったまま肩を竦すくめる。


    「せっかちな男だ」初めて聞く彼の声。「こちらが名乗り、挨あい拶さつを交わす暇いとますら与えない」


    　彼は、まるで独り言でもするようにそう呟つぶやいて、椅子から立ち上がる。


    「私が誰だかわかっているらしい。理由はあるのだろうか？」


    「いえ、別に……。でも、そんな目をした人間で、このタイミング、この場所、この僕の目の前に現れる人物には、他に心当たりがありませんでした」


    「なるほど、つまらない回答だ」


    　僕の返答をそう断じた後、自らの胸に手を当てて続ける令司。


    「お察しの通り、私の名前は常盤令司。君の同胞、と言っていい存在でもある」


    「…………」


    　常盤令司。常盤先輩の実兄で、僕と同じ「セーブ機能」を持つ超越者。


    「無意味な探りあいをする理由もないので、単刀直入に聞くのだが」僕へと向き直り、そう続ける令司。「今日は、君に聞きたいことがあったので、ここに来た」


    「聞きたいこと……？」


    　思わずそう聞き返す僕を無視して、令司は静かに目を閉じる。


    「今から一週間前の、二月十四日。午後三時過ぎのこと。常盤建設の社長、常盤俊すぐるの長女である常盤初はつ雪ゆきがその自宅から連れ去られ、家族の元に現金一千万円の身代金が要求された。それから半日後、午後九時に身代金の取引は行われ、初雪は無傷で犯人から解放された。そしてその二日後、問題の一千万円は常盤家敷地内にある物置に、そっくりそのまま返還されているのが発見された」すらすらと、歌うようにそう告げる令司。一連の概要を話し終えた彼は、ふと閉じていた瞼まぶたを上げ、僕を見据える。「その誘ゆう拐かいが君たちの仕し業わざだということは知っている」


    「……！」


    　断定口調でそう告げるその男。だが、間違っていない。確かに、あの事件の犯人は僕たちなのだから。否定しないでただ、身構える僕に令司は続ける。


    「ゲームのプレイヤーを盤上から排除した上で、その盤面に別のゲームを上書きする。なんとも無茶苦茶で、荒こう唐とう無む稽けいな計画だ。考えたのは君なのか？」


    「いえ」僕はさり気なく扉を背にしながら、正直に首を横に振る。「常盤ときわ先輩……、貴方あなたの妹が考えたアイデアです」


    「そうか」予想はしていたが、先輩の名前を出しても彼は少しも反応しない。


    「……いったい、どこまで見抜いているんです？」


    「どこまで？」その言葉に、首を傾かしげる令れい司じ。「どこまでというと、そうだな。あの日の午後三時。初はつ雪ゆきを拘束した君たちが、俊すぐるの元に誘ゆう拐かいの通知と脅迫の連絡をし、身代金として一千万という大金を提示したということ。そしてその準備期間を極端に短く設定し、俊を後先考えない極端な金策に走らせたということ。身代金の受け渡しとそのリレーに俊と八や重えの二人を指名し、二人が初雪のためになりふり構わず奮闘する様を、君たちの共犯であり常盤俊の長男、常盤霞かすみの仕掛けた監視カメラで盗撮していたということ。そしてその一部始終を、常盤初雪に鑑賞させていたということ、くらいだな」


    「ん……」


    　わかっていたことだが、流石さすがに面食らう。「くらいだな」って、それで全部だ。それ以上のことなんて何もない。つまり、どこまで見抜いていたという次元でなく、全て見抜かれていたということか。そんな僕に、再度問いかけてくる令司。


    「もしかして、自分が家族にとって不要だと認識していた常盤初雪に、そうではない。少なくとも両親は自分のことを必要としているのだと、そんな自覚をさせるつもりだったのか？　そうすることで、予言の担にない手であった常盤初雪を改心させようと、そう考えたのか？」


    「…………」


    　返答しない僕に、少しだけ意外そうな声を出して令司が反応する。


    「その沈黙は肯定なのか。だとしたら、あまりにもお座なりな作戦だ。常盤俊が身代金を用意しようとしなかったらどうする。しようとしても、時間内に間に合わなかったら？　突如起きた誘ゆう拐かい事件にもかかわらず、別の人間が予言通りに俊を殺したらどうするつもりだった？」


    　淡々とした口調なのに、どこか責めるようなその言葉。だが僕も黙ったままでいられない。


    「だけど、実際にそうはならなかった」


    　僕の推理通り他の三人はただ初雪を庇かばっていただけだったからなのか、それとも誘拐事件という新たな問題を上書きされたことにより、予言の件が有う耶や無む耶やになったからなのか、その真相はわからない。だが、事実。菊きく川かわ、八重、柳やなぎ田だの三人が俊を殺そうとすることはなかったし、今でも俊は生きている。そして、自分のために奮闘する両親の姿をずっと見ていた初雪は、自分の間違った認識を改め、自らの罪を懺ざん悔げした。


    　結果的に現状、全てが先輩の目もく論ろ見み通りの展開を辿たどっているのだ。


    「結果論な上に、確証もない。運任せの愚策か」そんな僕の反論を、溜ため息いき交じりに切り捨てる令司。「君は勘違いしているようだが、今回の一件が未いまだに表おもて沙ざ汰たになっていないのは……」


    「貴方あなたが揉もみ消したからでしょう？」そんな令れい司じの言葉を遮さえぎって、僕はすかさず切り返す。「……二か月前の一件と同じように」


    　常盤ときわ令司が今、どこで何をしている人間なのかは知らないが、その超越した才能、知識、能力から、ある程度の権力と威光を持つ立場にいるであろうことは想像に難くない。


    　二か月前の『眼球抉えぐり』事件。あれほど騒がれていた事件の犯人が逮捕されたのに、報道ではまったく触れられていなかった件。当時は、不思議ながらもラッキーだと考えていたのだが、今ならわかる。たぶん、あの時から既に、常盤令司は僕たちのことをマークしていたのだ。


    「なるほど、私が今回の一件を揉み消すだろうと想定しての暴挙、というわけか」


    　窓の外を眺めていた令司の瞳ひとみが、こちらへと向けられる。


    「……私の工作を計算に入れての行動。能力に頼らず、現状のまま奇策に走ったその発想は面白い。だが、それだけか。残念だ、この程度の奇策であの予言が覆くつがえされるとは」


    　そんな彼の言葉に、ふと引っ掛かった。今、令司が言った言葉のニュアンス。もしやと思っていたが、やっぱり……。


    「……全部、そっちの思惑通りだった、ってことですか」


    「うん？」


    「惚とぼけないでください。全て貴方の仕し業わざなんでしょう？　貴方はただの小学生だった初はつ雪ゆきに、あの強迫観念を植え付け、手段と武器を与えて唆そそのかしたんだ。彼女が自分の父親を殺すように、五年前に自分がしたあの予言を彼女の手で実現させるために！」


    　見ているだけで飲み込まれそうになる、令司の瞳。僕なんかとは比べ物にならないほどに業ごうを背負った彼の、その双そう眸ぼうが孕はらむ漆しつ黒こくをしっかりと見返しながら、僕は問い詰める。


    「今回の事件は、全部貴方が仕組んだものだった。違いますか？」


    「違わない」そんな僕の追及を、あっさりと受け入れる令司。「だが、足りないな」


    「足りない？」


    　その言葉の意図がわからず、そう繰り返す僕から、彼は視線を外す。


    「君のために私が重ねた手間を、そんな簡単な言葉で片付けてほしくないと、そう言ったんだ」


    「僕のため……？　重ねた手間……？」


    「つまり、こういうことだ」


    　令司はそう言うなり、静まり返った部室内を一歩、こちらに向かって踏み進めてくる。


    「五年前に私がした、未来についての言及も」


    　更に、一歩。


    「その後、五年間を経て積み重ねられた、あの家族の歪いびつな相互関係も」


    　もう一歩と近づいてくる令司。硬質な足音が部室内に静かに響く。


    「常盤初雪の置かれた微妙な立場や、その偏かたよった思考パターンも。そして、周囲の人間がそんな初雪の思惑に気付くまでの過程を含める全て。そしてその肩代わりとしようと考えるに至るまでの思考、動機、状況……」


    　いつの間にか、令れい司じは僕の前にまで近づいていた。僕は怯ひるむことも後あと退ずさることもできず、ただ目の前に立つ彼を見上げることしかできていない。そんな僕の目の前に、右手を差し出す令司。


    「その果てに至るまで、全てが私の手のひらの上だった、というのはどうだろう？」


    　彼はそう言うと、自分の右手を握り締め、その中にあった何かを押し潰つぶす。


    「どういう意味だか、わかるだろうか？」


    「どういう……、どういう意味って……」彼がこれから言う言葉に、おおよその見当がつきながらも、しかしその考えを信じきれずに僕は聞き返す。「どういう意味なんだ……？」


    　脳裏をよぎるのは、最低の真実。最低の反則。最低の冒ぼう瀆とく。「セーブ機能」は絶対無敵。これを持つ人間は文字通り人類を超越し、まさに最強。時間を自由に巻き戻すことができるこれさえあれば、世界の全てを自分の都合のいいものに作り直すことだって、わけがない。


    　これは、以前の僕が抱いていた妄想で、そして真実でもあった。


    「幼おさな馴な染じみの親友で、自分より幼い少女が殺人犯だなんて、簡単には思いつかないだろう？　他の人間が彼女を庇かばい犯人に扮したことで、君は更に混乱したはずだ。君にとって、行動の指針となる常盤ときわ夢ゆめ乃のから引き離されて、君は正常な精神を保てていたのか？　君のことを毛嫌いする常盤霞かすみと行動を共にせざるを得なくて、君はとても苦労したんじゃないか。毎回、毎回、現場を燃やされ、次回へ持ち越せる証拠も少なくて、やきもきしてくれただろうか？」


    「な……、あ……」


    　乱れる精神、途切れる思考。正常な言葉が出てこなかった。


    　わかっていた。この事件の陰にこの男がいることくらいは、わかっていたはずなのに。


    　だが、流石さすがにここまでは想像が追いつかなかった。


    　つまり、彼はこう言っているのだ。僕が一週間前に直面した出来事、事件、事情、それら全ては、この男が、自分に備わった「機能」を使って、意図的に用意したものなのだと。


    　そんなことできるものかと、笑い飛ばすことが、僕にはできない。


    　なぜなら、僕は知っている。この「機能」を本当に上う手まく使いこなせさえすれば……、それができる目の前のこの男なら、その神のような所業も十分に可能であることを。


    「あ、くッ……」


    　確かに同じ次元にいるはずなのに、僕と目の前のこの男との間には、天と地ほどの差が開いていた。ようやく、僕はこの常盤令司というものを理解する。こいつはもう、人間じゃない。それを超越してしまっているのだ。


    　だが、そんな彼に対する畏い怖ふよりも、怒りの方が先に出た。


    　彼の言うことが本当ならば、僕のあの葛かつ藤とうも、常盤先輩の苦しみも、初はつ雪ゆきの涙も、全てが全て彼によって仕組まれたものであるということになる。そして、それは同時に本来ならば、あの家には何の問題も発生することがなかったことをも意味しているのだ。


    　この男が何もしなければ、あの家でも他の一般的な家庭となんら変わらない日常が営いとなまれているはずだった。先輩が苦しむことも、初はつ雪ゆきが泣くこともなく、今も普通に……、


    「どうしてっ！」思わず、僕は叫んでいた。「どうして、そんなふざけたことを！」


    　今にも殴りかかりそうなくらい激げき昂こうした僕に対し、あくまで冷静さを崩さず余裕を保つ令れい司じ。


    「何な故ぜと問われても、説明するのが難しいな」そこで初めて、言葉に迷ったかのように首を傾かしげる。「簡単にまとめるならば、こうだ。つい最近、私の知る歴史が私の知らないところで書き換えられていたことに気が付いた。調べてみたら、どうやら私以外にも同じ境遇の人間がいるらしいということに思い当たり、興味を持ったのでこうして会いにやって来た。これはただ、それだけのことなのだが」


    　令司の与あずかり知らぬところで変化した歴史？　前回の『眼球抉えぐり』事件に僕が干渉した件のことだろうか。


    「それで、ただ会いに行くのも芸がないと思って、同じ境遇で同じ悩みを抱えているだろう君へのサプライズも兼ね、五年も遡さかのぼってあの舞台を用意したのだが。どうやら、その様子だとお気に召さなかったようで、残念でもある」


    「……ッ！」


    　令司の言っていることの意味にようやく理解が追いつき、僕は息を呑のんだ。


    　つまり、僕か？


    　僕のために、やっていたとでも言うつもりなのか、この男は。


    　僕は自分の胸に、激しく渦巻く怒りを感じながら拳こぶしを握り締める。この怒りさえ、彼に仕組まれたものなのでは。そんな思考を脳内で殴り殺して、僕は令司を睨にらみつけた。


    「ふざけてる……、お前は人の感情を！　命を！　なんだと思ってるんだよ！」


    　しかし、令司はそんな怒りなどものともせずといった様子で、淡々と見返してくるのみ。


    「まさか、君がまだそんな道徳を保っていられるとは。君の心をその価値観に縛り付けているのはなんなのだろう。経験不足によるただの未熟か、それとも君にはまだ別に何かがあるのか」


    「何をブツブツとッ……」


    　もう我慢の限界だった。僕は血が出るほど握り締めたその拳こぶしに、更なる力を込めて、振りかぶる。そんな僕に対し、令司はコートの懐から何かを取り出し、こう言った。


    「まぁ、いい。本題に移ろう」


    　あと数瞬で、僕の拳が令司の顔に届く。そんなギリギリの刹せつ那なに、僕の眉み間けんに突きつけられるその得物。彼が取り出したそれは、最も早はや見飽きた小型拳けん銃じゆう。


    「……なんのつもりだ？」


    　今更、こんなものを持ち出して。拳銃で脅される程度では僕は怯ひるまないというのに。彼の意図が摑つかめず、拳を止めたまま警戒を続ける僕に、令司はなんの感情も映さないその表情を歪ゆがめ、哂わらった。それは、自じ嘲ちようともとれる乾いた哂い。


    「本当なら、君が私より年上であることが理想だったのだが。君は現在十四歳で、私は今年、二十三歳。皮肉だな。やはり人生というものは、うまくいかないようにできている」


    「……？　どういう意味だよ」


    「こういう意味さ」


    　その言葉の意味がわからず、聞き返す僕に、銃の撃鉄を操作しながらこう告げる令れい司じ。


    「私は、君を殺すことができる」


    「…………殺す？」


    　突然、何を言い出すかと思えば、そんな安い脅しで。だいたい、僕がこの程度で死んでも痛くも痒かゆくもないことは、同じ機能を持つ令司が一番知っているはずなのに。


    　そんな感情を抱く僕に、「そうじゃない」と首を振る令司。


    「私たちは死をきっかけに過去へと戻る。君も気付いているのだろう？」


    「…………」


    「それはつまり、永遠に死ぬことができないということ。事故死だろうが、病死だろうが、自殺だろうが、老衰による大往生だろうが、関係はない。私たちの人生には、終わりがないんだ」


    「……！」


    　終わりがなく、死ぬことのできない人生。一見、便利な「セーブ機能」に備わる究極の問題点。彼はそのことを言っているのだ。


    　いつかの先輩が言っていたことを思い出す。常盤ときわ令司は熱烈に自分の死を望みながらも、その願いを果たすことがどうしてもできず、全ての物事に対する興味を完全に失ったという、その話。


    「何な故ぜ、私と君が同じような異常に取りつかれているのか、この能力にいったいなんの意味があり、私たちに何が求められているのかはわからない。だが……」そんな僕の不安を見て取ったのか、一歩踏み出して繰り返す令司。「私なら、君を殺すことができる」


    「な……」その威圧感に圧おされ、一歩下がった僕は今言われたことの意味を再考する。「ど、どうやって……？」


    「簡単なことだ。いくら死ねない命だって、生まれさえしなければ……」


    「あ……」


    「生まれる前に、その誕生を妨害さえしてしまえば。例えば君の両親のどちらかに干渉して君の誕生に微細な影響を与えればいい、それだけで君はこの世界からいなくなる」


    　どくんと、心臓が大きく脈打つのを感じた。彼の言葉に理解が追いつき、僕は口を閉じるのも忘れて彼の言葉に聞き入っている。気付くと、勝手に後あと退ずさっている僕の足。


    「これは君と同じ能力を持っていて、更に、君よりも先に生まれ、巻き戻せる時間の伸びしろが君より長い私にしかできない殺し。この広い世界で、この常盤令司だけが、君にだけ与えることのできる、究極のプレゼントだよ」


    　令司が、大きく手を広げて歩み寄ってくる。


    「私だけが、君をこの無限に続く地獄から解き放つことができる。さぁ、どうする？　君は首を縦に振るだけでいい。そうすれば、私は今この場で人生を二十三年前……私が生まれた瞬間にまで巻き戻し、君の生誕を阻止しよう。君は無となり、この世に存在すらしていなかったことになるが、まぁ、逃れられない地獄に居続けるよりはましというもの」


    　一歩、一歩。逃げる僕を追い詰めながら、そう続けてくる常盤ときわ令れい司じ。


    「さぁ、どうする？　私は優しい人間じゃない。今回が、最初で最後の気まぐれだ。言うなれば、私の予言を覆くつがえしたことに対するご褒ほう美びだな。私に持てる限り、究極の厚意でもある」


    　呼吸が乱れ、思考が混乱しているのが自分でもわかる。気が付くと、僕の背は部室の壁、これ以上下がれない位置にまで到達していた。


    「無限に続く生か、全てを無に帰す死か」


    　令司の言葉が頭の中に反響し、僕の精神に負担をかける。


    「今、この場で選ぶといい」


    　いつの間にか僕のすぐ目の前に立って、僕をじっと見下ろしてくる常盤令司。


    「僕は……」


    　促されるままに口を開き、僕は返答を躊ちゆう躇ちよする。


    　このまま生きていたら、まず間違いなくぶつかる絶望。目の前にいる令司という存在が証明しているその終わりのない地獄に、僕は今、足を踏み入れかけている。


    「僕は……」


    　いずれ僕にも訪れる。全てのものが無価値になって、全てのものに対する興味を失い、死にたくても死ぬことができない、そんな状況。それが自分をどれだけ苦しめるのか、考える。


    「僕は……」


    　どんなに喚わめいても、足あ搔がいても、絶対に救われることのないその地獄。今、僕の目の前に差し出されているのは、僕をそこから連れ出してくれる、救世主の救いの手。


    　だけど、


    



    「…………遠慮しておきます」


    



    　僕は、自分の首を横に振っていた。


    　完全に僕がその提案を呑のむと考えていたのであろう。微かすかに、令司が目を見張る。


    「……どうしてだ？　無を恐れているのか？　それこそが、唯一残された救いだというのに？」


    　確かにそうかもしれない。これが最後のチャンスなのかもしれない。でも、それでも僕は首を縦には振れなかった。振れない理由が、僕にはあった。


    「……並んで歩いて、笑い合いたい人がいるんです」


    　僕の脳裏によぎる、ある人物の横顔。活気に満ちた彼女の笑顔。


    「……もっと話して、深く知りたい人がいるんです」


    　思い起こされる、ある人物の後ろ姿。淑しとやかで複雑な彼女の微笑ほほえみ。


    「僕はこの人生でできることを何もしていないし、まだなんだってできるから。……だから、僕はここで死にたくはありません」


    　先ほどまで揺らいでいた意識が噓うそのように固まり、強い決意が僕を支える。


    「だから、あなたの申し出は受け入れられない」


    　そんな僕の瞳ひとみを覗のぞき込む令れい司じの双そう眸ぼう。僕は、その視線を逸そらすことなく受け止める。


    　深く、虚うつろなその瞳に棲すまう暗くら闇やみ。いつか、僕を包み込むであろうその絶望。


    「それすらも、いずれ無価値になるというのに」


    「……わからないでしょう、そんなことは」


    「それが、わかる。わかってしまう」僕の反論に、どこか失望した様子で答える令司の言葉。「なぜなら、君が至っているその段階は、遥か昔、既に私も通り過ぎている」


    「…………！」


    「君が抱いだくその感情はいずれ枯れ果て、君は必ず今回の選択を悔やむだろう。この先に待つ地獄に気付き、君は必ず後悔することになる」


    　憐あわれむようにそう告げるのを最後に、彼はふっと目を伏せる。


    「だが、君は選んでいる。終わりのない、苦しみを」


    　先ほどまでよりも、ずっと淡白なその台詞せりふ。その声色で、彼が僕に対しての興味を失ったことを察知した。僕から視線を外し、拳けん銃じゆうを掲げて、それを自分のこめかみに当てる令司。


    「あ……」


    　彼の意図がわかり、慌あわてて止めようと手を伸ばす。先輩のこと、「機能」のこと、まだ聞きたいことは山ほどあった。


    　だが、遅い。


    　既に僕のすぐ目の前で、彼の頭部は弾け飛び、血と脳のう漿しようが舞い上がる。


    　スプリンクラーのように噴き出すそれらを顔面に浴びながら、死にゆく彼の姿を目視する僕。


    「さようなら、だ」


    　その言葉を最期に、ぐらりと揺らぐ僕の意識。


    　転換する周囲。瞬間、身体が脳の制御をはずれ、放り出されるかのような、そんな感覚。


    　気が付くと、僕は一人で部室の中に立っていた。


    　窓の外の夕焼け、静まり返った室内、赤と黒のコントラスト。間違いない、ここは今さっきまで自分がいた「超能力研究会」の部室。同じ日付。同じ時間。


    　だが、そこには存在するはずだった常盤ときわ令司の死体がない。舞い散った血も肉もなし、いつもと変わらない普通で、平和な部室になっている。


    　なるほど、自分以外の人間に「機能」を使われるというのは、このような感覚なのか。恐らく彼は、自殺して人生を巻き戻すことにより、今日、この場所に来て僕に会ったという事実すら葬ほうむり去ったというわけだ。僕の追跡を完全に遮しや断だんする、上う手まい去り方だ。一人納得し、窓の方へと移動する僕。ひび割れたガラスに映る景色、小さな林の向こうから、カラスの鳴き声と、運動部であろう生徒達の掛け声が聞こえてくる。


    「この先に待っているのは地獄、か……」


    　確かにそうだと思った。僕がずっとそれを恐れ、今でも恐怖しているのは間違いようのない事実だ。僕が今した決断は彼の言う通り、安易だったのかもしれない。


    　だが、不思議と気分は落ち着いていた。


    　ちょっと前の僕なら、間違いなく死を望んでいただろうと思う。だが、今は違った。僕はそれを選ばなかった。これは成長なのか、ただ決断力がないだけか。


    　どちらにせよ、僕はもう選択を終えている。


    　この先に待つ未来のために、今を放棄するのは損だ。この先苦しむに値するほどに、今を楽しむべきなんだ。僕はそんなことを考えて、そっと両目の瞼まぶたを閉じた。

  


  
    エピローグ　リカバー


    



    　どんと、テーブルに叩たたきつけられた拳こぶしの音で、僕は閉じていた目を思わず開けた。


    「それで？　何がどうなって、ああなっていたのか、あの後何が起きて、結局どうなったのか。今日こそ全部、説明してくれるんでしょうね？」


    　テーブルの向こう側に座る少女、梓あずさ由ゆ衣いが僕とその隣に座る常盤ときわ先輩をジロリと睨にらみ、一週間前の一件についての解説を要求してくる。まさか正直に一部始終を話すわけにもいかず、困り果ててしまう僕。どうしてこうなってしまったのか、僕はほんの一時間前まで僕にとって日曜日最大の楽しみである二度寝に、幸せを満喫していたはずだったのに。


    　突然、由衣に呼び出され、向かった先で待っていたのは、行きつけの喫茶店の冷めたコーヒーと、同じく呼び出されたのだろう常盤先輩と、怒り心頭の由衣だった。


    　一週間前の一件から延々と繰り返されていた由衣からの追及を僕は、苦しい言い訳で誤ご魔ま化かし、先延ばしにし続けていたのだが、本日、とうとうその我慢と好奇心に限界が来てしまったようだ。猛獣のように瞳ひとみを光らせ、少しでも逃げようとしたら嚙かみつくと言わんばかりの由衣の様子。これはもう逃げられそうにない。


    「そう言われても、説明するのは難しいな……」


    　どこかで聞いたような台詞せりふでその場を凌しのぎながら、僕は横目で先輩を盗み見る。


    　何な故ぜか由衣に呼び出され、僕の隣に座っている常盤先輩。一週間前のごたごたに先輩も一枚嚙んでいると見ての呼び出しなのだろうが、由衣と先輩が連絡先を知り合う仲であったというのは正直意外だった。いつの間に番号を交換したのだか。


    　いや、そんなことよりも気になるのは先輩の態度だ。僕が来るまでの時間に二人の間でいったいどんな会話がなされたのか、先ほどからずっと無言でいつもの微笑を浮かべながら、僕たちの様子をただ眺めているだけの常盤先輩。


    　由衣にばれないよう、アイコンタクトで助け舟の要請をしてみるのだが黙殺される。なんだ、いったい何がどうなっているというのだ。現状に認識が追いつかず、ただただ混乱する僕の脳のう味み噌そ。


    　いっそのこと当たり障さわりのない噓うそで誤ご魔ま化かそうとも考えたのだが、由衣に目撃されたあの状況を当たり障りなく解説できる噓なんて、僕に思いつくはずがなかった。何しろ、本物の手錠で拘束されていたのだ。子供の遊びで誤魔化せるレベルはとうに超えている。


    　どう誤魔化せばいいのだろうか。本当ならば、全部包み隠さず話すべきなのだが、そんなことをしてこちらの頭を本気で心配されてもつまらない。なんとか、上う手まい打開策はないものか。そんなことを考えながら、僕はさり気なく由衣の様子を窺うかがってみる。


    「……ん？」


    　よく見ると、由衣は口で言っているほど怒っているようではなさそうだった。どこか緊張しているような、焦っているのを隠すために、こちらに対して詰め寄っているようなそんな印象を、表情から感じることができる。


    　って、先輩じゃあるまいし。彼女と共にいたせいで、僕にもいつの間まにか読心術の心得が身についてしまったとでもいうのだろうか。僕はそんなことを考えながら、由ゆ衣いの観察を続行する。


    　どうやら由衣は、僕と先輩、そして自分の脇わきに置いた手荷物の三点に対し、強く意識しているような気配があった。先ほどからその三点の間をさりげなく視線が往復している。


    　僕や先輩ならともかく何故、自分の手荷物に？


    「なぁ」


    「何？」


    　僕の問いかけに、慌あわて半分、憤いきどおり半分の表情をする由衣。


    「その手荷物、どうかしたのか？　さっきから気になってるみたいだけど」


    「え？　は!?　な、なんで!?」


    　さりげない僕の質問に、由衣は過剰なまでに反応する。彼女をそれほどまでに動揺させる、何かがあの手荷物にはあるというのか。って、あの紙袋。そういえば、どこかで見たことあるような……、確か、つい最近……。


    「あ、そうだ。思い出した！」あれは先週、僕が由衣と一緒に四し鷹たかに買い物に行った際、彼女が鞄かばんとは別にずっと手に提げていた物と同じもの。「なぁ、由衣。その紙袋って……」


    　そう言いかけて僕はある事に気付き、口を閉じる。


    　そうだ、そうだった。あの時の歴史は僕が既に消している。今のこの人生に、由衣と共にショッピングモールに行ったという事実は存在しないのだった。僕がその紙袋について知っているのは由衣から見れば、明らかにおかしい。


    「～～っ！」そんな僕の一瞬の躊躇ためらい、その隙に例の紙袋を掲げ、勢い良く立ち上がる由衣。何を思ったのか、突然の行動に身構える僕にその袋を叩きつける。「それ、あげるから！」


    「……は？」


    　その奇行に思わず顔を上げると、彼女は何故か梅干を食べた後のような珍妙な表情でこちらを見下ろしていた。そのまま、一言「トイレ」とだけ言い残し、物凄い勢いで席を離れる由衣。


    「な、なんなんだ、いったい……」


    　行きつけの喫茶店、窓際の特等席に残される僕と先輩。


    「……って、なんでさっき助けてくれなかったんですか」


    「だって、黙っていた方が面白そうだったんですもの」


    　由衣の姿が消えるのを確認するなり僕がそう問いかけると、隣に座っていた彼女はそう言って悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。本日、初めて聞く彼女の声。その一言で一気に脱力し、テーブルの上に突っ伏してしまう僕の上半身。


    　一週間前の一件で破は綻たんしかけた僕と先輩の関係は、偽装誘ゆう拐かいやら事件の後処理やらに奮闘しているうちにいつの間にか元の形に修復していた。それ自体は喜ばしいことなのだが、あれからなんとなく、先輩が意地悪くなっているような気がしないでもない。まぁ、気のせいだろうが。


    「それにしても、相変わらず榊さかき君にはデリカシーというものがないですね。呆あきれます」


    　どこか棘とげを感じさせる、最後の一言。……気のせいだと思いつつ、僕は先輩に向き直る。


    「どういうことですか？　デリカシーって？」


    　この紙袋になんの関係が？　そう問いかける僕に、先輩は軽く溜ため息いきをついてみせる。


    「その袋の中身は恐らく、チョコレートです」


    「チョコレート？」


    　何な故ぜ、そんなものがこの紙袋に。ますます広がる僕の疑問を、先輩は思案気な表情で華麗に受け流す。どこか遠くを眺めながら、言葉を続ける常盤ときわ先輩。


    「恐らく、今日の呼び出しの本題はそれでしょう。事情説明にかこつけて、私まで呼び出すところから見るに、どうやら牽けん制せいのつもりのようですね。なかなかに侮あなどれません」


    「は、はぁ？　……まぁ、でも本当にこれがチョコレートかは開けてみないと……」


    「ちょっと待ってください」紙袋の中を検あらためようとしていた僕を慌あわてて制止する常盤先輩。


    「そちらを開ける前に、こちらを……」そう言って彼女は、白い小箱を差し出してくる。有無を言わさず僕に手渡し、妖あやしく微笑ほほえんでみせる常盤先輩。「向こうが牽制ならこちらは先制です。どうぞ、受け取ってください」


    「……？　ありがとうございます？　って、なんですか？　これ」


    　上品な包装が施ほどこされたその小箱。


    「チョコレートです」


    「チョコレート？」


    　また？　しかも何故、このタイミング？　そう思いつつも、ありがたく受け取っておく。よく部活中に先輩の差し入れてくれる洋菓子はいつも美味なので、気に入っていたのだ。


    「ありがとうございます」


    「いえいえ……」素直に礼を言う僕の顔を眺めながら、何事かを考えはじめる常盤先輩。「……なるほど、常日頃から菓子のやり取りをしていたために、肝心な際のサプライズに欠けてしまう。……これは失策だったかもしれません」


    「はい？」


    「いえ、なんでもないのですけれど……」


    　僕の疑問に答えようとせず、口を濁にごす先輩。これ以上、問い詰めてもはぐらかされるだけだと察し、僕は追究を諦あきらめる。ちらりと由ゆ衣いの去った方向を確認、まだ帰って来る気配がないことを確かめてから、僕は会話を切り替えた。


    「……それで、あれからあっちの方はどうなっているんです？」


    　その口調だけで僕がなんのことを言っているのか察したらしい、今までのどこか浮かれていた様子を引っ込め、軽く頷うなずいて周囲を見回す常盤先輩。少しだけ声のトーンを低くして、常盤家の近況を教えてくれる。


    「……霞かすみ君から聞いた話だと、おおむね良好、といったところでしょうか。例の偽装誘ゆう拐かいをきっかけに、それぞれの意識に変革が起き、悪くない関係に移行していると見ていいでしょう。特に叔お父じと初はつ雪ゆきの二人にはそれが色濃く表われているようですね」


    　五年前よりずっと常盤ときわ俊すぐるの精神を責せめ苛さいなんできた死の予言。そして同じく令れい司じによって植えつけられ、初雪の心をずっと蝕むしばんできたあの強迫観念。それが予言の不発と誤解の解消という結果によってなくなり、二人の精神に安定が訪れたということなのだろう。


    「……でも」


    　それも所しよ詮せん一時のまやかし、常盤俊には他にも多々問題があるようだったし、彼ら自身の本質は変わっていないのだから、いつかはその平和も脆もろく崩れ去る運命にあるのではないだろうか。今の良好な関係とやらは、危ういバランスの上に成り立っているものでしかない。


    　まぁ、そのバランスを崩したのも全て常盤令司の仕し業わざだったとするならば、その干渉から離れることで、全てが正常に戻る可能性もなきにしもあらずだが。そんなことを頭の隅で考えながら、黙り込んでしまう僕。


    「その時は、その時でしょう」そんな僕の不安を察したのか、先輩は静かにそう呟つぶやく。「でもたぶん、大丈夫だと思います。もしそうなっても、最終的にはなんとかなってしまうのが家族というものなのではないでしょうか」


    　彼女にしては、らしくない楽観的なその意見。


    「それにもし、私たちの頑張りが結局、あの家族の寿命を少し先延ばしにしただけだったとしても、そのことに意義はあったと思うんです。あの家の幸福に少しでも貢献できたなら、それだけであの家の事情に介入した甲か斐いがあったと、私はそう思います」


    「先輩……」


    　何な故ぜ、彼女はこんなに穏やかな表情で微笑ほほえんでいられるのだろう。いくらあの家の人間関係が良好になろうと、そこに先輩の居場所ができることは、恐らく一生ありえない。


    　彼女自身、それは十分すぎるほどわかっているはずなのに。彼女があの家族のために動く理由など、何一つありはしなかったはずなのに……。


    　当初の目的であった、誰も死なずに済む結末を、僕は確かに迎えることが出来ていた。だが、肝心の先輩が何一つ、救われてなんかいない以上、この結果を喜ぶことはできない。


    　結局、僕は今回の反省も踏まえ、あの一件で自分が経験した全てを先輩に話していた。


    　もちろん、つい先日の出来事……常盤令司との邂かい逅こうについても、包み隠さず説明している。つまり、彼女は自分の抱いだいていた苦痛の原因が何だったのかも、現在の彼が自分の妹に対して、もう何の感情も抱いていないということも、既に全部、知っているのだ。


    「兄がどうして、榊さかき君にあのような騒動を用意したのか、少しだけわかるような気がします」ふと、遠くを見るような目になって、そんなことを語り出す常盤先輩。「……兄は、きっと榊君のことが妬ねたましかったんです」


    「妬ましかった……？」


    　あの化け物、常盤ときわ令れい司じに似つかわしくないその言葉に思わず聞き返してしまう僕。先輩はそんな僕の様子に軽く頷うなずくことで肯こう定ていし、そして静かに言葉を続ける。


    「兄は、死ぬことができない一生を幾度も幾度も繰り返して経験し、なんの面白みもない人生に厭あき尽くしていた。そんな兄にとって、二か月前の君の活躍は完全なるイレギュラーだったに違いありません。自分の知らない展開、自分の知らない未来。それが彼の渇ききっていた心をどれだけ揺り動かしたか。そしてその後、自分以外に同じ能力を持つ人間がいると察した時、兄は何を感じ、何を思ったのか……」


    「…………」


    「恐らく兄は、榊さかき君に夢を見たんです。自分以外の能力者。自分の地獄を終わらせてくれるかもしれない存在の登場に彼は一いち縷るの望みをかけた。……だけど、榊君はハズレだった」


    　先輩の言っていることはなんとなくわかった。嫌でも思い起こされる、先日の令司との対たい峙じ。そしてその時に迫られた一つの決断。その時の彼の自じ嘲ちようが脳裏をよぎる。


    「僕が、令司より年下だったから……。だから、常盤令司は僕に殺されることができなかった」


    「…………」


    　沈黙により、僕の考えを肯定する常盤先輩。


    　つまりこういうことなのだろうか。あの一連の事件は、期待ハズレをさせた僕に対する彼なりの嫌がらせ、もしくは八つ当たり。それとも、僕を死なせてあげる前に、その品定めでもするつもりだったのか。今となっては、僕に彼の意図を理解することなどできはしないのだが。


    「とにもかくにも、これで今の兄が置かれている状況と、今の彼の価値観がどのようなものなのか、だいたいわかりました。榊君、本当にありがとうございます」


    「え……？」


    　僕に対し、頭を下げてくる常盤先輩。そんな彼女の行動に、僕の心が思わず痛む。


    　何な故ぜ、感謝なんてしているんだ。何故、こんな満足そうな顔をして微笑ほほえむんだ。


    　先輩は、別に令司の状況や考え方が知りたかったわけではないじゃないか。彼女は、ただ、令司に自分のところへ帰ってきてほしかっただけなんじゃないのか。


    　でも彼女が一番求めていた彼女の家族は、結局帰ってこなかった。それどころか彼女の苦しみは、その唯一の家族の勝手な都合で生み出されたものでしかなくて……。


    　納得ができなかった。認められなかった。


    　こんな結末じゃ、彼女が報むくわれなさ過ぎるじゃないか。


    　今回の事件は、ただ闇やみ雲くもに先輩の心を傷つけ、そして、そのまま終わってしまった。


    　僕は結局、先輩の踏み込んではいけない領域まで足を踏み入れておきながら、先輩に対して何をすることもできなかった。僕はまた、無駄に首を突っ込んでしまっただけで、


    「先輩、僕は……」


    　彼女に対して、何か言わなければいけないとそう思った。


    　何か、彼女を元気づけたり、励ましたり、慰なぐさめたりできる言葉はないものかと、そう考えた。だが、そんな気の利く台詞せりふなんて、咄とつ嗟さには浮かんでこない。


    　そんな僕を一いち瞥べつし、常盤ときわ先輩は顔を伏せる。


    「……榊さかき君はまた、後悔しているのですね」


    「！」


    　静かに問いかけられたその言葉。僕にはそれが、どういう意味か、痛いほどわかっていた。この事件に首を突っ込んだこと、先輩の領域に踏み込んだこと、そして令れい司じの提案を拒否したこと、それら全てに対して、彼女は言っているのだ。


    「…………っ！」


    　違うと、後悔なんかしていないと、そう言わなければいけないと思った。僕は自分の行動と選択に責任を持たなければいけないと、そう思った。だが僕の口は思うように動いてくれない。


    　簡単な否定をすることもできなくて、大きく開かれたまま固まる僕の口。


    　悔しかった。何かと後悔してばかりな自分自身が。それを恐れて前に進めない自分自身が。


    　こんな後悔なんて、以前の僕には全くの無縁だったはずなのに。僕は……。


    



    「もしかして！」


    



    　そんな沈んだ空気に突如割り込んできたその声は、僕の口から発せられたものではなかった。


    「やっぱり！　やっぱりそうだった！」


    　突然、そう言って僕たちのテーブルに駆け寄ってくるその声の主。スーツを着こなした、いかにもサラリーマン風のその姿、どこかで見たことがあるような気がするが、すぐには思い出せない。少なくとも親しい知り合いの類たぐいではないはずだが。


    　いきなり現れたこの男に、啞あ然ぜんとなる僕と先輩。しかし、彼はそんな僕たちの様子には一向に気付かず、どこか興奮した様子で僕の肩を摑つかみ、揺さぶっている。


    「なんて、奇遇！　なんて幸運！　ちょうど今、君に会いたいと、そう思っていたんだよ！」


    　なんだなんだ、いったい何が起きている。突然の出来事に理解が追いつかず、がくがくと揺らされながらも僕は首を傾かしげる。


    　どうやらこの男は僕に用があるらしいが、僕はこの男のことなんて全然知らない。なんて迷惑な人違い、そう思って改めてその男の顔を確認する。僕にこんな知り合いはいないはず、だがこの顔、やはりどこかで見たような……。


    　記憶に検索をかける僕の脳のう味み噌そ。その結果は意外にもすぐに表われ、そしてその答えは僕をこれ以上ないほど仰天させる。


    「げっ、あんた……！」


    　どこかで見たような気がしてはいたのだが、僕と彼は、とんでもないところで会っていた。この男、間違いない。一週間前に僕の目の前で飛び降り自殺をしようとし、それを阻止した僕に逆上して殴りかかってきたあの酔っ払い、その人だ。スーツをきっちりと着こなし、髪を整えていた上に、酒臭くなかったのでまったく気付かなかった。


    「な、なんだ！　やるのか？」


    　命を助けた僕を恨み、散々憎んでいたはずのその男。また襲いかかってくるのかと身構える僕に、彼は笑顔のまま首を振る。


    「違う違う！　そんなに警戒してくれるなよ、僕はただ君に謝罪と感謝を告げたかったんだ！」


    　何な故ぜか妙にハイテンション、かつフランクなその態度。


    「は？　謝罪？　感謝？」


    　状況がまったく理解できず、頭が真っ白になった僕に、その男は物もの凄すごい勢いで頭を下げる。


    「あの時は本当に悪かった！　一度ならず二度までも、僕を助けてくれた命の恩人に向かって、酔いに任せた八つ当たり……、本当にすまないことをしたと思ってる！　反省している！」


    「は、はぁ……？」


    　頭突きかと思われたその一撃を紙一重で回避しながらも、ただそんな間抜けな返事しか返せない僕。正直、何がどうなっているのか、全然サッパリわからない。そんな僕の手を、がっしりと摑つかむその男。力強く、かつ暑苦しい手が僕の両手を摑み取り、拘束する。


    「そして、ありがとう！　君が二度も僕の命を救ってくれたから、僕は今、こうして生きていることができるんだ！　聞いてくれ！　実はあの時、クビがかかった大事なプロジェクトを、嫌いやらしい社長の妨害でおじゃんにされて、死ぬしかないとそう思ってたんだ！　あの社長を呪いながら死んでやろうって、そう息巻いてた。でもね、聞いて驚くな！　あの直後、何故だか知らないけど突然、その社長が人が変わったみたいにいい奴になってね、プロジェクトの白紙を撤回してくれたんだよ！　わかる？　つまり、僕はクビにならずにすんだってこと！　な、凄いだろ!?」


    「へ、へぇ……、それは、よかったです……ね？」


    「そう！　よかったんだ！　もしも、あの時君に助けられてなかったらと思うと、ぞっとするよ！　本当に、本当に君のお陰で助かった！　ありがとう！　ありがとう!!」


    　僕の両手を、腕ごともぎ取らんというばかりの勢いで振り回すその男。なんだかよくわからないが、そろそろ勘弁してくれないかと思いはじめていたところに、偶然、彼のポケットから携帯の着信音が鳴り響く。


    「おっとすまない！　君のお陰で今、とても忙しくてね！　すぐに仕事に戻らなきゃ！　残念だ、まだ全然お礼が言い足りないのに！　あ、そうだ！　これ僕の名刺！　受け取っておいてくれ！　それじゃ、きちんとしたお礼はまた今度！」


    　終始ハイテンションで炸さく裂れつ弾だんのように喋しやべり散らし、僕の手に名刺を握らせて去っていくそのサラリーマン。最後に、遠くから「ありがとう！」と叫んでから、喫茶店を飛び出していく。


    　嵐のような男が去って、沈黙が舞い戻るその店内。


    　僕も、先輩も、周囲の客も、突然のその突風に一同啞あ然ぜんとなっていた。「ポカーン」という擬音がこれほどよく似合う光景は、これからの長すぎる人生においても希少なものとなるだろう。


    「……ねぇ、キョート。もしかして、今のって、まさか……」


    　ちょうど手洗いから帰ってきた由ゆ衣いが、その表情を強こわ張ばらせて聞いてくる。


    　未いまだ頭が呆ほうけたままで、まともな返事を返せない僕。あの男に振り回されてよれよれになった服のまま、先ほど握らされた名刺へと視線を移し、そしてそこに記された文字を読む。


    「……え？」


    　名刺の中央に配置されたあの男の名前と所属している部署らしきもの、だが、注目すべきはそこではなかった。名刺の一番左端に記された、男の所属しているらしき会社名。そこに、書かれた見覚えのある漢字、四つ。


    「常」「盤」「建」「設」。


    「常盤ときわ建設……。一週間前に突然、人が変わった社長……」


    　ぼんやりと頭の中を泳ぐその情報が、そこに残されていた別の情報と勝手に連結し、僕に恐ろしい事実を告げてくる。

  


  [image: ]


  
    　まさか、そんな……、いや、馬鹿な。そんなこと、常識で考えてあるはずがない。


    　そんな、アホみたいな偶然が、現実に起きるわけが……。


    「………………」


    　呆ぼう然ぜんと、啞あ然ぜんと、愕がく然ぜんと、その名刺を片手に立ち尽くす僕。


    　頭の中にあるのはただ、驚きばかりだった。恐ろしい確率で発生したその巡り合わせの件もそうだが、それ以上に、あの死にたがりだった酔っ払いの変へん貌ぼうに。そして、そんな彼に異様なほど感謝されている自分の置かれた状況に。ただただ言葉が紡つむげない。


    「……………………」


    「………………………………ぷはっ」


    　問題の男が立ち去ってから既に数分、未み来らい永えい劫ごう続くと思われた店内の硬直状態。それを解いたのは、小さな、本当に小さな笑い声だった。


    　沈黙の降りた狭い店内に、突如あがるその声はなんと常盤ときわ先輩によるもので。彼女はその口元と腹部を押さえ、丸めた背中を震わせながら、湧わき上がる笑いの波に耐えている。


    「せ、先輩っ？」


    　ここまで必死で笑うのを押し殺してきたのに、もう我慢の限界。そんな様子で身体を細かく痙けい攣れんさせる常盤先輩。


    　どうして彼女が突然笑い出したのか、僕にも由ゆ衣いにも、他の誰にもわからない。今までのやり取りの何かが彼女の琴きん線せんに触れたのか、僕たちの理解を超えてただ一人、本当に可お笑かしそうに笑い続ける常盤先輩。その目元には涙まで溜ため、椅い子すの上でその身を[image: ]よじる。


    　そういえば、先輩が声を出して笑うところを初めて見たな。僕が頭の隅でそんなことを考えながら先輩の発作が止やむのを待っていると、しばらくしてようやく笑いの波が収まったのか、彼女が徐おもむろに顔を上げ、僕を見た。


    「見ましたか、さっきの人のあの笑顔。貴方あなたの行動は無駄にはならなかった。貴方が頑張らなければあの人も、そしてあの家の家族も悉ことごとく不幸になっていたことでしょう」


    「で、でも……」


    「それに、貴方は私がピンチだった時に颯さつ爽そうと現れ、助けてくれた。実はそれだけでも、私としては結構満足しているんです。だから……」


    　眼め鏡がみを外し、指先で目め尻じりに溜まった涙を払いながら、先輩はそう続ける。


    「……ありがとう、榊さかき君」


    　この一連の騒動で、僕は今まで見たことのなかった彼女の表情を幾つも目の当たりにしてきたが、これはその中でも間違いなく最上のものだった。


    　その表情と、その言葉。


    　それらを前にした時、僕は心の底からこう思う。


    　あぁ、あの時、死んでおかなくて、本当によかった、と。
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